
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　小礼拝堂が建立されたその時代、まだ一枚の大ガラスを作ることのできる技術は育っていなかった。当時の工匠たちが力を尽くしても、できあがるのはせいぜい椀の口ほどの大きさの色ガラスで、それを鉛の線で継ぎあわせて、あわれなほど小さい組みあわせ窓を作ることしかできなかった。いまでもときおり地方の教会に同じような様式の窓が残っているのは、建造者がその質朴なたたずまいか、日当たりが限られるゆえの神秘的な雰囲気に惹かれているのだろうか。

　東西二方の外壁、ステンドグラスのすこし下には浮彫レリーフが彫刻されているが、二百年の雨風の侵食を受けてすこしばかり傷んでいるうえ、思うままに育った藤のつるに覆われてしまい、なかなか全体の姿を見わたすことはできなかった。

　対して、青銅製のドアがある妻つま壁かべは無傷に近い形で保たれ、訪れる者たちはみなエリック二世時代の彫刻のたたずまいを目の当たりにする。妻壁のレリーフは、波形の紋様を挟んで上下三段に分かれている。船の櫂かいを手にした海の神、コールガが最上段の中央に位置し、その手一つで育てあげたと神話に語られる娘たちが周りを取りまいている。二段目にいるのはコールガによって陸に置き去られた子供たち。絵画や彫刻に現れることは珍しいブルンナとフウェリニャ──冷泉と温泉とをつかさどる双子の女神たち──が二段目の中央に彫られている。三段目にいるのは子の子、より世俗世界との結びつきが強い神々たちだった。

　入団試験を通過するそのまえにサラは、慣例どおり三ヵ月間〈箕帚人フィルギャ〉と呼ばれる下仕えの侍女を務めた。あのころは花壇の世話をするように命じられ、花壇のいちばん奥にあるこの礼拝堂の掃除も任されていた。

　あれは暗い金色の長髪を切るまえのことで、サラの身体はいまよりもはるかに弱々しかった。

　毎朝井戸から汲んだ桶の水を提げ、花壇の端から端まで歩いてここにやってくると、階段と床を掃除し、祭壇と燭しょく台だいを拭き清め、そして虫よけの薬を戸口に塗るまでがサラの日課だった。こうしたおきまりの仕事を済ませたあとはよく、すこしばかり質朴なレリーフのまえで足を止め、すっかり聞きなじんでいる英雄と神々の顔をそれぞれ眺めていた。

　騎士に任じられてからの三年間、ほとんどここに戻っていなかったサラは、もうレリーフとステンドグラスの姿を思い出せなくなっていたし、箕帚人としての仕事の細部についてすら遠い記憶になっていた。とはいえ叙任式の前夜、ここで徹てつ夜や禱とうに励んだときに意識したものすべては忘れるはずもなかった──うずく膝の痛み、閉じられたドアから広間に浸みいってくる冷気、ろうそくの火に照らし出されたコールガ像。あのときは諸島語で書かれた祈禱文を暗あん誦しょうしつづけるよう自分に言いきかせながらも、心のなかの興奮、それと未来へのさまざまな憧れと憂慮はいっこうに収められなかった。

　いまこのとき、ドア一枚むこうにいるミアは、徹夜禱を全まっとうして、まもなくみずからの叙任式を迎えようとしている。

　まだらにさびの浮いた青銅のドアを押しひらき、サラは礼拝堂に入っていく。

　ステンドグラスやなかば開いたドアから室内に射す朝の光、そして祭壇のろうそくに照らされて、コールガ像のまえにひざまずく少女の姿をサラは見た。少女は深緑の羊毛のケープを羽織り、くるぶしまでを隠す白い亜麻のワンピースをまとっていた。靴は脱いで、そばに揃えて置いてある。膝の下には毛皮で作られた敷物を敷いて、それと羊毛の織物が足にかけてあった──昨夜、サラが出ていくときにかけてやったものだ。

　そちらに向かいサラは歩を進めていく。先輩の足音はミアの耳にも届いているはずだが、サラがその肩に手を置き、一声かけるまで祈りの姿勢は崩れなかった。

「もう時間だから、服を着替えに行きましょう」

　言われてようやくミアは合わせた両手を離し、目を開け、サラのほうを向いた。

「トルン様……」

「儀式が終わったら、私のことは〝サラ〟と呼んでね」

　これから自分が先輩たちの名前をじかに呼ぶことを想像したのか、ミアの顔に赤みが広がった。

「ひとりで立てる？」そう尋ねたあとで、すこしばかり無駄な質問だったと感じた。「支えてあげる」

　ミアはうなずき、サラの力を借りながら苦労して立ちあがると、ふらつきながらその場で足を上げ下ろしした。腰をかがめ、ふくらはぎを軽く叩いて、苦しそうに息を切らせながら、声を上げないようにこらえている。サラはそれを支えながらひとまず数歩歩いてみて、まともに立てるようになったのを確かめて手を離した。

　こうして最後にだれかを支えたのは、エルザが諸島へ転任になるまえ、ここで徹夜禱を全うしたときのことだった。サラには思い出したくもないことなのに、その日の光景はつぎつぎ目のまえに浮かんできた。否応なく、エルザが立たされた審判の場を思い出してしまう。裸足のまま敷石にひざまずく先輩の小刻みに震える後ろ姿も、それに続く別れも……

「トルン様、この敷物は巻いておいたほうがいいですか？」

　都合よく、ミアの言葉が考えを断ち切ってくれた。

「そこに置いたままにしておいたら。掃除の担当の子が片づけてくれるから」

　ミアが靴を履いているあいだ、サラは青銅に銀のめっきをした祭壇に数歩歩いていった。祭壇の上には、銀の糸で織られた幕が広げられている。燭台には固まった白い蠟ろうがうんと溜まっていた。一晩中燃えつづけたろうそくはほぼ残っておらず、このまま放っておいてもじきにひとりでに消えるだろう。祭壇の奥に立つコールガの像を見つめ、静かに祈りを捧げる。

　諸神を産み育てたこの海の女神に祈ったのは、ミアが兵刃に害されず騎士として生きられるよう加護を与えてくれること、そして遠く流刑の地にいるエルザがなにごともなく、早く戻ってきてくれることだった。

　礼拝堂を出ようとすると、ミアがまだ苦労しながら歩いているのに気づき、つかまれるよう手を差し出した。その好意にミアは感謝していたが、手を伸ばしてくることはなかった。

　ドアを出て階段を下りたところで、掃除を任されている箕帚人が水を入れた桶を提げてやってくるのに出くわした。

　十三、四歳ほどらしい少女で、翡翠色の瞳と高く通った鼻筋だけを見ると先祖は諸島の生まれのように思えるが、縮れた黒髪を見るに、山の民の血も引いているのだろうとサラは考えた。こうした混血はスハウウェン辺境伯の領地ではよく見るが、王国のほかの地方ではなかなか出会わないものだ。

　仕事にはまったく慣れていないらしく、水をなみなみと汲んでしまい歩くのに苦労しているうえ、すこしずつ水がこぼれている。身につけている白のエプロンとうす青をした制服のスカートのすそまで濡れていた。

　離宮にいる箕帚人は百人近く、歳は十二歳から二十歳までさまざまで、少女一人ひとりの名前を覚えるのはサラには不可能だった。しかし箕帚人は騎士に声をかけるとき、相手の姓氏を正しく呼ばなければならない。

　たとえ、ここにいる騎士は箕帚人よりはるかに数が少なく、流刑になったエルザと行方のわからないローズマリーを入れたとして四十四人しかいないとしても──二時間後にはこれが四十五人になる──とはいえ、騎士全員の顔と姓氏を対応させるにはそれなりの時間が必要になる。

　だから、すこし頭の回る新人はたいてい先輩たちとともに行動して、先輩も気を利かせてむこうからやってくる騎士がだれかまえもって教えたり、もしくは歩き去ってからひととおりの紹介をしたりする。しかし、いたずら好きの騎士というのはいるもので、どこかに一人はぐれた新人がいるとすかさず近づいて、自分のことがわかるか試すことがある。もちろん、哀れな新人が名前を言えなかったり、まちがえたりしても、騎士に責められることはない。

　考えてみれば、ごく少数の初期の構成者と王家の騎士団から転入してきたイーディスをべつとして、ここの騎士は期間の長短はあってもみないちどは箕帚人を務めたことがあって、その苦労を知っているのだ。

　その期間は、試験を一度で通過していたサラの場合は三ヵ月で、ここにやってきてから騎士としての訓練を受けはじめたミアの場合は四年だった。

　むこうからやってきた少女は二人に気づくと桶を下ろし、〝トルン様〟と声をかけながら膝を折って跪礼カーテシーを送ったあと、まもなく箕帚人としての生活から抜け出すミアを祝福した。少女のことをミアは〝ヴィル〟と呼んでいて、名前はもしかして〝ヴィレリア〟だろうかとサラは推測したが、確かめることはしなかった。

　少女が階段を上がっていったあと、ミアはサラに話した。「あの子はあなたを崇拝しているんです、いつ聞いても〝トルン様のような騎士になりたい〟とばかり言っていて」

「あなたも似たようなことを言っていた覚えがあるけれど。〝スハウウェン様のような騎士になりたい〟って」

「いまはそうは思ってません、わたしもトルン様を目標にします」ミアが答えた。その口ぶりは真剣で、冗談を言っている様子ではなかった。「スハウウェン様が侍従長になってから、みんなすこし怖がっているんです」

「意地悪ばかり言ってくるの？」

「意地悪というわけじゃないけれど、なんというか思いやりが薄くて。わたしと同じ年にここに来た子がいるんですが、ずっと努力を重ねているのにいつになっても技術が伸びなくて、そのうち自分は騎士に向いていないんだと決心して、スハウウェン様に頼みこんだんです。もうこれ以上騎士の訓練を受けたくない、仕事が増えたってかまわないと。そうしたらスハウウェン様に容よう赦しゃなく𠮟られたんです。あの子、ここに残ったほうがいいのか迷って、いまとても苦しんでいるんです」

　ミアが言っているのがだれのことかは知らないが、その少女がおかれたような苦境については、サラも見てこなかったわけではない。

　騎士としての訓練の教程には馬術や剣術、宮廷の礼法もあり、平民の家の娘たちからすればほとんどがここに来てはじめて接することになる。数年の期間で、そういった科目を入団試験に通過する水準まで会え得とくするのはどう考えても簡単ではなく、結局のところ騎士になれる人間は少ない。汗と疼とう痛つう、そして数えきれないほどの挫折がついてまわる。半数以上の少女はミアくらいの歳になるとあきらめることを選び、離宮のさまざまな職分の見習いに入るか、もしくは目標を失って、悄然とここを出ていくことになる。

「あなたと歳は同じなの？」

　ミアはうなずく。

「なら、短く見てももう三、四年は準備を続けられるでしょう、こんなに早くあきらめる必要はない」サラは言う。「わたしがアナベルだったら、やっぱり訓練を受けつづけさせると思う。いまはあきらめたいと思って、自分は騎士に向いていないと確信していても、いつか考えを変えるかもしれないでしょう。そのとき技量が崩れていたら、後悔してももう遅いもの」

「考えを変えると思いますか？」

「どうでしょうね、もしかするといつか、なにかのきっかけで……」

　その先は続けなかった。頭に浮かぶ〝きっかけ〟はだいたいが辛いできごとだったからだ。

　朝靄がまだ薄れるまえで、地面の草はまだ露をまとっている。鳥たちはいま渡りの最中だ。池はがらんとしていて、白しら樺かばと菩提樹リンデの枝に数羽のカラスが止まっている。去年植えた矢車菊はもう土から顔を出していた。麝じゃ香こう薔ば薇らの棘とげを持った枝が垣根を埋めつくしているが、一つとして花を結んではいなかった。

　紫と白の桜草たちだけが花の盛りをむかえ、早春の花園を彩っている。

　火の民の叙事詩では、一つまえの〈裁きの日レギンドームル〉のあと、数百年の寒い冬フィンブルベトルが続いていたといい、万物が枯れ落ち、地面が氷と霜しもに覆われて、その冬が終わろうとするとき、はじめに大地に花を開かせたのが桜草だったという。その後、海の神を信じる者たちもこの物語を受けいれ、桜草を希望の象徴と見るようになった。

　しかし、友人のリリアンが以前サラに教えてくれた話では、旧世界の文献では桜草は不吉な植物で、嫁ぐまえに亡くなった少女を象徴するという──建国戦争でめざましい戦功を挙げた〈少女騎士スキャルドメール〉クリスティーナのように、あるいはサラと並んで戦いながら、二年前に不幸にも命を落としたハンナのように。

　メイヤール湖こ畔はんに建つこの離宮が、世間が想像するような少女たちのためのこの世の楽園でないことを、サラは心得ている。ここはむしろ、まもなく訪れる嵐のために建てられた要塞のようなもので、たえず〝死〟という名の黒雲に覆われているのだ。

　そうした残酷な現実について、ミアはまったくの無知も同然だ。

　しかしすぐに知ることになる。それを理解するのも騎士の義務だ。

　一晩ひざまずいていたミアはふだんほど軽快に足が動かず、サラの足どりも深い考えごとのために重くなっていた。それでも、二人はすぐに花園を端まで歩きとおしていた。

　離宮の通用口を入るところで、ミアが突然足を止めた。

「トルン様……」

　言いながらうつむき、サラの目を見られずに、両手を固く握りしめ、呼吸もしだいにせわしくなっていく。両の頰がふたたび赤く染まった。なんどか深呼吸したあと、ふたたび口を開いた。

「わたしの指導役になってくれますか？」

　その質問に、サラは心の準備ができていた。ミアの自分への好感は承知していて、自分もこの二年間、剣術や馬術、そして暮らしについてミアに助言するのを惜しんだことはない。しかしながら、ミアよりたった二つ上の自分が、ほんとうに新人の騎士を指導する務めをこなせるだろうか？

　サラにはいっさい確信が持てなかった。自分はあらゆることについていっさい確信を持てないのと同様に。

「わたしはまだ経験が浅いから」正直に答える。「王女様がもっと経験を積んだ先輩を指導役に充あててくれるでしょう」

「もうだれかわかっているんですか？」

「いえ」サラは首を振る。「だれが選ばれるか知っているのは、王女様と団長だけだから」

「それなら、トルン様が指導役に選ばれることもありえますよね？」

　ほんのかすかではあるけど、「その可能性も否定はできないわ……」

　それを聞いたミアは顔を上げて、サラに微笑みを見せた。サラも微笑みで応える。しかしその笑みはすぐに消えうせた。またしてもかつての光景がよみがえってきた。

　三年前、簡潔な儀式が終わったあと、アーシュラ王女はサラの指導役を告げた。名前を聞いたその場の全員がいぶかしんだ。王女みずからの口から告げられたのでなければ、だれかがその場で抗議していただろう。そのときのサラも、王女がなぜそんな決定をしたのかわかっていなかった。なぜ自分を、あの悪名とどろく先輩のもとに放り出すのか──フリシンゲン侯爵家の次女、エルザに。

　はじめ二人は無数に衝突したとはいえ、いま考えればあれは英明そのものの決定にちがいなかった。おそらく、騎士団全体のなかでもささいなことにこだわらないエルザだけが、サラに柔軟さを身につけさせ、決まりごとを踏みはずさない優等生から、一人前の騎士に成長させることができたのだろう。

　だからサラは、王女がだれをミアの指導役に任命するのだとしても、それが正しい選択なのだと思いたかった。

　選ばれるのが自分だったとしても……

「もしトルン様を指導役にできるなら、とっても嬉しいです」ミアが言う。

「わたしがほんとうに指導役に任命されたら、侍従長のように厳しくなるはずだから。そうなったらきっとあなたには恨まれる」建物に入ると、サラはミアを広い浴室に連れていった。廊下で二人は、あちこち奔走する箕帚人たちと幾度となくすれちがい、少女たちはみなミアを祝福した。多くはその手に籠かごを提げ、なかには食べものや服、装飾の材料が入っていて、おそらくはまもなく行われる儀式と夜の宴会のため準備をしているのだろう。

　夜の宴会にはだれでも出席することが許されているが、叙任式に参加するよう招かれるのはミアととくに近しい仲の女子二、三人だけだった。

　曲がりくねった廊下を二人が抜け、浴室のまえの更衣室まで来たときには、ミアと同じくらいの歳の箕帚人がすでにそこで待ちかまえていて、沐もく浴よくのあとミアが着替える騎士の制服を渡してきた。

　赤髪で顔にそばかすのあるその少女は、サラの記憶に残っていた。名前はたしか〝ダイアン〟といって、テルネーゼン伯爵領で生まれた農家の娘だ。その関係もあって、サラの友人でテルネーゼン伯爵家のひとり娘、ロータがよく個人的に指導をしている。サラもロータの代わりになんどか指導したことがあった。ダイアンの剣技はとびぬけたものとは言えないが、幼いころの基礎のない箕帚人としてはかなり上々のうちに入り、率直に言うならミアも勝っているとはかぎらない。だが足を引っぱっているのが馬術で、試験を通る水準はいつになってもはるかに遠い。

　ダイアンも同じようにミアを祝福するが、口調には憂ゆう鬱うつがこもっていた。

　ミアが脱いだケープを受けとったつぎに、「儀式が終わったら、〝デルフト様〟と呼ばないと」と一言口にする。

「同じように〝ミア〟と呼んでよ。少なくとも、そばにほかの人がいないときぐらいは」

「そんなことはできない」ケープをたたみ籠におさめながら、抑えた声で言う。その言葉はさらに物悲しく響いた。「侍従長に知られたら〝お話〟に呼ばれてしまうもの」

「ダイアン、ごめんなさい」

「どうして謝るの？　わたしがひどい役立たずだからなの、こんなにずっと訓練してもまだ入団試験に通らないなんて……」ダイアンは袖で涙をぬぐい、顔を上げて、むりに笑顔を作った。「今日はあなたのほんとうに大事な日なのに、こんなこと言って、まったく自分勝手ね。ごめんなさい、ミア、できるだけ早く追いつくから」

　それを聞いてサラはもう理解していた。さきほどミアが話していた、目標を失った少女というのはこのダイアンのことなのだ。こうした別れは──二人は同じ屋根の下に身を置き、同じ主君に忠誠を捧げているのに、違った階層に属することになり、もう同じ食事のテーブルにつくことはできないし、それどころか名前で呼びあうこともできない──この離宮ではしょっちゅう現実になっていた。あるときは、姉妹のような仲の二人の箕帚人がともに試験に参加したのに、一人だけが騎士になったこともあり、もう一人の少女はほどなくここを去った。

　ミアが浴室に入ると、サラはダイアンに何言かなぐさめの言葉をかけたあと、時間を作って指導をすると申し出た。ダイアンはサラの肩に抱きついて、泣きじゃくりはじめる。

　懸命にこらえ、あまり大きな声を上げないようにして、浴室にいるミアに聞かれないようにしている。

「いったいどうすれば、馬術の腕を高めることができるのでしょう？」平静を取りもどしたあと、ダイアンは尋ねた。「もうあきらめるつもりでいたのですが、ミアのために……」

「馬と長く過ごして、むこうの習性を理解すること。ほかの方法はないわ」サラは答えた。これまでのサラを多少でも知っていたら、苦もなくこの答えも予想できるはずだ。騎士の修行の一つとして、サラは十二歳のときから、十五歳になって湖畔の離宮にやってくるまでずっと、ベーフェラント伯爵家で馬小屋の管理の手伝いをし、女伯爵の御者も務めていた。ミアに至っては、猟師の娘として小さいころから家で猟犬の世話をしていたから、もともと動物を馴れさせることは得意で、馬術を身につけるのも当然すぐのことだった。

「馬の世話の役目を引きうければ、役に立ちますか？」ダイアンの声はますます小さくなっていく。「もう手遅れなんじゃ……」

「きっと間にあうわ。まずはひととおり考えてみなさい。ほんとうに馬小屋での仕事をしたいと思うなら、侍従長に言いにいくのに、わたしが付いていってあげる」

「侍従長は反対されるのではと思いませんか？　すこしまえ、さんざん𠮟りつけられたばかりなのに」

「いえ、それはないわ。アナベルはきっと受けいれてくれる」サラは苦笑いして言う。「問題は、あなたが顔を合わせる勇気を出せるかだけね」

　昨夜、徹夜禱のまえにミアは一度沐浴を済ませていて、ここではざっと身体を清めるだけだったので、すぐに浴室から姿を現した。

　湖畔に位置するこの離宮はもともと、オズワルド一世が療養のため建てた場所で、完成までに五年が費やされた。それからほどなく、オズワルド一世は長女のマルガレーテに王位を譲り退位を宣言し、ここに移り住んでその後十二年経って亡くなった。

　この場所が選ばれたのは、湖畔の風景と狩猟に好都合な山林にくわえて、山奥から湧き出す二つの泉が関わっていた。離宮の西側のモルク山から湧く冷泉と、北のラッセン山から湧く温泉は、どちらも病の痛みを和らげる霊力があると伝えられている。設計者は石造りの管を二本、巧妙に配置して、湧泉がこの離宮に流れこむようにしていた。冷泉のいくらかは飲み水になり、残りは温泉といっしょにして温度の調節に使われる。ふだんみなが沐浴に使う湯は、二つの湧泉を混ぜあわせて生まれるものだった。

　落成してから百年あまり、離宮はすでに四、五回の改修を経ていて、浴室だけが建設時のままの姿を残し、オズワルド一世時代ならではの豪ごう奢しゃな構えをだれもが見られるようになっている。巨大な浴槽は三十人が同時に入ることができ、底にはさまざまな色のタイルが敷かれ、さらに浴槽には四本の大理石の柱が立ち、十字型の丸天井を支えている。南側の壁の上寄りにガラスの窓が並んでいた。当時の技術では、これほどの寸法のガラスを作るのは容易とはほど遠く、運よく一枚ができあがるまでに多数の失敗を経たのではないだろうか。窓の下には人の背ほどの青銅の柱が並んで、それぞれの柱が延びた先には銀の燭台が取りつけてある。もしすべての燭台を埋めつくすなら、六、七十本のろうそくを使うことになる。しかしカンテラが普及しているいまでは、燭台たちはめったに使われることがなくなっていた。北側には壁画があり、伝説にある四騎士が龍を倒すさまが描かれている。浴室のつきあたりには祭壇型の水だまりがあって、二方からの湧泉はここで合流したのちに大浴槽に流れこむ。双子の女神、ブルンナとフウェリニャの彫像が左右をそれぞれ守っていた。

　更衣室に戻ってきたミアは、ダイアンの手を借りながら騎士の制服に着替えた。

　コールガへの信仰を背景に、騎士と箕帚人の制服はどちらも青を基調としていて、騎士の制服がずっと深い色をしているのが違いだった。深い青の長衣アビのすそは膝の上まで届いている。立ちあがった襟えりと袖口布カフスはどちらも銀の糸で蔓状の紋様が縫ぬいとられていた。胸元に刺繡されているのは湖畔の騎士団の紋章──ゼーラントの王室を象徴する左右が立ちあがった船形の王冠を、長女を象徴する冬青ヒイラギが取りまいている──だった。いくつか並んだ真珠が紋章の上を彩っている。上衣のボタンは一つ一つが銀製だった。腰から下は白のタイツと拍車を備えた長ちょう靴かという姿だ。

　箕帚人たちはみなこの服を身にまとうことを夢見るが、思いを遂げるのはごくわずかでしかない。

　ダイアンはミアのベルトを締めてやり、そして化粧台のまえに連れていって、亜麻色の長い髪を左右に分けてそれぞれ三つ編みにし、頭の後ろに垂らした。サラたちと違い髪を短く切るのを望まない女騎士たちは、離宮では多くがこうした髪型にし、外で任務にあたるときはここまで大層な手間はかけず、簡単に頭の後ろで結ぶだけのことが多かった。

　ダイアンに身支度をしてもらいながら、ここに至ってミアの顔には疲れたような色が浮かんでいた。

　サラは団長のパールへの報告のため一時この場を離れ、叙任式を控えた最後の時間を親友どうし二人で過ごさせることにした。廊下を進み、これから叙任式が行われる広間を通りすぎるときにふと、なかに視線を向けていた。

　彼女たちにとっては、ふだん晩ばん餐さんの卓につく場所である。

　毎日夕食の時間になると、騎士や職工、そして厨房で手伝いをしている以外の箕帚人たちはみな広間に集まって、アーシュラ王女も現れてみなとともに食事をとる。もともと広間はいまの半分の大きさしかなかったのが、王女の命で拡張されたのだった。拡張を経た広間はたしかに二百人近くが同時に食事をとる必要に応えたが、冬の時季に暖かさを確保するのが新たな問題となった。あわれなほど小さい暖炉では広間全体を暖めるには足りないのが明らかで、食事はいつもあっという間に冷めてしまい、いちばん遠くに座る箕帚人となれば凍えて鼻水を垂らしていた。その後やむなく暖炉が二つ増築され、さらに天井をすこし低く作りかえて、この問題はどうにか解決したのだった。

　いまは数名の箕帚人が長卓と椅子を広間の左右に寄せ、叙任式のための空間を作っているところだった。ほかに数名の少女が床に膝を突いて、絨じゅう毯たんの掃除をしている。

　初期の団員たちの叙任式はすべて礼拝堂で行われていたという。三年前になって入ってきたサラはその場に居合わせられるはずもなく、当時の光景は想像するしかない。礼拝堂に入る日光の貧弱さを考えると、居合わせた人々はみな、彼女たちがなにか表沙汰にできない秘密の儀式を行っていると勘違いしたのではないだろうか。

　廊下の突きあたりにある階段に向かいサラは歩いていく。階段を上がり、そこから一つ角を折れて、団長であるパール・ベーフェラントの居室にたどりついた。ドアは施錠されていない。サラはノックして部屋に入っていく。

　騎士はみな一人ずつ自分の部屋が割りあてられている。いささか手狭な作りで、ベッドが一つに机が一つ、化粧台と手ごろな大きさの戸棚が置けるだけだが、箕帚人たちの集団宿舎よりは居心地がいい。騎士たちは華やかな物品で自分の部屋を飾ることをいっさい禁じられている。壁には騎士団の紋章を刺し繡しゅうしたタペストリーが掛けられるだけで、カーテンもシーツも画一の作りだ。パールや、役職に就いているほかの先輩たちの部屋はすこしだけ広く、書類棚のいくつかや訪問者が座るための椅子がよけいに置かれている。王女の部屋さえも、広さは騎士たちの部屋二つぶん程度で、余分な装飾もまったくなかった。一階にあるいくつかの客間だけが、修繕を受けるまえの華麗な様式の装飾を残している。

「ミアの準備が整いました」机の向こうに腰かけ、忙しくペンを動かしているパールにサラは告げた。

　今年二十五歳になるパールは騎士団に創設時から関わり、いちばん年長の団員でもある。身にまとった騎士の制服には、銀色の肩章と飾緒が配されて職務を明らかにしていた。いぶし銀色の長い髪は後ろで結い上げ、黒真珠の耳飾りが見えている。海の民の風習では寡か婦ふと、一生嫁ぐことはないと誓った女だけが黒の真珠を身につける。パールはこの後者にちがいなかった。

　顔を上げ、サラに目を向けた。

「ミア・デルフトを指導する自信はある、サラ？」パールが突然尋ねた。

　質問に不意を突かれながらも、ひととき冷静に考えを巡らせたあと首を振った。

「正直に言えば、ありません」

「わたしもそう考えている」相変わらずパールの顔にはなんの表情も見えないが、わずかに落胆した口調だった。「王女様はあなたが引きうけるかもしれないと考えておられたけれど、わたしのほうがあなたのことをわかっていたようね」

　出会って十数年になるのだから、それ以上にわたしを知っている人はいないでしょう──サラは考えながら、ミアに対して若干のうしろめたさを覚えていた。すこしして王女が告げる名前を耳にしたとき、ミアはきっと失望するだろう。それがだれの名前か、サラも知らないとはいえ。

　いずれにしても自分ではない。

「あなたも準備しなさい、鐘が鳴ったらすぐに儀式に参加するように」そう言ったところで、パールはふとなにかを思い出す。「そういえば、きのうウィルヘイムからの手紙を受けとったわ、あなたによろしくと。来月はあなたに直接手紙を書くと言っていた」

「エルザについてなにかありましたか？」

「ウィルヘイムは書いていなかった」パールはため息をつき、またうつむいてなにかを書きはじめる。「書いていなくて、わたしは安心したわ。すくなくとも、最近はなにもしでかしていないということだから」

　パールの部屋を出ると、サラは友人のロータと落ちあってから二人で儀式に向かうことに決めた。

　ロータの部屋も二階にある。

　サラが訪れたとき部屋のドアは開いていて、ロータは鏡のまえに座り、美しい鳶とび色いろの髪をブラシで梳とかしていた。サラはロータが髪を下ろした姿を気に入っていたが、あいにく離宮において目にする機会はほとんどなかった。

　初めてロータを目にしたときから、サラはこの一歳下の相手に引きつけられていた。

　そのころロータは箕帚人として離宮にやってきたばかりで、窓のまえの椅子に立ってガラスを拭いていたところを、サラがエルザとともに通りがかり目を留めた。ほんのすこし先まで歩いたところで、サラはエルザから、〝さっきの女の子〟の出身を当ててみるように言われた。どう考えてもエルザはそれがテルネーゼン家の娘だと知ったうえで、サラに見当はずれのことを言わせようとしていた。そして予想通り、サラは間違えた──ここに来るまえのその娘は羊飼い、ただしきっとゼーラント王国でいちばんきれいな羊飼いだったと推測したのだった。

　同じ貴族の家のひとり娘でも、フルスト家のイーディスの美しさは冷え冷えとしている。そのまっすぐに伸びた金髪、翡ひ翠すい色の瞳、細かいところまで整った顔だちはすべて、拒絶の気配を放っていた。どの求婚者も、その顔をまえにすると口がきけなくなるのだ。ロータの美しさはそれよりも奥ゆかしく、親しみやすいものだ。同年代の娘のだれも、その美しさを否定はしないだろうが、そこに敵意を持つことはめったにないはずだ。

「わたしも髪を切る決心がつけばいいんだけれど」ロータはサラに目を向ける。「あいにく、お父さまが切るのを許してくれないの。何日かまえにも手紙で、テルネーゼン家の娘は騎士になっても髪を短くしてはならないって釘を刺してきたから」

「どうしていけないの。なにか理由は聞かされたの？」

「特別な理由はないの、せいぜい招待を受けて宮廷の晩餐会に参加するかもしれないから、それとね……縁談に影響しないように。ああもう、わたしも団長のように一生嫁ぎはしないと誓えたらって思うけれど」ロータは力なく言う。「もしくは、あなたみたいに早々と嫁ぎ先を決めるのでもいい──そうじゃない、未来の伯爵夫人？」

「わたしはパールの顔を立てるために、あの人の弟との婚約を引きうけたの」

　これは本当のことでもある。

　サラの心中では、ウィルヘイムはいまでも自分をからかってばかりの少年だった。王家の騎士団の命で群島に駐留し、いまではエルザの上司にあたるとはいえ、このところはほとんど顔を合わせていないせいか、サラからの印象はいつまでも少年時代のままだった。

「知ってるかしら、サラ、女の子たちはみんなあなたをうらやんでいるの。あの子たちは、騎士にさえなれば〝トルン様のように立派な相手に嫁げる〟と思っている」

「そのほうがいいわ。今度その子たちに訊いてみる、だれかわたしの代わりにウィルヘイムに嫁いでくれないかって。もし名乗り出る子がいたら、〝未来の伯爵夫人〟になってもらえばいい」

「団長は同意するかしら？」ロータは櫛くしを置いて訊く。

「当然だめでしょうね」サラはそのそばに歩いていき、櫛を手にとってもてあそぶ。「パールのことはよく知っているから。相談の余地のあることだったら、わたしに相談しにくる。そうでなかったらただ命令してくる。この縁談では、わたしの意見なんてまったく訊いてこなかった。さっき一つ、相談を持ちかけられたけれど……」

「どんな用事？　当てさせて……ミアの指導者になる気があるか、訊かれたの？」

「そんなところね」

「どう答えたの？」

「パールのこと、まったくわかっていないのね。私に役目が務まると考えたなら、相談なんかせずに、はじめから私に命令してくる──弟と婚約するよう命令したときと同じでね」

「そうやって言うと、ミアの指導役になるのは伯爵夫人になるよりずっと難しい、ってことにならない？」

「パールからすれば、ほんとうにそうなのかも」サラは櫛を化粧台に戻す。「しかも伯爵夫人ではなくて、ただの〝未来の伯爵夫人〟なんだから。未来のことはだれもわからない」

　ロータが髪を結いおえると、二人は部屋から広間に向かった。

　一階に下りてすぐ、離宮の西の端にある鐘しょう楼ろうから鐘の音が聞こえてきた。全騎士を広間に集める合図だ。二人が広間に入ると、そこにはすでにちらほらと数名の姿があった。ただしそれより後に続々と現れた数のほうが多く、どうやらみな鐘の音が聞こえてから動き出すのが習慣になっているらしい。

　サラと同い年のイーディス・フルストは二人よりも早く着いていた。サラにちらりと目をやり、それから何も見なかったようなそぶりで、そばにいるドゥファ・ビルンとなにか話を続ける。

　ドゥファの両親はフルスト公爵に仕える騎士で、だから彼女にとってイーディスは、サラにとってのパールと同じく領主の家のお嬢様であり、心を尽くして相手をしなければならない。サラの記憶では、ドゥファはいつでもイーディスのそばに付きそって、片時も離れないと言っていいほどだった。しかし、それが本人の望みからなのかどうかは知るすべがない。ことによると、両親かもしくはフルスト公爵夫妻からの言いつけを守っているだけかもしれなかった。

　サラとロータは、イーディスとドゥファからは離れた場所に陣取ることにした。

　広間に揃った騎士たちは整然と六列に並んだうえで、ミアと王女の入場のために通り道を空けている。職工とその弟子たちは騎士たちの後ろに立つ。用意を終わらせた箕帚人たちはつぎつぎと会場を出ていき、二人の少女だけが広間のなかに残った。二人は心得た様子で正面扉の近くに立ち、ほかの面々とは距離を取っている。

　再び鐘が鳴り、アーシュラ王女がパールを護衛に連れて入場してくる。この機会のために王都グルントヴィからやってきた女祭司ヴォルヴァのウィノナがすぐ後に続く。

　王女は赤紫色のローブを身にまとい、そこにラピスラズリの粉で染めた青のマントを重ねている。マントは楕円形にエメラルドを嵌はめこんだピンで止められていた。銀色のベルトに差した一振りの剣は、牛革で覆った黒檀の鞘に収まっている。銀色の長い髪を耳元に結い、髪網クレスパンで押しつつんでいる。頭に乗った船形の冠は王位継承者の象徴であり、父王の冠と比べたときの違いは、こちらにはいっさい宝石が埋めこまれておらず、寸法がすこしばかり小さいというだけだった。左手には印章として紋を刻みつけた銀の指輪が三つ塡はまっている。

　ウィノナは銀の権けん杖じょうを手にし、さらに深い紫のローブをまとっていた。それはコールガに仕える聖職者だけが着ることのできる色で、小ノルン諸島で採れる巻貝の血で染められている。彼女は王女の乳母の娘であり、もとは王女お付きの侍女を務めていたのが、王女の手配でミミル島の神学院に行き、学びを終えたあとは王都のサイムンドゥル大聖堂で祭司を務めることになり現在に至る。王女がなにごともなく王座に就くなら、ウィノナが主教の位に就くのも時間の問題でしかないのは予想できることだった。

　王家の騎士団における任命の典礼と比べるなら、離宮で行われる儀式は多くが質素で、面白みがないと言えなくもなかった。やかましい軍楽隊も、白のローブを着た合唱隊もなく、周囲を取りかこむ人々の姿もないのだから。たとえそうだとしても、聖職者が祈禱文を詠誦する手続きばかりは省略するわけにはいかない。だから新人が入団するたび、王女はウィノナを呼びよせて儀式を執りおこなうよう頼んでいた。

　このすぐ後から広間に入ってきたのが副団長のカロリーン・プスコフで、以前から騎士団や離宮全体の財政を管理している。初期の団員たちのなかで、カロリーンひとりが平民の出身だった。自由都市ブルーメンベルクの富商の娘だという。

　両親はおのおのが事業を仕切り、ともに並々ならぬ財産を蓄えていて、それゆえに娘は幼いころから騎士になるための教育を受ける機会があった。カロリーンの剣術と馬術はなかなかの域にいるが、体格があまりに小柄なのと、両親が騎士団の中心的な援助者であることもあって、これまで実戦に加わるよう派遣されることはなく、机仕事だけをこなしていた。その背恰好にくわえて、左目に嵌めた片眼鏡モノクルも彼女の象徴だった。

　カロリーンの手には、新しく製作された剣が握られていた。

　最後に入場してきたのは侍従長のアナベルとミア、そして後ろを歩くダイアンだった。扉を入ったあとダイアンは二人に付いて先に進むのではなく、そろそろと広間の正面扉を閉めて、もう二人の箕帚人の横に立った。

　アナベル・スハウウェンは現任の辺境伯と山の民の族長との娘だった。二つの血が流れるアナベルは山の民の特徴を多く受けつぎ、背丈は高く、肌はやや深い色で、瞳も黒曜石のような色をして、ただ一つ暗い灰色の、わずかに金色を帯びた髪だけが父親の外見から受けついだものだった。騎射と近接格闘に長たけ、剣術もきわめて巧みで、団長のパールに匹敵するとしてもおかしくない。侍従長としてのアナベルは、前任のイングリッド・フリシンゲン以上に厳しく、箕帚人フィルギャたち全員にみずからの目標を定めるよう求めている。将来騎士になるか、職工の弟子になるか、どちらでもなければ〝ここに残る価値はない〟と。

　ミアの足は完全にもとに戻ったらしい。とはいえあまりの緊張で腰はぴんと伸びきり、足どりはすこしばかりぎこちなかった。アナベルはミアを広間のいちばん奥、絨毯を二枚重ねた場所に連れていって、数歩下がりほかの騎士たちと並んで立った。

　王女とウィノナはみなのほうを向き、壁にかかっている騎士団の紋章を縫いとったタペストリーには背を向ける。パールとカロリーンは王女のそばに立っていた。

　ミアがみなに背を向け、王女から六、七歩離れたところにひざまずいた。

　昨夜に始まり、ひざまずいてきた時間はかなり長いが、もうすこしばかり耐えないといけない。

　ウィノナが一歩進み出て、諸島語で祈禱文の詠誦を始めた。それはサラの祖先たちが使っていた言語で、いまも大ノルン諸島では共用語になっている。しかしながら、建国戦争以来のこの三百余年で、海の民と火の民の言語はすっかり一つに融合し、結果、より多くの人々に使われる新しい言語が生まれている。大ノルン諸島の人々はその新しい言語を〈低地語〉と呼び、山の民たちの〈高地語〉と区別している。エルドゥリア王国の人々はそれを〈ゼーラント語〉と呼んでいた。サラからすればそうした呼び名はどれもささいなことだった。サラにとっての母語だからだ。かつて祖先たちが使っていた諸島語のほうは反対に、学ばないかぎり身につけられないなじみのない言語になっていた。

　ウィノナが学んだ神学院では、だれしも標準的そのものの諸島語で話すことしか許されず、火の民が作った語ご彙いを島に持ちこむことはできない。それはコールガへの冒瀆とみなされるのだ。そうした環境で、ウィノナは母語さながらに祖先たちの言語を身につけていたので、経典や祈禱文を頭から終わりまで暗誦し、そして一言一句ごとに信徒たちに解釈を聞かせることもできた。

　自分の祈禱がより敬けい虔けんなものらしくなるよう、サラも諸島語の単語を独学して（自分の母語とつづりが似ている単語は多かったが、発音はまったく違っていた）いくつかの祈禱文を丸暗記して暗誦していたが、いまとなってはほとんど忘れてしまっている。ウィノナの詠誦を聞いていると、とぎれとぎれにいくつかの単語が──祝福、栄誉、守盾、慰め、救済、凱がい旋せん、鮮血、神殿──聞きとれた。

　なかには、サラが覚えていた祈禱文もそのままの姿で現れた。





あなたの慈悲は夜の暗さよりも深く

あなたの正義は汐の満みち干ひよりも確か

われわれは川の流れのように身を任せます






　その次には、ミアが宣誓する段が来る。王女が差し出した左手を両手で握り、先輩たちみなと同じく誓いを立てる──ミアは、君主と国家に忠誠を尽くすことを、神々とそのほかの地上の代弁者を崇あがめることを、弱き者を重んじその守り手となることを、偽りを口にせず秘密を守ることを、正義を守り、邪悪を払うことを誓った。

　王家の騎士団の誓いであればもう一つ、〝決して戦いの場で退かないこと〟がある。王女は、実戦では必ずしも当てはめられないという考えから、これを削っていた。

　宣誓が終わると、王女はもと立っていた場所に戻り、カロリーンが手にしていた剣をパールに渡す。パールは剣をウィノナのまえに差し出して、ごく少しの長さを鞘から抜き出し、ウィノナが指を剣身に触れさせ、短く祝福の言葉を送った。

　ミアはパールの手から剣を受けとり、腰元に差し佩はいた。これからはつねにその剣がミアにつき従うことになる。

　そこに王女がみずからの腰の剣を抜き、ミアのまえに歩いてきて、銀に輝く剣身で軽く右肩を、続いて左肩を叩く。それから訓戒の言葉を口にした。騎士の名誉を重んじること、臆病ではならないが、軽率なふるまいも慎むこと、そして今後とも変わらず先輩からの指導に耳を傾けること。

　最後に、王女は剣を収め、ミアに立ちあがっていいと告げた。起立したミアは王女に礼を言ったあと、反対を向いて先輩たちからの祝福の言葉を受けた。

　湖畔の騎士団は、こうして新たな団員を一人迎えることになった。

　一同が静かになり、だれがミアの指導役になるか告げられるときがやってきた。王女がその名前を告げるよりまえに、ミアは大勢の人影のなかにサラの姿を探しはじめていた。

　ミアとサラの目が正面から合った瞬間、王女が口を開いた。

「これから一年、クララ・アイセルがミア・デルフトの指導役を務める」

　クララは現在二十歳で、小ノルン諸島の貴族の娘であり、幼いころから王都の親戚の家で育てられた。火の民の血が混じっているせいだろうか、全団員のなかでもいちばん背が高く、騎士団でいちばん背の低いカロリーンが並んで立つと胸の位置までしか届かない。その髪も、もっとも明るい色をしていた。短く切られた髪は、銀色というよりもむしろ純白に近い。箕帚人たちのあいだでもとても人気があるのは、その容貌がとりわけ叙事詩の王子に似ているからだろうか。

〝クララ様〟が指導役になると聞いたら、ほかの少女たちは嬉しさのあまり泣きだすかもしれない。しかしそれは、ミアが聞くのを期待していた名前ではない。

　サラは慌てて視線をそらす。もうミアの表情を見られなかった。

　きっとこうした瞬間が来るのはわかっていた。ミアの顔は失望と無念さに覆われている。しかし次の瞬間、ミアは懸命に笑顔を作り、クララを迎えにいった。

　ミアとクララを中心に囲んで、みなが集まってくる。王女はパールに付きそわれて、ひっそりと広間を後にした。

「後悔している？」ロータがサラの耳元に近づいて尋ねる。「話を受けたら、あそこに立っているのはあなただったかもしれないのに」

「でもあなただって、クララのほうが確かにいい人選なのは認めるしかないでしょう。わたしよりも経験があって、もっと多くのことをミアに教えてあげられる」

「あなたが指導を断ったとミアが知ったら、きっととても傷つくでしょうね」

「わたしは責任を果たすことを考えただけ。経験の多い人に指導してもらうほうがふさわしいでしょう。いまのような平和な日々はいつまで続くかわからないの。ひょっとすると王妃側がそのうちこちらへの態度を変えるかもしれない、もしくはエルドゥリアの軍隊がそのうち国境を越えてくるかもしれない……」

　サラは背を向け、立ちさろうとする。

「これが私たちの向きあわないといけない未来。今日からはミアも向きあわないといけない、ね」
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「いまわたしが話したこと、繰りかえしてみましょう」イーディスが言う。「火の王ムスペルが、エルドゥリア王国を建てたところから」

　ミアは深く息を吸いこんで、顔を上げ、できるだけ机のうえのノートを見ないようにした──そこに記されているのは、走り書きした断片的な言葉だけだったが。午前中しっかり休んだあとのことで、ミアの顔にもう疲れは見えなかった。

　午後をまるまる使って、ミアは図書室で先輩たちから新人としての教育を受けることになっていた。

　授業の内容と教師の人選は団長のパールが決めた。朝の儀式が終わったあと、クララと何人かの若い騎士たちに役目が配分された。彼女たちは午前の時間を準備に充てることができた。

　具体的な割りあてはというと、イーディスとロータがヴィグリド大陸の歴史を担当し、サラが現在の政局の解説を担当。クララは騎士団の日常の任務と注意事項についてミアに説明することになった──この部分はふつう最後に回される。たいてい、最後に耳にした話題がいちばん強く記憶に残るものだからだ。

　いまはその四人が長机の同じ側に座り、ミアがその向かいにいる。

　歴史と古代の文献に精通しているビビアン・ロッペルスムは隣の机にいる。教師たちになにか心もとない点があったら、こちらに助けを求めることができた。離宮に長期滞在しているもう一人の学者であるミリアム・スロフテレンはいま、応接室でウィノナに諸島語についての問題で意見を尋ねているところだ。図書館の維持を任されている箕帚人のクリスティーナ（この名は初代のベーフェラント女伯爵と同じだったから、サラははっきりと記憶していた）は書架のまえに立って、古代文献の目録との照合をしていた。

　クリスティーナによって、席についている一人ひとりにお茶とクッキーの用意もされていた。

「火の王ムスペルは十万の騎兵隊を率いて、三百年にわたる魔法サイエンス戦争を終結させ、ヴィグリド大陸を統一し、エルドゥリア王国を建てた」ミアは機械的に暗唱していく。「ムスペルはあらゆる魔法兵器を召しあげ、ベグラフェニス山の火口に投げこんで処分するように命令を出し、さらに魔法兵器を復元するためのあらゆる研究を禁止した。火の民はムスペルを火の神の生まれかわりだと信じていて、その死後は火の神としてあつかい崇めている。その継承者、ムスペル二世は……」

「エルドゥリア王国のことはとりあえずそこまでにして、建国戦争についてのあなたの考えを話してみて」イーディスが机に広げていた歴史書を閉じた。自分の先祖についての物語なのだから、もちろん充分すぎるほど知っていることだ。「建国戦争は、避けられないものだったと思う？」

「……避ける？」

　イーディスはうなずく。「もしあなたがムスペル七世だったら、海の民の侵入を避ける方法はなにか持っていた？」

「考えたことがなくて」ミアは困惑した顔になり、黙りこんだ。意識しないうちに、わきに座っているサラに視線を向ける。サラはここでも目をそらし、うつむいて手にした資料を見つめていた。イーディスとロータによる授業が終わると、サラの番が来るのだ。

「おかしな質問だった？」

「よくわからないの、どうしてエルドゥリアの君主のために策を考えないといけないの？」

「剣術の手合わせと同じで、相手がどんな手を取るかまえもって見当を付けておかないと、対抗策は出てこないの。戦争について理解するのも同じ理屈よ」イーディスは言う。「もしくは、訊きかたを変えてみましょう。ムスペル七世はどんな誤りを犯したせいで、国土の半分を失うことになったと思う？」

「王は、アムゼルの会戦でテルネーゼン将軍から軍の指揮権を奪ってはいけなかった。もし戦いの素人だった王が陣頭で指揮にあたることがなかったら、戦いはあそこまでの惨敗にならなかっただろうし、テルネーゼン将軍も直属の部隊を連れて寝返ることは……」

「たしかにそれは、ムスペル七世が〈建国者〉エリックに敗れた原因の一つね。だけれど、そのときにはすでに戦争は勃発していたの。もしかすると、あの戦争を避ける方法があったかもしれないわ」そう言ってから、イーディスは横にいるロータのほうに顔を向けた。「〈背信者〉ユージーンの子孫として──ロータ・テルネーゼン、なにか考えはある？」

「考えもなにもあると思う？」ロータは鼻を鳴らし、歯ぎしりしながら言う。「あなたの先祖はとても幸運ね、ムスペル七世のでたらめな指揮を相手にできたから、戦功を挙げて、公爵に封じられて、いまあなたがここに座る機会を手にしているんだもの。もしわたしの先祖が、軍の指揮権を急に奪われなかったら……」

　それを聞いたサラが、慌てて話をさえぎる。

「イーディスは、ムスペル七世には建国戦争の勃発を止める方法があったかを訊いているの」

「わかっているわ、でも……」

　打つ手なしとなって、サラは机の下でロータを蹴けりつけるしかなかった。

「それなら、質問にまじめに答えてあげましょうか」ロータは咳ばらいした。「建国戦争が勃発する十年まえの時点で、ムスペル七世は一つ、取りかえしのつかない過ちを犯していたの。〈建国者〉エリックを侯爵に封じて、そのうえ〈セイウチの角〉をむざむざ領地として与えてしまった──その後、エリックの大軍はそこから上陸してきたんだから」

「それもそれなりの理屈ではあるわね」イーディスが答える。「しかし、当時の局面では、〈建国者〉エリックが〈セイウチの角〉を占領するのも時間の問題でしかなかったわ。大ノルン諸島からの海賊がそこに上陸さえしてくれれば、エリックは海賊を掃討するという建前を掲げてそこを占拠することができた。実際には海賊の侵入すらなかったとしても、部下に命じてそのふりをさせれば済むんだから。むしろわたしは、ムスペル七世がエリックを侯爵に封じていなかったら、戦争の勃発は数年早まっていたかもしれないと考える」

　昨日までは、平民の生まれのミアにとって歴史や時局に関心を持つ義務はなかった。学ぶべきことはいくらでもある。二人の議論を聞きながら、ミアはまた視線をサラに向けた。今度は、サラが目をそらすことはなくなっていた。ミアに向かってうなずいたのは、自分がこの話題を終わらせてあげると伝えたかのようだった。

　サラが口を開く。「わたしは、ムスペル七世が犯した最大の過ちは、〈片腕〉アーネストが小ノルン諸島を統一するのを放っておいたことだと思う。もしアーネストが十一の島すべてを懐におさめていなかったら、その継承者のエリック一世も、大陸に進撃して建国戦争の口火を切ることはできなかったんだから」

「偶然ね、わたしの考えと同じよ」そう言って、イーディスはサラに視線を送る。

「それはお生あい憎にくさま」サラは容赦なくやりかえす。

「学院でも、そう考えている人はいるの」

　横の机に座っていたビビアンもこの議論に加わってきた。

　ビビアンを引きとって育てたロッペルスム家は、自由都市ブルーメンベルクでも有数の豪商で、副団長のカロリーンの生家であるプスコフ家とは切っても切れない仲であり、対立もあるが手を結ぶこともたびたびだった。幸い、二つの家はアーシュラ王女に肩入れするという点では同じ立場だった。養女であるビビアンは事業の切り盛りには関わったことがなく、十一歳のとき、街の東に位置するウーベグレン学院に送られて、シルケボー教授に付いて古代文献の研究にたずさわっていた。いまでは、二十歳になったばかりの彼女は旧世界の共用語を自在に扱えるようになり、また辞典を使って十種類以上の古代の言語を読むことができた。

　言語についてのビビアンの天賦はだれもが認めていたが、その学術上の意見はかなりの人々からの反対に遭あっていた。去年の四月、彼女は〝旧世界文献における実録と虚構〟という題名の論文を提出し、それをきっかけに古代共用語を教える職を手に入れようとしていたが、評議会はその申し出を却下していた。

　それからすこしして、打撃を受けていたビビアンは王女からの招きを受けて、湖畔の離宮に書庫に収められた旧世界文献を調査するためやってきた。期間は一年だった。

　五月初めの新緑祭イディヤグレンが終わると、ビビアンはウーベグレン学院に戻る。

「まえに、スヒールモニコーフ教授の論文を読んだことがある。彼女は諸島史研究の権威なのだけど。教授は、もしムスペル七世がドルクナ島の領主を裏から支援して、〈片腕〉アーネストからの攻勢を何度かしのげるよう手を貸していたら、そのまえにアーネストに征服されていたいくつかの島は奮い立って、反抗を始め、武力に頼って成立していた連盟は崩れ去ったと考えていた」

　話題が自分の故郷に触れたからだろうか、これまで口を開いてこなかったクララも話に加わってきた。

「わたしの記憶が確かなら、そのころムスペル七世はまだ十八歳で、親政を始めたばかりだったでしょう。そこまで計算できたはずはないわ。当時のエルドゥリア人はきっとなにも知らずに、アーネストが小ノルン諸島を統一したあとは、矛先を大ノルン諸島に向けると思っていたんでしょう。純真な火の民たちは、アーネストが代わりに海賊たちを掃討してくれるのを望んでいたのよ」

「それが彼らの見当違いだった」ビビアンが言う。「大ノルン諸島ほど土地がやせていて、南方への航路にあるわけでもない場所は、征服してもなんの意味もないのに……」

　それはすなわち、現在にいたるまで大ノルン諸島が海賊の横行する無法地帯であり、いまだどの君主の統治地域にも組みこまれていない理由でもあった。

「だとしたら」ミアが突然口を開き、一同の議論を止めさせた。「もし目のまえで二人が決闘していたなら、ただ見物しているだけではだめで、いつでも準備を固めておくべきだと。なぜなら、勝利した側が剣先をこちらに向けてくるかもしれないから──フルスト様……イーディス、わたしにこの理屈をわかってほしかったの？」

　ミアが議論の内容をまったく理解していないのを見て、イーディスはため息をついた。

「そういうことにしておきなさい。個人に当てはめるならたしかにそう、だけどいくつかの勢力どうしの力比べではそれよりずっと複雑になるの。敵対しあっている複数の勢力があって、その勢力のどれもこちらにとって将来の脅威だとしたら、いちばんの手はたがいに均衡を保たせて、一つだけが成長するのを防ぐよう策を弄することよ。二人の決闘なら、もし勝ち負けが付かなければいつか手打ちのときがやってくるけど、集団どうしならそうはならない、永遠に争わせておく手があるものなの。いまわたしたちが大ノルン諸島の海賊たちを相手にするとき、おもに使っているのがこの方法で……いまはわからなくてもかまわないわ、これから理解するだろうから」

　そう言うと、同情のこもった目でサラを見た。

　もうすこしあとで、サラは現在の情勢をミアに説明することになるが、どれだけ理解してくれるだろうか。

　わたしの担当分は話しおわったわ、と言いながら、イーディスは立ちあがり、犀さい皮ひの表紙の本を手にして、ロータを代わりにミアの向かいに座らせた。

　ロータは繭まゆをじわじわとほどき、複雑なことを明快に説明するのは得意でなかった。剣技や馬術を指導するときはいつも、自分で見本を示してみせ、相手がそれを真似て身体で感じとるのを、感覚を飲みこむまで続けるのだった。同じ貴族の生まれでもイーディスはよく宮廷の礼法の指導を託されているが、ロータは一度もしていない。彼女もつねに身分にふさわしいふるまいの規範を厳守しているとはいえ、どちらかというと幼いときからの訓練で育った本能の結果で、だれかにはっきりと説明できるものとは限らなかった。ロータの授業はイーディスのような整理されたものとはほど遠く、ビビアンが横から補足する回数も増えている。

　ロータが担当するのは、建国戦争からの三百年の歴史だ。その内容を一時間のうちに圧縮するのはかなり難しい。午前中、サラと相談して、ロータはいくつかとくに重要な部分を選び出していた。たとえばブルーメンベルクの独立、新暦七七六年の海賊の大侵入、クリスティーナ一世とオットー一世の共同統治による〈双子時代〉と二人が仕掛けた〈七十日戦争〉があった。

「……武勲詩ドラパではいつも、この姉弟は悲劇の英雄として描かれているでしょう。それは間違ってはいない。みずから軍の先頭に立ち、果敢に戦い、国に身を殉じゅんじて、亡くなったときはまだ二十歳になっていなかった。たしかに吟遊詩人に称えられるにふさわしいわ。エルドゥリア人の詩歌のなかでも、この二人はそれほど貶められていない。ただし、この二人の軽率さと判断の誤りが原因で、フリューロートの戦いの惨敗は引きおこされたのよ」

　ミアは静かにうなずいて、紙に〝軽率〟と単語を書き、そのうしろにバツ印を書いた。軽率さは避けるべき、という意味なのだろう。

「当時、クリスティーナ一世とオットー一世が二人で率いていた騎兵隊は、エルドゥリア王国の領内を破竹の勢いで進み、首都のブレナティに攻めいるのも、もはや時間の問題だった。もし、こちらの精鋭部隊がフリューロートの丘で待ち伏せを受けなかったら、もしかするとこのときにヴィグリド大陸は統一されたかもしれないわ」ロータが話す。「この戦いまで、こちらはエルドゥリア王国に対してつねに有利な立場にあったの。兵力と経済的状況どちらもそうで、姉弟が〈七十日戦争〉の開戦に踏みきった理由もこれだった。だけれど三十年まえのこの待ち伏せがなにもかもを変えてしまって、こちらは一万二千の騎兵を失い、賠償金と身代金も払いおえるのに十年かかることになった……」

　それを聞いて、ミアの眉間にしわが刻まれる。

「クリスティーナ一世とオットー一世が戦死して、王位を継いだのは二人の叔父であるアルフレッド、つまりいまの国王陛下エリック三世の父親で、アーシュラ王女の祖父ね。アルフレッド一世の在位中の十五年間は、とにかくエルドゥリア王国との関係を修復することに力が注がれた。王はたくさんの譲歩を与えたわ、たとえばエルドゥリア王国の船が南方の航路を通行することを許した。とても長いあいだ、二つの国家は一触即発の状態で、なにもかもが完全な平穏に向かったのは、十六年まえ、国王陛下がエルドゥリア王国の王女を妃に迎えてから……だけれどここの話は、サラに説明してもらうことにするわね」

　そうして、ロータはサラと席を交換した。

　サラの授業は、一つの質問から始まった──

「ミア、われわれと火の民を比べて、継承権がらみで最大の差異はなにか知っている？」

「それはわかります。エルドゥリア王国では、男子だけに継承権があって、女子にはない」

「おおまかにはその通り。実際の場合はもうすこし複雑になるけれど」ビビアンが言う。「火の民は、ムスペル二世が発布したスピネヴィール法典を奉じている。そこではあらゆる貴族の地位や土地、それにともなう権力は男性のみが継承できると定めていて、継承の優先順位は生まれの順番で決まる。女子は遺言にしたがって一部の財産を継承する権利があるけれど、土地や家屋敷を含めることはできず、その財産は実際には未来の夫に管理がゆだねられることになる。娘が未婚の場合は、結婚していないうちは後見人が代わりにその財産を管理することになって、結婚したあとにはその夫にゆだねられる」

「エルドゥリアの女性たちは、そんな法律を納得して受けいれているんでしょうか？」

「だとしたら、なにができると思うの？」

「武器を手に取って……」そう言ったところで、ミアはすこしためらった。「でも、エルドゥリアの女は武器に触れないと聞いたことがある、貴族の令嬢でも馬には乗らないと」

「正直言って、うらやましいことではない？　ひょっとするとそれこそが、貴族の令嬢のあるべき姿なのかもしれない」ロータはうつむいて自分の右手に目を落とす。「その人たちの手はきっと柔らかいんでしょう。もしかすると刺繡をするときにうっかり指を傷つけたり、もしくは指ぬきが当たってちょっとしたたこができるかもしれないけれど、きっと私のような荒れた手ではないわ。その人たちの肩先だって、腰つきだって、きっと叙事詩に出てくる仙女のようにみごとに細いんでしょう。ふわりと軽い服を着て、当人だってふわりと軽くて、わたしたちのようにいつでもこちこちの鎧よろいをまとって、全身の筋肉も鎧と同じくこちこちになるなんてことは……」

「でもロータ、知っている？　エルドゥリアにはスピネヴィール法典以外にも、明文化していない決まりがたくさんあるの」サラは友人の言葉に割りこんだ。「たとえば、夫は藤のつるや細い木の棒で妻を叩くことができる、その道具が親指より細ければ違法ではないの。そんなことが自分の身に起きて、耐えられる？」

「わたしは甘ったれのエルドゥリアの女とは違うの、家で喰らった棍棒は親指よりずっと太かったわ」ロータはこともなげに言う。「だけれど、もしこれから結婚して、夫がわたしに狼ろう藉ぜきを働いてきたら、きっと一刀で切りすてるわね」

「それはわたしも心から確信できる」サラは軽く手を叩き、この不愉快な話題を終わらせた。ふたたび視線を、向かいのミアに向ける。「本題に戻りましょう。スピネヴィール法典は女性の権利を排除しているけれど、女系の男性の子孫が継承権を持つことは明確には否定していないの」

「女系の男性の子孫？」

「たとえば、娘から生まれた孫ね。外がい孫そんが土地や爵位を継承する資格があるかは、エルドゥリアではむかしから議論になっていて、それが原因で内戦すら起きているの。ムスペル十二世の死後、娘が一人、イングリッド王女だけが遺された。ほかに一人、私生児がいたけれど。火の民の法律では、私生児と娘のどちらも王位を継ぐ権利はない。だから臣下からは、ムスペル十二世の弟、ラルヴィク大公が後を継ぐはずだという意見がほとんどだった。だけれどそこに、イングリッド王女の嫁ぎ先の家が、ムスペル十二世の外孫のほうが継承順は先で、こちらが継ぐべきだと主張したのよ」

　ミアは紙に、〝十二世〟と〝外孫〟と記した。

「イングリッド王女の嫁ぎ先、イェリング家の紋章は一頭の猟犬で、ラルヴィク大公の紋章は背中合わせの二頭の鷹たかだった。だからこの戦争は、〈鷹よう犬けんの戦い〉とも呼ばれているの。どちらが勝ったかはわかる？　最終的に王位を継いでムスペル十三世となったのは、外孫のほうだったの」

　それを聞いてミアは、〝外孫〟の横に王冠の絵を描いた。とはいえエルドゥリアの王冠が無数の炎型の飾りでできているのは知らないらしく、描かれたのはゼーラント王国の船型の王冠だった。

「アーシュラ王女と団長のパールはなぜ、湖畔の騎士団を創設したか、その理由はわかる？」

　ミアは困惑を浮かべた顔でサラを見た。

「アーシュラ王女に、母親の違う弟と妹がいるのは知っているでしょうね」

「アリス王女とオズワルド王子ですね？」

「そう。アーシュラ王女を産んだアグネス王妃が亡くなってから、国王陛下はロザムンド王女を妃に迎えた。彼女はエルドゥリアの現在の国王、ムスペル十九世の娘。アリス王女とオズワルド王子は、国王陛下とロザムンド王妃の子供ね」

「その悪い女が、ずっと王女様を目の敵にしてるんですね？」

「たしかにあの人はずっと王女様を目の敵にしているし、それに〝悪い女〟らしい手口を使っているのもたしか。でも結局のところはあの人も、こちらとは違う立場に立って、違う目的を持っているだけ。ロザムンド王妃はそもそもエルドゥリア人なのだから、それなりの意図を、もしくは……使命を、持っているの」

「国王陛下はどうしてあの人を妃にしたの？」ミアは不服げに怒りながら言う。「あの人が宮廷で邪魔だてしなかったら、王女様は王宮で暮らしつづけて、国王陛下のそばにいられたのに……」

　実際には、王女はみずから王宮を出ることを申し出て、ここに移ってきたのだった。それはサラもよく知っている。しかしミアの言うことを訂正はしなかった。サラも一度、もし国王のエリック三世が後妻を迎えなかったとして、王女の性格でおとなしく王宮に収まっていただろうかと想像したことがある。しかし結論は出なかった。

「ロザムンド王女を妃に迎えたのは、ある種の政治的な妥協だったの」サラは説明する。「さきにロータが話したけれど、〈七十日戦争〉以来、こちらはエルドゥリア王国に対して不利な立場が続いていた。もしふたたび戦争が勃発したら、おそらく国土を大きく失うことになるでしょうね。結婚も、短い平和を手にするための手段の一つでしかないの。しかし、このその場しのぎの方法が、王国に新たな危機をもたらした……」

「よくわからないけれど、自分の王女をこちらに嫁がせたなら、エルドゥリア王国のほうが損をした側でしょう。もしほんとうに有利な立場にいるなら、どうしてこの縁談を受けいれる気になったんですか？」

「ミア、海の民の考えで火の民のことを推しはからないの。エルドゥリアの王室にとっては、王女たちの縁談は以前から、なによりやっかいな問題だったのだから。彼女たちは王位を継ぐことはできない、火の民の宗教には女性の祭司もいない、だからどこかに嫁ぐことが唯一の道になる。だけれど〈鷹犬の戦い〉を経てからは、王女の嫁ぎ先はすべて、王室にとって脅威になりかねない。もし地位と権力を持つ家に王女が嫁いだら、おそらくあの戦争を繰りかえさせることになるでしょう。しかし身分の卑いやしい家に嫁がせるのも、王室の名誉への侮ぶ辱じょくにしかならない。だから王室は王女をたいがい、すでに権力を失った没落貴族に嫁がせる。もしふさわしい相手がいなかったら、彼女たちは死ぬまで王宮に留めおかれる。だからムスペル十九世にとって、自分の娘を隣国に嫁がせるのはなんの損失でもないどころか、かえってやっかいごとが一つ片付いたことになるの」

「王女をこちらに嫁がせて、その王女とこちらの国王に子供が生まれて、反対にむこうの王子と王位を争う心配はしなかったんですか？」

「やっと問題の核心に気づいたのね」サラは言う。「国王陛下の犯した最大の過ちは、ロザムンド王女を妃に迎えたことではなくて、彼女とのあいだに子供を作ったことなの、しかもエルドゥリアの王位を継ぐ資格のある男子を……」

「騎士として、主あるじの過ちを裏でとやかく言うのはよくないわ」イーディスがサラの話をさえぎる。「でも、あなたの考えには賛成する」

「いえ、わかりません」ミアは困惑した目を大きく見開いて、サラに視線を向けた。「それがどうして過ちなんでしょう？　オズワルド王子がエルドゥリア王室にとっての脅威になりえるとして、その身をこちらが押さえているなら、良いことではないんですか？」

「これが〈七十日戦争〉以前だったら、たしかに良いことね。われわれはむこうの国王の崩御を待って、すかさずオズワルド王子の継承権を宣言し、大義名分を持ってエルドゥリアに兵を送ることができた。でもこちらはすでに、有利な地位を失っているの。そうした状況で、オズワルド王子は身体に残った矢尻のように、わたしたちにとっての脅威にしかならない」

「それは、エルドゥリアの人間が反対に王子を利用するということ？」

　サラはうなずいた。

「できるだけ極端な状況を考えてみるのもいいかもしれない」そう続ける。「もしオズワルド王子がエルドゥリアとゼーラントの王位を同時に継いだら、なにが起きるでしょうね？」

「二つの王国が……」ミアはためらったが、最後にはその言葉を口にした。「一つになる？」

「二つの王国は、ゼーラントが不利な状況で一つになる、つまりヴィグリド大陸はふたたびエルドゥリアの統治下に置かれるの。もしかすると長く廃止されていたスピネヴィール法典がふたたび広められるかもしれない、われわれの言葉に含まれる諸島の語彙はすべて除かれるかもしれない、歴史に例のないほど大きな、〈建国戦争〉や〈七十日戦争〉よりもはるかに大規模な戦争が起きるかもしれない、そしてこちらの勝算はあまりないように見える……」

「でも、そういう過程はぜんぶ、オズワルド王子が王位を継承できる前提でしょう」ミアが言った。「エルドゥリアのほうのことは措おいておいて、こちらでのオズワルド王子の継承順はアーシュラ王女とアリス王女の次だから、理屈で考えればあの人に順番が回ってくるはずなんてありません」

「アリス王女もロザムンド王妃の娘ね。もしオズワルド王子に位を継がせることだけを考えるなら、王妃は王女に継承権を放棄させる手ぐらいあるでしょう」

「でもアーシュラ王女はゆずりません、違いますか？」

「もちろんゆずらないでしょう。だから王妃の一派にとっては、あの方が最大の脅威なの。むこうはどうにかして王女様を排除しようとする。そしてわれわれは、アーシュラ王女が無事に王位を継げるよう助けないといけない──それが、王女様とパールが湖畔の騎士団を創設した理由なの。王女様が無事に王位を継いだときだけ、ゼーラントが吞のみこまれることは防げるというわけ」

　それを聞いて、ミアはとうとう任務の巨大さを悟った様子で、厳粛な表情になっていく。この瞬間から、猟師の家に生まれた、世間知らずの十六歳の少女は、陰謀と抵抗の渦に巻きこまれていくのだ。

「でもこの騎士団には、四十五人の団員しかいません。いったい、王女様のためになにができるんですか？」

「もし戦争が勃発したら、騎士四十五人はひとたまりもなく消えてしまう。でもこれはいちばん先に目に入る数字でしかなくて、われわれのほんとうの実力とは違うの。表面的には、ここは慣例にしたがって設立された小規模な騎士団のように見えるけれど、実際の状況はそこからはほど遠い」サラは言う。「湖畔の騎士団は、政治的な同盟なの──王女を支持するすべての勢力からなる、政治同盟」

「政治同盟？」

「われわれがほんとうに動かすことのできる戦力は四十五人どころではないわ。すくなくとも四千人の騎士、五万人以上の歩兵と三百隻の軍船がある」

　サラの言葉を聞いたミアはすこしとまどったようで、その横に座る先輩たちに目を向けたが、みなうなずき、賛同している様子だった。

「この場にいる人たちを例にしましょう。イーディスはフルスト公爵の娘で、ロータはテルネーゼン伯爵の娘、この両家のゼーラントでの影響力はよく知っているでしょう。あなたの指導役のクララはコーラルリーフ島の島主の娘で……」

　その話にロータが割って入った。「そしてこのサラ・トルン嬢は将来のベーフェラント伯爵と婚約している」

「わたしはわざわざ紹介するほどでもないから。そのつながりがなかったとしても、われわれの団長、パールもベーフェラント家の長女──誓いのために継承権は放棄しているけれど。それに王女を産んだアグネス王妃は現在の女伯爵の妹にあたるでしょう。なにがあったとしても、ベーフェラント家は王女の側に立つ」サラは話す。「侍従長のアナベルはスハウウェン辺境伯の娘。それを産んだ母親はある山の民の部族の族長で、重大な状況では山の民の傭よう兵へい団を動かしてわれわれの指揮下に置くことができる。スハウウェン辺境伯と正妻との娘、フルラもわれわれのところに送られて、いまはゴットルプ様のところに付いて医術を学んでいるし」

「フルスト、テルネーゼン、ベーフェラント、スハウウェン……建国戦争の五大功臣が勢ぞろいしそうですね」ミアが言う。「わたしの覚えちがいでなかったら、まえの侍従長のフリシンゲン様も五大功臣の子孫だったんでしょう？」

「そうね。フリシンゲン家は〈白髪の〉ヨースタインの子孫にあたる。でもイングリッドはもう結婚して団を抜けた。わたしの指導役のエルザがフリシンゲン家の次女ね」

　サラはエルザが諸島に流された件を意識的に避け、エルザのいまの上司こそ自分の婚約者であることも触れなかった。そういったこと以前に、エルザがどこにいようとも、彼女本人やそのうしろにいるフリシンゲン家はこの政治同盟の一員なのだ。

「ほかにはわれわれの副団長のカロリーン、あの人はブルーメンベルクの富商の娘ね」

「わたしは騎士団の一員ではないにしても、必要とあればロッペルスム家も王女の支援に力を尽くすはず」横のビビアンが言った。「ゼーラントとエルドゥリアが一つになったとしたら、自由都市としてのブルーメンベルクの地位も風前の灯で、吞みこまれるのは避けられない。一部の日和ひより見み主義者を別にすれば、大部分の商人はアーシュラ王女の側に立つにちがいないと思う」

「諸島のほうも同じ」クララもそれに続ける。「数百年まえの恨みを忘れられなくて、ゼーラントの王室に敵意を持っている家もいくつかあるけれど、エルドゥリアの陰謀が実現したら、わたしたちはなにもかもを失うわ」

「それだけ大勢の支持を得られたら、王女様の地位は安泰なんでしょう？」ミアが訊く。

　サラは残念に思いながら首を振った。

「そこまで楽観はできない」そう話を始める。「建国戦争はもう二百年以上まえのことだけれど、征服された側の火の民は、いまだにゼーラント王朝の統治を望まないことも多いの。そうした人々は、火の王の統治で一日を過ごしたこともないのに──その父親の代、祖父の代、もしくはずっとまえの祖先だってないのは確かなのに──われわれを諸島に追いかえして、大陸全体をふたたびエルドゥリアの領国にしようと考えている」

「力のある貴族も、そこに入っているんですか？」

「火の神を崇めている家は、もともとやむをえずわれわれに従ったところもあるの。〈建国者〉エリックは当時、情勢を安定させるために、そういった家の土地や爵位を剝奪せずに、信仰を変えるよう迫ることもなく、臣服することだけを要求している。そうした家は〈火に仕える者フォルブランニ〉と呼ばれているの。毎年の新緑祭イディヤグレンでは〈海と火の決闘〉と呼ばれる馬上試合が開かれて、これから来る夏が暑いか、それとも涼しいかを予測するのだけれど。〝火〟を代表する側から出場するのは基本的に、それらの家の者か、そこに仕える騎士になる──ライメルスワール公爵家、スロイス侯爵家にカペレ子爵家ね。とくにライメルスワール家は、建国戦争までは火の神への祭祀を取りしきっていて、火の民のなかではかなりの影響力がある。こちらにとってはとくに警戒が必要なの」

　クララがサラの話に続ける。「去年の新緑祭イディヤグレンで、わたしはライメルスワール家の娘のケイトと手合わせしたわ。引き分けになった。あの人はとても優秀な騎士ね、ああいう家に生まれたのが残念」

「そうそう」イーディスが言う。「あれだけ優秀で、しかも最初に産まれた子供なんだから、もしライメルスワール家の子でなかったらきっと爵位を継げたでしょうね」

「ライメルスワール家は、女子の継承を許していないの？」ミアが尋ねた。

「〈火に仕える者〉の家に生まれた女子たちは、かならず継承権を放棄するように迫られるの」イーディスが答えた。「こちらではスピネヴィール法典はすでに廃止されているけれど、私的にそれを遵守することは邪魔だてできないわ」

「ひょっとすると、ケイト・ライメルスワールをここに引きいれることはできるかもしれない」ロータが話に入ってきた。「ほんとうに引きいれるに値するならだけれど」

「引きいれるに値するのはたしかね」クララはため息をつきながら首を振った。「だけれど難しすぎる。貴族の娘に自分の家族と信仰を裏切らせるのは、そこまで簡単なことではないわ。継承権を放棄するよう迫ってくる家族と、女が祭司を務めるのを禁じる信仰であっても……」

「国内のそうした勢力だけを相手にするなら、こちらはもう充分な力を持っているの。ほんとうに内戦が始まったとしても、勝つ自信ならある」サラが話の方向を変えた。「だけれど、もしエルドゥリアが介入してきたら、話はすこしばかり面倒になる」

「そこまで悲観することはないでしょう」ビビアンが言った。「エルドゥリアだっていっさいの波風がないわけではない。ロザムンド王妃には、弟のフローリス王子がいるでしょう。彼こそが王位継承順では第一位にあたる。王妃にとっては、フローリス王子も排除しなければならない障害。酒と女に溺おぼれて、君主になる器量はないとずっと噂うわさされてはいる。とはいえどこから見ても正当な王位継承者なのだから、それを支持する貴族も少なくはない」

「フローリス王子を引きこむのは、ケイト・ライメルスワールよりずっと簡単でしょうね」イーディスが言った。「もう三十を超えているけれど、これまでだれとも婚約していないの。縁談という手なら使える……」

「王女様をあの人に嫁がせるつもり？」ロータが笑った。

「あの王子に王女様が嫁ぐことはないわ、そうなったらほんとうにゼーラントが吞みこまれてしまうもの」イーディスはひどく真剣な口ぶりで、相手が冗談を言ったのに気づいていないようだった。「これだけの団員がいるのだから、きっと小さいころから王子様に嫁ぐことを夢見ていた人もいるでしょう。その夢を叶える機会を用意したらいけない？」

「王子も好きなように結婚できるわけではなくて、家柄の釣りあいは問題になるでしょう」ロータがさらに茶々を入れる。「イーディス、あなたも海の民の考えで火の民のことを予想しているわ。たしかに、わたしたちの側では、女騎士にはどんな貴族にでも嫁ぐ資格があるし、歴史的には低い階級の女騎士が王妃になった先例もある。だけれどエルドゥリア人はそうは考えないの」

「それなら、テルネーゼン家のお嬢様のあなたこそお似合いじゃないの」

「テルネーゼン家は伯爵家でしかないわ、それより公爵家の一人娘のあなたのほうが、政略結婚の犠牲者にはふさわしいじゃない」

　二人がやりあっているところに、突然ドアが開く音が響いた。サラはミリアムが戻ってきたのだと思ったが、振りかえってみると箕帚人のクリスティーナが部屋を出ていったのだった。

　気まずい沈黙が流れたあと、最初に口を開いたのはミアだった。

「トルン様……サラと、団長の弟の婚約も政略結婚なんでしょうか？」

「いえ、サラの場合はやや特殊なの」サラがいつになっても答えないのを見て、ロータが代わりに話しだした。「ベーフェラント家はもともと、臣下の騎士の娘たちから将来の伯爵夫人を選ぶという考えなの。サラはそこから選ばれただけ」

「これも、ある程度は政略結婚と言えるでしょうね」サラはすこしばかり居心地悪そうに言う。「わたしが湖畔の騎士団に入っていなかったら、女伯爵から選ばれることもありえなかった。あの人が目を付けたのは、わたしのこの身分だから」

「ミア」イーディスが言う。「いまではあなたも騎士団の一員なの、サラと同じようにその身分をうまいこと利用して、良い家に嫁いでもいいのよ」

「正直に言うとね、ミア」イーディスの当てこすりも、サラは大して気にとめていなかった。そもそもこの場には、イーディスに付いてまわっているドゥファはいないのだから、ほんとうに言い争いになれば自分とロータの二人にはかなわないはずだ。「もしあなたがどこかの貴族と婚約したなら、騎士団と王女様にとっては良い知らせなの。政治同盟を拡大するには、縁談はいちばん確かではないかもしれないけれど、いちばん早い方法なのはまちがいないでしょう」

「そのうちだれかが計略を立ててくれるわ」クララが言う。「王女に忠誠を示そうと気がはやりながら、娘をここに送りこんでいない家にとっては、一族の男を団内の女騎士と婚約させるのがなにより手早い方法なの。五月の新緑祭イディヤグレンのとき、王宮では舞踏会が開かれて、新しく加わった騎士はみな参加することになるわ。そのときには大勢の貴族も出席する。もしだれかがあなたを気にいったなら、騎士団を通じて縁談が持ちこまれる。もちろん、相手のことがいやだったら、話を受けろと無理強いはしないけれど」

　それを聞いて、ミアの頰がかすかに赤らむ。

「でもわたしは、ただの猟師の娘で……」

「だけれど、いまでは騎士になったの。騎士の価値はその品行と功名によって決まる。必要なだけの価値を見せつけているなら、相応の地位を手にするだけの資格があるのよ」

「わたしにできますか……その名にふさわしい騎士になれるか」

「ならないといけないわ」クララは言う。「今日の朝から、王女様が剣身でその肩を叩いたそのときから、あなたにもう退路はないの。ミア、ここまでの授業であなたにもわかったでしょう。わたしたちがここに集まっているのはおままごとをするためではないし、騎士の身分もただの名家に嫁ぐための踏み台ではない。わたしたちの一挙一動は、ヴィグリド大陸全体の未来に影響するの。アーシュラ王女の栄光と恥辱はわたしたちの栄光と恥辱で、その逆もしかりよ。もしわたしたちが失敗して、王女様を王座に就かせることができなかったら、わたしたちを待っているのもこのうえなく悲惨な結末でしょうね」

　クララのその言葉をミアがまだ嚙みしめているあいだに、サラは立ちあがり、ミアの向かいの席をクララに譲った。こうして今日の授業はおしまいの部分に入り、あとはクララの担当分だけが残っていた。ミアには、騎士団の日常の任務といろいろな戒律が説明される。

「わたしたちの日常の任務はおもに三つに分かれるわ──王都での勤務と、王女様お付きの侍女の役目、それと訓練や後輩の指導ね」クララは言う。「一ひと月つきにつき十日間、王都に送られて駐留するの。そこでの主な任務は街の巡回に、治安の維持、あとは見張りや護衛の仕事もすこし。ときには剣を抜いて戦う必要もあるわ。そう出くわすことではないけれど、決してあなどっていてはいけない。街頭で起きる戦いは、戦場よりもはるかに危険なのだから」

「戦場よりも危険？」

「ごく簡単な理屈よ、騎馬での戦いのときは完全武装をして、かなりの攻撃を受けとめられる板金の鎧を着るでしょう。軽装で出陣しなければならないとしても、鎖くさり帷かた子びらぐらいは着ているから、わたしたちが刃物で傷つくことにはならない。しかし王都での勤務では、身にまとっているのはいまのその服だけで、せいぜいそこに手袋と日よけのための帽子が加わるぐらい。目のまえの敵はだいたい専門的な訓練を受けていなくて、わたしたちの敵ではないわ。だけれど油断して一刀を食らったら、命を落とすことだってありうる」

「王都で出くわすかもしれないのは、どういう敵なんですか」

「ばったりはち合わせした強盗だったり、進退きわまった泥棒だったり、ことによると酔っぱらいも……相手がだれであっても、武器を手にしているかぎりはこちらにとっては脅威よ、慎重に対応しないといけない。でも、そこまで心配することはないわ。巡回はいつも数人一組で行うから、もし立ちまわりになったら、新人のあなたを先頭に出しはしないから」

「そのとき、わたしが役に立つといいけれど」

「そのうち役に立つ日が来るわ、慌てなくても大丈夫。突然やってくる戦いにすこしずつ慣れる必要があるから。もちろん、人を殺すことにも慣れないと」

「できると思います」ミアはクララの両目を見つめながら言った。「狩りは戦争の演習だって聞いたことがあるから、だったら獲物を射い殺すことだって、人を殺すための練習の一つでしょう。わたしは猟師の娘なんです、六歳のときには、兄がつがえてくれた弩いしゆみで野鹿を殺したし……」

「いまはそういうことは考えなくていいわ、なりゆきに任せていればいい。任務を果たすにあたって戦闘が起きたら、相手は生け捕りにするのが最善の結果なの、そうすれば有用な情報が訊き出せるから。それに、もし殺して口をきけなくしたら、罪のない人間をいいかげんに殺したのではないかと疑われるかもしれないでしょう。王妃を支持する連中にはなるべく口実を与えないこと。ただし接近戦に持ちこまれたら、どんなことでも起こりうるわ。とにかく、命を守ることが第一だから」

「わかりました」

「巡回はいつも数人一組で動くけれど、相手に数でかなわない状況にもときどき出くわすわ。もし先輩が撤退の命令を出したら、絶対に深追いしないこと」クララは真剣な表情で言う。「女騎士は戦場で、敵情の偵察の任務をよく任されるの。たとえば王女様を産んだアグネス王妃は、〈七十日戦争〉で斥せっ候こうを務めている。いつの日か、戦場で役目を果たすために──もちろん、その日が来てほしいとはだれも思っていないけれど──わたしたちはふだんから脱出の技術を学んでおく必要があるの、これはまったく不名誉なことではないわ。ほかには尾行と待ちぶせの技術も、あまり立派なことには聞こえないけれど、それでも身につけておく必要がある。狩りが得意だっていうなら、きっと覚えも早いでしょう」

「巡回のとき、馬に乗る必要はあるんでしょうか？」

「場所によるわね。道路が平らで幅も広い区域、たとえばベストラ橋から市場までのあたりは、騎馬で巡回ができるわ。狭い道や、階段が多めの場所は徒歩で向かうことになる。一日歩くのはそうとう辛いわよ。さいわい、夜間の巡回は王家の騎士団が行ってくれる。急に人手が足りなくなったときは別だけれど、それ以外ではこちらに番は回ってこない。ともかく」話をまとめる。「日常の任務のなかでも、王都の巡回はいちばん辛くて危険が大きいけれど、そこからたくさん実戦経験を積むこともできる。危険にさらされた市民をわたしたちが助けたら、王女様に恩を感じて感謝してくれるでしょう」

　そこに、クリスティーナがティーポットを持って戻ってきた。茶が一人ひとりに注ぎなおされるのを待って、授業はふたたび始まった。

「二つめの務めは、王女様お付きの侍女ね。そこまできつい仕事ではないけれど、楽だとはぜったいに言えない。正直に言うなら巡回よりも、王女様に付いて給仕をするほうが緊張に襲われるわ。一ひと月つきに五日だけなのが救いね。侍女を務めるときには別の服に着替えないといけない。これまでたくさん見てきているでしょう。作りは箕帚人の制服と同じようなものだけれど、ワンピースが藍色で、わたしたちがいま着ている騎士の制服のように深い色をしている」そう話したところで、クララは横に座っているロータに目をやった。「ちょうどいま、ロータにその服に着替えてきてもらいましょう、そうすれば説明がすこし楽になるから」

「どうしてわたしに？」

「あの服はあなたにいちばん似合うから」クララはからかう。「イーディスが着ているといつも、なんだかどこかがおかしい気がするの。お嬢様が思いつきで、メイドと服を交換したような感じで」

「サラは似合っていない？」

「わたしが着るのはずいぶんお似合いでしょうね」サラがロータの言葉に続ける。「ここに来るまえは、ベーフェラント家で侍女をしていたから」

「サラは真面目すぎて、まるでメイドの恰かっ好こうをした刺客のように見えるわ」

　それにはイーディスが、〝わたしもそう思う〟と応じた。

「いずれにしても、いちばん似合わないのはわたしね。それでも、心のなかでは気が進まないことこのうえないのに、毎月何日か着ないといけないのだけど」クララの視線がミアに戻ってくる。「だけれどミア、あなたもあの服に着替えたらとても似合うでしょうね」

「だと思います」ミアは苦笑した。「いまこの騎士の制服のほうが、あまり合って見えないから……」

「ふだんの訓練を続けていれば、だんだんこの服もそれらしくなるわ。王都に駐留しているときと、王女様のところで侍女を務めているとき以外は、これからもわたしが騎士としての訓練を指導する。いまあなたは、試験は通ったけれども、実戦に必要なところに達するにはほど遠いわ。さいわい弓の扱いは得意だから、騎馬射手を目指して努力してみてもいいわね」

「馬に乗って矢を射るのは、全然得意じゃないんです」

「馬術も弓矢もすばらしいのに、いっしょにしたらだめなの？　たぶんまだ慣れていないだけで、もっと練習すればよくなるでしょう」クララは言う。「箕帚人のときと同じで、騎士になってからも毎月二日間は休みがある。生理痛があったり三日目でもまだ重いときは、延ばすこともできるわ」

「先輩がたは、休みのときはなにをしているんでしょう？」

「わたしだったら、オメランデン様から絵を教わっているわ」クララが答えた。ドロテア・オメランデンは離宮に定住している職工の一人だった。紋章絵師の娘で、紋章に関する知識に精通し、地図や肖像画を描くのも得意にしている。「絵も斥候にとって必須の技能で、いつか役に立つかもしれないから」

「わたしはここに来て読書をする」イーディスが言った。「ビビアンとスロフテレン様からすこし古代語を教わっているの。ロータのほうは、たぶん部屋でリュートをいじっているんでしょう？　もしかするといつか頭がどうにかなって、急に爵位の継承権と騎士の身分を捨てて、吟遊詩人になろうとするかも。でもわたしたちのなかでいちばんすごいのはって言ったら、サラでしょうね、いままで休んだことがないんだから」

「わたしは身体の状態に合わせて訓練の負荷を変えるから、それが休憩ということかな」

「ミア、これは喜ぶところよ。クララが指導してくれるんだから」ミアがサラを慕っていることについて、イーディスはなにひとつ知らないのかもしれない。わかっていながらわざと言っているというのもありえる。「これがサラだったら、休みを取るのも許さないわ。どころか、二日の休みのことをそもそも教えないかもしれない」

　ミアはサラのほうを向き、ここでも元気のない表情を浮かべた。

「ともかく」クララは話をまとめる。「この二日の休みは、自分が有意義と思うことをしておくの。この次は、あまり楽しく思える話題ではないかもしれないわね。もう気づいているかしら、あなたに振りわけられた部屋には壁に一枚紙が貼ってあって、そこに騎士団の戒律が書かれているの」

「見ましたが」

「できればなるべく早く覚えこんでおきなさい、そのうち抜き出してわたしが試験をするから。今日は、そのなかの三条だけ強調しておくつもり。この三条はいちばん破ってしまいやすいから。第一条、箕帚人へのいじめを禁じる」

「今日の朝まではわたしも箕帚人だったのに、心変わりしてまえの同僚をいじめだすなんて、あると思いますか？」

「箕帚人だったとき、だれかうまくいかない子はいた？」クララは横の二人を指さす。「イーディスとロータのように」

「いないわけじゃありません。安心してください、いまの身分を使ってだれにも仕返ししようとは思いませんから」

「すこしばかりの仕返しまで許されないわけではないの。もしまえに、ちょっかいを出してきた子がだれかいたなら、これからは、他よりもこきつかったり、小言を言ってやったり、もしくは何回かよけいに礼をさせたりしていいわ。ただしあまりやりすぎないように。騎士が箕帚人に手を上げることは許されない」

「わかりました」

「この戒律に触れたときの罰は、たいして厳しくはないけれど、とても屈辱的よ。いまのその服を脱ぐしかなくなり、箕帚人の制服をふたたび着て、しばらくもとの集団寮に戻って暮らすことになる。しかもいちばんの重労働を言いつけられるの、許しが出るまでね。ふつうは短くても、二、三ヵ月は続く」クララは話す。「覚えているでしょう、去年この戒律を破って、箕帚人になる罰を受けた人がいたのを」

　ミアはうなずいた。

「罰を受けたデボラは、まえは高飛車な娘だったでしょう。正直、自分にたてついた箕帚人に手を上げたとしてまったく意外ではなかったわ。罰を受けているあいだ、どんな様子だった？」

「言ってみれば、最悪でした」ミアが答える。「顔を張りとばされたほうの子が、わたしたちみんなに口を利かないように言いつけて、侍従長も、あの人の非をうるさく言ってばかりで」

「想像がつくわ。あれから彼女は、この離宮でもいちばん卑屈でおとなしい騎士になったのだから。だれに会っても媚こびへつらって、無意識にわたしたちに膝を曲げて礼をしたことだってあったわ。多少哀れではあるけれど、自業自得なのは確か。こうして直接手を上げるおこないのほかにも、指導の名を借りて箕帚人をいじめた騎士の例はあったわ。その騎士はある娘のことを嫌って、剣術の指導のときに手加減のない一撃を食らわせたの。一年後にはあなたもあの子たちを指導するから、そのときは限度をわきまえるように」

「わたしの剣術の腕なら、こちらが怪我をさせられないで済むだけで充分です」

「破られることの多い第二の戒律は、私闘の禁止。この〝私闘〟というのは、騎士と騎士とが許しを得ずにやりあうことね」クララは続ける。「箕帚人の規則にも、似たような決まりがあったと思うけれど」

「そうです、さきに手を出したほうは侍従長から鞭を受けないといけなくて、もしまえもって約束をしてやりあったら、両方が罰を受ける」

「騎士への罰はそこまで慈悲深くないわ」

「あれでも〝慈悲深い〟んでしょうか」ミアは口をとがらせる。クララの言ったことにすこし不満があるようだった。「同じ鞭でも、フリシンゲン様が手にすると〝慈悲深い〟んですが、スハウウェン様は容赦がなくて」

「長い目で見れば慈悲深いことこのうえない罰よ。痛みもそのうち去って、あなたたちの未来には影響しない。この戒律に触れた騎士に科される罰は、一時の流刑、つまり小ノルン諸島の果てまで送られるの。そこは海賊を食いとめる前線にあたる。一年かそこら送られるだけでもさまざまな危険に出くわして、しかも騎士人生には汚点が残る」

「それはたしかにかなり、厳しい話です」

「二人の騎士が実際にやりあったら、人命が失われてもまったくおかしくない」クララは説く。「この戒律は殴りあいを一律に禁じている以上に、大事なのは武器を持った戦いを禁じていること、とくに決闘の誘いを受けることや、決闘を申しこむのを禁じていることね。聞いたことがあるかもしれないけれど、オズワルド一世のころ、王家の騎士団では決闘が日常で、毎年二、三十人の団員が私闘で命を落としていたの。マルガレーテ王女が王位を継いでからは新しい戒律を発布して、やっと状況はすこしよくなった」

「湖畔の騎士団でも、決闘をした人が？」

「もちろんいないわ。イーディスとロータのような水と油の仲でも、そんなかたちで問題を解決はしない」

　それを聞いたイーディスは〝もうわたしたちを例に出さないで〟と一言文句を言い、ロータはその横でこっそりと笑うだけだった。

「しかし、わたしたちは毎月十日を王都で過ごすことになるけれど、あそこは私闘の温床なの。もし王家の騎士団の人間から〝剣技の研けん鑽さん〟に誘われたら、かならず断って。ここで剣技の研鑽に使うのはみんな練習用の剣だけれど、むこうではかならず本物が出てくるんだから」

「わたしの剣術の腕でそんな誘いを受けたら、死ににいくようなものですね」ミアが言う。「だけど、もしなにか面倒を起こしてむこうから決闘を申しこまれたら、どうすればいいんですか？　約束に応じなかったら、騎士団の名誉を傷つけるんじゃ？」

「そんな事態になったら早いうちに報告しなさい、王女様と団長が処理の手だてを考えてくれるわ。元凶があなただったとしても、騎士団が相応の罰を与えるから、そのために命を落とす必要はない」クララが答える。「わたしもまえに決闘に誘われたことがあるわ。新緑祭イディヤグレンでライメルスワール家のケイトと引き分けになったと言ったでしょう、そのあとで彼女が手紙で、裏でもう一戦したいと誘ってきたの」

「ほんとうに剣術の腕を競いたかっただけかも」サラが言う。

「手紙はあまりはっきりした書きかたではなかったの。わたしもその程度で終わるのか、それともほんとうに命を懸かけることになるのかわからなかった。ほんとうにただの研鑽でも、わたしは応じなかったわ。正直に言えば彼女とは勝負をつけたかったけれど、でも戒律は戒律で、破ってはならない。考えてみれば、今年の新緑祭イディヤグレンでもまた手合わせする機会があるのだし」

「破られることが多い、三つめの戒律というのは何なんですか？」

「勝手に持ち場を離れないこと。もし休暇や休憩のときでも、事前に知らせておかなければならない」クララが答えた。「王都での巡回も、もしくは王女様の侍女を務めるときも、理由なく役目を休むことは許されない。箕帚人の規則にもこの決まりはあるでしょう？」

「はい。いちど破ったら、徹夜の懺ざん悔げの罰を受けます」

「騎士が戒律を破ったときも、徹夜の懺悔の罰を受けるわ。いきさつの重大さによっては、そのうえ流刑になるかもしれない。フリシンゲン家のエルザは、つまりまえの侍従長の妹だけれど、勝手に持ち場を離れたために流刑になっているわ。しかも無期限の流刑に」

「どうしてそんなに重い罰が？」

「彼女はまる十日いなくなっていたの、しかもドレンテ侯爵が領内で開いた武術大会に参加するためにね。個人的に武術大会に参加することもはっきりと禁止されているわ」そうクララは話す。「だけれど一つ敬服するのは、エルザがライメルスワール家のケイトを負かしたことね、わたしは引き分けにしかできなかった」

「どうしてそんなことを？」

「それはわたしにはわからないわ。サラ、ミアに理由を説明してあげたことはある？　エルザがなぜ、流刑を覚悟であの武術大会に参加したのか」

　サラは首を振って、静かに〝一度もない〟と言った。

　ひそかに考えているのは、エルザはヴィティン島に流されることだけを目的に、わざと戒律を破ったのではないかということだった。ひょっとするとエルザにはあそこに向かわなければならない理由があって、サラがそれをいっさい知らないだけなのかもしれない。もちろん、ただの心のはずみという可能性も否定できなかった。エルザのふるまいはだれひとりとして予測不能で、姉のイングリッドでさえお手上げだったのだから。

　気づかぬうちに、落日の名残が西向きの窓から図書室に振りまかれていた。目にまぶしい、しかしわずかに気だるさを帯びた色だった。まっすぐ射してくる陽光が、並んだ机をゆっくりと這いあがっていき、インク瓶とガチョウの羽根ペンが机に落とす影もすこしずつ長く伸びていく。そうしていると、橙色の光はミアのまえに広げられた帳面を照らし出した。ミアはそこにケイト・ライメルスワールの名前を記したばかりだった。はじめは書きとめるつもりはなかったのに、クララが何度もその名に触れたからだ。最後に書かれたその字のインクはまだ乾かず、夕陽の強い光を照りかえしている。対して、それよりまえに書かれた文字はみなすこしばかり暗く目に映った。

「もういい時間ね、今日の授業はここまでにしましょう」クララが言った。「これから一年、あなたは毎月こういった授業を受けることになるわ。わたしからは課題も与えて、あなたに自分で分析してもらうことにする。今日は最初だから、課題もそれなりに簡単よ。エルドゥリア王国の軍事力についての資料を調べて、大まかに整理して、来月の授業のときにわたしに報告して」

「わかりました」

　そうして、ミアはケイト・ライメルスワールの名前の下に課題の内容を書きとめた。

「ざっと片づけたら、いっしょに広間に行きましょう、夜の祝宴はもうそろそろ準備ができているだろうから」クララが言う。「ミア、あなたが加わったのを歓迎するための祝宴なのよ、早く行くといいわ」
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　サラとロータが乗った馬車が王都グルントヴィに着くころには、もう夕暮れどきになっていた。

　馬車は赤レンガで築かれたオウスリティン門を抜けて外市街に入り、そこにちょうど、夕陽の下のサモンド大聖堂から鐘の音が響いた。道端の通行人たちは鐘の音を聞いてあちこちで足を止め、大聖堂のほうを向いて静かに祈っている。サラとロータもうつむいて祈りを捧げた。教会のまえの広場を通るときには鐘の音は終わっていて、人の波はふたたびうねりはじめていた。馬車は急がずにしばらく進んだあと、中央通りをはさんで二つに分かれるアウストリ市場を抜けて、ベストラ橋にやってきた。騎士団の屯所がある内市街はエギル川の対岸に広がっている。

　すぐに二人は橋の上で、一日の勤務を終えて内市街に戻るところの騎士の一隊に出くわす。多くは王家の騎士団の面々で、貴族の生まれの騎士たち何人かは、サラもその名を思い出すことができる。直後、一隊のなかから藍色の制服に身を包んだクララとミアの姿を見つけた。

　クララとミアは、日よけのための鍔つば広びろ帽ぼうと革の手袋を身につけ、腰には鞘に収まった長剣と短剣ダガーを差している。王都での勤務はこれが標準的な装備だった。

　そこでサラは車夫に馬車を止めさせ、ロータとともに外に降りて、二人の団員と合流した。サラを目にすると、疲れのせいで開かなくなる寸前だったミアの両目にふたたび光が点ともって、重たげな足どりのまま駆けてくると、サラの両手を握った。ロータは二人のそばに立ち、ミアに話しかける。

「はじめて王都で勤務した気分はどう？」

「まえの二日はそうでもなかったけど、今日はちょっと大変でした。朝起きたときには全身が痛くて、足は鉛なまりを流しこんだみたいで、路地を歩いているときも道路の敷石がものすごく邪魔っけに感じて」

「まだ三日目でしょう。十日めにはもっとつらくなるわ」

　それを聞いて、光が点ったばかりのミアの翡翠色の瞳は、一瞬にしてまた輝きを失った。

「もう一、二日持ちこたえれば大丈夫」横からクララがなぐさめる。「間に一日か二日、歩かないで、ずっと馬の背に座って大通りを巡回する日があるの、すこしは足が休められるわ」

「それはそうね」ロータはうなずきながら、その横で話を続けた。「ただし、一日じゅう馬の鞍くらに座っているのも、それはそれでつらいけれど……」

「つらさなんて二の次、王都の勤務の安全がなにより大事」そう言って、サラはミアが腰に差した剣に目をやった。「ここまでで、なにか面倒ごとには出くわした？」

　ミアは首を振る。

「まだいちども剣は抜いていない」クララが言う。「ミアは新人だから、危険な地域の巡回に向かわせるはずがないわ。わたしたち、大聖堂と市場の近くの路地をずっと回っていて、遠くてもせいぜいヴェストリ区まで、埠ふ頭とうのほうには行っていないの」

　王都の北の端に位置するノルズリ港は、ゼーラント王国全体で比べたとしてももっとも危険な地域と言えた。港の出入口はエギル川とネルサス川の交わる場所に作られている。エギル川の流れに沿って下っていくと数日で、ゼーラント最大の海港、ニャルザルに着く。ネルサス川では王都グルントヴィと自由都市ブルーメンベルクを行き来する船がそこかしこに姿を見せていた。

　来る日も来る日も数えきれないほどの富がここに集められ、また次々とほかの場所に運ばれていく。

　ノルズリ港独特の悪臭──悪くなった魚介のにおいに汗くささが混じっている──は毎日、夕刻の風に乗って王都のすみずみまで運ばれる。そのにおいの強烈さは、港の近くの路地につきまとって消えない血のにおいを都合よく覆いかくしていた。死体が川に浮かぶのはそこでは特段の話題でもなく、死体が下流の村々に漂っていきでもしなければ人目を引かない。埠頭の一帯は奥深く根を張ったいかがわしい組織に支配されているが、どの勢力もきまって貴族や大商人を後ろ盾に得ているせいで、王家の騎士団もめったに手出しはできないのだった。定例の巡回もふつう、ひときわ経験を積んだ騎士が担当するが、それでも形式的以上のものではなかった。法の外にいる輩やからたちはいつも、巡回の時間と順路をまえもって把握していて、起こりうる衝突をすべて避けている。

　サラは最初の勤務でエルザにノルズリ港まで連れていかれたが、幸いクララからミアへの指導はそこまで過激でない。

「離宮にいたときと同じで、毎日お風呂に入れたらいいんですけど」ミアが言う。それこそがなにより慣れないところらしい。「こっちに来てから、毎日盆一つのお湯しか使えないから」

「それでも上等よ。シルヴィアの話だと、まえに王宮で侍女を務めていたときは毎日盆一つの冷たい水しか与えられなくて、冬になったらことによると凍ってしまうというから。そのあと離宮に来て箕帚人になって、ひさしぶりにお湯で湯浴みができたって」クララは言う。「もう一日耐えればいいの。明日は、王家の騎士団の屯所にある浴室を使う番が回ってくるから」

「王女様がくださる環境がすばらしすぎて、わたしたちは慣らされてしまっているんでしょうね。これが戦場だったら、冷たい水すらないかもしれないのに」

　サラの言葉を聞いて、ロータが鼻を鳴らす。「ほんとうに自分を鍛えたかったら、身を清めるのを十日やめると決めてもいいわよ、わたしはなにも言わないわ──遠くに逃げるようにするだけで」

「二人とも同じ部屋に泊まって、行動も組になってするのに、どこに逃げるっていうの？」クララが横からからかう。

「それもそうか、この人とはもともと一つに縛りつけられてしまったんだから、逃げようにも逃げられないということね」ロータは腹立たしげに言ったが、表情からしだいに光が失せていき、途中で足を止める。「そもそもは、サラがわたしを家から連れもどしてきたのだし」

　二年前、サラは王女の命を受けて、テルネーゼン家からロータを離宮に連れかえった。それは、エルザの同行なしではじめて単独で遂行した任務だった。

　そのとき、ロータはすでに三ヵ月の期間を終えた箕帚人で、入団試験に参加する資格を手にしたが、あまりの緊張のせいでしくじり、試験通過が危うかった。幼いころから騎士としての訓練を受けてきた貴族の令嬢としては、そうとうに珍しいことだ。首席試験官だったカロリーンは軽くなぐさめの言葉をかけたあと、離宮に残ってもう三ヵ月準備を整えるようにすすめた。ロータの父は、この件を聞くと人を差しむけて、娘を連れかえると言い出した。伯爵が送りこんだ家臣をまえにして、王女には咎めることができなかったが、馬車が遠くに行ってしまったあとで、伯爵と交渉しロータを連れもどすようサラに命じ、急いで短い手紙を書いたのだった。

　サラは馬を急がせ、あっという間にロータが乗った馬車を追いぬいていった。最後には、サラは一日早くテルネーゼン家の城に到着していた。王女がみずから記した手紙を読んだ伯爵は、娘が離宮でいま以上の剣術指導が受けられると、サラが証明してみせたら、王女の頼みに応じると口にした。そのためつぎの日の朝、サラは伯爵の護衛官と剣術勝負をするはめになった。サラが三度勝ったところで、馬車を降りたばかりのロータがびくびくと震えながら広間に入ってきた。伯爵はロータに歩みよってその頰を張りとばしたあと、すぐに娘を連れていくようサラに言ったのだった。

　この一件はたちまち離宮に広がり、尾ひれがつけられた変形までいくつか生まれた。いちばんとんでもない例だと、サラはたった一人で伯爵夫妻と城内の護衛全員を打ち負かして、地下の牢屋に捕らわれていたロータを救い出したのだという。それからサラは箕帚人たちのなかでとくに尊敬を捧げられる騎士の一人になり、ロータも三ヵ月後、無事に試験を通過した。

　こういった経緯を思い出してサラはため息をつき〝覚えているならいい〟と言った。

　四人はそのまま橋のむこうに歩いていく。

「シルヴィアは今日、いっしょに行動ではなかったの？」サラが訊いた。

「騎士団のところに、新緑祭イディヤグレンのことで打ちあわせに行っているの」クララが答える。

「あっという間にそんな時期ね」

「そうよ、また一年でいちばん忙しいときが来る」そう言って、クララはミアのほうを向く。「入団した時期がすこし悪かったわね、入ってすぐに新緑祭の準備の仕事に関わるんだから。この時期には全国の貴族が王都に集まってくるから、山ほど護衛の仕事をすることになるし、街道の警備も強化しないといけない。祝典が正式に始まったあとは、王家の騎士団の人たちとともに国王陛下が街を一周するパレードに付き添って、祈禱式に武術大会、舞踏会に参加するの。毎年、新緑祭が終わったあとには一、二日の休みがあるのが救いね」

「武術大会にはわたしも出場するんですか？」ミアが落ちつかない様子で訊く。

「団体戦があれば、あなたの番も回ってきたかもね」クララは言う。「新緑祭イディヤグレンで行われるのが一対一の〈海と火の決闘〉だけでよかったわね。その折には、たがいが十人の騎士を出して順番に馬上試合を行うけれど、湖畔の騎士団に与えられた枠は二人だけなの。去年はパールとわたし、一昨年はパールとエルザ……騎士団が設立されてからいままで、パールは八年続けて参加しているわ」

「八年前の武術大会では王女様も参加したと聞いたけれど、ほんとうなんでしょうか？」

「わたしも、そんなことがあったと聞いているわ」

「ほんとうよ、この目で見たんだから」ロータが口をはさんだ。「そのときはまだ小さくて、いまでは覚えていないことばかりだけど。だけれど二つ、はっきり覚えていることがあるの。一つはお父様が試合に参加して、しかもさんざんに負けたこと、二つめは王女様が見事な手さばきで、一突きで相手を馬から落としたことよ。ただそれから、王女様が参加したところは見ていないわ」

「それ以上参加しないように、パールが言ったんじゃない？」サラは言う。「こういう試合で、ちょっとした〝事故〟を起こすのは簡単そのものなわけだから。王妃のほうに王女様を害する機会を与えるわけにはいかない。武勇を印象づけたいというだけなら、一度参加すればそれで充分」

「だったら、どうしてパールは毎年参加するの？」ロータが尋ねる。「あれだけ何度も勝って、もう充分に深く印象づけられているでしょう」

「理由はわかりきっているじゃないの」クララが答えた。「湖畔の騎士団のため、王女様の名誉のために、毎年わたしたちのだれかは勝たないといけないの。そして相手がだれであっても、パールはきっと勝つことができる──ほかの人にはその実力がないでしょう」

「たしかに、そういうことなんでしょうね。われらが団長を見るたびに、心がくじけるような気分になるもの。あの人は騎士の模範も同然でしょう、さすがはクリスティーナの子孫ね。わたしではきっとああいう騎士にはなれないわ」そう言ったところで、ロータは同情を含んだ目でサラを見た。「だからサラがどうしてそこまで必死になるのかもわかるのよ、この人はパールの背中を見ながら育ってきたわけだから」

「あなた、十何歳のときのあの人といっしょに暮らしたことはないでしょう。パールと比べたら、わたしはちっとも必死だなんて言えない。あの人を目標にしようと思ったことだってないわ。わたしにとって、パールは領主の家の長女で、つねに手の届かない存在」

「あの人は手が届かない存在かもしれないけれど、その弟には手が届いたわけね」

「もうそのことでからかうのはやめて」サラは気づかないうちに声が高くなっていて、そのせいでまえを歩いていた王家の騎士団の面々がこちらを振りかえってきた。すこし恥ずかしくなってうつむき、深く息を吸いこんで、声を抑えて続けた。「どうしてあなたといると、結局いつもこの話題が出てくるんでしょうね」

「ロータはあなたの婚約者に焼きもちを焼いているだけかもしれないわ、いつかある日、その人はサラをそばから連れさってしまうんだもの」横からクララが言った。

　今度はロータが顔を赤らめる番で、サラはなにか考えている様子でうなずいた。

「もしくはわたしがこの縁談を辞退して、一生嫁とつがない、ロータにだけ尽くすと誓ったらどう──パールが立てた誓いと同じように」サラはかなり真剣な様子で、冗談を言っているようにはまったく見えなかった。「あなたが女伯爵になったときには、わたしにいい待遇を用意すると約束してくれるならね、できたらわたしを侍従長にしてくれれば……」

「婚約を破棄して、パールは許してくれるかしら？」

「もちろんそんなことはないでしょう」サラはとうとうこらえきれずに笑いだした。「たぶん、あなたも許してもらえない」

　気づけば、一同は橋を渡りきる手前まで来ていた。

　夕陽はすでに、山の上に建つ城のむこうに沈んでいた。夕霞がいまも輝かしく空の一面を覆っている。対して、川面の波の冴えた光はすこしばかり輝きが失せて見える。水面をめぐっていた鳥の群れもつぎつぎ巣に戻りはじめていた。ロータは帽子を取り、結っていた髪をほどいて、夕べの風に茶色の髪がそよぎ散らされるに任せた。そばを歩いていたサラは思わずちらちらと視線を向けて、その髪を一つかみ手に取り、そして相手が口を開くまえにすぐ手を放した。

「あなたのお父様は正しかった。騎士になったとしても、髪を短くする必要はない」サラは言う。「こんなにきれいな髪、切ってしまうのはあまりにもったいないから」

　内市街にたどりついた四人は、中央通りを一区画ぶん進み、左手の路地に折れ、それからゆるい坂を上って、王都における湖畔の騎士団の屯所にやってきた。典型的なマルガレーテ一世時代の様式の館で、屋根裏を除いて四階建て、花か崗こう岩がんとオークの木材で建てられていた。一階は花崗岩だけで作られ、四本の石柱が二階のテラスを支えている。通りに向けて作られた二つの窓は伝統的そのもののステンドグラスの手法が使われているが、上の三階ぶんの窓はすでにより明るい一枚ガラスに取りかえられていた。屋根の傾きはゆるく、一面に薄い瓦を敷いていて、左手には灰色のれんがを積みあげた煙突が伸びていた。

　前の代の君主だったオズワルド一世が治めた時代と比べると、マルガレーテ一世期の建築の装飾はずっと奥ゆかしくなっていたが、いまの目で見ればそれでも手が込みすぎているように思えた。柱、ひさしの下、窓に挟まれた壁面、どこもレリーフで装飾されている。多くは英雄や神々たちの像で、ほかにいくつか刻まれているのは館の最初の主の家紋──一匹の魚を口にくわえた鷗かもめ──だった。

　しかし、この紋章を使っていた家は〈七十日戦争〉のあとまもなく、敵と通じたために貴族の肩書を剝奪され、一族すべてがヴィティン島に流されて、この屋敷を含む財産も没収に遭った。ここにある鷗のレリーフいくつかは、彼らが王都に残したかぎられた痕跡なのかもしれない。アルフレッド一世は在位時、愛人にここをあてがい住まわせていた。八年前、現在の国王エリック三世はこの建物を王女に贈った。十六歳の誕生日のプレゼントだった。湖畔の離宮の改築が済むまで、王女とパールは一時期ここで暮らしていて、その後は王都における湖畔の騎士団の屯所になっている。

　箕帚人のプリシラがドアを開け、サラたちを迎えいれた。

　館の一階は小さい礼拝堂になっている。祭壇のあたりの天井はずっと高く、二階の半分の空間に食いこんでいる。二階はそれなりに広さのあるオーク造りの居間で、騎士たちはそこで食事をとり、会議を開く。三、四階には居室が十部屋あり、ふだんはほとんどが空いていて、毎年新緑祭イディヤグレンのときにだけいっぱいになる。屋根裏は物置として使われていた。

　一行は狭い螺旋階段を上って、二階の居間にやってくる。

　シルヴィアは窓辺に座って本を読んでいた。一同が戻ってきたのを見ると本を閉じて、立ちあがって迎えいれると、居間の中央にある円卓に歩いていって腰を下ろした。サラたちも円卓に向かって座る。

　湖畔の騎士団の全団員でも、シルヴィア・ハールレムの生まれはもっとも下層に数えられる。もともとは教会で育てられた孤児で、十歳のときに王宮に送られていちばん下位の侍女になり、王女が騎士団を設立すると湖畔の離宮行きを申し出て、初めの箕帚人たちの一人になった。四年間の訓練を経て、シルヴィアは入団試験を通過する。最初の箕帚人たちのなかではいちばん速い成長だった。

　二年前、指導役だったハンナが殉職すると、シルヴィアはハンナの任務を引きつぐことをみずから名乗り出た。王都に常駐し、入れかわりやってくる騎士たちの手助けや、王家の騎士団との連絡を担うのだ。それと同じ時期シルヴィアは、代名詞になっていた赤髪を切ってしまい、最低限の長さだけを残していた。ハンナと結婚の約束を結んでいたヒルフェルスム辺境伯家は、シルヴィアを新しく縁談の相手に選びたいと言い出したが、シルヴィアによって遠回しに断られた。

　全員が席に着くと、クララはシルヴィアに、王家の騎士団との会議について尋ねた。

「新緑祭イディヤグレンの前夜、巡回を受けもつ区域はもう決まったわ」シルヴィアが答える。「去年と同じで、二十数名が王家の騎士団とともに、市場の近くとヴェストリ区を回る。内市街のニッセ通りからヴァナルガンド通りまでの区域はこちらが単独で受けもつと」

「まったく、嬉しくもおかしくもないわね」

「どんなおかしなことを待ってたの？　港のあたりを任されるのはありえないのに」

「それもそうね」クララは言う。「王妃の側がほんとうにわたしたちを根絶やしにしたいなら、王家の騎士団を抱きこんで、とてもやっかいな任務が割りあてられるように仕向けてもいいんだから──たとえば新緑祭までに、ノルズリ港に巣くう勢力をすべて消すだとか。そうなったら、それこそわたしたちはあとかたもなく壊滅するわ」

「王妃だって、そこまであからさまなことはしないでしょう、国王陛下に気づかれてしまうから」シルヴィアは言う。「これからしばらく、わたしたちの受けもつ区域でなにか起こらないといいけれど」

「今晩、情報を探りに行ってこようか」サラが言った。「実際に災いの種があるなら、なるべく早く見つけて、来月王女様がやってくるまでに片づけてしまうほうがいいでしょう」

「例の、エルザから紹介された情報屋に会いにいくの？」シルヴィアが訊く。

　サラはうなずいた。

「そうね。ついでに港のあたりの勢力の動きも探りを入れてみて」シルヴィアは言う。「わたしたちの受けもちの区域ではないけれど、わたしたちが護衛する貴族の何人かは船に乗ってきて、あそこから上陸するの。万一のために、あそこの状況を探っておいたほうがいいわ。わたしも王家の騎士団にいる友達に話を聞いておく」

　そこに箕帚人のプリシラが居間にやってきて、夕飯の準備はできていて、いつでも食事にできると騎士たちに告げた。それを聞いたシルヴィアは、料理を運んでくるように言った。たちまち円卓には食事の皿が並び、そこにはパンにチーズ、ゆでた野菜、干した牛肉と油焼きのスズキが盛られている。プリシラは一人に一杯ずつ甘酒を注ぐことも忘れなかった。ここの食事は離宮よりもずっと充実していて、それはここに住みこんでいる料理人のヨハンナはたった数名を相手にすればいいのに対して、離宮の四人の料理人と手伝いの箕帚人たちは二百人近くの腹を満たす必要があるからかもしれなかった。

　食事が始まってから、シルヴィアは王家の騎士団の近況を話題に出した。

「最近、不穏な噂を聞いているの、これも王家の騎士団にいる友達が話してくれたんだけれど」シルヴィアは話す。「その人によると、騎士団にいるかつての火の民たちが、団員のあいだで教えを広めていて、コールガを信仰していた騎士を自分たちの秘密結社に引きこもうとしているんだって」

「秘密結社って？」クララが尋ねる。

「なんでも〈聖火の騎士団〉だったか──とりあえず、そんなような名前。騎士団にいるかつての火の民たちはかねてからこそこそ動いていて、まえから人目を避けて、火の神を崇拝する秘密の儀式を続けているの。だけれど最近その人たちが、新しい仲間を取りこみはじめているらしくて。王妃の周りの人間が、わたしたちと敵対するために兵力を集めていると考えていいんじゃない？」

「あなたの友達も誘われたの？」ロータが訊いた。

「あの子は誘われるはずがないわ。火の神を崇める集団に、女がいるはずがある？」

「わたしたちも、かつての火の民の家で生まれた娘たちをすべて引きこんでしまえばいいんじゃないかしら」クララが言った。

「ほんとうに、ライメルスワール家の令嬢のことが忘れられないのね」シルヴィアが答えた。「あの人は頑固すぎて、わたしたちのところに引きこむのはいまひとつ望み薄でしょう。幸い、あの人でも〈聖火の騎士団〉は受けいれられないけれど。ほんとうに内戦が勃発したとして、あの人が重任を託されることはない。カペレ子爵の妹のマリアはまえから火の民の信仰にうっすらと疑いを持っていて、兄との関係も最悪だから、実際に引きこむとしたらあの人から始めるのもいいでしょうね」

「あの人も優秀な騎士ね──ケイト・ライメルスワールほど優秀ではないけれど」クララが答える。「それで、かつての火の民たちに引きいれられたその海の民たちは、いったい〈聖火の騎士団〉のどこに惹かれたの？　そんな男しかいない結社に入ろうとするなんて、まさかそういう趣味があるんじゃないでしょうね」

「わたしたち湖畔の騎士団だって女しかいない。そういう目でわたしたちを見る人たちも少なくないのは否定できないでしょう。酒場を回る吟遊詩人たちにも、わたしたちのお話をひねり出している人たちがよくいるし」

「その口を閉じさせる手はないの？」ロータがいらだちをにじませて尋ねる。自分とサラがすでに話の種として目を付けられていることも、もう思いいたっているのだろう。

「方法がないわけではなくて、ただその必要がないだけ」シルヴィアは手にしていたフォークを置き、苦笑いを浮かべた。「その口ばかりが回る輩たちのおかげで、市民のあいだでわたしたちはとても有名なの。陰でこっそりと教えを広めて、秘密結社なんかを作ることしかできないかつての火の民の一団よりもずっとね──あまり知られすぎると、良いことだなんて言えないときもあるけど」

　食事が終わると、サラはプリシラからランプを受けとり、ロータと連れだって部屋に戻った。

　離宮の一人部屋と比べてもいくらも大きくないその居室は、二台のベッドが大部分の空間を占拠していた。ウォルナットのクローゼットはオズワルド一世期の骨こっ董とう品ひんで、正面に大きくない鏡がはめこまれている。鏡面には軽くまだらが浮いていた。部屋に机はなく、手紙や日記を書こうとするなら居間に行く必要がある。壁のタペストリーには武術大会の場面が刺繡されていて、二隊の騎士たちが円形の闘技場でもつれあっていた。皮肉なことに彼女たちは、似たような団体戦に参加したことがない。

　くだんの〝情報屋〟に会うには、身にまとっている騎士団の制服は人目を引きすぎるように思えた。なのでサラとロータは平服に着替え、長剣と短剣を提げなおして、ランプを手に階段を下りていった。

　二人が居間にまた戻ったとき、もうシルヴィアの姿はそこになく、クララとミアだけが円卓に座っていた。卓上には王都の地図が広げられていて、クララはミアにそれぞれの通りの名前と目印になる建築物を教えているところだった。

「スルサル通りには赤い屋根の建物があって、上には銀色の風かざ見み鶏どりが立っているわ──今日の午後に二人で通りがかったとき、わたしが指差したでしょう」

「覚えてます」

「その建物の横に、一本の路地がある」クララは地図の対応する場所を指さしながら話す。「そこはわたしたちがよく使う抜け道で、アウストリ市場の近くの混みあう道を避けて、直接ヴェストリ区まで向かえるの。だけどそこはがらくたが積みあがっていて、馬で通るのはあまり簡単とはいえない……」

　サラとロータは二人のじゃまはせず、手を振ってみせただけで居間を離れ、階段を下りた。通りに出ると、空はすっかり暗くなっている。月はまだ上ってくるまえで、薄暗い明かりがそこここで通り沿いの窓から射しているだけだった。まばらに見える通行人たちも、多くは明かりを手にしている。ベストラ橋を通るとき、港のほうの灯火を望むことができた。外市街にやってくると、二人はがらんとしたアウストリ市場を抜け、すれちがったのは王家の騎士団の巡回担当だけだった。大聖堂のまえの広場に残っているのも、ことのほか敬虔に祈りを捧げる人々だけだった。いま、昼間にはこれ以上なくにぎわっていた場所はのこらず静まりかえっていて、いつまでも帰ろうとしない人々の多くは、すでに港の近くの小さい酒場に押しよせている。とはいえ二人の目的地はそこではない。

　二人はそのまま東に進み、ネルサス川そばのグリョータ通りまで歩いてくる。そこはスズリ学院の外縁にあたる。いつもこの時間になると、通りの酒場はきまって大学生たちでごったがえす。

　サラはロータを連れて、〈菩提樹〉という店に入っていく。

　店外には菩提樹で作られた大きな盾がかかっていて、それが店名の由来なのかもしれない。

　店にいる客はほとんどがサラと同じような年齢か、もしくはすこしばかり年上で、年かさの者は一人もいない。一目で大学生とわかる客たちは、男女を問わず腰に武器を差していた──間違った差しかたを選んでいて、必要なときにただちに剣を抜くのは苦労するだろう者ばかりだったが。マルガレーテ一世が戒律を発布し、王家の騎士団の団員間での決闘を禁じてから、スズリ学院は新たに決闘の温床になっていた。騎士たちが名誉を重んじるのに対して、学生たちの決闘の理由はだいたいもっと幼稚かつ滑こっ稽けいで、とくに酒を何杯か腹に入れたあとでは、理由すら必要でないかのようだった。ひょっとするとこれも、心から真の知恵を求めようとする若者たちはスズリ学院に入っては学ばないことが多く、ブルーメンベルクのウーベグレン学院にはるばる赴いている理由なのかもしれない。

　店でいちばん大きいテーブルには、十数人の男女が輪になって座っていて、全員べろべろに酔っぱらい、下品な話をわめいている。サラはそこからなるべく離れた空席を選んだ。しかし、二人が腰を下ろすと、横のテーブルにいた三人の若い男がカード遊びの手を止めて、顔を近づけあってなにか低い声でぶつぶつ話しながら、しきりに二人のほうにちらちらと視線を向けてきた。

　そこに、黄色のワンピースを着た少女が二人のテーブルにやってきて、飲み物は何にするか訊いてきた。ヴィティン島で作られる蒸留酒が欲しいとサラは答えたが、ないと知らされるとベーフェラント伯爵の領所で作られるジンに変えた。ロータはテルネーゼン伯爵領産の葡ぶ萄どう酒しゅを頼んだ。

　少女がいなくなると、隣のテーブルの三人が突然大声で話を始めた。

「おまえ、わが国はどうして〈七十日戦争〉でエルドゥリアに負けたんだと思う？」そのうちの一人、短いひげを生やした若い男が口を開いた。「開戦のまえは、こっちの国力がどう見ても勝っていたじゃないか」

「理由は簡単さ」サラとロータに背を向けている男が答えた。「こっちは武器に甲かっ冑ちゅうに馬、そういう戦争のための資源を使いこなせないやつにあてがって、国力を無駄にすり減らしたんだ」

「それって、女騎士たちのことだろう？」もう一人いた男が口を開く。そう話しながら、サラたちのいるほうに視線を向ける。「おれもそう思うぜ。女騎士は生まれつき身体のほうで遅れを取ってるんだ、戦闘力は下がるさ。もしあいつらにあてがわれた資源を男に渡してたら、あの戦争でこっちが負けることはなかっただろうな」

「貴族のお嬢様がたは、そもそも騎士を嫁入りまえの楽しみとしか思ってないのさ」ひげのほうが言う。「騎士は男でも女でも、十五歳まで訓練しないと戦力にはならない。男の騎士は五十歳まで奉職できるが、同じだけの資源を費やして育成した女騎士のほうは、だいたい三十歳にならないで退役して結婚するんだぞ。もったいなくはないか？」

「このまま女騎士が国の資源を無駄づかいするのを許してたら、そのうち国ごと滅んでもおかしかないな」

「知ってるか、〈七十日戦争〉で捕ほ虜りょになった女騎士を金を払って連れもどしたとき、アルフレッド一世は身代金のほかにも大金を渡して、そいつらに手が付かないように約束させるはめになったんだとさ」そう言うと、サラたちに背中を向けている男は大笑いし、ほかの二人もいっしょになって笑いが止まらない様子だった。「エルドゥリアに進軍するとき、小さく切った綿の布を運ぶだけの補給部隊があったって聞くぜ、女騎士たちが血を流したときに下に敷くためにな」

「たしかにあいつらは、フリューロートの丘で山ほど血を出したわけだ、それも下だけじゃなく」

　王女が離宮に移り住み、湖畔の騎士団を設立してからというもの、このたぐいの女騎士亡国論が王都に流行はやりはじめた。サラはこの理屈を、王妃の一派がでっち上げて広めたものだと考えて疑ったことはない。それに対してパールは、反論は無用だと団員たちに言いふくめ、まして自分たちが貶おとしめられたからといって衝突を起こすのを止とめていた。

　パールの目からすれば、こうした発言は世に広まるとおそらくそれ以上の人々の反感を呼び、もとは立場が揺れていた市民たちは彼女たちの支持に回るだろうということだった。

　パールは正しかったようだ。

　いま、黄色の服の少女が酒のカップを両手に持ち、サラたちのほうに歩いてくる。くだんのテーブルの横を通ったとき足を止め、礼儀を保ちながら三人の学生に声をかけた。

「お客さんたち、このまま国に身を捧げた英雄を侮辱するようだったら、場所を替えてもらえませんか、もしかするとエルドゥリア王国の酒場のほうが歓迎してくれるかもしれませんよ」

　その言葉は三人を怒らせたようだった。

　しかし、彼らが少女に怒りの視線を向けたとき、まわりのテーブルの人々もそろってこちらをにらみつけているのに気づく。血の気の多い若者にいたっては数人、剣を抜こうとしている者もいた。

　そのとき、ロータが立ちあがって、少女の手から葡萄酒の入ったカップを取り、一息で飲みほした。それでも気が収まらなかったのか、サラが頼んだジンも続けて飲みほすと、ランタンを取って、サラに〝行きましょう〟と一声かけた。サラも何も言わずに立ちあがり、ポケットから銀貨を一枚出して黄色の服の少女に渡す。

　酒場を出た二人は、学院の方向に通りを途中まで歩き、あの三人の学生が付いてきていないのを確かめてようやく一息ついた。自分たちが店を出たあと、ほかの客があの学生たちに決闘を挑んだかは、自分たちが気にする必要のないことだった。

「受けとった？」ロータがサラの耳元に近づいて訊く。口からはアルコールの香りが漂っていた。

　サラは握っていた左の拳を開く。手のひらには二度折りたたまれた紙きれが乗っていた。あの黄色の服の少女が、ロータが全員の目を引きつけているすきにこっそりと握らせてきたものだった。紙きれを開き、ロータとともにランタンの光を頼りにそこに書かれた文字を読む。それはヴェストリ区の住所、より正確に言うならある路地の名前だった。

「この場所はわかる？」ロータが訊く。

「あの赤い看板がある時計屋の裏か──すごく髪が薄い店主の、時計屋」

「どうしてこの路地を知っているの？」

「エルザに覚えさせられたの」サラは歩みを進め、ヴェストリ区に向かって歩き出す。ランタンを提げたロータがその横を歩いた。「むかし、あの人は王都の地図を渡してきて、なんの地名も書いていないのをわたしが自分で埋めることになったの。わたしが一ヵ月かけて地名をすべて埋めたら、あの人はその地図を焼きすてて、また空白の地図を埋めさせた。それを何回か繰りかえしたら、忘れたくても忘れられない」

「ほんとに、あの人のしそうなことね」ロータは話を変える。「そういえば、さっきの学生たちはどうしてわたしたちが騎士だってわかったんでしょうね、この恰好は学生には見えない？」

「以前の巡回のときに見られていたのかもしれないし、歩くときの姿勢が物語っていたのかも。服を変えたとしても、癖はそう簡単に変わらないでしょう。女学生はわたしたちのようには歩かないから」

「プリシラはスズリ学院の聴講生なんじゃなかった？　あの人の歩きかたはとても騎士らしいけれど」

「とはいってもまる五年騎士の訓練を受けた聴講生なんだから。騎士になっていなくても、そうした癖はたぶん死ぬまで変えられないんでしょう」サラは言う。「さっきの学生はなにひとつわかっていない。女騎士は二十何歳かで退役するとしても、一生付きまとうものはあるの」

　──訓練と実戦のなかで磨かれた人格もそうだし、騎士の生涯には避けられない、恐れや傷病、そして仲間を失う苦しみもそうだった。

　ヴェストリ区は職人たちが住む土地で、工房がひしめき、道路も複雑に入りくんでいた。どれだけ狭く、短い路地であってもそれぞれが名前を持っていたが、住民たちが話に出すときは、どこかの店か工房の〝裏〟としか言われない。わざわざすべての地名を覚えた騎士でなければ、ほかの人間があの紙きれを手にしたとしても、目指す地点がどこかわかったとは限らない。昼間はひとでごったがえす通りも、この時間になれば通行人はいくらもいない。この場所の照明も、内市街やスズリ学院の近くのような明るさとは大違いだった。幸い二人がヴェストリ区の境界を越えるころには明るい月が昇っていて、遠くからでも住所の印を確かめることができた。

　サラは慣れた様子でロータを連れて路地を通り、たちまち約束の場所にやってきた。その路地はせいぜい一人しか通れず、曲がりくねって一目で見とおすことはできないが、二、三十歩も歩けば抜けられてしまう。壁にもたれてしばらく待っていると、ぼろの服を着た老人が二人の向かいから歩いてきた。

　全身が酒臭く、杖につかまりながら苦労して歩き、たびたび手をれんがの壁に突いている。

「ご老人」サラは言葉をかける。「なんの酒を飲んで、そこまで酔っぱらっているの？」

「フリシンゲン侯爵の領地で作るアマレットさ、ヴィティン島の蒸留酒もな」

「さっき店でヴィティン島の蒸留酒を頼んだときには、売り切れだと言われたけど」

「あの酒は最近人気が出て、安くても一瓶で五十デナリはするもんでね」老人は言う。「あんた、その金は出せるのかい？」

「先月はまだ三十デナリ程度じゃなかった？」

「新緑祭イディヤグレンが近いからな、買い手には困らんのさ」

「値段はそれでかまわない」サラは言う。「まえからの決まりどおり、明日には店に届けさせる。わたしは、そっちが売る酒が自分の求めているもので、その値に釣りあうのか、確信がないだけ」

「言ってみな、なにが訊きたい」

「新緑祭イディヤグレンのまえまでの、港のあたりの動き」

「動きなんかありゃしないさ」老人は言う。「この時期、なんでこんなに蒸留酒が買えなくなるか知ってるか？　毎年新緑祭が近づくと、密輸の取りしまりを受けもってる部隊は一時王都のほうに呼ばれちまうんだ。港の連中が諸島の蒸留酒をこっそりエルドゥリアに密輸しようとするなら、絶好の時期だろう。連中に騒ぎを起こすひまなんかないってことでね」

「そんな情報だけじゃ、五十デナリには釣りあわない」

「あとはなにが知りたいんだ」

「先月、スクレイタ通りで金細工師が品物をまとめて奪われて、いままで見つかっていないでしょう。あの件の続きはある？」

「あのときの品はまだ出てきとらんよ。溶かされたのかもしれんし、まだ売られてないのかもしれん」

「もう別の場所に運ばれたとしてもおかしくない」

「グルントヴィじゃ、売りさばく経路なんかいくらでもある、わざわざ運び出す危険を冒す必要なんかないさ。あの品が出てきたら、わしらの耳に入ってるはずだ。これだけ経ってもなんの知らせもないってのは、なかなか妙な話だな」

「その酒は今日は売れないようね」

「もう一つ話をしてやろうじゃないか」そう言って、老人はまたすこし二人に歩きよった。「内市街のヴァナルガンド通りはあんたらの受けもちだろう？」

　サラは答えない。否定が返ってこないのを見た老人は話を続けた。

「最近ヴァナルガンド通りで、妙なことが起きたんだ。ある娘が、となりの一家が一晩にして全員知らない人間に入れかわったのに気づいたそうでね。親たちはその件を見回りの騎士に報告したが、取りあっちゃくれなかった」

「いつごろのこと？」

「二週間は経っとらんな」

「ほんとうならそうした報告を受けた場合、騎士が黙って見すごすはずはないのだけれど」サラは言う。「その娘はまだかなり小さいの？」

「知らんよ、娘としか聞いてない」

「十七、八歳だって娘と言うし、五、六歳だって言うでしょう」

「その娘の歳が大事なのかい？」

「その日に巡回していた騎士にとっては大事だったんでしょう。わたしはどうだっていい」肩をすくめる。「大人はいろいろな理由で噓をついて、子供のほうがかえって誠実──そういう道理を説く旧世界のおとぎ話がなかった？　その家の場所を教えて、時間を作って調べにいくから」

「おれの酒には買い手が付いたらしいな？」

「明日の朝、店に金が届くから」

　その言葉を聞いて、老人は満足げにうなずいた。

「この妙な話に気づいたのは、リュンビュ＝ターベック家の娘さ」

「その家なら知っている。父親はニャルザルの生まれの商人で、薬を売っているでしょう。母親は医者で、ヴァナルガンド通りで診療所を開いている」

「そうさ、その家だ。詳しいことはそいつらに訊くといい」

　情報を伝えてしまうと、老人はまた杖に頼りながらふらふらと歩いていき、暗闇のなかに姿を消した。サラとロータは大きい通りに向けて歩いていく。

　大通りはヴェストリ区を端から端まで貫いており、二人はベストラ橋に戻ってきた。

「さっきの情報、ほんとうに五十デナリの価値があったの？」さきほどは一言も口にしなかったロータが訊く。

「エルザが言っていたの、情報を買うのは博ばく打ちと同じで、元が取れることもあるけれど、取れないことのほうが多い──それでも買わないといけない」

「あの人が言いそうなことね。騎士団じゅうを見ても、博打を比較の相手に出してくるのはあの人だけでしょう」

「もしその子の話がほんとうだったなら、この情報はたしかに出した額の元が取れるかもしれない」

「となりの一家がいきなり知らない人間に入れかわったって、それがどういう話になるの？　急に家を譲りわたしただけかもしれないし、もしくは家を出る用があって、一時管理を頼んでいるのかも」

「新緑祭イディヤグレンはもう目前なの、そうしたらヴァナルガンド通りはわたしたちの受けもちになる。最悪の可能性を考えないといけないでしょう？」

「最悪の可能性、というのは？」

「新緑祭のときにはパレードの隊列が街を一周して、国王から各所の貴族まで参加する……」

「それは、となりに突然現れた知らない人間というのが、刺客かもしれないって？」

「すくなくとも、可能性はあるでしょう」サラは答える。「その可能性があるなら、調べておいたほうがいい」

　二人が内市街の屯所に戻ると、このときも箕帚人のプリシラがドアを開けてくれた。ミアとクララはもう居室に戻って休んでいて、シルヴィアは居間の円卓に座って本を読んでいる。卓上に何枚か図面が広げられているのは、プリシラの覚え書きなのだろう。サラとロータが腰を落ちつけたあと、思ったとおりプリシラはその席に座った。

　プリシラはシルヴィアと同じく、最初に務めはじめた箕帚人だった。まだ入団試験を通過できず、しかしなかなか出ていこうともせずに、そのうちシルヴィアとともに王都に送られるとともに、王女の命に従ってスズリ学院で建築関係の教程を聴講している。

「なにか情報は訊き出せた？」シルヴィアが本を閉じて尋ねた。

「港のあたりではしばらく騒ぎはないだろうと。それと、一つ面白い情報を買いとってきたの」ヴァナルガンド通りの奇妙なできごとについて話した。

「その情報にいくら払ったの？」

「五十デナリ」

「ずいぶん得をしたみたい」シルヴィアは笑い、プリシラのほうを向いた。「明日学院に行くとき、ついでにお金を〈菩提樹〉に持っていって」

「了解」

「明日の朝、いっしょにヴァナルガンド通りに行ってみよう」シルヴィアの表情がふたたび真剣なものになる。「この件はなるべく早く片づけたほうがいい」

「クララとミアも呼ぶ？」

「あの二人にも声をかけるのがいいと思う。もしそこで暮らしているのがほんとうに、王都に送りこまれた刺客だとしたら、激しい戦いになるのは避けられないから」

「ただの誤解だといいけれど」ロータが言った。

「幸運を期待しておかないほうがいい」シルヴィアが返す。「今晩はゆっくり休むことにしましょう。明日はひと働きしないといけないかも」

　つぎの日、サラはふだんよりも早く目を醒さまし、装備を整えはじめた。騎士は危険な任務にたずさわるとき、制服の下に鎖帷子を着こむ。鎖帷子の製作はおそろしくこみいった仕事で、幸い体力はあまり要求されないので、ゼーラント王国の鎖帷子のほとんどは女性の職人の手で作られている。女性の職人がいないエルドゥリアと比べると、ゼーラントでは鎖帷子がより普及して、値段もこちらのほうが廉価だった。サラは慣れた手つきで鎖帷子を身につけると、その上に制服を着た。襟元からあらわになっている鎖帷子の一部を隠すために、白いスカーフを巻いた。最後にサラは長剣と短剣、そして何本かの縄を腰元のベルトに固定した。

　サラがいでたちを完全に整えるころ、ロータがしょぼつく目をこすりながら起きてきた。ざっと洗面を済ませたあと、サラが鎖帷子を着せてやり、その髪も結ってやった。

　二人が居間に行くと、クララとミア、シルヴィアもすでに身だしなみを整え、そこで待っていた。簡単に朝食を済ませて、一同はヴァナルガンド通りに向けて出発する。

　ヴァナルガンド通りは内市街の南東のすみに位置していて、住民は豊かな商人が主になる。建国戦争のとき、〈白髪の〉ヨースタインは部隊を率いてこの近くの城壁を掘りくずし、当時もっとも堅固だった要塞にまっさきに攻め入った。そのせいでこの区域はもっとも破壊がひどく、建国戦争まえから残ることができた建築などほとんど見当たらない。これから訪ねることになるリュンビュ＝ターベック家は、母方の先祖エイル・リュンビュが建国戦争中に軍医を務め、グルントヴィの都が作られたあとにヴァナルガンド通りに居をかまえ、代々診療所を開いて現在に至る。

　診療所は白い二階建ての建物だ。数枚のステンドグラスに描かれているのはどれも先祖のエイルが兵士を救う光景で、庭にはりんごの木が何本か生えているので、見つけ出すのは簡単だった。

　シルヴィアはこの診療所の顔なじみだった。去年の冬、左膝の古傷にさんざん苦しめられたとき、痛みを和らげられたのはここで出された膏こう薬やくのおかげだった。

　診療所のドアをノックして、迎えに出てきたのは弟子のジェニーだった。いきさつを話すと、主の女医者を呼んでくる。

「うちの娘のファニーが気づいたの」彼女は話す。「先月に十歳になったばっかりだけれど、とても賢い子で、噓なんかついたことがないの」

「ほかにはだれも見ていないの？」

「あれからだれも、家から人が出てくるのは見ていないわね。どの部屋もカーテンを閉めているの。だけれどなかにはいるはず、夜にはむこうから物音が聞こえてくるし、煙突からもときどき煙が出るし」

「もともとのとなりの住人は、どういう人なんでしょう」

「旦那さんは諸島のほうから来た酒の商人ね、ホフスさんというの。十何年かまえにあの家を買って。諸島の商人たちはそこだけで輪を作るから、うちとは大してつきあいがなかったの、家のだれかが具合を悪くしたときだけ、うちを訪ねてきたわ」

「お嬢さんはどうやって異変に気づいたの？」

「すこしまえ、ファニーが庭から走ってきて、となりの家から知らない人たちが出てきたと言ってきたの。わたしは気に留めないで、あちらにお客さんがいたのだろうとだけ思って。そうしたら次の日にも、同じ人たちを見たと言いだして。ちょうどその日の午後、諸島から来た商人がうちに薬を取りにいらしたものだから、彼女に最近ホフスさん一家を見たか訊いたのだけど、先月から見ていない、旦那さんは商売にかかわる大事な会議も欠席しているそうで。それでこれはおかしいと思って、見回りの騎士のかたにこの件を報告したの」

「しかし、見回りの騎士は話を受けつけなかった？」

　相手はうなずく。

「それはその人たちの失策でしょう。となりというのは、東のあの家のことね？」そう言って、シルヴィアは診療所の東にある屋敷を指さした。ここから目に入る窓はすべてカーテンが下ろされている。診療所の西側の家では、庭でメイドが花に水をやっていた。

「そう、あの家ね」

「いまから調べに行きましょう。ことによると最悪のことが起きているかもしれない、しばらく外には出てこないように」

　女医者がドアを閉めると、一同はとなりにある問題の家を観察しはじめた。屋根裏のある二階建ての家で、深い緑色に塗られている。正面は真新しく見えるので、最近修繕をしたのかもしれない。屋根から伸びている煙突は古く汚れた様子で、建物の実際の年齢を明らかにしていた。おそらくここはとなりの診療所と同じく、建国戦争が終わってまもないころ完成したのだろう。

　そして彼女たちは、計画を決めた。サラがドアをノックし、ロータとクララ、ミアがそのあとに従って、状況が変わった場合はただちに戦闘に加わる。シルヴィアは建物の裏の路地に回りこんでその方面を固め、窓から飛びおりて逃げられるのを防ぐ。

　作戦開始のまえ、シルヴィアは一言だけ、〝なるべく生け捕りに〟と言いふくめた。

　一同はそう広くない庭を抜けて、サラがドアをノックした。なかなか人が出てこないので、さらに手荒な態度でその分厚い木のドアを七、八度叩いた。それからもうしばらく経ってようやく、ドアの向こうから足音が聞こえ、一人の男がドアを開けて四人のまえに姿を現した。

　男の見た目は三十歳ごろというところで、頭は赤毛、身にまとっている褐色のローブは上等な生地でできているが、ぶかぶかに見え、おそらく当人の身体に合わせたものではないのだろう。

　腰には長剣を差している。

「ソフスさんはいらっしゃいますか？」サラは格式ばった口調で尋ねた。「騎士団の者です。来ていただきたい用件があるのですが」

「あの人は……」

「旦那さんは留守ですか？　奥さんかお子さんでもかまわないのですが」

「あの一家は急な用事で街を出ていましてね」男は落ちつかない表情で、噓をついているのは明らかだった。「おれは家のことをするために雇われただけで」

「ソフスさんのところで働いて何年になるのですか？」

「四……五年だけれど」

「そうですか？　なら雇い主がなんという名かは知っているでしょう？」

　それを聞いて、相手はサラの罠にはまったことを察したらしい。あわてて剣を抜こうと手を伸ばしたが、一歩遅かった。剣を抜く速さでは、長年訓練を受けたサラにかなわないのは明らかだった。震えの止まらない男の指が剣の柄に触れたかと思うと、サラの剣が二本の指を切りとばしていた。

　男が叫び声を上げながら、指を切られた右手を振りまわしているあいだに、サラは一歩進みでて、相手の腰の剣を左手で抜き、二本の剣を交差させて男の首に当てた。抵抗不能になった男はたちまちロータとクララによって押したおされる。切られた指からはいまも鮮血が噴き出しつづけていた。

　奪った剣を床に放ったサラは、振りかえってミアに視線を向けた。顔を真っ青にし、こちらを見られないでいる姿が目に入る。

　ミアにとってこの場面は血なまぐさすぎた。

　サラは腰の縄をほどき、ミアにほうり投げて、同時に命令を下した。「縛って。剣を抜いて向けておいて、逃がさないように」

　ミアは唇をかたく結び、うなずいて、言われたとおりに動く。ミア一人では手に余るかもしれないと心配したクララは、庭に残って付きそい、同時に正面の窓から人が逃げるのを食いとめることにした。

　サラとロータは屋敷に踏みこみ、狭い玄関ホールを抜けたさき、広い居間に入っていった。一階の玄関を入ってすぐに居間を置くのは諸島の方面の習慣で、建国戦争後に王都で建築された家々も似たような作りをしている。正方形のオークの板を継ぎあわせた天井はすこし年季が入っているようだが、室内のしつらえは真新しい。床には青の絨毯が敷かれている。

　二人が数歩足を進めたかと思うと、居間の反対側のドアが乱暴に開いて、二人の男がこちらに向かってきた。一人は五十歳ごろで、髪にはもう白いものが混じっている。もう一人はいくらか若かったが、年寄りじみたあごひげをたくわえていた。この二人も体格に合わない服を着て、手には長剣を握っていた。

　すこし若いほうの男がサラに向かってきて、もう一人がロータに狙いを定めた。

　すぐにサラは、相手は剣術について完全な素人であるのを察した。剣を握りしめ、前に足を進めて止まろうとしないが、二人のあいだの距離をいっさい意識していない。見ていると、二本の剣の先端が一つに触れあった。それでも男はゆっくりと前に進みつづけ、サラは両者の武器が交わる場所に目をこらしている──剣の長さの五分の一の場所、四分の一、三分の一……

　そのあいだずっと、サラは慣れた様子で相手の剣をくりかえし弾はじいて、自分の剣の切っ先はつねに相手との中間点に残している。

　そしてとうとう、大おお股またに踏み出さずとも相手の喉のどを貫ける位置までやってきた。しかしいまも生け捕りを考えているサラは、なかなか動きださない。

　しばらく膠こう着ちゃく状態が続いて、相手のほうの忍耐が切れた。考えなしに動きだし、剣をサラの左肩に振りおろそうとする。サラはそれを避けると同時に、ほぼ本能的に相手の胸を剣で貫いていた。

　この限界まで張りつめた状況でも、さらに経験を積んだ騎士であれば冷静に別の技を選び、相手を生かしておけたのかもしれなかった。しかしサラには不可能だった。判断を下すよりもまえに、身体が代わりに一連の動作を終えてしまっていた。

　男の身体から剣を抜きさり、一歩さがる。男は手にしていた剣をほうり出し、胸元を押さえて、身をよじりながら床に倒れた。

　どんな医者でも手のほどこしようがない致命傷だ。数分のうちに死ぬだろう。

　そのときロータは、白髪混じりの男と対峙している最中だった。相手はゆっくりと一歩ずつ押しもどされ、すでに壁のところまで来ていた。とうとう男はこらえきれずに動き、ロータの胸に剣を突き出したが、苦もなく防がれた。

　ロータは即座に剣をひらめかせて相手の左腕に切りつけ、腕に深い傷を刻みこんだ。激痛で男の動きが鈍ったその隙にロータは一歩踏み出し、男を蹴りたおすとともに、剣の柄をがっちりとつかんで放さない相手の右手を踏みつけ、剣の先を喉元に据えた。

　サラは急いで歩きより、腰の縄を一本ほどいて、男の両手を背中で縛りあげようとした。

　しかし、男のつぎの行動は二人の予想を超えていた。

　男はいきなり上半身を持ちあげ、ロータが手にしている刃に向かっていった。剣の切っ先がその首を切りさき、鮮血がロータの長ちょう靴かに飛び散った。

　その展開はあまりにも突然で、ロータは思わず数歩後じさり、あやうく転びそうになった。

　サラのほうを向く。しかしサラにもこの男がどうしてそんなことをしたのかわからず、首を振って返すしかなかった。

　二人は深く息を吸いこみ、居間の奥のドアを入って、長さのない廊下を進んでいった。廊下の突きあたりには二階に通じる階段があった。廊下の両側にあるドアを一つずつ開けるが、むこうには一人の姿もない。なので階段を上がり、二階に向かう。

　ロータの歩く場所には、血に染まった足跡が点々と残る。

　二階に着いてすぐ、荒い息づかいがサラの耳に届いた。二人は慎重に数歩進む。廊下の両側にはそれぞれ閉まりきっていないドアがあり、両方のドアから息の音が聞こえていた。二人は視線を交わし、心のなかで三つ数え、同時に二つのドアを蹴りあけた。

　ドアの向こうには、たがいに似たつくりの寝室があり、それぞれ刃物を手にした女がなかに立っていた。

　サラとロータは分かれて部屋に踏みこみ、それぞれの相手との対決に移った。

　サラのまえにいるのは、まだ歳のいっていない赤毛の女だった。身にまとっている長いワンピースは明らかに身体に合っておらず、腰回りがすこしばかりきつそうで、スカートの裾はすでに床に引きずっている。

　手に握っているのは、精妙に飾りたてられた刺剣レイピアだった。

　スズリ学院の学生は、決闘のときこのたぐいの刺剣を使いたがる。決闘をしないとしても、いつもそれを腰に差し、繊細な彫刻のある手元の覆いを見せびらかしている。しかしサラの目からすれば、素人が簡単に使いこなせる武器ではとうていなかった。あの学生たちが命を懸ける決闘は、騎士からすれば児じ戯ぎに等しいといったところで、接近しての格闘に長けたアナベルであれば素手で打ち負かせるかもしれなかった。

　いまサラが悩まなければならないのは、どうすれば相手を戦闘中にうっかり殺してしまわないかのほうだった。

　剣術に関して、目のまえの女はあの学生たち以上の素人だった。剣を高々と頭の上に掲げ、左手を鍔に添えて、サラに向けて斬りかかってきた──明らかに、刺剣の正しい使いかたではない。

　剣を持ちあげて受けとめたあと、かすかに身体をひねって剣を外した。相手が慣性に従ってなおも前に進むそのいっぽうで、サラはその背後に回りこんで、剣の柄ですばやく女の背中を突いた。相手が倒れこんだあと、床に落ちた刺剣をサラは蹴りとばした。

　サラに激しい一撃を食らっても、女は頑強なところを見せ、その場で気を失うことはなかった。それでもすでに身動きはできず、サラが背中で両手を縛りあげるに任せるしかなかった。

　そのときロータは、戦闘のなかで相手の喉を切りさいていた。望んでいた結果のようには見えない。刃に残った血を振りはらったあと、死体をまえにして深々とため息をつく。

「ぜんぶで何人いるの？」床に倒れている女にサラは尋ねた。

「六人」女は言う。「あたしを入れて」

　つまりまだ一人、片づけていない仲間がいる。

　相手が正直に答えたのを見て、サラはわずかに救われた気分だった。反抗する力を失った相手に暴力を振るうのは、まえからサラには抵抗があることだった。騎士の仕事がそう見映えの良いことばかりなはずはないと、わかっていてもだ。このあと話を訊き出す仕事はシルヴィアに任せよう。彼女がさまざまな手を使って犯罪者の口から情報を引きずり出すのを見たのは一度ではなく、毎度耐えきれずに背を向けることになった。

　ひとまず女は放っておいて、このまま先に進むことに二人は決めた。二階のほかの寝室いくつかを入念に調べたが、そこにはだれ一人いなかった。

　残り一人の仲間が隠れているのは、屋根裏しかありえないようだ。なので二人は廊下の突きあたりの階段を上っていった。

　屋根裏は物置として使われている。すぐに二人は、うち捨てられた家具と長く保存できる野菜の山のあいだで、一人の死体を見つけた。

　若い男で、二十歳を超えているようには見えない。古ぼけた化粧台に背中をあずけ、床に座りこんで、短剣を心臓に突き刺していた。身に着けているリネンの寝間着のローブは、毛深いすねをまったく隠せておらず、これも男の身体に合わせた服ではないらしい。

　服の胸元を赤く染める血はまだ乾いていない。自殺してさほど経っていないのだろう。格闘の物音を聞きつけて勝算がないことを知り、自分の命を絶ったのだろうか。

「終わったわ」ロータはほっと息をつく。「大事件を解決したのかもしれない」

「だといいけれど。なにもかも始まったばかりのような気がする」サラは言った。「奇妙だと思わない？　わたしたちがほかの人間を片づけるのにもそれなりに時間はかかったのだから、二階の寝室のどれかに駆けこんで窓から逃げ出す機会は充分にあったでしょう」

「それを言うなら、さっきわたしが油断して殺してしまった女もそうね。あの身のこなしを見るに完全な素人で、わたしたちと正面からぶつかる必要なんかまったくなかったわ。あのとき背後には窓があって、わたしたちを見てからでも窓を開けて飛びおりるには充分に間にあった。それに一階でわたしが倒したあの男も、あんなやりかたで自殺するなんて……」

「すこし不安があるの、彼らはなにかの秘密を守るために自殺したのかもしれないって」

「確かにそれはありえる」ロータは答える。「とはいってもまだ二人生きているのだから、きっとシルヴィアが秘密を引きずり出してくれるでしょう」

　二人は二階に戻り、命拾いした女を連行しようとした。その腕を縛る縄をロータはつかみ、立ちあがらせて、廊下のほうに向かって歩かせる。サラはその後ろを付いていった。

　すべて滞りなく見えたが、突然の出来事というものはこちらの対処を拒んでくる。

　一同が階段の下り口にさしかかったとき、捕らえられた女がいきなり激しくあがいてロータの手から逃げた。両腕を後ろ手に縛りあげられているのにもかまわず、身を躍らせ、衝突音を響かせながら階段を転げおちていく。

　サラとロータは慌てて後を追い様子を確かめたが、女は首が折れてしまい、息絶える寸前だとわかった。

「……守りたまえ……」その命の最後に、女は口のなかでなにかをつぶやいていた。「……の聖女よ、われらを守りたまえ……」

　前触れのない自殺行為をまえにして、不吉な予感がサラの胸に湧きあがる。玄関に向けて足を進め、なるべく早くミアとクララのほうの状況を確かめようと考えた。廊下と居間を抜けた果てに、分厚いドアを押しあけたとき、その目に映ったのはなによりも見たくなかった光景だった──

　ドアを開けたあと自分が制圧した男は、すでに血だまりのなかに倒れていた。首には深い傷口がある。ミアは鮮血に染まった長剣を手にし、その場に立ちつくして、何もできずに呆然としている。クララはその肩に手を置き、ミアを慰めているようだった。

　戸口にサラが現れたのを見て、ミアは剣を手から落とし、こちらを向いた。

「突然起きあがったものだから……殺すつもりはなくて……」

　これはミアの初めての殺人で、そして剣を抜いて相手に向けるよう命令を下した人間こそサラだった。ミアを固く抱きしめ、なにか声をかけようとしたが、言葉が出てこない。

「ほかの一味は？」クララが尋ねた。もう答えはわかっているのだろう。

「全員死んだ」ミアを抱きしめていた腕をゆっくり離し、半歩下がる。「二人はわたしたちが殺してしまって、二人は制圧後に自殺した。もう一人はわたしたちと対面するまえに自殺したの」

「あまり落ちこまないで」クララが言う。「あとで部屋を一つずつくわしく調べれば、なにか手がかりが見つかるかもしれないもの」

「手がかりなら見つけたわ」

　ロータの声だった。すぐにサラの背後に姿を現し、左手に提げた銀色の鳥かごには、灰色の鳩はと二羽が入れられている。右手には一枚の紙を持っていた。

　その紙をサラに渡してきた。目を走らせると、それは手紙の下書きのようだった。文字はひどく乱雑で、初歩的な綴つづりの間違いもあったが、理解には影響しなかった。クララとミアのために、書いてある文章を読みあげる。





　つぎに狙うとこはもう見つかった。スクレイタ通りの宝石職人が新しい仕事を受けて、月末に引きわたしだ。すぐに動かないといけない。先月金細工職人のとこに入ってから、スクレイタ通りはまえより用心してて、いまの人手で相手にするのは無理だ。四、五人よこしてくれるか？　うまくいったら、収穫はとんでもないことになる。七短剣の聖女よわれらを守りたまえ。






「この手紙はどこで見つけたの？」

「一階の書斎で」ロータは答える。「この鳥かごもいっしょだったわ」

「どうやらわたしたちが来るまえ、連中のだれかがほかの場所の仲間に手紙を書いていたようね。書きあがったら、この籠の伝書鳩に運ばせようとしていた」クララが言う。「これはきっと仲間のところから連れてきた鳩で、籠から出せばそれだけで仲間のところに飛んでいくんでしょうね」

「だったら、わたしたちはどうすればいい？」ロータが言う。「鳥かごを開けて鳩を放して、馬を急がせて後を追う？」

「こういう銀めっきの鳥かごは、そこらの人間が使えるものではないでしょう」サラが言った。「もしどこかの貴族の家から持ってきたものなら、その家の紋章が刻まれているかもしれない」

「ここにある」ミアが最初に見つけ、ほかの三人のためにその場所を指さした。

　かごの底の中央に、銛を手にしたアシカが刻まれ、周りが波の紋様で飾られている。

「この図案は見たことがあるわ、ネストヴェズ家の紋章よ」クララが口を開いた。「ネストヴェズ家はもともと諸島の貴族で、十数年前に許可なしでエルドゥリアと交易をしたことで貴族の位を剝奪されて、領地も失ったの。そのあとも商売でお金を稼いで、懐事情が危うかったホフファイフェル侯爵から荘園を買いあげたの、王都からそう遠くないところ。必要なだけのお金を稼いで、貴族の位も買いもどすつもりでいるらしいわ」

「それが強盗と手を組んでいる理由なの？」ロータが尋ねる。

「ネストヴェズ家の商売はたしかにあまりきれいではなくて、諸島の貴族たちはみな恥に思っているけれど、そんなお金のために強盗と手を結ぶとは思えない」クララが言う。「事態はもっと悪いかもしれない。おそらくその荘園の領主館マナーハウスは、ここの一団の仲間に占拠されているのよ──この家が、一団に占拠されていたように」





[image: 第四章　桜草の喪]














　王家の騎士団の団員の手を借りて、サラたちは屋敷の庭から、もともとここに住んでいた一家の死体を掘り出した──家の主の夫婦と、二人の子供がいた。騎士たちは午前の時間をまるまる使い庭をひととおり掘りかえしたが、使用人の死体は一人も見つからなかった。リュンビュ＝ターベック家の医者に確認させた結果、ロータが喉を切りさいた女はこの家に雇われていたメイドだったと確かめられた。

　死体とともに見つかったのは、先月スクレイタ通りで奪われた金細工だった。

　見つかった死体はひどく傷んでいたものの、スズリ学院の解かい剖ぼう学者はひととおりの吟味にとりかかった。死体が身に着けていた服と頭部をくわしく調べたが、どこにも武器による痕跡は残っていなかった。よって、彼らは毒によって殺された可能性が高く、毒を飲ませたのはおそらく家にいたメイドだという推測だった。

　その日の昼、シルヴィアは短い手紙を書き、ことの大体のいきさつを記して、伝書鳩の足にくくりつけ離宮にいる王女に送った。

　次の日の朝、アーシュラ王女とパールが馬に乗って王都に駆けつけ、同行者としてイーディスとドゥファの姿もあった。それから王女とパールはシルヴィアとともに王家の騎士団の人間との会議に赴き、イーディスとドゥファは、サラとロータ、クララ、ミアとともに円卓を囲んで座り、王女たちの帰りを待った。

　屯所に戻ってくると王女はプリシラに食事を運んでくるように命じ、騎士たちと昼食をとりながらこれからの作戦を検討した。プリシラは部屋を出ていこうとしたが呼びとめられ、彼女も同じ昼食の席に着くようにシルヴィアが言った。

「すこしやっかいなことになった」会議に参加しなかった面々にシルヴィアが話す。「御前会議ウェテナイェモートでの議論の結果だけれど、この強盗の一味がネストヴェズ家の荘園にいるのなら、新緑祭イディヤグレンまでに連中を殲せん滅めつしないといけない」

「ほんとうに荘園が占拠されていたら、また大変な戦闘ね」クララが言う。「王家の騎士団のほうは、何人か貸してくれる気はあるの？」

「一人も貸すことは考えていない」パールの口調はふだんと変わらずに冷静だったが、サラにはそこから憤怒が感じとれた。「新緑祭のまえは準備することが多いので、人手は割けないとむこうは言いはっているの。この件はわれわれで解決する必要がある」

「わたしたちは新緑祭のまえに準備することがなにもないみたいな言いかたね」クララが言いながら、ゆでた牛肉のかたまりに乱暴にフォークを突きさした。「そんな言いわけを持ち出して、上に睨にらまれるのは気にしていないの？」

「この状況で王家の騎士団がただ傍観することを選ぶなら、わたしたちを支持する側には腹を立てる人も出てくるはず、ただ、王妃を支持する側のことは喜ばせられる」シルヴィアが言った。「結局どうしたところで、だれもかもを満足させることはできないの。それならよけいなことはしないに限る」

「ホフファイフェル侯爵はわたしたちに協力してくれる？」サラが尋ねた。「あの荘園はもとは侯爵のもので、領地のすぐとなりにあたるでしょう。ほんとうに強盗に占拠されているなら、侯爵にとっても脅威になる」

「まだわかりません」王女がここで口を開いた。「老侯爵はいま、病気がちで身体が弱っていらっしゃいます。わたしとパールがこれから、この件の相談に訪ねていきます。正直に言えば、あまり期待はしていません。ホフファイフェル家は債務が積みあがって、唯一の継承者の行方は知れず、命令に従う部下の騎士も何人といません。わたしたちが駐留するための住まいを提供する気になってくれれば御の字でしょう」

「とりあえずこれがいまの状況。わたしたちは、新緑祭イディヤグレンのまえにこのやっかいごとを片づける必要がある」シルヴィアが言う。「来月には準備するべきことが山ほどできるから、わたしたちに残された時間はかなり限られている。善は急げで、今日から作戦を開始しましょう」

「まずはだれかが荘園のほうに探りを入れて、あそこが強盗に占拠されているか確かめてくる必要があるわ。占拠されていなかった場合でも、それならネストヴェズ家が強盗のおこないに関わっているのだから、捕らえて引き立ててくる必要がある」パールが言う。「どちらにせよ、偵察は手順として省けないわ」

「どうやって探りを入れるんでしょう？」ロータが尋ねた。

「王女様とわたしで方法を考えたわ」パールが言う。「去年、エルザが戒律を破って武術大会に参加して、板金鎧を二つ手に入れたの。ライメルスワール嬢のぶんはすでに返させたけれど、もう一つをだれから奪ったのか、エルザは覚えていなくてずっと離宮の倉庫に置いてあるの。王都に来るにあたって、それも持ってきてあるわ。王都の甲冑職人からの届けものだと偽って、館に潜りこんで様子を探ってくるといいでしょう」

「それはいい手ね」クララは考えをめぐらしながらうなずいた。「こういう荘園の館はふつう格子扉を付けていて、なかなか開けてくれないの。手紙を届けるという口実で訪ねたら、こちらは格子扉のすきまから手紙を渡すよう言われて、入れてくれないかもしれない。だけれど甲冑が出てきたら、すきまから届けることはできないわ」

「わたしたちもそう考えました」王女が言う。「それに、賊が狙っているのはもともと財貨で、板金鎧一つはなかなかの財産です。きっとこちらをなかに入れるでしょう」

「その件はわたしに任せてください」クララが言った。「道もわかりますし、ネストヴェズ家の人々とは何度か顔を合わせたことがあるので、そこが強盗に占拠されているか判断できます。ただし──恥ずかしい気もしますが──馬車を走らせるのはあまり得意でないので、だれか御者を付けてもらわないと」

「わたしが御者を務めます」サラはみずから名乗り出た。

「わたしたちのなかで馬車を操るなら、たしかにだれもサラにはかなわないわ」ロータが言う。

「ではそれで決まりとしましょう」王女が言う。「偵察のとき、同時に地形も観察できるといいでしょうね」

「それなら、プリシラを連れていくのがいいかと」シルヴィアが提案を口にした。「学院で建築の教程を聴講していて、ふだんも熱心に絵を描く練習をしていますから、ここでこそ役立ちます」

　プリシラが口を開くまえに、王女が答えていた。

「これだけ危険な任務は、プリシラには任せられません」

「わたしがただの箕帚人だからでしょうか？」プリシラが訊く。

「そう」王女は言った。「あなたはただの箕帚人なのだから、騎士の義務を背負うよう強いることはできません」

「大丈夫よ」クララがプリシラに言う。「わたしもふだんから絵を練習していて……」

「だとしても、わたしを連れていってください」プリシラの口ぶりはかたくなだった。「一人多ければ、かならず観察には役立ちます。王女殿下、わたしに学院で聴講をさせたのは、こういうときに力になれるようにではないのですか？　たしかに騎士の義務を背負う資格はありませんが、それなら臨時で雇った製図屋ということにすればいいでしょう。わたしに手間賃を払ってくだされば」

「それでもいいでしょう、あなたに六百デナリを払うことは可能です」王女は言う。「しかし、プリシラ、もういちどあなたに告げておきます。今回の任務は危険な場所に身を投じて、敵の目と鼻のさきで探りを入れなければなりません。わたしたちは任務に加わるよう強しいはしません、ほんとうに六百デナリのために危険を冒すつもりがありますか？」

「孤児のわたしからしたら、六百デナリははした金ではありませんから」プリシラは笑った。「それにアイセル様とトルン様が守ってくれれば、怖いものなんてほんとうになんにもありません」

「昨晩むこうを発たつまえに、わたしとパールで、アナベルが十五名の騎士と六名の箕帚人を連れてホフファイフェル家に向けて出発するよう手配しておきました。あちらは馬車に乗っていて、早くとも着くのは明日になります。わたしとパールは馬に乗ってホフファイフェル家の城に向かうつもりで、なにごともなければ夜には到着できるでしょう。シルヴィア、ロータ、二人はわたしたちに同行しなさい。クララ、サラ、プリシラ、三人は馬車に乗って荘園のまわりを探ること」そう言ったあと、王女はミアのほうを向いた。「ミア、あなたは馬に乗って馬車に付き添いなさい。クララたちが館のなかに入ったあとは、すこし離れた場所で待機して、なにか予期しないことが起きたらただちにホフファイフェル家の城に向かって、わたしたちに知らせるように」

「わかりました」ミアが重々しい表情でうなずいた。

「わたしはなにをすれば？」朝に王女とともに王都にやってきたイーディスが疑問を口にした。

「あなたとドゥファはひとまず、シルヴィアの代わりにここを守って、随時王家の騎士団の人間と連絡を取りつづけること」

「どうしてわたしたちを作戦からのけ者にするんですか？」イーディスのそばに座っていたドゥファが思わず尋ねた。「これが初めてではないでしょう……」

　まだ言いかけているところで、イーディスの張りあげた声にさえぎられた──「ドゥファ、王女様に無礼は許しません！」

　ドゥファはそれ以上なにも言わず、唇を嚙んでうつむく。それでも顔は不平と憤りに覆われていた。

　イーディスとドゥファは、名目上は騎士団の団員として平等な身分にある。しかし目がついていればだれでも気づくことだが、両親ともに騎士としてフルスト家に仕えているドゥファは、公爵の一人娘であるイーディスをまえにすると、彼女の同僚というよりむしろ侍従に近かった。フルスト公爵の領地から来ているべつの少女によれば、離宮に来るまえのドゥファはもともとイーディスお付きの小間使いだったらしく──このたぐいの主従関係の烙らく印いんはそう簡単にぬぐい去れるものではない。

「新緑祭イディヤグレンのまえのこの時期は、話を通じておくべき用事がたくさんあるの。イーディスは貴族のなかでの人脈がいちばん広いから、もし一人に留守を任せるとしたら、イーディス以上の適任はいないわ」パールが言った。「そしてあなた、ドゥファ、作戦に参加したいというなら、こちらは大歓迎よ。だけどそれなら、イーディスは一人で王都に残ることになるけれど」

「わたしも残りますから」ドゥファはなすすべなく受けいれた。

　食事を終えるとクララとサラ、プリシラは部屋に戻って平服に着替えた。ここに残るイーディスとドゥファを除き、一同がそろって王家の騎士団と共用の厩きゅう舎しゃに向かい、三人が馬車に乗りこみ、そのほかはそれぞれの馬にまたがった。三人と王女は、偵察の任務を終えたらホフファイフェル家の城で落ちあうことを約束した。

　サラは手慣れた様子で馬車を走らせ、ベストラ橋を通って、外市街を抜け、オウスリティン門から王都を出て、クララの案内に従ってネストヴェズ家に向かった。

　ベーフェラント家の先祖、クリスティーナはかつて、馬車に弩いしゆみの射手を乗せる戦術でエルドゥリアの精鋭部隊をうち破った。そのせいなのか、ベーフェラント家の人々とそれに仕える騎士たちはみな馬車の操縦の技術を身につけており、その戦法がさらに進んだ戦術によって淘汰されていても関係はなかった。サラにとってなかなか意外だったのは、騎士になってから、この特技がときどき実際にある程度の役に立つことだった。

　そのあいだ、ミアは灰色の馬に乗り、馬車を操るサラの横を走っている。二人はほとんど言葉を交わさず、静かに道を見つめるだけだった。クララはプリシラに、時代ごとの建築様式の変化について、とくに城じょう塞さいや荘園の建物の変容について解説を求めていて、その流れで歴史上比較的知られているいくつかの攻城戦の話にもなっていた。プリシラの答えはいつも滑らかで、驚くべき記憶力を見せている。

「そんなに賢いのに、ただの聴講生にしておくのはもったいないわ。正式にスズリかウーベグレン学院で学びたいなら、王女様がきっと手はずを整えてくれるでしょう」

「わたしはいまの暮らしに満足です、これでも役には立てるんですから」プリシラは答えた。「王女殿下には心から感謝しているんです、シルヴィアの手助けをするように送り出して、しかも学院での聴講の許可もしてくださるなんて──ごめんなさい、ハールレム様の名前をそのまま呼んでしまって」

「二人きりのときは、いつでもそう呼んでいるんでしょう？」

「はい。離宮に来るまえの二年、わたしたちの日々はひどいもので、お互いに名前を口にしてどうにか堪えることができたので、どうしても直すのが大変で。離宮にいたときはそれでなにかと書き取りの罰を受けていて」

「学院で学ぶようになって、いまの箕帚人の身分を脱したら、正面から堂々とシルヴィアのことを名前で呼べるんじゃないの？」

「だけれど、アイセル様」プリシラは言った。「そうしても、あの人のそばにいられません」

　その晩四人は、ガトナモウタ村の宿屋に泊まった。村は二つの街道が交差する場所にあり、行きかう旅商人たちは多くがここを選んで足を休めるのだった。つぎの日の朝、一行はふたたび出発し、ガルズル山と〈塔の墓場〉と呼ばれる廃はい墟きょの区域を回りこんで、正午近いころには目的地の近くまでたどり着いた。

　サラは、馬に乗ったミアを近くの丘の上で待機させ、自分は荘園の館の正門に向けて馬車を走らせた。

　館は荘園の中心に位置していて、川沿いに建てられ、川に面していない三方には数メートルの幅の濠ほりが掘られて、さらに人二人分ほどの高さの塀で囲い、正面には見張り場となる尖せん塔とうも作られていた。館の南側にある正門のまえには、馬車が通れるほどの石橋がかかっている。がっしりした落とし格子の門は固く閉ざされている。西側の壁にある切れ目は巨大な木の板で塞がれていて、木の板を下ろすとそれが橋となり、騎馬が二人並んで通れるようになっていた。

　馬車が近づいてくるのを見て、塔で見張りをしていた男がこちらに呼びかけ、どんな用か説明を求めてきた。クララは馬車を降り、声を張りあげて答えた。

「甲冑を届けに参りました」そう言いながら、プリシラから兜かぶとを受けとり、わざと正午の日の光が相手の顔に反射して、まぶしさに手を上げて目を覆うように仕向けた。「三ヵ月まえ、ネストヴェズ家の旦那様が、お嬢様のために板金鎧を仕立てられたのです」

「金はもう払ってあるのか？」

「受けとっております。こちらの工房は王都では名が知れていて、なじみの方々はみなこちらを信用して、さきにお代を払ってくださいます」

　これから代金を払うのではないと聞いたからか、見張りの男はようやく警戒を解いて門を開けるよう呼ばわった。格子門がゆっくりと引き上げられ、なかから番兵の恰好をした男が二人出てきた。しかしよく観察してみれば、身に着けている綿甲がいまひとつ身体に合っておらず、剣の差しかたも正しくないことに気づくだろう。

　ここが賊に占拠されていることを、サラはほぼ確信していた。

　男のうち一人がクララの手から兜を受けとろうとしたが、クララは構わずに馬車に戻った。それを見た男たちもこれ以上道をふさぐことはせず、馬車が石橋を通り、荘園の領主館に入るのを許した。

　サラは慎重に馬車を進めながら、周囲に目を配る。

　庭にほかの番兵はいなかった。

　塀の内側に沿って何ヵ所かに建物があり、屋根はつながっていて、建物のない場所にも木の板が敷かれ、この〝回廊〟を通って巡回ができるようになっていた。正門の裏と西側の壁の切れ目の内側には、どちらも縄をいっぱいに巻きつけた巻き上げ機が置かれている。庭の北側にある館は灰白色の三階建てで、一階はれんがだけで組みたてられて一つの窓もなく、二、三階の窓はすべて一枚ガラスに取りかえられていて、外壁も塗りなおされているようだった。男女混じった談笑の声が家から聞こえてくる。切れ切れにいくつかの言葉が耳に届くだけだったが、しかしサラは話されているのが諸島語でなくゼーラント語であること、しかもその言葉がかなり粗野な内容であるのも確信していた。

　館の正面入口の左右に作られた花壇には、しおれてしまった草花がいくつかあるだけだったが、それがなにかの球根植物なのに気づくのは難しくない。ことによるとそうとうに珍しい、丹精込めた世話の必要がある品種なのかもしれなかった。

　番兵の恰好をした二人はずっと馬車のそばに付いていた。馬車が館に着こうとしたところで、サラに馬車を止めるように命じ、そしてクララとプリシラに甲冑を運び出して、数メートル離れたオークの木の下に置くように言った。

「これはスカープラ通りの工房で仕立てられた甲冑なんです、そんなにぞんざいに地面に置いていけるものですか」

「置けといったら置け」相手の態度は強情で、しかも無礼だった。

　クララとプリシラは言うとおりにするしかなかった。

「行っていいぞ」

「旦那さまを呼んで品しなの確認はしないのですか？」

「暇じゃないんだ」

「しかたありませんね」クララは言う。「そうだ、父からアニヤに一言ことづかっているんです。あの方を呼んできていただけませんか？」

「そっちも暇じゃない」男の答えはいつも簡潔で、なにか間違ったことを言わないか恐れているかのようだった。サラは、いまの態度はただの虚勢で、相手は自分よりはるかに緊張しているのを悟っていた。

「ならあなたから伝えていただくしかありませんね」と答えてすぐ、クララは諸島語の言葉を口にした。

　番兵の恰好の男二人は顔を見合わせ、こちらがなにを言ったのかわかっていない様子だったが、それでも「おれたちから伝えておく」と返し、そしていらだった表情で、いますぐ出ていくようサラたちを追いはらった。

　荘園の領主館を出て、丘の近くでミアと合流すると、クララはすぐに頭のなかの結論を口にした。

「どうやら、ここはほんとうに強盗に占拠されているらしいわ」

「あなたもそう思う？」サラがプリシラに尋ねる。

「わたしの意見はどうだっていいです。でも、アイセル様の考えには賛成です。番兵はみんな、どう見ても身体に合っていない服でした。庭の花はだれも世話をしていなくて、ぜんぶ枯れていました」

「ネストヴェズ家には、アニヤなんて名前の人もいない」クララが続ける。「あれはわたしのおばの名前」

「あそこで話していた諸島語はどういう意味なの？」サラがクララに訊く。

「ただの品のない洒しゃ落れよ」そう答えがある。「もし諸島語がわかっていたら、笑いださないにしても、いやらしい感じの目つきぐらいはするはず」

　意見が一致し、四人はホフファイフェル家の城に向けて出発した。

　この場所から城までの道のりは一時間程度しかかからない。道々の畑や果樹園は、ほとんどがホフファイフェル侯爵のもとに属する土地だ。ネストヴェズ家に買われた荘園は、もともと商いに鞍替えする富農のもとからホフファイフェル家の先祖が買いとったものだった。君主への忠義によって賜った封地については、売ることは許されなかった。

　城が建っているのはつつましい丘の上で、周りはトウヒの木に囲まれている。丘のむこうから川がこちらにゆっくりと流れていた。森はぬかるんで足元が悪く、また棘いばらだらけだった。城に向かうのに使えるのは森のなかの小道一本しかない。馬車を走らせて森を抜け、クララは感嘆しながら、城が天然の障壁に守られ、守りやすく攻めにくいのを口にした。プリシラはそれに対して、風の強い日に火を放って山を焼けば、城は攻めずともおのずと落ちると口にした。

「ここはエギル川のすぐ近くで、空気もじっとりしているから、そう簡単に火は点かないでしょう」そう言って、サラは顔を上げて黒雲に埋めつくされた空を見上げ、そして前方のぬかるんだ地面を見た。「でなかったら、ホフファイフェル家は木の生えたなかに城を建てることはないでしょうから」

　四人が城の正門にたどり着いたときには、もう雨が降りはじめていた。

　城を外観からだけ見るなら、ホフファイフェル家の衰退はまったく感じられなかった。しかし室内に入るとすぐに、その経済状況が楽観を許さないことを数々の徴候が物語っていた。客間のすみはほこりと蜘蛛の巣に占領されて、絨毯ともなれば汚れまみれで図案を見いだすのも難しかった。装飾に使われている甲冑や壁にかけられた武器は、ふだんからだれも磨かないせいで輝きを失い、まだらな錆さびの痕が埋めつくしていた。

　客間の中央にはウォルナットの長机がある。ホフファイフェル侯爵はその端に座り、アーシュラ王女はその反対の端に座っていた。パールとシルヴィアは王女の後ろに回り、番兵の恰好をした娘が侯爵のそばに立った。

　侯爵はぼろぼろになった綿入りのローブをまとい、手には黒檀の杖を携えていた。歳は七十近く、髪もほとんど残っておらず、しかしひげは胸元まで垂れている。四人が客間に入ってくるのを見て侯爵は目を細くし、苦労しながら四人を観察して、顔をくしゃくしゃにしていた。サラは、この老人と〈七十年戦争〉で驚異の巻き返しを見せた名将軍とを繫げて考えることがなかなかできなかった。

　三十年まえ、クリスティーナ一世の姉弟が戦死したあと、残った部隊を指揮して撤退し、そして辺境で敵の反攻を果敢に迎えうった人物こそ、このホフファイフェル侯爵だった。

　いまの姿を目にして、サラは歳月の残酷さに感慨を覚えずにはいられなかった。

「こちらの面々のほかに、もう何名ほど来るのかね？」侯爵がサラたちを指さしながら尋ねた。

「これから十六名の騎士と、六名の侍女が」王女が答えた。「その者たちは離宮のほうから馬車でやってきますので、夕方までには到着できるでしょう。こちらからガトナモウタ村に迎えを送りました」

　昨日王女とともに発ったロータがこの場にいないのは、その任務を実行するよう命じられたのだろう。

「そちらはいつ、あの荘園に攻めいる考えなのだろう？」

「それはこの四人が持ちかえった情報を聞いてから決定します。早ければ、明日の早朝には攻戦に移ります」

「みな、ここで過ごしてくれるといい」侯爵は言った。「わしのところはないものづくしだが、部屋だけは不自由しない。ただ人が住まなくなって長いから、掃除は必要だがな」

「こちらに仕える侍女が掃除を受けもちます」

「なんの戦力も貸してやれないのが残念だ」そう侯爵は言う。「お恥ずかしいかぎりだ、わしが四十歳のころは、ゼーラントじゅうの精鋭がわしのもとで動いたものだったが。いまでもわしの命に従うのは役立たずの老いぼれたちだけだ──わしと同じ、役立たずの老いぼれだな」

「これはわたしからのたんなる提案で、そちらでご判断いただいてかまいませんが」王女は言う。「そちらからすくなくとも一人、今回の作戦に加わってはいかがでしょう。そうすれば名目上、わたしたちは協力してあの館を攻めたことになり、論功行賞の折にはそちらにも割り当てがされて、ことによればあの荘園を取りもどせるかもしれません」

「なぜわしのためそんなことに気を回すのかな、王女殿下？　提案のとおりにしたなら、それこそなんの力にもなれずに、はてにはそちらの手から褒賞をかすめとっていくのだぞ。そちらにどんな利点がある？」

「わたしの置かれた状況はよくおわかりのはずです」王女は言う。「わたしには同盟相手が必要なのです」

「それならホフファイフェル家の状況もわかっているはずだ、わしと同盟を結んで、手に入るのは債務だけだが」

「そちらの領地に備わっている価値は、平和な時代にはいっさい形となって見えないのです。この城は守りやすく攻めにくく、またエギル川の喉元を握りしめていて、いつでも王都とニャルザル港のつながりを断つことができます。ここを発った騎兵隊は、たった半日の道のりで王都にたどり着きます。一度天下が動きだせば、この場所はきっと勝利の鍵になるでしょう。王国の敵にみすみす渡すわけにはいきませんから」

「それは王女殿下の敵でしかないだろうに」

「いえ」王女の言葉は決然としていた。「わたしの敵はすなわち、王国の敵です」

　侯爵はしばし黙りこんだ。杖を頼りに立ちあがると、番兵の恰好をした少女が手を貸そうと進み出たが、伸ばした手は振りはらわれた。

「アデリーン」少女に一声かける。「明日、この方々とともに動きなさい」

　そう言いおえ、ホフファイフェル侯爵はゆっくりと客間を出ていった。

　アデリーンという名の少女はすらりと背が高かったが、すこしばかり瘦せていて、番兵の制服を着ているとぶかぶかしているように見えた。暗い赤色の長髪を二本の三つ編みにして、胸のまえに垂らしている。王女の求めで、アデリーンは自己紹介をした──今年で十六歳、ホフファイフェル侯爵に仕える騎士の娘、祖父母が亡くなってから侯爵に引きとられ、城内において番兵と侍女を務める。

「騎士の訓練を受けているの？」パールが尋ねた。

　アデリーンはうなずく。

「ホフファイフェル侯爵には騎士の任命権があるのに、なぜあなたを騎士に封じていないんでしょう？」

　なかなか口を開かないアデリーンを見て、シルヴィアがかわりにその問いに答えた。「理由は充分明らかじゃありませんか？　騎士を一人任命するには、戦馬と装備一揃いを用立てて、それにある程度みすぼらしくない儀式を開かないといけません。侯爵はその出費を用意することができないんでしょう」

「そういうこと？」今度尋ねたのは王女だった。

　アデリーンはふたたびうなずく。

　王女はそれ以上この話題を続けず、サラたちに昼食を準備するようアデリーンに言った。彼女が出ていくと、サラたちに腰を下ろすようパールが身ぶりで示し、自分とシルヴィアも王女のわきに座った。プリシラは気が進まなかったが、シルヴィアに言われ腰を下ろす。

「荘園のほうの状況はどうでしたか？」王女が尋ねる。

「強盗に占拠されているはずです」クララが答える。「ネストヴェズ一家の幸運は望み薄でしょう」

「地形は観察してきた？」シルヴィアがプリシラに訊く。

「とても典型的な、オズワルド一世期の荘園の館でした。見張り場と落とし格子の門の作り、廊下の配置、それに横にある木の橋、すべてあの時代の様式です。最近に改築もおこなっていますが、中心部の構造は変わっていません。紙と書くものがあれば、建物の構造を絵に描くこともできます」

　食事が終わり、王女がアデリーンに紙とペンを用意させると、プリシラはたちまち、やすやすと館のおおまかな構造を絵にしてみせ、クララもいくつか細かい点を思い出すのに手を貸した。

「なにか提案はありますか？」プリシラが描いた図面をまえにして王女が言う。「この領主館を、わたしたちはどう攻めましょう？」

「正面突破は難しいです」プリシラが言った。「あの格子門はとても堅牢に見えました。壊そうと思うなら攻城兵器が必要です」

「ほかの攻撃の案はありますか？」

「わたしからは、西側の木の橋をどうにかして下ろして、そこから攻めいるのを提案します」プリシラが言った。「注意して見たのですが、正面の格子門と木の橋はどちらも、巻き上げ機に巻きつけた縄で操作しています。ただし、格子門を開けるには巻き上げ機を回して、それから取っ手を固定する必要があります。ですが木の橋を下ろすには、縄を切ってしまえば済みます。それに一度縄を切ってしまえば、むこうは木の橋を持ちあげることができません」

「むこうの不注意を突いて、はしごをかけ、濠を越えて、塀のうえを上り、一人を送りこんで縄を切らせればいい」クララが言った。「そして橋が下りた瞬間に攻めいれば、むこうはなすすべがないわ」

「どのくらいの長さのはしごが必要なんでしょう」パールが言う。

「少なくとも三メートル。二本のはしごをつなげてもかまいません」プリシラが答えた。

　そばに立っていたアデリーンが、必要な長さのはしごを準備することができると応じる。

「わたしが縄を切ります」シルヴィアが名乗り出た。「プリシラが今回の作戦に参加するようすすめたのはわたしです、プリシラが言い出した攻撃案はわたしが実行に移しましょう」

「ではそれでひとまず決まりとしましょう。さらに詳しいことは、アナベルたちが着いてからまた相談に」そう言って、王女はパールのほうを向いた。「わたしは現場で作戦指揮に出られるでしょうか？」

「いけません」パールは言う。その口ぶりは、厳しい姉が妹をともに酒場に連れていくのを断るかのようだった。そもそもが王女の従姉なのだから、こうして王女を戒めるのもおかしなことではない。とはいえこの場面を初めて見たミアとプリシラ、アデリーンはどんな感想を持っただろうか。「あなたの身の安全はゼーラント王国の未来にかかわるのです、このような小規模な作戦のために命を投げ出す必要はありません。現場の指揮はわたしがとりましょう」

　離宮からやってくる大人数の部隊を待っている時間で、王女はサラに、アデリーンとミアを連れ出し、庭で剣技の鍛錬をするように命じた。サラは内心、これがアデリーンの実力を探るためなのをよく理解していた。

　同い年のアデリーンとミアは霧雨のなか、おのおの練習用の剣を手にし、試合を始めた。

　サラはそばに立って観察している。

　アデリーンの技のほうが思いきりがよく、ほとんど余計な動きがない。数度のやりあいでたちまち有利に立ち、ミアはというと受け身のまましのぐばかりで、すぐには相手の隙を見つけられないでいる。

　しかししだいに、アデリーンの弱点がさらけ出されていく。

　呼吸が乱れはじめ、攻め手もすこしずつ調子の良さを失っていく。その息継ぎの隙を狙ったミアが相手の両腕を受け流し、剣を横よこ薙なぎにして、アデリーンの首からたった数センチの場所で止めた。

　勝負は決まった。サラは二人を離れさせた。

　それぞれ手にしていた練習用の剣を下ろし、アデリーンは腰をかがめ、大きく息を吸いこみ、吐き出している。ミアのほうはごく落ちついた様子で、手袋を取り、指を動かしているだけだった。

　アデリーンの剣術は勇猛の流儀に属し、核となる戦略は短時間に休むことなく相手を攻撃し、相手の防御を打ちくずすことにある。しかしこの剣術を使いこなせるだけの体力が備わっていない様子で、だから湖畔の騎士団ではいちばん剣術が不得意なミアが相手でも勝つことができなかった。それでも、素人を相手にするなら充分すぎるほどだ。

　サラは、アデリーンとミアにはしごを探しにいかせ、自分は客間に戻って王女に報告した。

「あの子の実力はどうでした？」王女が尋ねる。

「王家の騎士団に入るのに問題はないでしょう。われわれの入団試験を通るには、もうすこし鍛錬の時間が必要かもしれません」サラはありのままに答えた。そして続ける。「明日領主館に攻めいるときには、アデリーンには外を守らせるといいでしょう。剣術の腕はなかなかです。体力がいまひとつで、前線で敵に突っこむには向きません」

「なるべく早くあの子を騎士にしないと」パールが言った。「騎士になれば、ホフファイフェル侯爵の養女に収まることができるから」

「侯爵はそのおつもりなのでしょうか？」王女が尋ねる。

「いまのところはまだ。変わらずにガートルードが生きて帰るのを信じています」パールは言う。「ですがあの方に残された時間はもう長くありません、なるべく早く継承者を選ばないと──領地と、ガートルードが残していった債務を継承させないと」

　外の雨はとぎれながら降りつづけ、大部隊が到着したときには折よく止やんでいた。

　アナベルとロータの馬が先頭となり、うしろに続く七台の馬車はどれも騎士か箕帚人が操縦していた。ロータは帽子をかぶっていなかったので、結いあげた長髪は水滴に覆われていた。

　サラはアナベルとロータを二階の客間に連れていき、王女とさらに具体的な攻撃案の検討を始めた。ほかの面々はホフファイフェル家の多くはない使用人たちとともに甲冑や食料を馬車から下ろし、城の一階の倉庫に運んでいく。

　最終的に攻撃時間は、次の日の明け方と決まった。

　夕飯のあと、一同はすぐにそれぞれの部屋に戻って休み、早朝からの攻撃に備えた。

　アデリーンは、サラとロータ、プリシラに自分の居室を使わせた。サラとロータはベッドで眠るようにし、自分とプリシラはともに床にわらと毛布を敷いた。

　眠るとき四人は服を着たままで、靴を脱いだだけだった。

　一日の疲れをためたロータはすぐに深い眠りに入っていた。ふだんよりも三時間早く床に入ることになってサラはすこし落ちつかず、ベッドに横にはなったが、すぐには眠りにつけなかった。プリシラとアデリーンはまったく眠気を感じていないらしく、しばらく寝つけずに動いていたあと抑えた声で話しはじめた。二人はかなり声を抑えていたが、まわりがあまりに静かなせいで、二人の会話はまるまるサラの耳にも届いていた。

　はじめアデリーンは王都の暮らしにばかり興味を示し、スズリ学院のこともいくつか尋ねていた。この気の毒な娘はとても小さいときに一度王都に行っただけで、記憶などいくらも残っていなかった。その後、二人の話題はホフファイフェル家の衰退に移っていった。

　貴族の社会とは基本的に無縁のプリシラは、ガートルード・ホフファイフェルの逸話を聞いたことがなかった。

　ガートルードは侯爵の一人娘で、かつて王家の騎士団で職務についていたが、退役後はスズリ学院とウーベグレン学院でそれぞれ古代言語を学んだ。計四回、古代の廃墟が広がる地域の探索を仕掛け、毎度旧世界の物品や文献を持ちかえっていた。しかし、ゼーラント王国領内の遺跡を探索するだけではガートルードはとうてい満足できなかった。十数年にわたる計画のすえ、八年まえに家財をつぎこみ、探検隊を組織して、船に乗りこみニャルザル港を発ち、一路北を目指した。

　ガートルードの目標は、世界の果てにある〈原初の塔〉だった。

　そのときともに出発した人々のなかには二つの学院の学者のほかに、ホフファイフェル家の騎士たちがおり、そこにはアデリーンの両親も含まれていた。この旅では海賊が跋ばっ扈こする大ノルン諸島を通りぬける必要があり、さらに航海者に想像できるかぎり最悪の天気にも立ちむかわなければならない。叙事詩の記述によれば、すべての人間の祖先は〈原初の塔〉から歩きだし、世界各地に散らばっていったとはいう。しかし冬が終わり、海水がふたたびあふれかえってからは、その塔をみずからの目で見たものはだれもいない。

　ガートルード・ホフファイフェルがそこにたどり着いたかはだれも知らない。人々が知っているのは、八年が過ぎて、その探検隊は一人として生還していないということだけだ。

　愉快な話題ではない。アデリーンが話すのを最後まで聞き、プリシラは短くいくつかなぐさめの言葉をかけた。それから二人はなにも話さなかった。サラはそれからもしばらく横になって、ようやく眠りに落ちた。

　数時間後、制服を着た二人の箕帚人に一同は起こされた。戦いに加わる者は全員二階の客間に集まる。サラはシャツと鎖帷子を身につけたあと、箕帚人の協力で、身体に合わせて作られた板金鎧に身体を入れた。甲冑はスカープラ通りの職人が作りあげたもので、いくつかの部分に分解ができ、どの関節も自由に動かせ、面甲のある兜と鉄靴を合わせれば、すきまを別にしてほとんど死角は生まれない。騎馬での戦いのとき馬に負担がかかりすぎないよう、鉄板はとても薄く延ばされて、鈍器の猛打を受ければ変形は避けられない。貴族たちが大金を費やして作らせる甲冑と比べると、湖畔の騎士団の装備となる板金鎧にはエッチングの装飾の一つもなく、肩当てとすね当てに青色に焼き入れがされているだけだ。ミアは騎士団に入って間もないので、そのぶんの甲冑はまだ仕上がっていない。幸い彼女はアデリーンとともに外を固めるように言われただけで、しかもクララが守ってくれる。

　庭に出てきた騎士たちは、王女の告げる割り振りに従ってある者は馬に乗り、ある者は馬車に乗った。祝福を与えて、王女は騎士たちが荘園に向けて出発するのを見送った。

　雨が止んでからしばらく経っていたが、それでも地面はぬかるんで足場が悪く、馬車はぐらぐら揺れながら進んだ。領主館の近くの高台に着いたときにはみな船酔いのようになっていて、何人かの娘は馬車を降りたかと思うと面甲を持ちあげて吐きはじめた。幸い時間はまだかなり余裕があり、一同は茂みに腰を下ろして休み、攻撃の時機を待った。

　サラはほのかな月の光を頼りに、眼下に建つ領主館を眺めた。この濠と高い塀に囲まれた建物で、まもなく血の雨降る一幕が演じられるのだ。

　ひとしきり休息をとったあと、騎士たちはゆっくり館との距離を詰めていく。なんの物音も立てないよう気を配り、二名の騎士と数名の箕帚人が残って馬車を見張っていた。サラは、木の橋が下ろされたあとまっさきに突入する一隊に割り当てられていた。板金鎧に身を包んだ騎士はほとんど盾を使わず、アナベルだけが凧形の盾を左腕にくくりつけて、右手には刑具としか思えない、竿の先に鎖で鉄球を取りつけた連れん枷かを手にしていた。

　ロータはそのすぐ後から攻めいる一隊に割り当てられている。盾はだれも手にしておらず、いまははしごを運んできて、西の塀にかける役を担っている。

　二つの攻戦隊のほかに、クララはミアとアデリーンを連れてずっと外を固め、逃げだす者に備えていた。

　今回の作戦の成否は、シルヴィアが縄を切り、木の橋を下ろすのに成功するかでおおかた決まってしまう。そのために、シルヴィアは甲冑に守られないまま、身一つで敵陣に潜りこまないといけなかった。作戦を計画した当人として、プリシラも後に付いてきていた。シルヴィアの耳元に近づいてなにか言うと、シルヴィアはなんどもうなずいていた。そしてプリシラは馬車のいるほうに戻った。

　長い夜が終わろうとするころ、パールがシルヴィアのそばにやってきて、作戦開始の指令を出す。

　それを受けてシルヴィアは敏捷にはしごを上り、塀に上がった。直後、その姿はこちらから見えなくなる。第一団の攻戦隊がすかさず位置につく。

　大音響とともに、落ちてきた橋が濠をまたぎ、西側の壁の切れ目も一同のまえにさらされた。

　盾を掲げたアナベルが先頭となって突入し、サラはすぐ後に続いた。

　木の橋が落ちた音は塔の上の見張りを驚かせ、むこうから数本の矢が飛んできた。最初に庭に突入していた数人はすぐさま散って、井戸の裏にうずくまり、あるいは塀と手押し車の陰に身を隠す。アナベルは盾を高く掲げて、矢の飛んできた方向に一歩ずつ近づいていった。とはいえ相手は弓矢の名手などではないらしく、足元には一本として向かってくることなく、数メートルは離れた地面にちらほらと突き刺さっていく。

　直後、一同の耳に悲鳴が、それに続いてなにかが地面に落ちる音が聞こえた。サラは面甲のすき間を通して、音の聞こえた方向に目をやる。この時間、朝日はまだ柔弱で、太陽はまだ東の塀から顔を出していない。男が見張り台の下に倒れ、血が広がっているのが見えた──シルヴィアが塔に上っていて、男を突きおとしたのだ。

　館の扉が開き、長剣を手にした男たちが四人、駆け出してくる。一人は彼女たちのまえに向かってこないうちに、一本の矢に倒された──シルヴィアが放った矢だろう。一人はアナベルに切りかかったが、アナベルはわずかに身をかわしながら盾で受けとめる。刃が軽く盾をかすめていったかと思うと、その勢いでアナベルは力をこめて盾を振るい、相手の鼻先に叩きつけて地面に倒す。それから手にした連枷を掲げて、とげに埋めつくされた鉄球を別の男に向かって振るった。男は片手で剣の柄を握り、片手で剣身を支え、この一撃を防ごうとしたものの、とうとう受けとめきれず地面にへたりこんだ。アナベルは一歩進み出て、男を蹴倒した。

　残った一人はこの光景を見て手にした剣を放り出し、厩舎に向かって走っていく。パールがデボラに追撃を命じて、ほかのみなは母屋を目指す。

　ここで第二陣の部隊も庭に入ってきて、そのうち数名に、パールは母屋の一階の倉庫と、庭にあるほかの小屋いくつかを調べるように言った。

　ロータは庭にとどまり、地面に倒れてはいるがまだ息のある二人の男を見張っている。

　プリシラの説明によれば、こうしたオズワルド一世期の館は、通常入口が二つあり、正面の扉を開けると階段で、そのまま二階に上がることができるという。裏口は一階の倉庫に通じているのだった。

　プリシラは正しかった。パールはみなを率いて階段を上り、居間に踏みこむ。

　居間はおそろしい荒れ様で、まるで何週にもおよぶ饗きょう宴えんが終わりを迎えたばかりの光景のよう、絨毯は食べかすや、木の実に貝類の殻、酒瓶に、脱いだ服に埋めつくされていて、テーブルの上の状況は輪をかけてとんでもなかった。ごみに埋もれて男が横たわり、手には空の酒瓶を握っている。さきほどから庭で起きていることをなにも知らず、知る気もないようだった。パールは、この幸せな酔っぱらいを縛りあげるように命じた。

　一同は居間を抜け、廊下に出る。廊下の左右の部屋から、服が乱れたままの男女が五人飛び出してくる。手にした剣をわけもわからず振りまわしながら、パールに向かってきた。なんの脈絡もない攻撃をまえに、パールの反応はいたって冷静だったが、それでも避けられず男女一人ずつを斬りすてていた。もう一人、胸を斬りつけられた男も、その場で息絶えはしなかったがおそらく手の施しようはないだろう。

　残った男女二人は一歩ずつ後じさりはじめた。男のほうは階段を駆けあがり、女は近くの部屋に身を隠した。パールは女の相手をするようサラに命じて、ほかの面々を連れて三階に上がった。

　サラがドアを蹴り開けると、女は開けた窓のそばに立っていて、飛び下りようとしているところらしかった。

「勝ち目はないから、抵抗はやめなさい」そう言って、サラは一歩踏み出す。「主謀者でないのなら、王家の法廷の判決は死刑以外もありえる。いま武器を下ろせば、まだ間に合う」

　しかし惜しいことに、女が説得される気配はなかった。身を躍らせ、庭に飛びおりた。サラが慌てて窓辺に行くと、あの女が足を引きずりながら地面に倒れている仲間二人のところに急ぎ、ロータと対峙を始めるのが見えた。女は手にしている剣を高々と持ちあげ、全力で振りおろして、ロータはわずかな足の運びで避ける。

　しかしその一撃の的は、ロータではないようだった。地面に倒れている仲間だ。

　剣の刃はがっしりと一人の身体に食いこみ、たちまち血肉が飛び散る。

　ロータは目のまえで起きたこの光景が理解できない様子で、一瞬動きが止まった。女はその隙に乗じ、長剣を引きずりながら数歩先にいるもう一人の男に駆けよる。剣先は地面に血の色の痕を一筋残したかと思うと、その男の身体を切りさいていた。ロータは止めようと歩きだしていたが、もう手遅れだった。

　女は両手に剣を握り、それを振りかざすように動いた。その剣が振りおろされるまえにロータが動いたが、そのロータの剣を女は身体で受けとめた。首に傷が口を開け、鮮血が半メートル先まで飛ぶ。その光景をまえにしてロータはすこしばかりうろたえ、数秒経ってようやく剣を下ろし、様子を見に駆けよった。

　サラは、いますぐにこの件をパールに報告しなければならないと考え、部屋を飛び出し、階段を上って、三階にやってきた。階段口に胸を突かれた死体が倒れているのは、さっき三階に駆けあがっていったあの男だった。

　二階の居間は天井がとても高くて、それが三階の空間の半分を占めていた。三階には一つにつながった居室がいくつかあるだけだった。騎士団の団員たちはいちばん奥の部屋の戸口を取りまいている。サラもそこに駆けよると、パールとアナベルが、室内の女二人と対峙しているのが目に映った。

　うち一人は、サラたちが昨日届けた例の甲冑を着ていたが、兜を着けるまでの時間はなかった。鉄靴もそばに放り出されているのは、寸法が合わなかったのだろうか。視界がさえぎられてはいたが、棍棒に棘を生やした鎚矛メイスを手にしている少女は、見たところまだ十三、四歳だとサラははっきり観察していた。どうりであの、小柄な女に合わせて作られた甲冑を着られたわけだ。その横には、メイドの恰好をした女が立っている。二十歳ほどの見た目で、黒色の彫像を右腕に抱え、左手には短剣を握っていた。

　その甲冑は丹精こめて作られたものだが、とはいえアナベルが持つ連枷を防ぎきるのはしょせん無理だ。しかし、離宮の箕帚人たちと並ぶ年齢のこの少女をまえにして、アナベルとパールは躊ちゅう躇ちょを覚えているようだった。パールは相手に、武器を捨てて投降するよう呼びかけている。「抵抗をやめてくれれば、わたしたちが嘆願して、王家の法廷では流刑の判決になるようにするわ」

　しかし、甲冑をまとった少女はいっさいそれに応じず、勢いよく足を踏みだして、手にした棍棒をパールに振るった。しかしパールはやすやすと避ける。パールが足を持ちあげ、相手を蹴りたおそうとしたそのとき、少女が突然手を放し、棍棒が音を立てて落ちた。運よくパールの反応が間に合い、足に当たることはなかった。

　少女は身をひるがえし、開いていた窓に飛びこんで、そのまま身を躍らせた。着地の技術を身につけていないかぎり、板金鎧を着てこの高さから転落したなら、運よく死ななかったとしても落ちたときに重傷を負うのは間違いない。

　それとほぼ同時に、メイドの恰好の女が短剣を自分の心臓に突きたてた。息絶える瞬間まで、女はあの黒い彫像を固く抱きしめていた。

　パールは窓辺に駆けよって下に目をやり、そして首を振った。

　サラはなんの役にも立たなかった長剣を鞘に収め、倒れている女のところに歩いていき、その腕のなかから血にまみれた彫像を手に取った。

　木製の像だが、重くはないから中空になっているのだろうか。ろうそくよりもわずかに高さがあり、てらてら光る黒色に塗られ、祭司の恰好をした女が、腰の左右にそれぞれ三振りの剣を差し、両手で一振りを握っているのが彫り出されていた。細工は精巧とは言えなかったが、丹念に磨きあげられているのは見てとれた。

「これが、あの手紙に書かれていた〈七短剣の聖女〉かもしれません」サラはパールに言った。

　パールも剣を収め、彫像を手に取る。

「〈七短剣の聖女〉については、離宮を発つまえにミリアムとビビアンに訊いてみたの。二人とも訊いたことがないらしいわ。来月ウーベグレンに戻ったら、書庫で関連する資料を探してみるとビビアンは言っていたけれど」パールは彫像を見つめながら言う。「どうやらこの強盗たちは、彼女の信徒だったようね」

「もしかすると、火の民の信仰だからわたしたちは知らないのかも」アナベルが言う。

「違うでしょう」パールは彫像をサラに返した。「火の民の信仰に聖女などいない。それよりも、生け捕りにした強盗に直接訊いてみましょう」

　それを聞いたサラはようやく、あの女が窓から飛びおりたあと二人の仲間を斬り殺した件について報告する機会ができ、そして謝罪を伝えた。

「あなたも、ロータのことも責めはしないわ。彼女がこんなことをするとはだれも予想できなかったのだから。ヴァナルガンド通りであなたたちが遭遇した強盗たちは自殺しただけ、ここの強盗は捕らわれていた仲間二人を殺してみせたのよ。なにか守らなければならない秘密を抱えているのは確かなようね」

「もう一人、酔っぱらいを捕まえなかった？」アナベルが言った。「なにか知っているはず」

「ホフファイフェル家の城に連れていってじっくりと取りしらべましょう。シルヴィアはそれが得意だから」

　そうして、一同は二階に戻り、二人の騎士は剣を収め、縛りあげられた酔っぱらいを助けおこして、階段までひきずっていった。男の目はもう開いていたが、それでもいまひとつ頭ははっきりせず、状況をわからないままに階下まで引っぱっていかれた。

　庭に戻ってきて、パールは自分とは別行動だった団員たちに状況を尋ねた。デボラは、厩舎に隠れた強盗は自殺したと報告し、ほかの数名も、まるで相手は死ぬことだけ目指しているかのように正面から刃に向かってきたと話した。最後のロータもうしろめたげな顔でパールのところに歩いてきたが、口を開く前にパールが、自分はもう状況を知っていると伝えた。

　ひととおり数えあげ、一同は強盗たちの人数を確かめた──ぜんぶで十七人、生け捕りにされた酔っぱらいを除けば全員息絶えている。

　戦いに加わった騎士たちには傷一つなかった。

「あれの目がもうすこし醒めたら」酔っぱらいを指さしてパールは言う。「しっかり訊き出さないと。連中がどうやってもぐりこんだのか、それとネストヴェズ一家をどこに埋めたのか」

「それに〈七短剣の聖女〉というのがいったいどういうものかも訊かないといけません」拾って手にいれた反曲弓リカーブボウを手に、シルヴィアが言う。

「とにかく、あれはあなたに任せるわ。いっしょに王女様に戦果を報告しておいて。わたしは王都のほうと、王家の騎士団の人間に状況を説明しないといけないから」

　これで全員がほっと一息ついた。何人か、待ちきれずに兜を脱いだ団員もいる。サラはロータのそばに歩いていって、なにかなぐさめの言葉をかけようとした。

　突然、木の橋の方向から馬の蹄ひづめの音が響いた。

　はじめサラは、団員たちが勝利を収めるのを予想したアーシュラ王女が駆けつけてきたのだろうとしか考えなかった。その直後、悲鳴が耳に届いた。まずいことが起きていると察し、一同は慌ててそちらに駆けていく。

　二人の男が馬にまたがり、西の塀の切れ目から庭に突入してくるのが目に映った。商人の恰好をしているが、顔の刀傷はまたしてもその身分にあまり似合っていない。おそらくは盗賊たちの仲間だ。

　サラは手にしていた彫像をほうり投げることになった。長剣を抜き、両手で固く剣を握り迎え撃とうと構えた。

　そのとき、縛りあげられていた酔っぱらいが突然目を醒まし、仲間に向かってなにか大声でわめいた──

「……てくれ……早く……」

　その声を聞いて男の一人はすぐさま馬の向かう方向を変え、もう一人は剣を振りあげ、サラのいるほうに突進してくる。避けきれずに剣を振りあげて防いだが、激しい衝撃にサラは地面に転がされた。しかし男は引きかえしてサラへの攻撃を続けることなく、ばさりと音を立てて馬から地面に落下した。

　起きあがったサラは、男の首を矢が貫いているのに気づいた。

　矢の出元をたどって、弓を手にしたシルヴィアの姿が目に入った。シルヴィアはふたたび弓を構え、もう一人の男もこのまま射い落とそうとしているようだったが、放った矢は相手にかわされた。

　それとともに、馬上の男は半分に折れた剣を手に握りしめ、縛られている酔っぱらいを目がけて突っこんでくる。

　パールが慌てて酔っぱらいを横に押しやる。アナベルは連枷を振るって殴りかかるが、一拍遅れ、舞いあがった馬の尾を薙いだだけで終わった。男はふたたび方向を変えて、馬にむち打って酔っぱらいに突進した。いまにも馬の蹄が自分を踏みつけようというのに、酔っぱらいは避けることもせず、反対に身体を起こして迎えようとする。

　ついに馬の前足がその胸を踏みぬき、数メートル先まで蹴りとばした。倒れた男は身じろぎもしなくなる。

　残った男も、馬から飛びおりると、折れた剣で自分の首をかき切った。

　その折れた剣を目にしたサラは、さきほど聞こえた悲鳴を思い出して、ふいになにか不吉な予感を覚えた。急いで木の橋の方向に走っていく。

　ミアが地面にへたりこみ、身じろぎもしないクララを腕に抱いているのが目に入った。その横でアデリーンが膝を突き、泣いている。

「アイセル様が……クララが……」

　サラがやってきたのに気づき、ミアは声を詰まらせた。

　折れた刃の先が、鎧と兜のあいだのすきまに突き刺さり、クララの喉に突き刺さっていた。あまりに不運だった。切っ先がほんのすこしでもここから外れていたなら、鉄の板に阻まれて、クララが命を落とす傷を負うことはなかった。

「クララはなにか言いのこしていた？」サラは訊いた。

　ミアは首を振る。

　サラはひざまずき、クララの兜を脱がせた。クララは琥珀色の両目を見開いていた。数秒間見つめたあと、サラはその目を閉じてやった。

「アイセル様は、わたしたちのまえに立ちはだかって、剣で刺されたんです」そばのアデリーンが言った。

　そこでミアが突然身体を震わせはじめ、とぎれとぎれに当時の状況を語りはじめた。あとのほうは涙で言葉にならなかった。

「あのとき、蹄の音が聞こえて……あの二人は馬でこっちにやってきて……クララが二人に、止まれと言って……むこうが剣を抜いて……クララはわたしに、弓でやつらを射るように言って……矢をつがえて、だけどずっと手が震えて……矢が逸れて……ぜんぶ、わたしの矢が逸れたから、こんなことに……ぜんぶ、わたしのせいで……」

「いえ、これはすべてわたしの責任」パールの声がした。

　ミアのそばにやってきて、片膝を突く。

「この場面で仲間が外から戻ってくることを考えないで、充分な人数をここに置かなかったのはわたしよ。それにまだ甲冑を身に着けていないあなたとアデリーンを守るよう、クララに託した──すべてわたしの失策のせいで、クララを死なせたの」

　騎士たちはつぎつぎとやってきてクララを囲む。あまりにやすやすと手に入れた勝利のことはいまは頭から消え、強盗たちの常識外れの行動に考えを向けることももうなかった。

　みなは互いに支えあいながら、声なく泣いた。

　三日後、湖畔の離宮でクララのための葬礼が行われた。

　クララは礼拝堂の裏の空き地に、二年前に殉職したハンナのすぐ横に埋葬された。葬礼に参加した者たちはみな桜草の花束を手にし、クララとの最後の別れを終えたあと、花束を船型の棺ひつぎのなかに収めていった。最初に別れを告げたのはアーシュラ王女で、ミアは最後の一人だった。

　アデリーンも葬礼に参加が許されていた。あれからアデリーンは離宮にとどまり、箕帚人を務めながら、入団試験のための準備を進めている。アデリーンとミアは、クララの死を背負いながらこの一生を終えるしかなかった。

　クララとともに埋葬されるのは、棺を満たす花のほかに、つねに腰元に差していた長剣と短剣、そして故郷のコーラルリーフ島で獲れた真珠のチェーンもだった。

　クララの墓碑には、諸島語で二行詩が刻まれた。





春の日に命を落とした一人の少女がここに眠る

春はいずれ逝くとも、少女の栄名は永久に残る
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　三月の末、〈ニリヤの舟〉がミミル島を発った。毎年、職人たちは聖殿を囲むニレの木を一本切りたおし、一艘の小舟を作り、それを使って豊穣の女神、ニリヤを大陸に送り出すのだ。小舟に人が乗ることはできず、荷を載せることも許されず、海船に曳ひかせてニャルザル港まで向かったのち、川船に替わって曳かれ、エギル川をさかのぼって南下しそのまま王都グルントヴィにたどりつく。この間はつねに艦隊の護衛が付く。

　エギル川に入ってからは、〈ニリヤの舟〉は川沿いの街や村、荘園ごとに停泊し、さらに各地では盛大な祝典を開いて、この暖かさと豊穣をもたらしてくれる女神を出迎えるのだった。

　海の民の神話では、女神コールガはある漁師と恋に落ち、のちにその漁師が船の事故で死んで、コールガはその死体を氷の棺に封じたという。ある日、コールガの長女ニリヤも漁師の端整な面差しに引きつけられ、思わず手を伸ばして氷の棺に触れた。しかしニリヤは、自分があらゆる氷や雪を解かす力を持っていることを忘れていた。そのため氷の棺はみるまに水に変わって広がり、漁師の死体もたちどころに腐って白骨と化してしまった。罰としてニリヤは、毎年三月末に諸島を発たなければならず、ヴィグリド大陸をめぐって、秋も深まるころようやく海の神の宮殿に戻ることができるのだ。

　道々で行われる祝典は一つひとつすべてが〈新緑祭イディヤグレン〉と呼ばれるが、終点の王都グルントヴィで開かれるのがもっとも盛大なのは間違いなかった。〈ニリヤの舟〉がノルズリ港にたどりついた日が祭典の始まりで、ふつうは五月一日から六日の間になる。慣例に従うなら、小舟は早朝に到着し、そのときにはすべての王侯貴族が港に集まり、ニリヤの訪れを出迎える。そのあと、小舟は岸に引きあげられ、違った毛の色の馬六頭が引く馬車によって運ばれる。馬車は小舟を載せて市街を一周し、王侯貴族と騎士たちは盛装に身を包んですぐ後ろに従う。街を練りあるく隊列はゆったりと進み、ふつうは日中まるまるかかり、夕方になってサモンド大聖堂のまえの広場にもどってくる。夕べの鐘が鳴ったあと、小舟は祭司たちが総出で大聖堂の地下の倉庫に運びこみ、そこでふさわしく保管して、十月の〈帰還祭グトラウフ〉を待つ。

　五月の上旬はエギル川沿いの地方のもっとも晴れやかな季節で、これも人々はニリヤの祝福のおかげだと考えていた。調子ばかりいい詩人たちがよく恋人の笑顔をたとえようとする〝ニリヤの晴れ空〟は、この時季のどこまでも雲のない青空を指す言葉だった。

　アーシュラ王女とパールは毎年四月中旬に離宮を発ち、王都の屯所で過ごすことになっている。離宮を守る少数の団員をのぞいて、騎士たちも何度かに分けて王都に向かい、それには箕帚人も同行した。新緑祭イディヤグレンの前夜にもなると、四階建ての小さい建物は人であふれかえり、居室一つに四、五人の騎士が入ることになり、まだ入りたての箕帚人たちは廊下で眠らないといけなかった。王女もパールと同室で過ごした。

　サラとロータは、クララの葬礼が終わるとすぐに王都に取ってかえし、それから離宮には戻っていない。ひどい打撃を受けたミアは家に帰る許可を得てしばらく休み、四月末に帰隊となった。シルヴィアとアナベルが当面はミアの指導を務め、新しい指導役が任命されるのを待つ。

　そうしながらも、団員たちはみな悲しみに浸り、そこかしこにあふれる祝賀の雰囲気との間には、とても越えることのできない溝が横たわっていた。

　そうはいっても役目は務めなければならない。祝典には参加しなければならない。

〈ニリヤの舟〉は五月二日の早朝、ノルズリ港に接岸した。王女と、湖畔の騎士団の団員たち三十余名はともに、出迎えの儀式とそのあとの街を一周する行列に参加する。国王と王妃が馬車に乗り、王家の騎士団の精鋭たちに護送されながら先頭を進む。盛装に身を包んだ王女は白馬にまたがって、そのすぐあとを進んでいた。こちらの騎士団の団員たちは制服に身を包み、騎士団の紋章を描いた盾を掲げ、王女のあとに続いて騎馬の隊列を進める。彼女たちの後ろを行くのがさまざまな家の代表たちで、爵位によって前後の順序は決められていた。王都の近くに封じられた領主たちや、このあと武術大会を控えている貴族たちはたいてい、みずからこの行列に姿を見せていた。他の家々は、一、二名の騎士を参加させているだけのことが多い。そうはいっても、雄大な規模の行列は数百メートルにわたって連れん綿めんと続いていた。夕方、巡遊を終えた行列は広場に集まった。サモンド大聖堂に入り、祈禱を耳にするのが許されるのは、家ごとに一、二名ずつの代表だけだ。パールはベーフェラント家の長女として、王女とともに聖堂に入る。イーディスとロータも参加を許されていて、サラやほかのそれほど高貴な血を引いていない団員たちはともに、外で彼女たちを待った。

　一同がそろって屯所に戻ったときには深夜になっていたが、つぎの日の朝には、空が明るくなるまえに起床しなければならなかった。ひととおり準備を整え、郊外に位置する闘技場に向かった。

　王都に暮らす者たちにとって、新緑祭イディヤグレン初日の行列は祝典における序幕でしかなく、二日めの武術大会こそが目玉の催しだった。よい場所にありつくために、市民たちはさらに早く家を出ているのがふつうだった。毎年、湖畔の騎士団の団員たちが闘技場に着くころには、南北二方にある平民のための観覧席はすでに人でごったがえし、遅れてきた市民たちはそれよりも遠い山の上に立って眺めるしかなかった。

　湖畔の騎士団の面々は席のことを気にしなくてもよかった。王家の騎士団の団員たちとともに東方向の観覧席に座り、交代で場内を巡回し秩序を保つ。

　王侯貴族たちはといえば、この前日にはすでに、闘技場の外に華麗な天幕パヴィリオンを張り、到着してからはそのなかで休んでいるところで、試合が始まろうとするころになって西の観覧席に腰を下ろすのだった。試合に参加する騎士たちもパヴィリオンのなかで準備を整えている。

　今年、クララが不幸にして命を落としたため、サラが急きゅう遽きょ代わりに戦いに出るよう命じられ、ライメルスワール家のケイトを迎え撃つことになった。ケイトと勝負を決することはそもそもクララの宿願で、サラは亡き友人の思いを裏切りたくはなかったが、勝算が少ないことも知っていた。新緑祭イディヤグレンの直前は片づけるべきことがいくらでもあったので、特訓のために残った時間もかなり限られていた。

　王女とパールはこの試合の結果についてたいして気にしていないのを、サラはうすうす感じていた。でなければ、あの二人はもっとふさわしい者を選んで戦いに出したはずだ──イーディスは騎士団に入るまえ、地方の貴族が開いた武術大会に参加したことがあり、入賞もしている。騎士団に入ってからの彼女はその強みを生かす機会がなかったとはいえ、二年間で衰えたとしても槍試合の技術で言えば当然、武術大会に参加したことのないサラに劣るはずはなかった。しかし王女とパールはイーディスを選ばなかった。

〈海と火の決闘〉はぜんぶで十試合、男女それぞれ五組が交代に馬上槍試合を行う。サラとケイトの対決は女子の試合の第二戦だった。パールが出場するのはこの大会を締めくくる一戦で、対戦相手は全国各地の大会でたびたび栄冠を手にしている競技騎士、コニー・エンスヘデだった。

　地方の貴族たちと比べると、湖畔の騎士団の天幕パヴィリオンの装飾は手のこんだほうには入らないが、王室のものであるその藍色は、そこらの人間が勝手に使えるものではない。天幕パヴィリオンの入口には紋章を入れた盾が掲げられ、上方は王冠の形をかたどっている。なかには小さい円卓が置いてあり、アーシュラ王女、パール、アナベルとサラがその卓を囲んでいた。

　パールはサラに、試合の流れを説明しているところだった。

　一台の馬車が天幕パヴィリオンのまえに停まり、二人の箕帚人たちが下りてきて、パールとサラの甲冑を運びこみ、丁寧な扱いで絨毯の上に置いたあと、甲冑の上にかぶせられていた上羽織サーコートを衣装かけに収めた。箕帚人の一人は、ミアの親しい友人、ダイアンだった。サラの紹介で厩舎の仕事をするようになったダイアンは、馬術を大きく上達させていて、入団試験を通るのも時間の問題でしかないはずだ。

　もう一人の少女は、顔はまだ幼さが抜けていないが、すらりととても背が高く、メルという名前だったのをサラはうっすらと覚えていた。

　甲冑を運ぶ仕事は終わったが、二人は出ていかない。二人は今日、随従としてパールとサラの手伝いをすることになる。

　けたたましいラッパの音が、闘技場のほうから何度か響いてきた。天幕パヴィリオンにいる貴族たちに観覧席に向かうよううながす号令だった。王女も立ちあがってその場を出る。王族たる身、西の観覧席からすべての経過を見ていなくてはならなかった。アナベルがすぐ後ろに続く。今日一日じゅう、王女の護衛を務めるのだ。

　二人を送り出したあと、サラはダイアンの手を借りて甲冑と上衣を身につけていった。兜だけはまだ残しておく。

　直後、やむことのない歓声が聞こえた──第一試合の選手が入場し、武術大会が正式に始まる。パールが立ちあがって、天幕パヴィリオンからサラを送り出した。第一試合を観戦する気はない。サラはダイアンが牽いてきていた灰色の馬にまたがり、天幕の間をすりぬけて走らせ、最後の準備運動を始めた。

　歓声がふたたび響きわたるころになって、サラはダイアンとともに闘技場に向かった。

　海の女神を代表して出場する側は、休憩所が闘技場の東にあり、それは騎士団のほかの団員たちがいる観覧席のすぐそばだった。サラたちが現れたのを見て、彼女たちは思い思いに手を振ってくる。なかでも熱が入っているのがロータで、席から立ちあがり、跳びはねんばかりの勢いでサラに向かって帽子を振っていた。このところずっと沈んだ顔をしているミアも、このときは笑顔を見せた。イーディスとドゥファだけはそっぽを向いて、サラのほうをまったく見ようとしていない。

　またラッパが鳴り、同じ休憩場にいたシンシア・エメロールトが入場する番になった。

　双方の選手がそれぞれ位置につくと、歓声もそこで止み、闘技場の西に立つ紋章官が観衆に向かい、戦う二名について紹介を始める。女子の部を担当するのはスズリ学院のアルメール教授で、彼女は最新版の『紋章学全書』の編集責任者でもあった。男子の部はドロシア・オメランデンの父親が読みあげをおこなった。

「海の女神コールガを代表し戦いに挑むのは、エメロールト家のシンシアである」アルメール教授の声が、闘技場じゅうに響きわたった。「彼女の盾は市松チェッカー模様を地じに置き、そこに人魚を描く。人魚は尾がつながり、両手にそれぞれ宝剣を握るものである。火の神ゴースメクを代表し戦いに挑むのはカペレ家のマリアである。彼女の盾は赤と黄を用いた胸壁模様を地とし、そこに燃える三本の松の木を描いている」

　エルドゥリアの人々は、火の王ムスペルが死ぬと新たに火の神になるのだと考えているが、ゼーラント王国の臣民たちはその考えを受けいれず、いまも統一戦争のまえから存在していた火の神を祀っている──ベグラフェニス火山に住まうゴースメクだ。しかし王国内でも、海の民を諸島に追いかえすことばかり考えている火の民たちについては、個人的に祀っているのがゴースメクかそれともムスペルなのか知るすべはない。

　サラは紋章官のうしろの観覧席に視線を向ける。国王エリック三世の一家がその中央に座っている。

　エリックは齢五十近く、この数年はすこしばかり肉の付きかたがひどかった。藍色のローブに身を包み、はげた頭に銀の冠を載せて、汗がにじむ額をしきりにハンカチでぬぐっていた。

　国王の左に座っているのが王妃ロザムンドで、暗い赤のワンピースのドレスをまとい、もともとまったく血色のない顔が対比でさらに青白く見えた。その赤髪は高々と結いあげられ、宝石や金銀をそこかしこにちりばめて飾っている。王妃ロザムンドを目にするたびサラは、スハウウェン家のフルラ、離宮にあずけられた病弱な少女のことを思い出す。しかしいまこの場にいる線が細くかよわい女は、アーシュラ王女の王位継承者としての地位を揺さぶろうとあけくれ、王女が湖畔の騎士団を設立して対抗するまで追いこんだのだ──思えば、このロザムンドのやせ細った身体の背後には、エルドゥリア王国そのものがそびえたっているのだから。

　ロザムンドのすぐそばにいるのは満十歳になったばかりのオズワルド王子だった。まだどこから見ても子供で、ちっとも落ちついて座っていられず、視線も闘技場に集中したためしがない。

　十四歳のアリス王女は、王室の面々のなかでいちばん端に座っていた。黄色のドレス姿で、一つの首飾りも着けず、金色の髪を二本のおさげにしてまえに垂らしている。緊張からか、それとも出場者たちの身を案じているのか、両手を固く握りしめて胸のまえに当てていた。エルドゥリア王国の教育法によって育ったのが見てとれた。

　アーシュラ王女は騎士団の制服をまとい、エリック三世の右に座っている。ほかの王室の面々よりも、そのそばに座り同じく騎士団の制服を着ているアナベルのほうがかえって家族らしく見えた。

　観覧席の手前のアルメール教授を見る。ニリヤの舟を図案として描いた旗を随従の手から受けとり、頭の上に掲げたあと力をこめて振りおろし、同時に〝決闘、始め〟と高らかに声を上げた。すでに位置についていたシンシア・エメロールトとマリア・カペレの馬が同時に躍り出るが、疾駆するなかでも二人は手にした槍の方向を調整し、尖端が相手を向くよう保つのは忘れていなかった。

〈海と火の決闘〉は、第八聖典に記された規則を遵守する。一試合で計三戦が行われる。槍の尖端が相手の甲冑の籠こ手てや、左腕にくくりつけた盾を突くと一点が記録され、甲冑の胸当てや兜を突くと二点、しかし兜の正面の面甲を攻撃するのは規則違反となり、戦う資格を失うことになる。さきに三点を積みあげたほうが勝ちとなり、落馬した場合はその時点で試合に敗れる。三戦を終えて落馬した者も三点に届いた者もいないときは、点数で上回っているほうが勝ちとなる。

　地方の貴族が開く武術大会と比べると、この規則は刺激が足りないように思える。面甲への攻撃を許したり、引き分けになったときには双方に剣術勝負を行わせたりする規則もあり、さらに槍を使わず、騎士たちに鎚矛メイスを持たせてお互いを攻撃させる大会もある──そうした試合はいっそう見映えがするかもしれないが、怪我人や死人が出るのも避けられないものだ。それに、貴族たちが開く武術大会では、負けた側は甲冑を失い、落馬した者は戦馬をあわせて勝者に差し出すことになる。参加者が賭けるのは名誉とその身の安全だけでなく、馬鹿にならない額の財産も含まれるのだ。

　二人の距離は着実に縮まっていき、観覧席の観客たちの興奮もしだいに高まる。

　騎士たちは、二頭の馬がすれ違うまでの数秒間で攻撃を仕掛けないといけない。攻撃の機会はたいてい、一度しかない。

　仕掛けたのは若く勢いのあるマリアがわずかに早く、槍の先はまっすぐにシンシアの兜に向かっていく。今年三十二歳になるシンシアはエメロールト女侯爵の次女で、十代のときから〈海と火の決闘〉の常連だった。シンシアは時を見はからい、マリアの左腕の盾に向け槍を突き出した。

　槍が音を立てて折れ、鋭くとがった木の破片が二人の間を舞った。

　経験豊富なシンシアがまず一戦を制した。

　第二戦、マリアはすこしばかり焦ったらしく、今度はさらに早く仕掛けたが、シンシアの腕の盾のへりを槍は通り過ぎていった。そのすきを見逃さなかったシンシアの槍がマリアの兜を狙ったが、飾りに付いている灰色雁の羽根をとらえただけで、点数は入らない。

　試合中、兜に一撃を受けたなら、多くの場合はそのまま落馬する。横から観戦しているサラは、火の神を代表する側が勝ってほしいとは思っていないが、マリア・カペレはシルヴィアの友人だったから、怪我をしてほしくもなかった。いまの一撃が命中しなかったのを見て、おもわずほっと息をついた。

　最後の一戦は両者ともにかなり慎重に立ちまわり、ほとんど同時に仕掛けて、どちらも相手の籠手を突いていた。

　試合が終わり、海の女神を代表するシンシアが一点上回って勝ちをおさめた。

　つづいて入場してきたのは、フリシンゲン侯爵家の入り婿トリスタンと、カペレ子爵だった。このトリスタンの妻が、湖畔の騎士団の前任の侍従長、イングリッドだ。いま彼女は妊娠中で領地で静養しているところで、今回の新緑祭イディヤグレンでは王都に来ていない。カペレ子爵は、さきほど敗れたマリアの兄にあたる。

　第一戦は、赤い衣装をまとったカペレ子爵の一撃がトリスタン・フリシンゲンの胸当てを突き、あやうく馬から吹き飛ばし落馬させるところだった。しかしトリスタンはそのあとの二戦で、カペレ子爵の盾と籠手を突いていった。二人の試合は最終的に、引き分けで終わった。

　とうとう自分の番だ──選手二人の馬が会場を去ると、サラは深く息を吸いこんで、胸のなかでなんどかクララの名前を唱え、ダイアンの手から兜を受けとって身に着けると、戦いのときを待ちかまえた。

　闘技場の反対の側では、サラと戦うことになるケイト・ライメルスワールの支度も整っていた。

　ライメルスワール家の紋章は黄色を背景にし、そこに三つ並んだ黒い尖塔を描く。塔の上では炎が燃えさかっている。その紋章が入っているのはケイトの盾とサーコートで、馬着は深紅色に染められ、七本のろうそくを立てた燭台が描かれている。火の神を奉じる祭司の象徴だった。建国戦争のまえ、ライメルスワール家は代々主祭の職を担っていて、そこからこの図案を使う資格を手にしているのだった。ケイトの兜には長いものと短いもの、赤い羽根が二本挿してあった。

　アルメール教授が両方の紋章について読みあげはじめ、サラとケイトはそれぞれの付き添いから槍を受けとって、肘に設けられた支えに固定する。

　号令の旗が高々と持ちあがり、そして力強く振りおろされた。

　息を抑えつつ、サラは突進した。二人の距離がしだいに縮まり、槍の向く先をケイトの胸当てに定めた。結果、仕掛けるときが一拍遅れたのはサラのほうで、槍を突きだしたその瞬間には、左腕にくくりつけた盾をケイトの槍が突いていた。槍は音を立てて裂け、サラは顔をわずかに右に持ちあげて、四散して舞う尖った破片を避けないといけなかった。

　それでもサラは勘を頼りに槍を突き出したが、結局相手に一撃を与えることはなかった。

　第二戦、サラは戦略を変え、相手が仕掛けてくるのを待って、それを避けてから反撃に移るつもりでいた。

　だがこのとき、ケイトも同じ策を取ることにしたようで、お互いの攻撃範囲に入った両者は槍を突き出すことなく、そのまま馬をまっすぐ突進させる。もうすこしですれちがうという寸前になって、一点遅れをとっているサラがとうとうこらえきれずに攻撃したが、相手には軽々と避けられてしまった。

　ケイトがサラに向けて振るった槍が、ちょうど籠手をかすめていった。その一撃の威力は小さく、槍を折ることすらなかった。遠くに座っている観客たちは、ケイトは今回は空振りをしたと思っただろうが、闘技場の二ヵ所に立っている審判ははっきりと見とどけていて、ケイトに点数が入った。

　サラは休憩場所に戻った。駆けよってきて手綱を握ったダイアンはなにか言いたげな様子で、おそらくは自分になにかなぐさめの言葉をかけようと思って、しかしなにを言えばいいかわからないのだろう。いまサラは、自分とケイトの実力ははるかにかけ離れていて、勝算などまったくないことを悟っていた。さいわい、王女とパールも自分に期待などしていない。しかし、死んだクララのことを思い出すと──これはそもそも、クララが出場する試合だった──サラは後ろめたさを感じずにはいられなかった。このままなんの尊厳もなく敗れるのはいやだった。

　旗が振りおろされ、第三戦が始まる。

　この一戦でサラが二点を手にしたとしても、相手とは引き分けにしかならない。ケイトはもう一点取っておけば勝ちを収められる。

　サラからすれば、勝ちを手にするつもりなら、唯一の機会は相手を馬から突きおとすことだった。

　それゆえ、サラはケイトの兜を狙うことに決めた。兜は的が大きくなく、そう簡単に命中はさせられない。それに面甲を突いてしまわないようにしないと、規則違反とされて競技の資格を失う。しかも、すでに二点与えている状況のこちらが兜を的にするのは当然で、そのことはケイトもとうに予想しているはず、むこうはこの時点で警戒を始めているに決まっていた。

　しかしもはやサラにほかの選択はなかった。

　目のまえでは、ケイトがこちらの攻撃の届く範囲に入ろうとしていた。ケイトはまさに槍を向ける方向を定めているところで、いま狙いをつけられている的は自分の胸当てだと察する。その右腕がわずかに後ろに引かれ、ころあいを見はからっているそのとき、サラはケイトの兜に向かって猛烈な一撃を突き出した。

　ケイトは急いで身体を反らして避け、この一撃も空振りになった。

　しかしサラはあきらめなかった。全身の力をふりしぼって、槍でケイトの兜を薙いだのだ。がちりと音がしてサラの槍の先が兜に触れた。これが槍の正しい使いかたではないのは確かで、穂先はたちまち折れてしまったが、衝突の音はかなり小さく、相手に与えた打撃の勢いもごく限られていた。

　こうしてサラは、二点を手にした。もしここで試合がおしまいなら、サラとケイトは引き分けで終わる。しかし槍を振るうために、気づけばサラの重心はいま、左に傾きすぎていた。馬身をはさむ両脚の力だけでどうにか身体を支えていた。ここで一撃を食らったなら、馬から転げおちるのは目に見えていた。

　いまも馬にしっかりと腰を据えているケイトはもちろん、この機会を逃さなかった。いまの一撃の恨みを果たそうとするかのように、方向を定め、サラの兜を狙って槍を突き出した。

　これまでの二戦と同じように、今度のケイトの攻撃も的を逸れることはなかった。

　鈍い音が響き、サラは馬の鞍から吹き飛ばされ、鐙あぶみからも両脚が離れ、四散する木の破片とともに地面に投げ出された。続けて重たい衝突音がして、ほぼ本能的に手のなかの手綱を握りしめた。疼痛が背骨を這いあがってきたが、たった数秒のことだった。自分の意識が身体から離れていくのをはっきりと感じた。

　直後、面甲を通して射してくる弱い光も姿を消し、金属のぶつかる音だけが残って耳元に響いた。

「トルン様……トルン様……」

　どれくらい経ったのか、ダイアンが自分に呼びかける声をサラは聞き、あやうく遠くに飛んでいくところだった意識も、慣れ親しんだ声によって呼びもどされた。ダイアンがサラの面甲を上げ、兜を脱がせる。身体を起こそうとすると、気づいたダイアンが慌てて起きあがるのに手を貸し、サラがなんどか荒い息をついたあとも、立ちあがるのを支えてくれた。

　ダイアンに助けられながら、サラはゆっくりと闘技場の東にある休憩場所に歩いていった。ロータとミアも、観覧席のほうから駆けよってくる。

「結局、負けてしまった」ロータを見て、サラは沈んだ声で言った。「しかも、こんなに完璧に」

「相手はライメルスワール家のケイトなのよ。あの人から二点を奪っただけで大手柄じゃない。わたしが知っているかぎり、あの人の兜に槍を当てた人はいままでいなかったわ」

「わたしは、とにかくクララに申しわけないの──代わりに戦いに出て、こんな結果をさらしているんだから」サラはそう口にしたとたん、すぐに後悔しはじめた。ミアのまえでクララの名前を口にするべきではないと気づいていたからで、こっそりと視線をミアのほうに向けたが、相手は心配そうな顔でこちらを見ているだけだった。

　ミアはこのあとも巡回の任務があり、長くはいられなかった。

　ロータがサラを支えて天幕パヴィリオンに向かい、ダイアンが馬を牽いた。

　天幕のまえまで三人が来ると、パールがだれかと話をしているのが聞こえたが、もう一人の声を彼女たちはまったく聞いた覚えがなかった。

　名をメルといった箕帚人が天幕のまえに立って、膝を折って一同に礼を送り、入口に垂れさがった布をまくりあげた。なかに入って、そこにいるのがさきほどの試合で勝利を収めたシンシア・エメロールトだったと気づく。パールに戦いの結果を報告して、ダイアンはサラの甲冑を外しはじめた。

　槍で突かれた胸当てと、最初に地面に付いた背の部分は多少変形していて、職人に調整を頼む必要がある。

「ドレンテ侯爵家が開いた武術大会で、あのかたと手合わせしたことがあるの」シンシアはパールと話を続けている。「侯爵に仕えている競技騎士で、その大会ではすくなくとも六回は勝ちを収めて、侯爵のために戦利品を稼いでいたわ」

　おそらく、パールがこれから立ちむかう相手──競技騎士のコニー・エンスヘデについて話しているのだろう。

「あなたは負かしたの？」

　シンシアは首を振った。「槍試合ではあのかたと引き分けになって、むこうの規則に従って剣術勝負が加わることになって……わたしが負けたわ。使っていたのは競技騎士がいちばん得意とするたぐいの剣術よ、防戦一方で、相手の深入りを誘って、そしてちょっとした策略で相手をつまずかせる。あまり体面はよくないけれど、とても効果はある」

「わたしは槍で戦うだけでいいのが幸いね」

「あのかたの槍の技術にはとくに変わったところはないわ、攻撃がとても速いだけ。それと準備の動きがまったく見えないの。ただしそれに対して、勢いはそこまで強くはなくて、まるでトンボが水をつつくみたい。兜を攻撃されたとしても、ろくに衝撃は感じないし、槍も折れはしないでしょうね」

　甲冑を脱いだサラは騎士団の制服に着替える。パールはサラとロータを卓のところに座らせ、ダイアンは心得た様子でその後ろに立っていた。

　シンシアはパールともうすこし話したあと出ていった。

「あれでも立派だった」パールはサラに言う。「あなたの一撃があの人の兜に命中したのだから、ライメルスワール嬢の記憶に深く刻まれたでしょうね」

　命中しなくても、落馬したことだけでむこうの印象には深く刻まれるでしょうね──サラは内心思わず考えた。

　それからパールはサラに、身体の具合はどうか、今晩王宮で開かれる舞踏会には参加できるか訊いてきた。

「スカープラ通りの職人が仕立てた板金鎧はとても頑丈でした。どこも怪我はありません」

「ならよかった」パールは答える。「今晩はライメルスワール嬢も舞踏会に参加するの、そのとききっと、傷のぐあいを訊きにあなたのところに来るでしょうね。その機会を逃さないこと、そのときなにか話をしておきなさい」

「ほんとうにあのかたを引きいれるんでしょうか」ロータが話に入った。

「いまはまだ〝引きいれる〟ところまでいかないけれど、これからそれが必要になるかもしれない。聞いたところだとあの人は負けん気の強い娘で、武術大会でエルザに敗れたことをいつまでも気にかけていたし、クララと引き分けになったあとも個人的にもう一戦申しこんできたそうなの。エルザが流罪にならず、クララも無事でいたなら、ふさわしい時機を待ってあの人を引きいれる手だてもあったでしょう。いまわたしたちは、新しく人を送ってつながりを作らなければいけない」

「でも、わたしは負けました」

「それでもあの人の兜を突いてみせたでしょう。わたしの知るかぎり、いままでだれもそんなことはしていない。負けたといっても、きっとあの人の注意は引ける」

「そうでしたか」ロータが横でうなずく。「ケイト・ライメルスワールの注意を引くことだけ考えるなら、サラはたしかに最適の人選でしたね。槍試合については資質も人並みなら経験も不足しているけれど、ほかの女の気を引くことについてはまちがいなく大した才能がありますから」

「ロータ、知っている？」サラは相手をきつくにらみつける。「あなたも人に嫌われることについては才能がある」

「でもケイト・ライメルスワールが引きいれられてこちらに加わるのは、ほんとうにありえるんでしょうか？」ロータが慌てて話題を変えた。「このまえ、シルヴィアともこの件が話題になって……そのときは、クララもいました」

「ケイトは家の長女で、あれだけ優秀でもある。しかし火の神の信仰ゆえに、老公爵はきっとあの人を継承者に選ばずに、あの不出来な弟にすべてを任せるでしょうね。あの人を引きこめるかどうかは、運と時機によるけれど。王女とわたしは一つ賭けに出てみたいだけなの──あの人の負けん気がいったいどれほど強いか、家から押しつけられた信仰に勝まさるほどなのかどうか」

「かつての火の民のあいだで、ケイトの人望は高いと聞きます。もし王女を支持するように説得できたら、信仰ゆえ王妃の一派を支持している火の民は動揺しはじめるでしょう」

「たしかに、動揺しはじめるでしょうね」ロータが話を続けた。「いつかある日、もしパールが突然王妃の側に寝返ったとしたら、わたしたち全員も動揺するのと同じ」

「わたしはもう、ああして誓いを立てている」パールが手を持ちあげて、耳たぶから下がった黒真珠にそっと触れた。「ほんとうに逃げ出して王女を裏切りたいと言ったとして、あちらも信じはしないでしょう、裏になにかあるとしか思われない」

「なら、ケイトが目的を抱えて、こちらに身を投じるふりをするとは思わない？」

「もちろんそうしたことはありえるけれど、だとしたらどうすれば？　このいまから、わたしたちが踏み出す一歩はすべて大きな賭けで、どれひとつとして絶対の勝算はないし、ほぼ勝算などないことすらある。だけれど、するべきことはしなければならないの」

　そのとき、天幕パヴィリオンの外から足音が聞こえたかと思えば、シルヴィアが入ってきた。すぐあとに続くのは箕帚人のプリシラだ。

　シルヴィアがロータに視線を向けると、ロータは心得た様子で立ちあがり、〝巡回の任務があるから〟と口にしてそそくさとその場から立ち去った。出ていくまえ、サラの肩を叩いていくのも忘れない。

　シルヴィアはパールのそばに腰を下ろし、プリシラはその後ろに控える。

「ネストヴェズ家のあの荘園をどう扱うか、御前会議のほうではもう結論が出ました。新緑祭イディヤグレンのあとに発表されます」シルヴィアが言った。

「あの老いぼれたち、荘園をだれに渡すことにしたの？」

「庭から掘り出した死体をあらためた結果、ネストヴェズ家は一人として生きのこらず、全員殺されているのが確かになりました。でも諸島には遠い親類がいくらかいます。連中はひとしきり議論して、荘園をいちばん血筋の近い家に渡すことに決めました。具体的にどの家かはまだわかりませんが、諸島の貴族だろうとは確信できます」

「では、わたしたちはなにを手にするの？」

「ネストヴェズ家の親戚があの荘園を手に入れようとするなら、ばかにならない額の賞金をわたしたちに支払わないといけません」シルヴィアは数字をはっきりと口にせず、手を出して、二本の指を伸ばしてみせるだけだった。二万デナリだろうかとサラは推測する。

「それもいい話ね。一部を使ってクララの家族への弔慰金にもできるし、残りでホフファイフェル侯爵の負債を返すこともできる」パールが言う。

「だけれど、荘園の価値はこの額とは比べものにならないはずとはいえ、諸島の貴族からすれば身の丈を超えているでしょう」シルヴィアが続けた。「賞金を払いたくないか、払えなかったなら、荘園はわたしたちが手に入れます」

「それが最良の結果ね。荘園を返還するのを条件にホフファイフェル侯爵に交渉を持ちかけて、アデリーンを養女に据えるよう説得できる。それだけ好都合な条件を断るのは難しいでしょうね」

　スピネヴィール法典を用いるエルドゥリアと違い、ゼーラント王国では、私生児もしくは血縁関係のない養子も土地と爵位の継承者になることができる。もちろん、貴族の後継ぎになるには騎士の身分を持っている必要があり、また御前会議での承認を得ないといけない。

　エルドゥリアでは、貴族に血筋の正しい男の後継ぎがいなかった場合、その死後領地は王室に召しあげられ、家臣一同が居所を失う。そのためエルドゥリアの貴族の女性にとって、結婚後の唯一の使命は夫のため男の後継ぎを産むことだった。この制度を設立したムスペル二世が、王室が土地を尽きることなく手に入れられるよう定め、新たな功臣や寵ちょう臣しんに褒賞として与える考えだったのは間違いなかった。

　ゼーラントの王室は、貴族に正統の後継ぎがないからとその土地を剝奪することは難しい。しかし〈建国者〉エリックはきわめて過酷な制度を定めて、貴族の権力を制限していた。例を挙げるなら、エルドゥリアの貴族は税を納めなかったり密猟を行ったりした農民には自由に私刑を与えることができるが、ゼーラント王国では、そのようなことをする者がいれば大量の土地を失うことは避けられない。しかもゼーラントの貴族は、つねに家族の一員や部下の騎士を王室に仕える騎士団に送り奉職させなければならず、人数は爵位の高低によって決まっていた。もし必要な人数を差し出せなかったり、送った騎士が役目にふさわしくなかったりした場合は、罰金を納める必要があった──これも、ホフファイフェル侯爵が大量の負債を抱えることになった理由だった。罰金を払えなかった貴族たちも、代わりに土地を差し出すことになるのだ。

「それなら、諸島のいったいどの家があの荘園を手にするかも話を聞いてみます」シルヴィアが言った。「とはいってもどの家だろうと、諸島の貴族はだいたいわたしたちの側に立っているから、こちらの望みに従うでしょうね」

「もちろんそれがいいけれど」そう言って、パールは向かいに座ったサラに視線を向けた。「あなたが五十デナリで手に入れた情報が、わたしたちに百倍以上の見返りをもたらしたの。この件、よくやってくれた」

　パールからのめずらしい賞賛を受けて、サラは黙ってうなずくだけだった。

　自分があの情報を買わなかったらどんなによかったか。それなら、クララも不運に襲われることはなかった。

　ロータが出ていってからの間も、会場のほうからは何度か歓声が聞こえてきた。数えてみると、午前の催しはもうすべて終わったはずだった。

　これから貴族たちはそれぞれの天幕パヴィリオンに戻り、昼食を楽しむ。だが、アーシュラ王女は王室の面々とともに食事をとる。とはいえ、騎士団の天幕を通りがかった際に、王女はしばし時間を過ごしていった。同行しているのはアナベルに加えて、副団長のカロリーンもだった。シルヴィアは、ネストヴェズ家の荘園の処理の結果について大まかに王女に報告し、聞きおえた王女は〝新緑祭イディヤグレンが終わってからも忙しくなりますね〟と一言漏らした。出ていくまえ、王女も午前中のサラの活躍に賞賛の言葉をかけ、そして例の情報を手に入れてきたことにも感謝していた。

　アナベルはこのあとも護衛を務め、王女とともに宴席に向かう。カロリーンはその場に残って、パール、シルヴィア、サラとともに食事をとった。プリシラとダイアン、メルが協力して食器と食事を馬車から天幕パヴィリオンに運びいれ、卓上に順序どおり並べていく。パンとハム、塩漬けの魚とチーズが用意され、四杯の甘酒も注がれた。プリシラはさらに鉄枠の上に金属の皿を置き、チーズの半かけをそこに置いて、ろうそくの熱によって溶かしていた。

　自分の席に去年座っていたのはクララだと思うと、サラは苦しい気分にならずにはいられなかった──一昨年であればヴィティン島に流されたエルザだったのだ。そのうえ頭に受けた衝撃でいまも軽いめまいを感じていた。あまり食欲はなかったが、辛抱してダイアンが取りわけてくれた食事を食べおえた。

　その間一同は、ホフファイフェル侯爵を味方に引きいれる件をまた話した。カロリーンはこの件にかなり楽観的だった。

「わたしはそのとき居合わせていないけれど、あなたたちの説明を聞くに、侯爵はこちらとぜひ同盟を結びたいはず」カロリーンは言う。「ホフファイフェルは没落したといっても、ほかの使用人がいないはずはないのに、わざわざアデリーンにあなたたちの応対をさせたのでしょう。城においてアデリーンは番兵であり使用人でもあったけれど、番兵の服装であなたたちのまえに現れた──それも侯爵の意向のはず、王女様の注意を引いて、波乱なくこちらに加わらせるために」

「王女様はその考えを見抜いておられて、だからアデリーンを戦いに参加させるよう提案したのでしょう」パールが言う。「ただしこちらの出方をうかがっているだけというのもありうる。ほんとうに誠意があるとは限らないでしょう」

「出方をうかがっているのがこちらに対してだけで、王妃のほうをうかがっていないなら、それが誠意があるということね」

　昼食が終わったあと、用があったシルヴィアとプリシラがさきに出ていき、残った面々はしばらく天幕パヴィリオンのなかで休んだ。カロリーンも会場に戻ろうとしたところに、サラはもうひまになったから付いていきたいと言った。サラの試合はすでに終わり、ダイアンがこれから付き添いを続ける必要はなくなっている。ダイアンの顔にはありありと名残惜しさが出ていたが、メルとともに残るほかなかった。

　サラとカロリーンは連れだって天幕パヴィリオンを出て、会場に歩いていった。

　歩きながらカロリーンは、サラに午前の最後二つの試合の結果を説明した。ランジンガー家のロベルトとタイリンヘン男爵とは引き分けになり、レールダム女子爵はというと、ライメルスワール家の競技騎士〈片目の〉ヨハンナの敵ではなかった。サラは続けていちばん初めの試合について訊き、そのとき勝ったのも火の神を代表する競技騎士だったとはじめて知った。

　午前中の六組の試合では──心のなかで黙って計算する──二試合が引き分けで終わり、残りの四試合のうちコールガを代表して勝利を収めたのはシンシア・エメロールトだけ、のこりの三回では勝ったのは敵方だ。それはつまり、午後の四度の試合のうち、海の女神の側はすくなくとも三つ勝たなければ勝利の望みはないということだ。

　二人がフルスト家の天幕パヴィリオンを通りがかったとき、ちょうどイーディスとドゥファがなかから出てくるのに行きあった。カロリーンがいなかったなら、サラとイーディスは当然相手を無視すればよかったが、いまはそうはいかない。双方は体面のためにあいさつを交わし、四人でともに会場に向かうしかなかった。

「そこそこよくやったわ」イーディスはサラに言った。「もっとみじめに負けるものだと思っていたから」

「あなたが出場になったらどうだったでしょうね？」

　イーディスは鼻を鳴らす。「すくなくともあの人と引き分けにはできた」

　一同が会場に戻ってくると、西側にある高官貴人たちのための観覧席はからっぽで、南北二方にある平民たちのための観覧席は混みあっていた。騎士たちは東の観覧席にまばらに座っている。サラはロータとミアを探し、すぐにうしろから二列目の席に二人の姿を見つけ、早足で歩き寄っていった。

　ロータは一冊の図鑑を手にして、ミアにそれぞれの家の紋章を見わけられるよう教えていた。サラがやってくるのを見てすぐにミアが立ちあがり、二人のあいだに座るよう席を空けた。

　カロリーンはほかに済ませる用があるらしく、観覧席には上がってこなかった。イーディスとドゥファは前寄りの席に座った。

「イーディスといっしょに来たの？」ロータが二人に気づき、尋ねてくる。

「たまたま出くわしただけ」サラは答える。「もし自分が出場者になっていたら、ケイト・ライメルスワールとすくなくとも引き分けにできたって──もしかすると、正しいのかもしれない」

「だけれど王女様とパールが、戦いに出すはずがないわ。あなたも知っているでしょう、どんな危険な場にもあの人を出すはずがないのは」

「なぜでしょう？」そばにいたミアはけげんそうだった。「イーディスはフルスト公爵の一人娘だから？」

「たしかにわたしたちのなかではいちばん高貴な血筋で、フルスト家も同盟のなかでいちばんの勢力を誇っている家ね。だけど理由はそれだけではない」サラが説明した。「イーディスの母親は現在の国王陛下の妹、ジョセフィン王女なの」

「つまり、あの人は王室の血筋と……王位の継承権を持っている？」

　サラはうなずいた。「もしジョセフィン王女が健在だったなら、国王陛下の妹として、継承順は第四位、アーシュラ王女とアリス王女、オズワルド王子のすぐつぎになったでしょう。だけれど数年前、あのかたは諸島を訪れるときに船の事故で亡くなってしまった。いま継承順四位にいるのがイーディスなの」

「もうわかった、ミア？」ロータが横で笑いながら口をはさむ。「王女様はイーディスに戦功を挙げる機会を与えられないの、もしイーディスの功名が主君をおびやかすようなら、自分の王位継承者としての地位も危うくなるから」

「ロータのでまかせには耳を貸さないように」サラは真剣な顔で話をさえぎった。「人望も、背負っている勢力も、それに継承順位から考えても、イーディスが王女様の地位を揺るがすのは無理だから。王女様とパールがどの戦いにもあの人を参加させないのは、当人の身の安全を守るため。二人とも用意周到な人で、最悪の可能性を考えているの──イーディスという切り札さえあれば、もっとも恐ろしい事態に出くわしても、そのあとでわたしたちは王位継承者を頂いて、王妃に対抗ができる」

「もっとも恐ろしい事態？」ミアが疑問を口にした瞬間には、サラの言う意味を理解していた。「そんなことは……起きないでしょう？」

「わたしたちが起こさせない」

「イーディス当人もそれはわかっているんでしょうか？」

「もちろんわかっている」サラは答えた。「受け入れる気になるかはまたべつの話だから」

　貴族と騎士たちが続々と戻ってきて観覧席に腰を下ろしてから、午後の催しはラッパの音とともに幕開きとなった。双方が事前に提出した名前の目録によれば、火の神の側がこれからの四試合で送り出す出場者は全員、経験豊富な競技騎士だった。そもそも遅れをとっている海の女神の側が勝つのは、間違いなくさらに困難になる。

　午後一番に戦いに出るのはヒルフェルスム辺境伯の長子エゴンで、今年二十八歳になる。王家の騎士団の担当教官に任じられたばかりで、新緑祭イディヤグレンの終了後に正式な就任を控えている。それまでは長く配下の騎士を連れてウルファレ要塞に駐留していて、それはヒルフェルスム家の後継ぎが若いときに経験しなければならない修練だった。だから、エゴンは〈海と火の決闘〉に出場するのも初めてだった。

　その相手になるのはスロイス侯爵家の競技騎士、〈はげ頭の〉フランシスだ。

　試合が始まると、フランシスがエゴンの籠手を突いて一戦を取り、エゴンは第二戦でフランシスの胸当てに一撃を与え、こちらが点数で上回った。最後の一戦、フランシスがふたたびエゴンの籠手に攻撃を当て、エゴンは突きが空振りになった。試合は引き分けで終わるのだとサラが思ったそのまぎわ、エゴンがぎりぎりのところで剣先の向きを変え、フランシスの兜にかろうじて触れた。

　こうして、海の女神の側が一試合取りかえした。

　敗れたフランシスは休憩場所に戻り、馬を降りずに兜を外して、腹立ちまぎれに勢いよく地面にほうり投げ、象徴的なはげ頭をあらわにした。エゴンは勝利の栄光にそれほど浸ることもなく、落ちついた様子で闘技場を後にした。

「シルヴィアはどうしてあんなしっかりした人を断ったんでしょう？」ロータがそうこぼす。

　以前、エゴンは湖畔の騎士団の団員ハンナと婚約を結んでいた。ハンナが見回りのとき不幸に見舞われ亡くなったあと、辺境伯は王女に対して、ハンナの指導を受けたことのあるシルヴィアを新しい婚約者に据えようと提案した。しかしシルヴィアは決然とした態度でこの縁談を却下した。

「もしかすると、シルヴィア・ヒルフェルスムという名前が言いにくすぎるからかも」サラはいいかげんに返した。この話題を話したくはなかった、とくにミアの面前で話すことは。

　シルヴィアが話を断った理由の想像は難しくない。孤児の生まれのシルヴィアにとって、権勢をたくわえたヒルフェルスム家に嫁ぐのは運命を変えることができる、天から賜った機会に決まっている。しかしその機会はハンナの殉職のうえに持ちあがった。それが受けいれられなかったのだ。

「舞踏会で二人がはちあわせしないといいけれど」

「エゴン・ヒルフェルスムはいま王家の騎士団に奉職していて、シルヴィアのほうはわたしたちと王家の騎士団との連絡を任されているから、仕事にまつわる付き合いは避けられないでしょう。エゴンが早くあきらめてくれるのを願うしかない」

「わたしは二人に結ばれてほしいと思うけれど」ロータが言った。「とにかく、ほかの男ではシルヴィアにはとても釣りあわないもの」耳をつんざくような歓声が二人の雑談をさえぎり、第二試合の参加者はすでに両者入場していた。

　海の女神を代表して出場するパトリシア・クロウクルはドルクナ島の島主の妹で、今年でまだ十五歳、参加者全体のなかでもいちばん若い。相手をするタイリンヘン男爵家の競技騎士、〈孔雀の羽根〉ロザリンは今年で三十六歳、武術大会に出場するのは今回が最後になると言われている。

　試合が始まると、パトリシア・クロウクルは全力で相手に突っこんでいったが、ひらりとかわされ、自分の胸当てに強い一撃を食らってしまった。何度かふらつきながら、どうにか姿勢を保って落馬は免れた。

「あれは残念。クロウクル嬢の一突きが命中していたら、馬から突きとばせたはずだったのに」ミアが言った。

「力が入りすぎていたから」サラは首を振った。「構えの動きがあれだけ大きくて、しかも経験豊富な敵を相手にしているんだから、見すかされて当然」

「相手に当たらないなら、どんなに勢いがあっても無駄ね」ロータが認める。

「パールと戦うことになっている競技騎士は、力を律するのに長けていて、トンボが水をつつくように、槍の穂先を相手の甲冑に触れさせることだってできるらしいけれど」

「パールはその長所を知っているの？」ロータが訊く。

「知っている。話したのはエメロールト家のシンシアで、そのときわたしも居合わせたから」

「それなら大丈夫ね。パールはきっと相手の長所をもとに策を練るでしょう。あの人の力量なら、たかが競技騎士一人では相手にならないから」

「それはそうだと思う、だけれど……」

　サラの声はまた歓声にかき消された。パトリシアは第二戦でも攻めかかるのに全力を尽くして、避けたあとのロザリンは相手のどの場所でもゆうゆうと攻める機会があったが、槍先をパトリシアの籠手に形ばかり当てただけで、試合を終えた。自分の娘でもおかしくない歳の相手をまえに、ロザリンは手加減することを選び、いとも優雅なかたちで競技騎士としての生涯にピリオドを打ったのだった。

　ロザリンが容赦なくパトリシアを突いて落馬させていたら、平民たちの喝采が返ってきたかもしれない。しかしこの騎士の精神を貫いたふるまいは、貴族と騎士たちからの尊敬を得ていた。

　とはいえ、試合がここまで進み、海の女神の側に勝算はまったくなくなっていた。これからの二つの試合両方で勝ちを収めたとしても引き分けにしかできない。

　男子の部で最後に行われる対決で、双方から出場したのはそれぞれ、スハウウェン辺境伯に仕える騎士のフランツと、競技騎士の〈黙して語らぬ〉ルドルだった。

　フランツはアナベルの異父弟で、幼いころからスハウウェン家で騎士としての訓練を受けてきた。純粋な山の民の血筋とあって、姓氏は持たず、家名を名乗る必要があるときも〝山脈の生まれのフランツ〟としか言わなかった。スハウウェン辺境伯の領地は馬の産地として知られていて、フランツがその背にまたがっている黒馬は、ほかの参加者と比べはっきりと頭一つ高かった。純粋な毛の色を見せつけるためか、派手な馬着で装わせることはしていない。

　二人の試合は三戦めまで続いたが、とくに盛りあがることはなかった。たがいに一点しか得られない場所に当てるか、攻撃を外しあうばかりで、最終的には引き分けで終了となった。

　結果、海の女神の側は二勝四敗、三引き分けで、あと一試合を残すのみとなった。湖畔の騎士団の団員たちは沈んだ雰囲気で負けが決まったことを悟り、ふとため息を漏らしていた。パールが最後の試合でどう立ちまわろうと、最終的な結果は変えられないのだ。だが、〈海と火の決闘〉の結果を気にするのは言ってしまえば王侯貴族だけだった。さして信仰心の強くない平民たちからすれば、火の神の側が勝ったとしても〝今年の夏はとても暑い〟ことしか意味しない。結果よりも、めざましい試合の過程こそがこれからまる一年間の話の種になるのだ。

　パールとコニー・エンスヘデが装束を整えて闘技場の両端に姿を現したとき、平民で埋めつくされた観覧席からはこれまででもっとも大音響の歓声がとどろいたが、貴族と騎士たちの反応はもうすこし冷淡で、湖畔の騎士団の団員たちだけがパールに向け懸命に声援を送っていた。

　紋章官アルメール教授の姿がまた西側の観覧席に現れた。彼女は観衆に向け、二人の紋章の紹介を始める。彼女にとっては今日最後の仕事であり、ひときわ意気込んでいる様子だった。盾だけでなく、上衣と馬着の情報についても読みあげていく。

「海の女神コールガを代表して出場するのはベーフェラント家のパールである。盾と上衣はどちらも藍色を地として、そのうえに冬青ヒイラギ紋様に囲まれた船形の王冠を描く。これは彼女がその一員である湖畔の騎士団の紋章である。馬着は青緑を地として、そのうえに円に囲まれた六匹の鱸スズキを描くものである。これは出身であるベーフェラント家の紋章にあたる。火の神ゴースメクを代表して出場するのは、ドレンテ家に仕えるコニー・エンスヘデである。盾は深い赤を地として、そのうえに金の嘴くちばしと金の爪を持つ鴉を描く」アルメール教授は号令の旗を持ちあげ、力強く振りおろした。最後の一試合が正式に始まる。

　しかしそのあとに生まれた光景は、すべての観衆の予想を外れていた。一時でも上の空でいた観客がどこかにいたなら、この日でもっともめざましい瞬間を見のがしたかもしれない。

　たがいの攻撃が届く距離に二人が入ると、コニーはその妙技を繰り出し、考えうるかぎり速く槍を突き出して、パールの兜に正面から当ててみせた。そのすばやさは、おそらくどんな人間だろうと避けることはかなわないだろう。シンシアが述べていたとおり、その一撃の勢いはとても弱く、相手をすこしでも傷つけることなど不可能と言ってよかった。それでも規則のとおり、まぎれもなく二点を手にしている。

　しかし、その一撃に観衆たちが賞賛の声を漏らすよりも早く、コニーはパールによって馬から突き落とされていた──パールの槍の穂先も、相手の兜を打っていたのだ。

　この一撃の勢いはかなりのもので、パールの持つ槍はたちまち破片と化していた。

　コニーが落下するころには、会場は一瞬の静けさに包まれ、だれもがパールのその一撃に身震いし、深く息を吸いこんでいるようだった。そしてそれぞれの観覧席から、山と海をおし流すがごとくの喝采の声がとどろいた。

「言ったとおりね」サラはロータの耳元に口を寄せた。「パールはたしかに、相手の長所を利用してみせた」

「そういうこと。パールは自分が攻撃された一瞬に仕掛けたのね。この手は、ほかの相手に使っても効果がないはず」ロータが言う。「コニー・エンスヘデは速さだけを求めて、力にまったく重きをおいていないから、兜に槍を当てられたとしてもこちらの攻撃には影響しない。あの人に勝つための唯一の方法かもしれないわ」

　催しが最後まで終わると、慣例どおり、海と火の双方がもっともすばらしい立ち回りを見せた出場者を選び、表彰を受けさせることになる。海の女神の側では責任者がほとんど議論することなくパールを推薦した。火の神の側はかなりの時間をかけて議論し、最終的にはカペレ子爵が選ばれた。彼の試合は引き分けでしかなかったが、勝利を収めた出場者のうち三人は競技騎士であり、あと一人は女騎士のケイト・ライメルスワールだった。男性の貴族のなかから一人を選ばなければならないのなら、カペレ子爵もたしかに最良の人選だった。

　パールとカペレ子爵は西側の観覧席の下に呼びよせられ、エリック三世みずから二人に純銀製の桂冠を授けた。二人は馬に乗って闘技場を一周し、観衆たちからの喝采を浴びる。会場には〝ベーフェラント嬢〟の声が休みなく響きわたる一方で、カペレ子爵の名前を呼ぶ声はひどく少なく、王家の騎士団の団員たちにいたっては、子爵がまえを通るとき、声高く〝ライメルスワール嬢〟の名を呼び侮辱していた。兄とは仲の悪いマリアが先頭に立っているのはすぐにわかることだった。

　二人の姿が会場の両側に消えると、貴族たちが退場を始め、それに騎士たちが続く。貴族たちはまず天幕パヴィリオンのほうに戻ってすこしばかり調子を整えるが、護衛の任務のない騎士は自由に王都に戻ってよかった。

　帰り道、サラとミアは同じ馬車に乗せられた。

　ロータは両親とともに市街に戻り、そこから直接王宮で開かれる舞踏会に参加することになっている。

「舞踏会に参加するなら、踊らないといけないんですか？」馬車のなかで、ミアはサラに訊いた。「まえに宮廷の礼法の授業で、踊りのステップはいくつか教わったけれど、結局うまく踊れなくて」

「踊りたくなかったらこちらから誘わなければ済むことだし、向こうから誘われても断ることはできるから。踊りの好きな人たちが一晩じゅう踊って、そうでない人たちは、この機会におしゃべりをするだけ」

「わたし、おしゃべりも得意じゃないのに」

「心配しないで、わたしのそばに付いていればいいから。ほかの人たちへの紹介はわたしが代わりにする」サラは言う。もとはクララの役目だったのが、いま自分の肩にかかっていた。「初めて新緑祭イディヤグレンの舞踏会に参加する騎士は、大勢にあいさつをしないといけない──とはいってもただのあいさつだけだから、たいして話す必要はないの」

　家族としばし顔を合わせる貴族の令嬢たちや、護衛の任務のある面々と別れ、サラとともに市街の屯所に戻る騎士は十数名だけ、シルヴィアもそのなかにいる。王宮で開かれる舞踏会に参加するのは六人だけで、ほかに四人の箕帚人が従者として同行する。

　準備のため与えられている時間はごくわずかだった。サラは汗くささのまとわりつく騎士団の制服を脱ぎ、濡れた布でざっと全身をぬぐったあと、予備の制服に着替えて、シルヴィアの香水をほんのすこし付けておいた。ミアはダイアンの手を借り、諸島風の巻き髪に結っている。みな首飾りは着けずに、真珠をあしらったチェーンを制服の胸元に飾るだけだった。

　全員が身だしなみを整えて、シルヴィアが先頭に立って王宮に向かった。途中、ほかにも王宮に向かう馬車に何台か出くわし、そのうち一台がテルネーゼン家のものだった。華麗なドレスに着替えているロータは馬車に乗ったまま、こちらに会釈を送ってきた。

　王都グルントヴィは建国戦争以前、もともとギルディング山とエギル川に守られた要塞都市だった。城壁は堅固で、川の流れは速く、ギルディング山は高くそそりたつというほどではなくともその上には一つの砦とりでが鎮座し、山を越えて街に侵入しようという企みをすべて断ち切るだけの役目を果たしていた。〈白髪の〉ヨースタインが兵を率いてグルントヴィを攻めおとしてまもなく、〈建国者〉エリックはここを国の都と定めた。その後、戦火で破壊された街道はエリックの命によってふたたび敷きなおされ、エギル川は船が通れるよう拡幅され、外市街もすこしずつ建設が進んでいった。しかし百年あまりまえまで、ゼーラントの王室一家はみなギルディング山の上の砦に暮らしていた。砦は何度かの改築を経ていても、快適に暮らせるとは言えず、出入りもかなり不便だった。

　そのため、土木事業に熱心だったことで知られるオズワルド一世は即位後まもなく、山のふもとに宮殿を建設するよう命令を出した。

　メイヤール湖畔にある離宮と比べてみると、王宮はオズワルド一世期初めの建築様式を見せている。偏執に近い対称形、さまざまな大きさの三角形のガラスを組みあわせた窓、それにアーチ型の天井。こうした要素はその治世の終わりごろには消えうせていた。一貫して変わらなかったのは、出費を惜しまないことと贅沢の限りを尽くすことだ。

　新緑祭イディヤグレンのときに舞踏会を開く伝統も、オズワルド一世の治世に始まったものだ。

　一行は王宮に入ると、腰に差していた剣を迎えの人間にあずけ、着飾った衛兵たちに案内されて廊下を抜け、舞踏会が開かれる大広間にまっすぐ向かった。

　すこしばかり到着が早く、大広間に着いたときにはまだ中の支度が済んでいなかった。広間の四方に立つ柱にはすでに明かりが点っている。王宮の侍従たちはランプを吊り下げ、ろうそくを立てて一つずつ火を点しているところだった。早足で歩く女中たちが、茶菓子を盛った銀の盆を持ち、いまから南側の壁のまえにある長卓に並べるところなのも見えた。

　その様子を見たシルヴィアは衛兵に頼み、一同はアーシュラ王女専用のティールームに向かうことになった。

　広間を出た廊下沿いにはたくさんの小部屋があり、来訪者が身だしなみを整えるための部屋もあれば、カードやさいころ遊びのための部屋もあって、なかでも多いのがティールームだった。王室の一家と、とくに栄光ある地位にいる貴族だけが専用のティールームを持つことができ、ほかの貴族たちが使えるのは共用のティールームだけだ。舞踏会が始まると共用のティールームは人で混みあうのがつねだが、個人用のティールームは静かなままで、密談にふさわしかった。

　国王のエリック三世も、新緑祭イディヤグレンの機会を利用して、しかるべきティールームで地方の諸侯たちと面会する。

　王女専用のティールームにやってきたシルヴィアは、入口に立っていた侍女に向け、王女の印付きの指輪を示した。侍女はそれを確認して、ドアを開ける。

　ティールームのしつらえもオズワルド一世期の様式に満ちていて、絢けん爛らん豪華ではあるにしてもいくらか俗っぽくはあった。部屋の中央には四角い机が置いてあり、八人が囲んで座ることができる。机には精巧な作りの銀の燭台が立っていて、壁にはランプが二つ吊るしてある。窓の外を見るともう夕暮れどきだった。壁のまえには椅子が並べてある。

　シルヴィアが騎士たちを机に座らせると、いちばん奥の椅子が二つ空いた。箕帚人たちは、壁のまえの椅子にしばし腰かけて休ませる。

　ミアの横に座ったサラは、ミアが緊張して背筋をぴんと伸ばし、両目で燭台をにらんでいるのを見て、その手を握ってやった。

「覚えている？」シルヴィアも目のまえの燭台を見つめていたが、横に座っているプリシラのほうを向いて言った。「離宮に行くまえ、わたしたちがなにより怖かったのは新緑祭イディヤグレンの舞踏会だったでしょう。いちど、シャンデリアのろうそくが何本か消えてしまって、とにかくはしごを上って点けにいくよう魔女のおばあさんに言われて……」

「もちろん、覚えていますとも」

「サラ、あなたがはじめて舞踏会に参加したときも、まだ侍女の身だったでしょう？」

「そう」サラはうなずいた。「離宮に行くまえに、女伯爵に付いて二度参加したことがある。でも正直言って、侍女として参加したときのほうがまだ気楽だったような気がするけれど」

「たしかに今日、その肩にはなかなかの重荷がかかっているから。でも、うまくやってくれるとわたしは信じてる」そう言って、シルヴィアはミアのほうを向いた。「ミア、新入りの騎士として、今回の任務はただサラの後ろに付いて、王女様を支持する貴族たちにあいさつしていくこと。硬くならなくてもいい」

「もしだれかに踊りに誘われたら、どうすればいいんでしょう？」ミアが尋ねる。

「その相手の見映えがよくて、王女様を支持する陣営にいるのなら、受けてもかまわないから。気にいらない相手なら断ればいい」シルヴィアは言う。「あなたはほとんどのあいだ離宮にいて、王都に来るときも務めに忙しくて、ふだん男の人と知りあう機会なんてないでしょう。ちょうどこの機会に知りあっておきなさい」

「そんなに興味があるわけでも……男の人に」

「でもあの人たちからはそうとうに興味を持たれるでしょうね」シルヴィアが言う。「あなたのような、聡さとくて引っこみ思案な娘がいちばん歓迎されるから」

「聡くて、引っこみ思案で……エルドゥリアの女性について言われているみたいです」

「ミア、自信を持ちなさい。王女様みずから封じられた騎士だっていうのに、いまはまるで姉の腕のなかでびくびく震えて、知らない人と口を利こうとしない小娘みたい」

「ごめんなさい」ミアは慌ててサラの手を放し、決然とした口ぶりで言った。「もっと、騎士らしくふるまうようにします」

　その言葉を聞いた先任の面々は意外にも笑い声を上げ、ミアはますますとまどうことになった。

「宮廷の舞踏会に参加するのははじめてなんだから、緊張から逃れるのは難しいでしょう。それでわたしたちから責められることはない。ただしわたしたちにとって、こういう社交の場は戦場とたいして違わないの。一度の舞踏会がもたらす影響が、一度の戦いさえ超えることだってたくさんある──あなたもそのうちわかっていくでしょうね」

　シルヴィアの言葉をどれだけ理解しているのか、ミアはなにか考えている様子でうなずくだけだった。

　そこに部屋の外から足音が聞こえたかと思うと、ティールームのドアが開かれた。先頭になって入ってきたのはカロリーンで、それにアーシュラ王女とアナベルが続く。カロリーンとアナベルは騎士団の制服のままだが、王女は藍色のワンピースのドレスに着替え、真珠の装飾品と王位継承者であることを示す銀の冠を身につけている。

　王女の姿を見て、その場の一同はそれぞれに立ちあがり礼を送る。

　アナベルは部屋に入ってすぐにはドアを閉めず、その後ろからもう二人が姿を現した。まえにいる女性は見たところ二十五歳ごろで、薄青の袖のないワンピースのドレスに身を包み、その上に灰色のケープをまとって、銀色の長い髪は耳元までまとめ真珠をちりばめた髪網で押さえていた。もう一人のほうは同行者よりもずっと歳下らしく、銀髪を肩の高さで切りそろえ、萌黄色のドレスをまとっていた。

　最後に入ってきた若い一人のことはサラも覚えていた。〈海と火の決闘〉に出場して敗れたパトリシアだ。それなら、そのまえにいるのがドルクナ島の島主、シェリー・クロウクルだというのもすぐに推測できた。

　シェリー・クロウクルは王女と同い年にあたる。大多数の貴族の令嬢がするように王家の騎士団に仕えるのではなく、島主になるまでに何度も商船に同行して遠方に航海し、エルドゥリアや南方の大陸にも行ったことがある。三年まえ、政務に関心のない両親からドルクナ島を引きついでからは、新たな航路の開拓に熱意を注いでいて、クララからは〝島主よりも航海家がお似合いね〟と評されていた。サラが思い出すかぎり、島主に就任してから今回がはじめての新緑祭イディヤグレンへの参加だった。

　王宮の侍女がドアを閉める。騎士たちは続々と席を譲り、椅子が並ぶ壁のそばに下がった。箕帚人たちは部屋の奥で立っている。王女は客人たちに座るよう声をかけた。

「〈海と火の決闘〉で彼女が出場するのを目にしたときには、このかたをわたしの配下に招くことができたらどんなによいだろうと考えていたのです」王女は、向かいに座ったシェリー・クロウクルに向かって話しかける。「その願いがこれほど早く叶ってくれるとは思いませんでした。湖畔の騎士団にとって光栄なことです」

「殿下に力を捧げることができて、クロウクル家にとっても光栄です」

「ですが、こちらのクロウクル嬢の考えをいちど確認しなければなりませんね」そう言って、王女はパトリシアのほうに顔を向けた。「われわれの一員となるには、まずは離宮で三ヵ月間雑役をこなし、それから剣術と馬術、宮廷の礼法の試験を通る必要があります。そのすべてを受けいれる覚悟はありますか？」

「はい、あります」

「では、われわれの一員となることがなにを意味するかは知っていますか？」

「知っています」パトリシアの口調は決然としていた。「危険と栄誉を意味すると」

「アイセル家のクララのことは耳にしていることでしょう」

「耳にしています」パトリシアは一瞬言葉を止め、ふたたび口を開いたときにはわずかに声を詰まらせていた。「あのかたは島民の誇りです」

　そこまで聞いて、王女は向かいのシェリー・クロウクルに向きなおった。「妹君はきっとすぐれた騎士になることでしょう、よい素質をお持ちです。明日、彼女を連れて離宮に戻ります」

　ドルクナは大陸からもっとも近い島で、面積や人口で上回っているのはゼーラント王朝の起こりであるレクステイナル島のみ、かつては〈片腕〉アーネストが小ノルン諸島を統一するにあたっての最大の障害でもあり、南方に向かう航路を押さえる位置で、大変な戦略的意義を持っていた。歴史的な経緯を考えれば、クロウクル家と王女との同盟関係を疑う者はいなかったが、あちらが湖畔の騎士団に一人として差し出したことがないのも事実だった。

　いま、パトリシアがようやく騎士団に加わることのできる歳になった。シェリー・クロウクルはこの日が来ることをかねてから待っていたのだろう。

　サラが横を見ると、そこに座っていたミアが目にいっぱい涙をためているのに気づいた。その様子を見て、肩を叩いてやる。ミアはこちらには顔を向けず、ただうなずいて、目からこぼれ落ちる寸前の涙を右手の指でぬぐった。

　クララの名前を耳にして悲しみに襲われたのかもしれないし、自分とパトリシアとの違いを感じただけなのかもしれないし、もしくはその両方なのかもしれない。泣きたくなった理由をサラは訊かなかった。

　クロウクル家の姉妹が退出すると、一同はしばらくティールームで過ごし、そのうち音楽が聴こえてきたころ、部屋を出て大広間に向かった。

　ろうそくを全体に差したシャンデリアはいま高々と吊りあげられ、大広間全体を真昼のように煌こう々こうと照らしていた。茶菓子も万全に揃えられている。楽士たちも演奏場所でそれぞれ位置につき、熱心に演奏しているところだった。大広間に響きわたる音楽の目的は人を呼びあつめることだけで、風情はほとんどなく、すこし耳障りですらあった。

　かなりの人数の姿があった大広間に、さらに続々と貴族たちがティールームからやってくる。

　音楽が止むころには、遅れてきたわずかな家々を除いて、新緑祭イディヤグレンの舞踏会に招待を受けて参加する貴族や騎士たちは、全員大広間に集まっていた。

　招待主である国王エリック三世も当然不在ではない。楽団のいるまえに姿を現し、全員に向けて式辞を述べた。どこをとっても使いふるされた言い回しでしかなく、去年やこれまでの十数年話してきたこととそれほどの違いはない。王妃は赤いワンピースのドレスをまとって夫のそばに立ち、アリス王女は縮こまって母親のそばに身を寄せている。オズワルド王子はこの場にいなかった。

　国王一家が退席すると、ふたたび音楽が響き、若者たちは待ちきれない様子でホールに飛び出し、リズムに合わせて踊りはじめ、歳を重ねている貴族たちは三々五々、寄りあつまっておしゃべりを始める。

　アーシュラ王女がサラのそばに近づいてきて、いくつか言い含め、アナベルとともにティールームに戻っていった。そのときになってサラは、アナベルがいまも長剣を腰に佩いていることに気づいた。

「戦いの始まり」ミアに向けてサラは言った。そしてミアを連れ、かねてから王女を支持している貴族たちに順々にあいさつをしていく。混みあう大広間で相手を見つけるのはとても簡単とは言えず、それにサラは顔を合わせたこともない貴族もいて、それはほかの人々に尋ねて確かめるしかなかった。とはいえ、サラたちを連れて関係の深い家に引きあわせてくれる親切な貴族たちもいた。

　声をかけられた貴族たちはおおかた礼儀正しく、ミアに短く賞賛の言葉をかけたが、ときに間の悪いことに殉職したクララについて触れることもあった。幸いミアはそれなりに心得た反応で、悲しみを表に出しながらも、悲しみが自分を吞みこむままにはしなかった。

「サラ」突然背後から聞きなじんだ声が耳に入り、振りかえるとロータの姿があった。

　いまロータは銀色のドレスに身を包み、長い髪を頭の後ろで二つに結いあげ、桃色の真珠のイヤリングも着けて、ふだんの軍装をまとった姿とは別人のようだった。

「いいところに来た。お父様のところに連れていって」サラは言う。

「わかったわ」

　そう言って、ロータはサラとミアを連れて人ごみを抜け、茶菓子を並べた長卓のまえにやってきた。テルネーゼン伯爵夫妻はエメロールト女侯爵となにか話しているところで、シンシアもその横に立っている。エメロールト家は湖畔の騎士団に人を送ってはいないが、団員たちが王都でシンシアの世話になることは確かにあり、王女支持の一派に数えることができる。ということでサラはこの機会に、両家ともにミアを紹介した。

　あいさつが終わると、シンシアがサラを呼びとめ〝ライメルスワール嬢があなたを探していた〟と伝えてきた。シンシアに教えられた方向に向かい、サラはホールの端に一人ぽつんと立っているケイト・ライメルスワールの姿を目にした。

　サラは深く息を吸いこみ、ミアを連れて近寄っていく。ロータがその後ろに付いていた。サラは何食わぬ顔をしながらケイトのそばを通りすぎたが、相手はこちらに目を留めない。結局、ロータが時機を見計らって〝待って、サラ〟と声を上げ、ようやくケイトはこちらを振り向いた。

　ケイトが着ているのは葡萄酒色のワンピースのドレスで、そこに金糸で縫いとった蔓紋様は、首元から広がって裾まで届いていた。暗い赤色の長髪をあんず色のリボンで二つに縛り、まえに垂らしている。髪飾りとネックレス、イヤリングはどれも赤い宝石が嵌めこまれ、明かりに照らされて落日の名残のような輝きを放っていた。身長はサラと近かったが、ハイヒールを履いているのが理由ですこしばかり背が高く見えた。

「テルネーゼン嬢、トルン嬢、こんばんは」ケイトはとても礼儀正しく反応した。

　サラとロータも慌ててあいさつを返す。

「テルネーゼン嬢は、トルン嬢になにか急ぎの用があるのでは？」

「いえ、なにも」ロータはなんども首を振った。「彼女が早足すぎて、追いつけなくて」

「ちょうどトルン嬢にうかがいたいことがあるのだけど、ご都合はよろしいかしら」サラがうなずくのを見て、ケイトは話を続けた。「今日の午前、トルン嬢との試合では手加減がわからなくて、さぞ恨んでいることでしょう。あなたに謝らないと」

「わたしが油断して落馬したからです。幸い甲冑が頑丈で、どこにも怪我はありませんでした」

「ならよかった」ケイトはほっと息をついたようだった。「あのときはあなたに兜に槍を当てられていて、点数で追いつかれてとても焦っていたの。わたしが判断するまでに与えられた時間はほんの一瞬だけで、はっと気づいたらあなたの兜を攻撃していて、しかもあんなに力が入ってしまっていた……」

「あの試合は結局のところ、名誉の問題です。ライメルスワール嬢、あなたが全力を振るう気になってくれたのも、わたしへの尊重と承認からです。この件を気になさることはありません」

「いえ、わたしは〈孔雀の羽根〉ロザリンがクロウクル嬢と戦ったときのようにふるまうべきだったの。ロザリンは競技騎士でしかないのに、公爵家の娘であるわたし以上に騎士の精神を身につけていたでしょう」そう言ったところでケイトはすこし言葉を切った。「アイセル嬢の一件はわたしも聞いているわ……」

「彼女はずっと、あなたとまた手合わせするのを待ち望んでいました。残念ながら、結局わたしが相手をするしかなかったのですが」

「あのかたは尊敬に値する騎士だったわ」

「その命が尽きるときまで、そうでした」サラは静かに言ったが、鼻の奥にはつんとするものがこみあげてきた。ふたたび深く息を吸いこんで、ロータの後ろに隠れてすすり泣いているミアのほうに向きなおり、こちらに引っぱってくる。「ライメルスワール嬢、湖畔の騎士団の新しい団員、ミア・デルフトを紹介します。アイセル嬢は生前、彼女の指導役をしていました」

　ミアはなおも泣きつづけている。「アイセル様は、わたしを守るために……」

「そうなのね」それを聞いたケイトは一歩進み出て、ミアの肩を叩いた。「それならあなたは彼女の死を裏切らないよう、いつかかならず彼女のような騎士になることね」

　ミアはしきりにうなずき、涙もこぼれ落ちた。

　サラたちが一声かけて去ろうとしていたそのとき、ケイトは予想もしなかった提案を口にした。

「そうだ、トルン嬢、もしよければ、わたしといちど踊りません？」ケイトは言った。「ずいぶんまえからここにいるけれど、しかるべきお相手がなかなか見つからなくて」

　多少意味をはかりかねてはいたが、困惑の表情でサラは提案を受けた。横のロータはミアに相手を申しこみ、断られたあとでむりやりホールに引きずっていった。

　楽団はゆるやかな舞曲を演奏しているところだった。楽士たちは弦をはじいてリズムを打ち出し、旋律を奏でるのは木管楽器で、静せい謐ひつな川が月明かりの下を流れているかのようだった。踊りに長けた人間ならこのとぎれとぎれのリズムに乗って華麗なステップを踏むことができるのかもしれないが、多数の人間は連れの手を引きながらホールにゆっくりと歩を進めているだけだった。

　サラがふと、すこし離れた場所に目を走らせると、シルヴィアとエゴン・ヒルフェルスムがこの曲で踊っていた。二人は静かに黙りこみ、お互いのことさえそれほど見ずに、なにか考えている様子で曲に合わせ前後に動いている。我に返ると、連れが自分を見つめていることに気づいた。

「団員どうし、ほんとうに仲がいいのね」

「あなたもこちらに加われば、きっとほかのみなと友人になれます」

「そうかもしれないわね。だけれど、わたしが加わるはずがないのはわかっている」

「ええ、わかっています」サラは答えた。

「考えてみても残念だわ。わたしたちはとても気が合うはずなのに。こんな状況でなければ……」

「でも思い出してください、カペレ家のマリアはこちらの団員とそれなりに付きあいがあります。違う神を信じていたとしても、友人になることはできるでしょう」

「彼女はいずれとても苦しむでしょうね」ケイトが言う。「決断を下さなければならないときがほんとうにやってきたら、どちらを選んでも苦しむことになるわ」

「では、あなたは結局、その苦しみから逃げたいだけだと？」

「人というのは利を求めて害を避けるもの。マリアの考えは充分にわかるわ。アーシュラ王女がもし即位すれば、マルガレーテ一世のような名君になってもおかしくないとわたしも思う。でもあなたは、わたしの家族にとってそれがなにを意味するか、考えたことはあるかしら？　あなたがベーフェラント家と婚約を結んでいるのと同じこと、ライメルスワール家の娘であるわたしにも、はじめから選択肢はないでしょう？」

「もしかすると、そのとおりかもしれません」サラは言う。「ライメルスワール嬢、そうだとしても、あなたと知り合うことができてうれしく思います」

「今度会うときには〝ケイト〟と呼ぶといいわ。戦場で出会ったとしても、わたしのことは〝ケイト〟と呼んで」

　その直後、楽隊は速いリズムの、細かい音符からなる森の舞曲ミュルクヴィズを演奏しはじめ、四人はホールを離れた。ケイトと別れ、サラとミア、ロータは広間を出て、共用のティールームに足を向けた。

　ロータと一曲踊ったあとで、ミアの気分は平静を取りもどしていた。

「ケイト・ライメルスワールとはなにを話したの？」途中、ロータがサラに尋ねた。

「とくになにも、あなたに予想できることだけ」

「たしかに予想できるわ」ロータは言う。「あの人をわたしたちの仲間にできないのは、ほんとうに残念」

　ロータの助けを得て、あいさつの責務は順調に進んだ。フルスト公爵にだけ出会わなかったのは、イーディスを連れてさきに退席していたのかもしれない。その後、ロータも両親とともに王都のテルネーゼン家の邸宅に戻った。

　舞踏会は後半に入っていた。満足しきった者やうんざりした者があちこちで退場している。まだ楽しみ足りない招待客たちだけが残っていて、帰る気が起きずにいまもその場を離れずにいた。楽士たちもくたびれている様子で、吹き鳴らす曲は一曲また一曲とゆるやかになり、嘆きを漂わせる曲さえあった。

　サラとミアがともに王女専用のティールームに戻ってきたときには、部屋には王女とパール、アナベルと二人の箕帚人だけがいた。

「ライメルスワール家のケイトと話はしましたか？」王女がサラに尋ねる。

「話をしたうえに、踊りもご一緒しました。わたしたちのことはまったく嫌っていませんが、一員として加わる気はないと」サラは答える。「それにケイトは、もし王女殿下が即位したら、マルガレーテ一世のような名君になれるだろうとも話していました」

「あのかたはきっと、もしわたしが即位すればライメルスワール家にとって不利だと考えているのでしょうね」

「そのとおりです」

「実際にそう考えているのなら、願ってもないことです」王女は言う。「あのかたが気にかけているのが家族の安全と今後だけだったなら、条件を出して交渉するのも難しくはありません」

「ミアを連れて、同盟の家々それぞれにもあいさつをしてきました」

「二人とも今日は疲れたでしょう、早く戻って休んでください」

　そう言いおえた直後、横にいたパールが口を開いた。「二人を連れていくのがいいと思うのですが」

「そうですね」なにか考えを巡らせながら王女が言った。「これからわたしは徹夜禱のために大聖堂に向かいます、悪いけれどあなたたちに護衛を頼みます、いいでしょうか？」

「クララのためでしょうか」ハンナが命を落としたあとも、王女は離宮の教会で徹夜禱を行っていたのをサラはうっすらと覚えていた。王女が個人的におこなっていたことで、騎士団の団員の多くはこれを知らない。サラは、一晩護衛を務めたエルザから話を聞いたのだった。

「そう」王女は言う。「クララの魂を鎮めるため──そしてわたしの失策を悔いるため」

　一行は王宮を出て、馬車に乗りサモンド大聖堂に向かった。内市街の街道を通りぬける途中、貴族たちの邸宅は多くが明かりを点けていて、楽器や歌の響きが窓から街に流れだし、道々とぎれることはなかった。ベストラ橋に人影は一つもなく、五月の風だけが吹きすぎていた。

　馬車は広場に入ることなく、教会の裏の路地に向かった。

　祭司のウィノナが紫のローブに身を包み、路地の入口で王女を迎えるため待っていた。一同は馬車を降り、ウィノナに付いて狭い路地を通りぬけ、教会の北側の壁にある小さいドアを入っていく。さらに薄暗い廊下を抜け、下りの階段を進んで、ようやく半地下にある小さい祈禱室に彼女たちは着いた。

　祈禱室に椅子はなく、いちばん奥に立っている木製のコールガ像は彩色を加えられずに、ニスだけが塗られている。像のむこうに一つだけある窓は、船の先に立ち、櫂を手にしているニリヤをステンドグラスで組みあげている。銀のめっきをした祭壇の上には燭台が置いてある。祭壇のまえの床には、すこし年季の入った敷物があった。

　王女は敷物にひざまずき、両手を合わせて、うつむき静かに祈った。

　ウィノナとパールも王女の後ろで祈禱を始める。アナベルとサラ、ミアはドアのそばに立ち、剣の柄に手を置いて護衛を務めた。

　陽の光がステンドグラスから部屋に射すころ、彼女たちは祈禱を終えた。
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　シルヴィアと王都での勤務にあたる面々を除いて、湖畔の騎士団の団員はほとんどが新緑祭イディヤグレンの終わったあと、王女に付いてともに離宮に戻った。これまでの二ヵ月で彼女たちはクララを失い、そしてアデリーンとパトリシアを迎え、いまビビアン・ロッペルスムが去ろうとしていた。

　この一年、ビビアンは毎日図書室で古代の文献を書き写すいっぽうで、スロフテレン嬢が貧しい生まれの少女たちに読み書きを教える手伝いをしていた。王女と騎士たちもよく彼女をお茶に誘い、ウーベグレンの学者でなければ知らない逸話を話してもらっていた。

　ベーフェラント家の領地は自由都市ブルーメンベルクに近く、ビビアンはまだ学生のころに女伯爵の城を訪れたことがあり、サラとは顔を合わせたことのある仲だった。騎士団の団員たちのなかで、古代言語を学ぶのにいちばん熱心な一人はイーディス・フルストだ。イーディスとサラとはぎくしゃくした仲だったが、ビビアンはこの二人ともにうまく付きあっていた。そのため箕帚人たちは裏で、もしいつかフルスト様とトルン様が決闘になったら、あいだに入って仲立ちができるのはロッペルスム様しかいない──と話しあっていた。

　王女はサラに、ビビアンをウーベグレン学院に送りとどける役目を任せていた。イーディスが知ったらきっと面白くないだろうというのはすぐに想像がつく。

　出発の前夜、王女はサラに言い含めた。

「ビビアンはあちらに戻ったら、書庫で〈七短剣の聖女〉についての情報を調べてみると話していました。あなたもブルーメンベルクでしばらく過ごして、ビビアンのほうでなにか発見があったら、連絡役を通してわたしのところに知らせるといいでしょう」そう言って王女は、印付きの指輪を外してサラに手渡した。「ですがあまり長居はしすぎないように。六月の中旬になっても進展がなかったら戻ってきなさい。そのあと、とても重要な任務を頼むことになりますから」

　指輪のほかに王女は、直筆の手紙を何通かサラに渡した。

　ビビアンと仲のいい団員たち何人かが、出発のまえの晩に送別の集まりを開いた。ちょうど、新緑祭イディヤグレンのときにロータが両親から受けとった年代物の葡萄酒が何本かあり、イーディスも蒸留酒を持ってきていた。ビビアンを送り出すためでなかったら、おそらくイーディスはサラやロータと卓を囲むことはない。なのに酔いが回ったころには、イーディスとロータは友人どうしのように言葉を交わしていた。残念ながら、酔いが醒めたあとには二人とももとの一触即発の状態に戻っていたが。

　離宮からブルーメンベルクには、陸路と水路どちらでも向かうことができる。陸路のほうがすこし早く、六、七日しかかからずに着くが、ライメルスワール侯爵の領地を通る必要があるということで、二人は水路を選んだ。最初に馬車に乗って王都に到着し、ノルズリ港でロッペルスム家の商船に乗りこんで、ネルサス川を流れに沿って下っていく。シルヴィアとプリシラがノルズリ港に来て、二人を送り出してくれた。

　この旅路には十二、三日かかった。

　ビビアンは、この一年で書き写した大量の文献を一つのトランクに収めていた。ほかには一箱の書物も運んでいて、それはすべてプリシラに頼んで王都で買いもとめてあったものだった。

　ロッペルスム家の養女であるビビアンは、船上で姫君のようなもてなしにあずかっていた。このあいだだけ暮らすよう、船長からは自分の部屋を差し出されていた。サラはもともとほかの女の船員たちとともに過ごすはずだったが、ビビアンに呼ばれて同室になった。商船の航行は穏やかで、ビビアンは船上で作業を続けることができた。サラはエルドゥリア王国の歴史について記した本を読み、ときどき船上の傭兵たちと手合わせし剣技に磨きをかけた。

　五日後、商船は商業都市フレーゲストに到着し、そこでまる一日停泊することになった。フレーゲストは三人の領主の領地が接する場所にあり、建国戦争のあとすぐに商人たちによって建てられた街で、いまはアークレイリ家が実質的に治めている。ここで作られる布地や絹織物は、国じゅうの仕立屋のもとに届くだけでなく、ブルーメンベルクの船隊を通じて遠く南の大陸でも売れていた。アークレイリ家が日々蓄えている財産はばかにならない規模で、ブルーメンベルクの名家いくつかに匹敵するほどだった。さらにこの家はかなりの数の傭兵を抱え、外には〈黄金の羊毛の騎士団〉と自称していた──もちろんこの呼び名は、王室の承認を受けていない。

　王女がサラに預けた手紙のなかには、アークレイリ家宛ての一通があった。

　ビビアンの仲立ちを得て、サラは山の中腹に建つ市庁舎でアークレイリ家の当主と面会し、無事に彼に手紙を届けた。

　手紙は蜜蠟で封がされていて、もちろんサラに内容を見ることはできなかったが、予想は難しくなかった。現在アークレイリ家がなによりも切実に求めるものといえば、貴族の肩書のほかになにもない。王女はそれを条件に、彼らの支持を取りつけるのだろう。王妃の一派も同じ条件を出すことはできる。しかし、王女とどこよりも関係の深いベーフェラント家の領地はこの下流に位置し、アークレイリ家と王女とが対立することがあれば、ブルーメンベルクに送り出す商船が妨害を受けることもありうる。その点を念押しするためだろうか、ビビアンはサラを紹介するとき、わざわざ〝ベーフェラント家と婚約を結んでいる〟と付けくわえていた。

　市庁舎を出ると、ビビアンは市街をぶらついていこうと誘ってきた。船が出発するのは夜になってからで、時間は充分にあり、サラに断る理由はなかった。

　山のふもとから港まで続いている市街には商家が立ちならび、馬車や馬が途切れることなく行きかっていた。サラが着ている騎士団の制服とビビアンの着ている緑色のワンピースはどちらもフレーゲストで生産された布地を使っていて、ビビアンのほうはさらにこの街の仕立屋が仕上げたものだった。新しい趣味はかならずと言っていいほどこの街の職人によって考え出され、それから王都を中心としてゼーラント王国じゅうに広がっていくのだ。

　路上では傭兵らしい風情の姿も見かけたが、二人とすれちがうと決まってサラに警戒の視線を向けてきた。

「この服は、ここでは目立ちすぎるんじゃない？」

「もしかするとその制服のデザインがすてきだと思って、生地も自分たちのより上等だから、おもわずなんども見てしまうのかもしれないでしょう」

　歩くうち二人は川べりにやってきて、石の腰掛けに腰を下ろした。そこからはちょうど港全体が一目に見渡せた。風も波も穏やかなこの五月、船がそれぞれに掲げる旗はぐったりと旗竿にまといついていて、二人はかなり時間をかけてようやく、似た型の船が並ぶなかからロッペルスム家の船を見つけ出した。

「この一年は、とても早かった」

「そうね、あっという間に過ぎてしまった。だけれど、たくさんのことが起きたわ」

「たしかに、あなたはたくさんのことを経験したでしょう。わたしは毎日図書室にこもっているだけで、あなたたちになんの力も貸せなかったけれど」

「あなたは、わたしたちにたくさんのことを教えてくれたの。とくにイーディスは、古代の共用語を学びだす勢いだったでしょう。ほかのみなも、あなたから古代文献のなかの逸話を聞くのが好きだった」サラは言う。「ずっと離宮に残ってくれればよかったのに」

「それもいいでしょうね。王女様が同意されるかはわからないけれど」

「きっと同意してくださるでしょう、ロッペルスム家はわたしたちにとって最大の協力者の一つだから。でもそれがありえないのもわかっているの。ウーベグレンに戻るのは間違っていない──あそこでしかあなたの研究は続けられないわけだから」

「わたしの研究はもう終わっているけれど」ビビアンはうつむいた。「ウーベグレンに戻ったとしても、まえの研究を続けることはありえない」

「あなたの研究は、いつか認められるはず」

「いえ、認められるかとはべつの話。わたし自身がもう続けたくない」ビビアンは答える。「いまわたしは、あのときあの論文が却下されたのをとてもありがたいと思っているから。もしあの論文が公になっていたら、悪い結果しか生まなかった」

「悪い結果？」

　ビビアンはうなずく。「あのとき評議会の面々がみな王女様の陣営で、わたしの研究の詳しい内容を表に出さなかったからよかったけれど、思い出すと心から恐ろしくなってくる」

「あなたの『旧世界文献における実録と虚構』は、なにか王女様を傷つける内容があったの？」

「王女様だけではなくて、すべての女騎士を傷つけて、もしくはゼーラントの国の根本を揺るがしてしまう──もしだれかに利用されてしまったら。まえのわたしは反ほ古ごの山にのめりこんで、そんなことをまったく考えなかったから。あなたたちとしばらく過ごしてみてようやく、そのことが頭に入ってきた。わたしはもっと慎重になるべきで、あんな推測をしてはいけなかったんでしょう……」

「ビビアン、いったい何を書いたの？」

「わたしは、すべての学者を悩ませる難題を解決したいと考えていた──旧世界文献のうちのどれが実録で、どれが虚構なのか。原型に近い形で保存されている文献には、結びの部分や表紙にこれが小説サガだと記してあることもある。ほかの本に言及があって、文献の性質がわかることもある。ときどき作者の素性をもとに推測もする──正確だとは限らないけれど。いま話したような判断の方法、つまり文書の内容以外の情報をもとに判断を下すことを、わたしたちは〈外証法〉と呼んでいる」ビビアンは続ける。「だけれどわたしの論文はそういった議論ではなくて、問題がさらに複雑になる〈内証法〉だった」

「〈内証法〉は、文書の内容から判断するということ？」ビビアンがうなずくのを見て、サラは続けた。「とても複雑なんでしょうね、想像できる。この時代の人が書いた本でも、実録なのかでっちあげなのかは判断が難しいんだから。それが古代文献となればね」

「この分野において、ウーベグレンで影響が大きいのはマルガレーテ一世期に始まった〈文体派〉。各種の言語の古代文献から文体の特徴を分析して、どういった特徴を備えた文献がより小説サガらしいか、史書が備えているのはどういった特徴かをまとめあげる。あの人たちの研究で切りひらかれた道は大きくて、有効でもある。ただしいつでも有効なんてことはなくて……」

「あなたは新しい方法を提示したの？」

「とはいっても完全に新しい方法とは言えない──同じ方法のひな形を備えていた論文はまえにもいくつかあって、わたしはそれをまとめあげただけ」ビビアンは答える。「わたしが提出したのは〈虚構事象の原則〉」

「虚構……事象？」

「簡単にまとめるなら、もしどこかの時代である事象が虚構だと判定できたとして、同時代の文献に同じものが現れて、しかもそれが文献のなかでたしかに存在するものとして描かれていたら、その文献は虚構を述べた作品で、実録ではないということ」

「例を言ってくれる？」

「論文でわたしが挙げたのはものすごくまずい例で、その例を挙げていなかったら、もしかすると却下はされなかったかもしれない」ビビアンが続ける。「わたしは書庫で、旧世界の共用語の辞典を見つけた。歯抜けだらけではあったけれど、出版の時期を記したページは運よく残ってくれていた。その本が出版されたのは、終末の二世紀まえ。終末のまえの世紀に出版された書物だってほとんど見つかっていないのに。その辞書はいちばん古い部類の旧世界文献。サラ、これがなにを意味しているかはわかる？」

　サラは首を振った。

「つまり、その辞典は原初の七経典や第八聖典と同じ時代に属するということ」

　原初の七経典とは、人類の生きのこりが〈原初の塔〉で発見した七冊の本のことで、多くは古代の共用語で書かれ、内容は旧世界の歴史や詩歌、医学や絵の技術と広きにわたっている。

　第八聖典というのは海の民が諸島にたどりついてから発見した旧世界文献で、古代諸島語で書かれている。表紙はひどく破損していたが、運よく扉のページは残っていて、みなはその題名──『コールガの守り手』を知ることができた。本には、旧世界の神々は〈黄昏ラグナレク〉という名の戦いによって死に絶え、海の神エーギルの九人の娘の一人、コールガだけが生き残ったと綴られていた。コールガは海の神の力をすべては受けつがなかったので、海の水は抑えがきかなくなり、大陸を飲みこんで、人類は一つの孤島に封じこめられてしまった。そこで四人の勇敢な騎士がコールガの導きに従って、海水を引かせる方法を探しもとめた。そのすえに騎士たちは、海の神の力を奪いとっていた黒竜エングルを殺してみせた。海水はふたたび抑えがきくようになり、大陸も海面に姿を見せ、人類の新時代が始まることになった。

　この旧世界の書物は、終末のあとの海水の氾濫とそれから水が引いていった場面を予言していたということで、聖典として扱われていた。神学者の解釈によれば、海の民たちが〈原初の塔〉に閉じこめられたそのとき、遠くのある孤島で四人の騎士がコールガの導きによって黒竜を殺し、海水を引かせたので、それによって海の民たちは〈原初の塔〉を出て諸島に向かうことができたのだという。本で予言されている戦いが起きたのは、この本が発見されたミミル島だった。それからはその場所も聖地となった。

「ビビアン、あなたまさか……」

「そう、その〝まさか〟。第八聖典には竜殺しの描写が出てきて、かなりの分量を使ってその竜を描写している。だけれど例の同時代の辞典は、竜を〝想像上の動物〟と定義していた。それゆえわたしは、第八聖典はおそらく予言書などではなくて、ただの小説サガだと推測した。ウーベグレンの書庫には同じ時期の小説がたくさんあって、同じように騎士の冒険について書いているけれど、そういった本の多くにも竜が現れる。『コールガの守り手』はそれと同じたぐいの本なのかもしれない」

「でもあれは、終末のできごとを正確に予言していたんじゃ？」

「おそらくはただの偶然──あの本がこれから起きるすべてを予言していたわけではなくて、そこに書かれていた内容がたまたま起こってしまったから、わたしたちがそれを予言書として扱っているだけ。旧世界で流通していた書物はとても数えきれないほどの量で、一、二冊がたまたま世界の終わりのできごとを予言していたとしてもおかしくはないでしょう」ビビアンは答えた。「実際、終末に先立つ二世紀の書物では、海水面が上昇を続けて大陸を吞みこむだろうとおおぜいの人たちが予想していた。当時とても広まっていた考えということ。そして『コールガの守り手』が述べている神話の体系や〈黄昏〉も、当時の冒険小説ではまったく珍しくない。この神話の体系については学院のヴェルナモ教授が専門家で、同じ時代の本からたくさんの情報を集めているけれど」

「だとしたら、わたしたちが信じている神話は、どうやら旧世界のだれかが夢見ただけの、吟遊詩人がいちからでっちあげた物語のようなものらしいと？」

「わたしの推測が成立しているなら……そういうこと」ビビアンは苦笑した。「わたしがもし何百年か早く生まれてこの考えを言い出していたら、連行されて聖なる泉で溺れ死んでいたでしょうね」

「〝悪い結果〟と言っていたのがどういう意味か、それでわかったわ」

「この論文が公開されたなら、海の民の信仰を揺るがすことはなくても、王妃の一派に利用されることはありえるでしょう。もとはといえば、四騎士の一人、ヘルヴォルが女だったゆえに、海の民は女性でも騎士になれる制度を築いて、いままでそれに従っているのだから。もし第八聖典がただの小説サガだと証明されたなら、女騎士の存在の正当性まで疑われる」

「つまり、女騎士そのものも虚構だって？」サラは質問を投げかける。「旧世界に、女騎士は存在していなかったと？」

「おそらく存在していない、すくなくとも大規模に存在はしていなかった」ビビアンが答える。「わたしたちが研究したかぎり、女性が軍隊に加わる現象はおそらく魔法サイエンス時代に入ってはじめて大規模に現れたもので、それまではただの特殊事例でしかない。そして旧世界における騎士の時代では、女性の地位はゼーラントよりもエルドゥリア王国の状況に近かったと考えておかしくない。ある記録では、当時の多くの国家ではスピネヴィール法典に似た法制を敷いていて、女性の継承権を認めていなかったと記されている。それに出土品のなかの旧世界の甲冑も、女性のために仕立てられたものはほとんどなかった。なかには人口の観点から考察して、旧世界の騎士時代の医療と衛生水準では赤ん坊の死亡率がとても高くて、女性は十数歳から子供を産みつづけないと人口を維持できなかった、と言っている学者もいて……」

「あなたたちはそこまで研究を進めているのね」

「ウーベグレンでは、旧世界の女騎士に関する研究は禁忌になっている。こうした論文は公には発表せずに、学院の内部でだけ回し読みされるというわけ。旧世界の騎士時代にも女騎士が多数存在していたと論証して、文献の裏付けとともに出してくる学者だっているけれど。だけど、そうした文献のほとんどにも竜が現れる──わたしが言い出した方法に照らすなら、おそらくすべて虚構ということになる」

「あなたの研究を王女様はご存じなの？」

「論文の内容を王女様に漏らした人がいて。評議会の人の仕業でしょうかね。だからわたしが離宮に招かれることになった」ビビアンが答える。「そのときは、王女様はわたしを軟禁するつもりなのかと思っていたけれど」

「もしその研究を発表するのにこだわるか、もしくは論文を持って王妃のところに身をあずけるつもりだったら、ひょっとすると本当に軟禁されたかも」

「離宮に到着したらすぐに、率直に話し合うために呼び出された。あの祭司のご友人もその場にいて」

「ウィノナ？」

「その人。そのときは紫のローブを着ていて、一目で聖職者だとわかった。わたしが来たのを見て、王女様は周りの人たちを下がらせて、侍女にドアを閉めさせた」

「なんの話をしたの、すこしでも教えてくれる？」

「まずはわたしに論文の内容について詳しく述べさせて、そのあとにウィノナがしばらく考えを話した。あの人はそもそも聖職者だから、信仰に忠実な立場なのは当然でしょう。どの時代であっても、世界について人が知ることは限られているのだと言っていた。それなのに旧世界の魔法サイエンス時代の人々はあまりに思いあがって、知恵の限りに達した自分は万事万物について決断を下せると思いこんだ、だから竜は想像上の生物だということに決めて、さももっともらしく辞典にも記してしまった。そしてあの人は、未知に対する畏敬を失ったからこそ旧世界は崩壊したのだと言っていた。その話も理がないわけではない」

「王女様はなんと？」

「わたしの研究は〝とても興味深く〟て、〝ふさわしいときに〟私が発表するのを望むと」

「たしかに王女様が言いそうなこと」

「それに、建国戦争のとき、女騎士のいるゼーラントが女騎士のいないエルドゥリアを打ちやぶったことが、すでに女騎士が存在することの合理性を裏付けているとも言っていた。女騎士の地位は一本の論文で揺らぐものではないと。それでも、この時期にその研究を公表してしまうと自分と王妃との争いに巻きこまれるかもしれないから、事情がなにもかも落ちついてから発表したほうがいいと」

「だからいまのところは、その分野の研究を続ける気がないの？」

「そう、すぐに発表できる論題に切りかえたほうがいいから。充分な分量の論文を提出しないと、教授職は得られない」ビビアンは言う。「サラ、なにか思いつくことはある？　わたしの研究が、王女様のためになればいいと思って」

「それなら、旧世界文献に出てくるよこしまな継母について研究してみたらどう。王女様を支持する人たちはみんな、その研究を読みたがるでしょう」

　そのまま岸辺で過ごした二人は、太陽が西に沈むころ船に戻った。

　商船は休み休み進み、サラもたびたび船を降りて、王女直筆の書状を届けていった。

　ベーフェラント女伯爵の領地に着いたのは、すでに七日後の夕暮れどきのことだった。あたりに大型の船が停泊できるような港はなく、商船は近くのトウムレイキ湖に停まって夜を越した。女伯爵は一艘の小舟を遣わして、二人を川沿いの城に迎えいれた。

　そもそもこの城が建ったのは建国戦争よりもまえで、〈少女騎士スキャルドメール〉クリスティーナ・ベーフェラントが兵を率いて攻めおとし、そしてここに封じられたのだった。ネルサス川におけるゼーラント王国第一の防御線として、この三百年城は絶えず増築され、規模は当時の数倍になり、また日々の暮らしを送るのにより適応するようになっていた。起こるかもしれない攻城戦を乗りきるため、農村の家々の一部を城壁のなかに囲いこみ、また巨大な倉庫を建てて食物を貯めこんでいた。

　小舟は跳ねあげ式の水門を抜け、いちばん外の濠に入り、城外を半周して石段のまえに停まった。舟を降りた二人は階段を上がっていき、衛兵に案内されて城門を通り、さらに二度めの濠にかかる木の橋を通って、ようやく城じょう廓かくのまえの広場までやってきた。

　途中、通りがかる使用人や衛兵たちはみな知った顔で、サラを見るとつぎつぎこちらに一声かけてきた。どうやら、自分が出ていってからのこの数年、ここはなにも変わっていないらしい──なつかしい場所に戻ってきて、サラはこころなしか感慨を覚えずにはいられなかった。

　ここで過ごした歳月は愉快なばかりではなかったけれど。思いかえしてみれば、記憶を満たすのは鈍い痛みと馬ば糞ふんのにおいばかりだった。しかしあのころの経験がなければ、いまの自分も存在しない。

　衛兵はサラとビビアンを連れて、広場の西側に立つ大きなオークの木に向かう。ベーフェラント女伯爵は木の下で、年若い相手と盤をはさんで座っていた。

　女伯爵は漆黒の羊毛のローブに身を包み、銀色の髪は黒の髪網で押さえて、黒真珠の耳飾りを着けている。腰に差している短剣も黒い鞘に収まっていた。サラの覚えているかぎり女伯爵はいつでもこれと同じいでたちで、だれかの喪に服しているかのようだった。もしかすると彼女は、三十年まえにフリューロートの丘で失った兄と婚約者、戦友たちをいまも悼んでいるのかもしれない──もしかすると、自分の左腕のことも。妹のアグネスとエリック王子（つまりいまの国王だ）が結婚してからは、長らくその片腕でベーフェラント家を支えてきた。その後彼女はだれとも結婚することなく、パールとウィルヘイムの父親がだれなのかは世間にも知られていない──サラとウィルヘイムは婚約を結んでいるのだから、ひとまず二人が異母兄妹でないことは確かなのだが。

　女伯爵と盤上で対戦しているのは、侍従長の娘リサ・フェンリルだった。サラとは同い歳で、かつてはウィルヘイムの婚約者の有力候補でもあり、去年女伯爵によって騎士に封じられたばかりだった。いまは紋章の絵図を縫いとったワンピースを着ていて、青緑色の左側にはベーフェラント家を象徴するスズキが、黄色の右側にはフェンリル家を象徴する諸しょ島とう狼おおかみが刺繡してある。

　いま二人が使っている駒のことをサラはよく記憶していた。自分も離宮に行くまえにはこの駒を使って女伯爵と対戦したものだった。駒はヴィティン島産のセイウチの牙で作られ、兵士ペズ以外の駒はどれも歴史上の人物の姿をかたどっている。色のついていない側はすべて建国戦争期のゼーラント側の王侯将相だ──〈建国者〉エリックに王妃エマ、僧正ビスクプは聖女グンヒルトとテルネーゼン将軍を説きふせ帰依させた大祭司ブリンヨウルフで、騎士リッダリは〈折れた剣〉カールと〈白髪の〉ヨースタイン、戦車フロウクルはテルネーゼン将軍とクリスティーナ・ベーフェラントだった。赤く塗られた側は、火の王ムスペルの時代の人物をかたどっている。双方の歴史上の人物は百年あまりの差があって、細かく考えると同じ戦場で向かいあうことはありえない。おそらく駒を作った人間は、建国戦争期のエルドゥリア側には駒にするに値する英雄などいないと考えて、やむをえずこうしたのだろう。

　サラは、女伯爵が自分と対戦するとき、よく特殊な規則を採っていたことも思い出していた。女伯爵が動かすのは赤の側で、そして赤の王妃（これが示す歴史上の人物は〈賢妃〉エリザベートだ）は一マスしか動かせないと決める──エルドゥリアにおける女性の地位にはよく似合っていた。

　いま彼女が動かしているのも赤の駒で、おそらく同じ方式でリサを有利にしているのだろう。しかし残念なことにリサは女伯爵の相手ではなく、僧正一人と騎士二人を残してみな討ちとられ、負けは決まっていた。

　二人が現れたのに気づいて女伯爵とリサは立ちあがって出迎え、サラとビビアンは女伯爵に礼を送った。ひとしきり会話を交わしたあと、女伯爵は、最近ビビアンに送るつもりでいくつかの手稿の写しを作らせ、蔵書室に置いてあると口にし、そこにビビアンを連れていき渡すようリサに命じた。二人が去ると、女伯爵はサラを連れて主塔に足を向けた。

　主塔は城郭の西側にあり、百メートル近い高さがある。塔の下にはドアがあるが、主塔と城郭の最上階のあいだの複道から入ることもできた。通常は川のうえの船を監視するための塔だが、女伯爵は密談のためによく頂上に人を呼んでいた。湖畔の騎士団に送られるという知らせをサラが聞かされたのも、塔のうえでのことだった。そのときの激しい雨風は、サラの内心の不安を映し出しているかのようだった。

　急な螺旋階段は一人だけが通れる幅で、左右に手すりがあった。半分まで上ると小さい休憩場所があり、椅子が二つ置かれ、複道に通じるドアも見えた。女伯爵は年を重ね、また腕を片方失ってはいるが、いっさい苦労せずに上っていた。頂上まで来た二人は、窓辺に腰を下ろす。

　夕日が西に沈み、窓の外の彩雲は鍛冶屋の炉のなかで燃えさかる炎のようで、広々とした川面に映し出され、行きかう帆船は火のなかを進んでいるかのようだった。川の対岸の田畑もベーフェラント家が治める領地だ。小麦と牧草はいま一面の青緑で、風に吹かれて揺れている。収穫の季節にはまだ早い。

　農民たちはとくにゆったり過ごせる時期でもある。

　王女が無事に即位し、自分も無事にウィルヘイムと結婚したなら、いつかこの城に戻ってきて、毎日この田園風景を目にするのだろう──サラはふとそう思った。しかし、いちど戦いが起きればこの美しい田園は残らず、川面を照らすのは夕映えではなく、野原と村々を焼きつくす劫ごう火かであることもわかっていた。

　サラはまず騎士団の近況を、とくにパールが〈海と火の決闘〉ですばらしい働きをしたことを伝え、そして自分がケイト・ライメルスワールに敗れたことに後悔の念を口にし、それから王女直筆の書状を手渡した。蜜蠟で封をされた手紙を女伯爵は開け、便箋を取り出して、落日から最後に届く光を頼りに目を通した。

「殿下から、エルドゥリア語を教えられる人間を一人探してきて、あとであなたとともに離宮に遣わせるよう協力を頼まれたのよ」女伯爵は言った。「ブルーメンベルクにはあてはまる人間がたくさんいるから、わたしのなかではだれにするかもう決定しているわ。ブルーメンベルクにはどのくらい滞在するつもり？」

「長ければ、六月の中旬まで」

「時間はたっぷりあるわね。殿下がエルドゥリア語の教師を探しているのは、どういう考えだと思う？」

「勝手な憶測はできません」

「かまわないわ、口に出さずとも。それだけ賢いのなら、どういうことなのかは知っているでしょうから」

　たしかにサラは、王女の考えをそれなりに察していた──おそらくはフローリス王子を引きこむための準備なのだ。縁談にまで至らないことだけをサラは願っていた。でなければ、騎士団のなかの娘が政略結婚の中心になることは必然であり、いちばんふさわしい人選となれば間違いなく……

「わたしは王女様とパールの判断を信じます」

「サラ、あの人たちの決定になにか異議でもあったら、遠慮などしないでかならず真っ向から忠告なさい。あなたはもう、厩舎の掃除を任されている小娘ではないの。いまのあなたはウィルヘイムの婚約者、未来の伯爵夫人で、その意見も重みを持つのよ」女伯爵は続ける。「いまわたしはすこしばかり後悔しているの、はじめあなたに厳しくしすぎて、あまりにも従順な性格に育ててしまったことを」

「ぜんぶ、わたしのためだったでしょう」

「焦りすぎていたのよ。とにかく早くパールの補佐役を育てあげることばかり考えて、気づけばあなたの角をのこらず削りおとしてしまっていたのね」

「ほんとうに、パールの力になれていればいいんですが」

「あなたはよくやっているわ、サラ。もう一人前の騎士よ。とはいっても、一所を治める領主になるためには、忠誠と謙けん遜そんだけではとうてい足りない、みずからの見識が必要なの。あなたは自身で多くのことに決断を下さなければならない、単純にだれかに服従するのではなくてね」女伯爵は言う。「いまはわからなくてもかまわないわ。いつかある日、あなた自身が選択しなければならないときが来る──そのとき、いまのわたしからの言葉を思い出してくれるといいのだけれど」

「必ず心に刻みつけておきます」

　二人の会話が終わると、太陽はもう地平線のむこうに隠れていた。

　そのすこしあと、女伯爵はサラとビビアンを歓迎するための宴席を設けた。その場にはサラの両親も招かれている。ビビアンは酒に弱く、ジンを一杯飲んだだけで酔ってしまい、客室に連れていって休ませるようリサに女伯爵が言いつけていた。

　客がおおかた帰ったころ、女伯爵はリサに、ベーフェラント家の印の付いた指輪をサラに渡すよう言いつけ、ブルーメンベルクで役に立つかもしれない、と言った。

　集まりが終わって、サラはリサを自分の居室に連れていき、旧交を温めた。宴会の席ではリサはずっと女伯爵のそばに付きそって、なにも口にしていなかった。部屋に落ちつくと勢いよく飲みはじめ、サラも付きあって何杯か飲んだ。酒の力を借りて、リサは心に思ったとおりのこと、たとえばサラがパールのそばに付きそうことができるのをやっかんでいるのも言葉にしていた。そしてサラが伯爵夫人になったら、かならず自分を侍従長に任命するようにとも話した。そのすえに、折れる気配のないリサをまえにして、サラはしかたなく自分もリサの居室で眠るのを受けいれた。

「ほんとうに、あなたとウィルヘイムに早く帰ってきてほしいの」サラと並んで横になり、リサは言った。「小さいときと同じで、みんないっしょで」

「安心して。そんなに待たせはしないから」

　翌日、空が白むころ、サラとビビアンは城を発った。

　リサは二日酔いに苦しんではいたが、二人とともに小舟に乗って、トウムレイキ湖に停まっている商船のところまで送りとどけた。この湖からブルーメンベルクまでの行程は半日にもならなかった。

　正午を迎えるころ、商船はブルーメンベルクの南港に着いた。港に入るのにそこから二時間待たされた。

　ブルーメンベルクはネルサス川が海に注ぎこむ西に位置し、南北二つの港を持っている。南の港には川船が、北の港には海船が停泊する。かつてある詩人は南方から諸島、エルドゥリア王国をつなぐ海上の航路を動脈に、ゼーラント王国を貫くネルサス川の航路を静脈に喩えて、二筋の血管が合わさって世界の血の循環をかたちづくり、ブルーメンベルクこそが世界の心臓なのだと言っていた。

　この貿易都市は、建国戦争が起きる以前から大陸と諸島との交流の中枢であり、表向きは近くの領主に忠誠を捧げながらも、実際にはとうに自治の体制を確立していた。〈建国者〉エリックは豊かな財力を有するブルーメンベルク市民の支持を勝ちとるために、独立した都市としての地位を承認すると約束した。領主から課される重税から一刻も早く逃れるため、商人たちは熱心にエリックの後押しをし、資金や、傭兵に船舶を提供し、戦争の序盤からそれが大たい勢せいを動かす働きをすることになった。エルドゥリアとの停戦協議が落着すると、エリックは言をたがえず、ここに自由都市ブルーメンベルクが誕生した。

　街ははじめネルサス川の西岸の一区域だけだったが、その後少しずつ西に広がっていった。川沿いに見ていくと南から北に、南港、市庁舎広場、ウーベグレン学院、商店が立ちならぶイーヴァルディ通りとグロウダン通り、教会広場、北港となる。イーヴァルディ通りやグロウダン通りに沿って進むと住宅街にたどりつけ、さらに西に進めばさまざまな小さい工房が目に入る。そうした工房は、港に運ばれてきた原料を商品に加工し、世界各地に売っていた。しかし染色や製錬、ガラス作りの工房はすべて河口近くのハウビャルト島にあった。貨幣の鋳ちゅう造ぞう所じょと監かん獄ごくもそちらにある。ネルサス川の東岸は、火の神を信仰するタイリンヘン家の領地だった。関税などを理由に、タイリンヘン家とブルーメンベルクとは歴史上何度か小規模な武力衝突を起こしていて、すべてにおいてブルーメンベルク側が勝利をおさめている。この五十年ほど双方は平穏が続いていた。

　船を降りたサラとビビアンは、馬車に乗ってウーベグレン学院に向かった。

　学院は前身を建国戦争以前までさかのぼることができ、当時、古代文献の蒐集に熱心だった五人の商人が協力して図書館を建設し、そこで所蔵品を保管するとともに、大陸じゅうから学者を募って解読作業に取りくませた。それからの三百年、学院の規模は広がりつづけ、そして充分な教育と研究の体制を実現していた。

　学院を掌握しているのは終身教授たちからなる評議会だ。教授職の新設と招しょう聘へい、資金集めやその分配、もしくは禁書を読むための申請も、すべて評議会の承認を得る必要がある。それは同時に、一人の学者が評議員の地位に身を置いてしまうと、俗務に追われるのは避けられず、学究としての人生もたいていそこで終わりになるということでもあった。しかし、そうした悩みはビビアンにとってはまだあまりに贅沢だった。終身教授になろうと考えるなら、これから進む道には数えきれないほどの関門が待っていた。

　学院の敷地の面積は広くはなく、建物はかなり密集している。増築を繰りかえしてきた大図書館はもはや初めの構造を残していない。新しく建てられた蔵書室が年代を経た壁面に取りつき、付属する建物につながる廊下が中心の建物のあちこちから突き出して、増築された五階と六階も下の四階までとは嚙みあっていないように見えた。サラの目に映る建物は、肥満と病によって全身に肉のかたまりをぶらさげていた、晩年のオズワルド一世のようだった。

　ビビアンはサラを連れて、図書館の二階の小さい蔵書室のまえに来た。

　ノックをすると、なかから低く落ちついた〝入りなさい〟という声が聞こえる。なかに入ると、部屋の左右の壁に書架がずらりと置かれ、片方には古代文献が並び、片方には印刷技術が復興してからの出版物が置かれているのが目に入った。書架のあいだには巨大な机が置かれ、上では紙が山となっている。部屋にはだれの人影も見当たらなかった。

　サラはもう数歩まえに進んでようやく、片眼鏡を着けた老人が奥の椅子に座っているのに気づいた。机の上の書物に視線をさえぎられていたせいで、最初は相手のことが見えなかったのだ。

　二人が歩いてくるのを見て、老人は手にしていた付けペンを置き、二人に座るよう声をかけると、あいだをふさいでいる本の山をわきに動かした。

「ゼーラントに資料を読みに行っていたのではなかったかな、いつウーベグレンに戻ってきたのだろうね？」老人はビビアンに尋ねた。

「今日戻ってきたばかりです」

「戻ってきたばかりでわしのところに来るとは、なにか急な用があるのか？」ビビアンが口を開くまえに、サラに視線が向けられた。「こちらは？」

「湖畔の騎士団のサラ・トルンと申します。アーシュラ王女からロッペルスム嬢の護衛をおおせつかりました」

「ヴェルナモ教授」ビビアンが言う。「教授は古代宗教研究の権威です。わたしたちからお話を聞きたいことがあります」

「きみたち？」ヴェルナモ教授はその言葉を反はん芻すうしていた。「つまり、研究者であるきみだけでなく、こちらのトルン嬢もわしに訊きたいことがあるのだね？」

　サラはうなずいて、身に着けていた革のかばんから、ネストヴェズ家の荘園での戦利品である木の像を取り出し、教授に手渡した。

「〈七短剣の聖女〉について聞いたことはありませんか」

　教授は木の像をしばらく入念に眺めたあと、なんどか〈七短剣の聖女〉と口のなかでつぶやき、そのすえに首を振って、像をまたサラに返した。

「記憶にないな、旧世界の信仰ではないのだろう」教授は言う。「きみたちはどこでその言葉を聞いて、この像を手に入れたのかね？」

「強盗の一団からです」

「強盗？　どこの生まれの者だ？」

「わかっていませんが、諸島の人間でないはずというのは確かです」

「その信仰について、ほかになにを知っている？」

「知っているのはこれだけです」サラは言う。「わたしたちは〈七短剣の聖女〉を信仰する強盗たちの二団を壊滅させたのですが、一人も生かして捕らえることはできなかったのです。圧倒的な劣勢に立たされていたというのに、おとなしく縄につく様子がなく、決死の抵抗をして、捕まってしまったらすぐさま自殺したか、仲間に自分を殺させていました」

「それはとても興味深い情報だな」教授はしばし考えこんで言った。「ひょっとするとその者たちの教義では、敵に降伏してはならない、さもなくば死後に報いを受けると定めてあるのかもしれない。もしくはその者たちの教義では、死んだ理由の違いによってべつべつの死後の世界に送られる、とも考えられる。同様の教義は、旧世界の宗教ではよく見られるのだよ」

「旧世界でいちばん広まっていた宗教では、自殺は禁じられた行為だったと聞いています」ビビアンが言う。

「旧世界の信仰はさまざまで、菩提樹リンデの下で悟った者を信じることもあれば、十字架に磔はりつけにされた罪人を信じることもあり、太陽のまわりを回るティーポットや、空を飛ぶ麵を信仰する者もいたのだよ。それぞれの信仰が奨励し、禁じるものもたいへんに違っていて、同じ信仰の違う派は閥ばつのあいだですら、大きな相違があったものだ」

「教義が彼らを死に急がせたとお考えで？」サラが尋ねる。

「それは大いにありうる」教授は言う。「旧世界の信仰の多くで、戦死はひときわ奨励されていた行為だった。そうした信徒たちは広く、戦死したものは天の国に上ることができるか、主神のそばにたどりつけると考えていた。汎神論をとる宗教のなかでは、戦死した人間が神にまでなることもあった」

「それなら、自殺した人間は？」ビビアンが訊く。

「戦いの場から逃げようとせず、捕虜になることも望まずに自殺したのなら、それもふつうは戦死とみなされる」

「では、あの強盗たちは死後の幸福のために殺され、また自殺することを選んだと……」

「これはわしの推測でしかないぞ。第八聖典にも似たような発想がなかったかね？　四騎士のうちオーラヴは黒竜エングルとの戦いで負傷して息絶え、その魂は永遠にコールガのそばに置かれた」

「しかし本には〝コールガからの哀れみと祝福〟だったと記されていて、どちらかというと特例だったように見えます」ビビアンが応じる。

「〈黄昏ラグナレク〉を経たあと、コールガはいにしえの神々の唯一の生きのこりだった。わしは長い年月を費やして、第八聖典におけるいにしえの神の体系を復元してきた」教授は言う。「そのいにしえの神の体系はおそらく、〈原初の塔〉の一帯で広まっていた神話なのだよ。コールガの父、エーギルは海の神だった。多くの文献が、おぼれ死んだ人間の魂はエーギルの手に収められると記している」

「ほかの死にかたの場合は？」

「いにしえの神の体系を信じるものたちは、病気や寿命によって穏やかに死んでいった者は、死後その魂が〈ヘルハイム〉と呼ばれる冥界に送られると考えていた。〈ヘルハイム〉は地底にあり、暗く寒々しく、良い行き場とはとても言えない。しかし戦死した者の魂は〈ワルハラ〉という名の華麗な宮殿に送られ、主神オーディンに仕える戦士となるというのだ。この神話の体系を信じている者たちからすれば、それこそがなにより光栄であり、幸福な行き先だった」

「あの強盗たちもいにしえの神の体系を信じていたのだとすれば、すべて話が通ります」

「わしの知るかぎり、いにしえの神の体系には〈七短剣の聖女〉などいないのは残念だがな。もしかするとその者たちの信仰にも似たような規則があったのかもしれないな。もしそうだとすれば、彼らがあとさきを考えず強盗を行ったのも、ことによると財産のためでなく、死のうという一心だけだったのかもしれないな。いまはどこも平穏で、戦死のためにはみずから戦いを作り出すしかないだろう」

「それはじつに危険な信仰です」サラは言った。

「もちろん、これはわしの推測でしかないがね」

「トルン嬢はブルーメンベルクにしばらくとどまります」ビビアンが言った。「わたしは、そのあいだにさらに多少文献を読みこんで、〈七短剣の聖女〉につながる手がかりが見つからないか探ってみるつもりです」

「それはとてもすばらしいことだな、ビビアン」教授は言う。「もしなにか発見があれば、論文を書いて評議会に提出するといい、ことによるときみの求める職が手に入るかもしれないぞ」

　ヴェルナモ教授の研究室を出て、ビビアンはサラを図書館の外まで連れていった。二人を送ってきた馬車はまだそこで待っていた。ビビアンに別れを告げ、馬車に乗ったサラは逗とう留りゅう先の宿に向かった。

　宿の場所はイーヴァルディ通りの西の端で、年季の入った三階建ての木造建築だった。一階が酒場で、二階が上等な客室、三階は見知らぬ相手と同室になる安上がりな部屋だった。サラは二階の廊下のいちばん奥の部屋に入った。荷物を運びこむと、青灰色の長衣に着替えた。諸島から来た傭兵たちが日常的に着ているものだ。

　宿を出たサラは教会広場に徒歩で向かい、到着したときには夕暮れどきになっていた。

　広場の西側はコールガを祀るフレインリフル大聖堂で、東側はムスペルを祀るエグシェル大聖堂──火の民の慣習に従って、〝神殿〟と呼んでもいい。ブルーメンベルクの市民はそれほど信心深くなく、この二つの教会を訪れる多くは外からここにやってきた人間だった。

　屹立するフレインリフル大聖堂にサラは入る。堂内では年配の女祭司ヴォルヴァが説教をしていた。その声は力強くきっぱりとしていて、ときどき諸島語が混ざった。祭壇の奥のコールガ像の横には、騎士オーラヴ、長女ニリヤ、次女オロスタと長男ウフピムの像が立っている。

　晩禱が近づいていて、祭壇から離れていない何列かの席は人で埋まっており、後ろ側の列は人がまばらだった。

　後ろから四列目の席にサラはやってきて、ベージュ色のローブを着た女のそばに腰を下ろした。女は三十歳前後らしく、なんの特徴もない顔をしている。うつむいて、静かに祈っている様子で、サラがそばに座っても気づいて顔を向けてくることはなかった。

　サラは王女から渡された指輪を取り出し、右手の人差し指にはめて、膝の上に手を置いた。すると、横にいた女が口を開いた。

「その指輪、真珠がないわね。ここで着けるのはやめておきなさい」

　サラは指輪を外し、ポケットにしまった。

「祈りに来たの？」

「今日ブルーメンベルクに着いたばかりで、ちょうどここを通りがかって。ここのニリヤ像は有名で、霊験あらたかだというから見に来たの」

「あの追放された長女に、なにか訴えたいことがあるのかしら？」女は言う。「なにかひどく差しせまったことでなければ、伝えたいことは紙に書くといいわ。像のまえにひざまずいて、たちまち消えてしまう声で祈るよりも、書きしるしたほうがかえってニリヤと話が通じやすいもの」

　騎士団の連絡役との顔合わせが済み、サラは晩禱が始まるまえに大聖堂を出た。

　サラはもとの道を歩いて宿に戻った。夕陽に向かって、人のひしめくイーヴァルディ通りを歩き、あちこちで響く物売りの声を聞いていると、すこし物寂しい気分になった。自分が不在にしているあいだ、騎士団の仲間たちはどう過ごしているだろうか──ミアには新しい指導役が付いただろうか、ダイアンとアデリーンは入団試験を通過するという目標に一歩近づいただろうか、ロータが王都で勤務に出るとき臨時の相棒はだれが務めるだろうか。

　そんなことを考えていると、サラの足どりはゆるみ、通りを歩ききったときには空は暗くなっていた。

　宿に戻るとまずは部屋に入り、ランプに火を入れて、午後にヴェルナモ教授から聞いた推測を短い手紙にまとめた。明日の夕方に大聖堂に行き、連絡役に渡す考えだった。あの連絡役はふだんから夜に紛れて伝書鳩を飛ばし、王女とパールにブルーメンベルクの細かい動静をいろいろと報告している。サラははじめ、今日の夕方会ったときにヴェルナモ教授の推測を相手に報告するつもりだったが、あの場で手紙にするよう忠告を受けた。幸い差しせまった状況ではなく、一日遅れたとしても問題はない。

　手紙はすぐに書きおえ、はじめから入念に読みかえす。

　この仮説を受けいれたくはなかった。死後の世界の幸福のためにホフス家とネストヴェズ家の全員を死なせ、自らのことも殺す人間がいるとはなかなか想像できなかった。それ以上に許せないのは、そのせいでクララも命を落としたことだ。アイセル家の長女であるクララは、島主の地位を継いで一地方の諸侯になっていたはずで、二十という歳で桜草とともに葬られるのではなかった。

　手紙を折りたたみ、身に着けている革のかばんに入れて、夕食のため階下に向かった。酒場にはすでにかなりの数の客がいた。カウンターの向こうの女主人に鶏肉のワイン煮（その無情な別名──〝小鳥の墓〟を口にする気は起きなかった）とビールを頼み、すみの席を選んで腰を下ろした。

　ブルーメンベルクは世界の心臓と称えられてはいるが、食べもののまずいことで知られていた。鶏のワイン煮はいくらもせずに運ばれてきたが、当然味をどうこう言うものではなかった。

　外の食事を口にするたびサラは、王都の屯所で働く料理人ヨハンナの腕の鮮やかさに感心せずにはいられなかった。

　そこに、竪琴を手にした老人が酒場に入ってきて、女主人からの許しを得ると、階段近くの椅子に腰を下ろし、客たちの座興に歌を始めた。はじめにこのところ流行っている小唄をいくつか歌うが、内容はどれも男女の睦みあいばかりだった。歓声がまばらなのを見て、老人は弦の調子を合わせると、武勲詩ドラパを歌いはじめた。





どうか足を止め、弦の音をお聞きください

ここに歌うは、はるか古くから伝わる悲歌

どんなに白けた心持ちの歌い手であっても

涙で声がつまり、そうは最後まで歌えない




レクステイナルに生まれた少女騎士スキャルドメールは

コールガの鏡箱のもっとも美しき真珠

ほんのひととき、この世に遣わされた

それでも汚れた俗世への祝福となった




かつてはコールガのスカートを彩り

大海原と、夕日とかもめを友として

冬には漁の網を繕っていたその娘は

ニリヤに従ってかの岬に馳せ参じた




岬はその名を真まことのものにして、戦いは

盛りの付いた海象セイウチの嚙みあうがごとく

娘は剣によって敵将の首を刎はねとばし

血に染められた結い髪を切りおとした




ニリヤは南を目指した、しかし後を追う軍勢は

春の女神の足どりには追いつくことができない

鮮血は道をおそろしくぬかるませ、それよりも

死骸につまずかぬよう、気を張らねばならない




頭に銀の冠を戴いたかの王はそれに耐えかね

難攻不落のグルントヴィをめざし軍を進めた

許せるものか、その手で積みかさねた功績が

ギルディング山の夕雲のごとく消え去るのを




クリスティーナ、エリックの軍勢において

もっとも勇ましく美しい、盾を持った娘は

託された百人余りの兵隊たちを引き連れて

ネルサスの川上に向かい、急襲を仕掛ける




敵からの応援を阻まんがため遣わされ

軍勢は川岸の山肌に潜み、待ち構えた

火の民は馬から転げ落ち、水中に沈み

ゆえにネルサス川の流れも色を変えた




クリスティーナはそれからも川を遡り

ブルーメンベルクの先祖と落ちあった

ともに目指すものは一つ、誓ったのは

トウムレイキ湖の砦を叩きつぶすこと




流れ星のごとく矢は襲い来て、年若い英霊たちも

流れ星のごとく、みるまにその命を散らしていく

彼らは顧みられることもなく、血だまりに葬られ

砕けた鎧と折れた剣、それが墓石の代わりとなる




いくつも矢を受け、娘の命は風前の灯火

しかし天命によってこの世に留められた

だが恩寵に非あらず、コールガの手によって

なおも残酷な行く末が待ちかまえていた






　カップのビールはまだ飲みおわっていなかったが、サラはその先を聞きたくはなかった。銅貨を数枚テーブルに置いて、席を立った。この武勲詩ドラパは、初代のベーフェラント女伯爵、〈少女騎士スキャルドメール〉クリスティーナの生涯を歌っている。彼女が兵を率いて攻略したその砦が、現在のベーフェラント家の城の原型になっている。そして当時ムスペル七世の命を受けてそこを防衛していたのが、ブルーメンベルク市民が早く逃れたいと考えていたその領主だった。言葉を変えれば、ブルーメンベルクが自由都市になったのには、クリスティーナの功績が欠かせなかった。そのため市庁舎のまえには彼女の銅像が立ち、街を流れ歩く吟遊詩人たちもその物語をさかんに語っていた。

　しかしサラは、詩人が歌うクリスティーナの行く末を聞く気が起きなかった。

　この物語のしめくくりは充分すぎるほど知っている。クリスティーナは凱がい旋せんし、王都となっていたグルントヴィに戻り、トウムレイキ湖近くの領地に封じられ伯爵の位を受けた。領地に向かってからまもなく、周囲の人間は彼女が身ごもっていることに気づいたが、子供の父親がだれだったのかはだれも知らなかった。そのすえに、クリスティーナは難産のために命を落とし、最期に産みおとした女児が次代のベーフェラント女伯爵となった。

　クリスティーナは〈建国者〉エリックとブルーメンベルクのために戦い勝利したが、最後には女の身体に敗れたのだった。

　階段を上って、もうすこしあとで公共浴場に湯浴みに行こうかと考えをめぐらせながら、サラは廊下の突きあたりの部屋に向かった。戸口に来たところで異状に気づいた。

　ドアが施錠されていない。もともとかけていた錠前も床にほうり出されていた。

　手荒にドアを開け、部屋に飛びこむ。机のうえのランプが点いていて、自分の荷物が何者かに開けられ、ものが床に散らばっているのが目に入った。窓はしっかり閉まっていて、室内に人影は見えない。静かに身をかがめ、ベッドの下を調べたがここにも人はいない。そしてサラは、ベッドの横にあるクローゼットに視線を向けた。

　腰に差した剣を抜き、ゆっくりとクローゼットに近づいていく。

「出てきなさい。そこに隠れているのはわかってる」そう言いながら、左右の扉のすきまに剣の切っ先で狙いをつけた。なかに隠れている人間の反応がないのを見て、左手の関節で剣身を軽く叩き、澄んだ音を立てるともう一言続けた。「出てこなかったら痛い目に遭うけれど」

「そんなことしないで……」

　すこし幼い感じの声がクローゼットのなかから聞こえ、そして向こうから扉が開かれて、ようやくサラにも泥棒の姿を目にすることができた──十四、五歳といった様子の少女で、自分に向けられた切っ先におびえてぶるぶる震えているところだった。

　銀色の髪に琥珀色の目の娘で、ひどい裁断の丈の長い服を着て、足にはぼろぼろになった、先のとがった革靴を履いていた。服が隠しているのは太ももの途中までで、だれが見ても短めの足がそこから露わになっている。足にはすりむいたところがあり、いくつかあざもできていた。

　しかし街角のスリが全身薄汚れているのとは違い、全体的にはそれなりに清潔な印象だった。どうやら同業者ではあっても、空き巣を働く泥棒はもうすこし体裁というものがあるらしい。

　粗布のかばんを手にしている。盗んだものをそこに入れるのだろう。

「出てきて」サラは命令し、床に散らばった私物を指さした。「あなたは運がいい。ちょうどあなたのようなこそ泥に使うための縄が準備してあるの。そこの縄を拾って、腕に巻いて。いますぐ！」

　少女はあきらめたような顔でうなずくと、それに従った。

　サラは手早く剣を鞘に収め、大股に近づくと縄にほどきづらい結び目を作り、それから床に膝を突くよう少女に命じた。

「傭兵様、あたしをどうするおつもりでしょう？」

　どうやらこの少女は、サラの服からこちらを傭兵だと思っているらしい。湖畔の騎士団の紋章を刺繡した制服も、いま床に投げ出されているが、こんなこそ泥にはおそらく見覚えがないのだろう。

「こそ泥を捕まえてどうするもないでしょう？　治安官のところに送るに決まってる」

「それはやめてください、どうか！　あいつらに縛り首にされちゃう」

「捕まるのは初めてではないようね」ブルーメンベルクの法律によれば、泥棒は初めて捕まったときにはむち打ちを受け、二度目は焼き印を押され、その後に盗みを働いて捕まると絞首刑に処されるのだった。「もう鞭と焼きごての味は経験済み？」

　少女はうなずく。

「縛り首になるとわかっているなら、どうしてまた盗んだの？」

「これしかできないんです」

「訛りを聞くに、地元の人間ではなさそう。どうしてブルーメンベルクでそんな稼業に就いているの？」

「来てすぐは北港のグレースの下でしばらくやってたんです、だいたいは街中の盗みで、見つかったって大人がなんとかしてくれて。そしたらグレースが〈灰〉の連中に叩き殺されて、街中の仕事はできなくなって、あたしは空き巣狙いなんか始めて……ぜんぶ食うためなんだけど」

「どこから来たの？」

「グラウガウス島から」少女は答えた。大ノルン諸島の最南端にある島で、いくつかの海賊がそこに拠点を築いている。「あっちにいても食っていけなくて」

「両親は？」

「知らない。海賊に殺されたのかも、海賊になって小ノルンのやつらに殺されたのかも」

「名前はなんというの？」

「スー」答えが返ってくる。「みんなスーって呼ぶ」

　このスーという少女をどう扱おうか、サラはひそかに思案を始めていた。絞首台に送るのはもちろん忍びないが、とはいえこのまま解放するわけにもいかない。

　ひととおり考えてみると、この少女はベーフェラント家の領地に送るのが最善の選択のように思えた。ベーフェラント家はブルーメンベルクとの行き来も多く、この市街にも邸宅を持っている。まずは少女をそこに連れていって、駐留する騎士の交代のときともに連れていかせようと考えた。ちょうど刈り入れの時期が近づいていて、人手は必要だ。もし心を入れかえることもなく、むこうでも同じ稼業を始めたなら、女伯爵の気性では当然手心が加えられることはない……

　だがそのとき、スーの言葉がサラの考えをさえぎった。

「そうだ、傭兵様、どうしてあの像を持ってるんです？」スーは言う。「騎士様も〈七短剣の聖女〉の信者なんですか？」
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　スーという少女の口から〈七短剣の聖女〉の名が出たのを聞いたサラは驚くと同時に胸が躍ったが、できるだけそれを表に出さないようにしながら、かすかに警戒もしていた。

「どこでその言葉を聞いてきたの？」

「金持ちが住んでる地区のおっきい家で、名前はたしかグリンケルって。たまにあいつらの倉庫に入って、金貨を何枚か取ってくるんですよ──ちょっとだけなら気づかれやしないから」スーは答える。「運が悪い日があって、金を取ったけどまだ逃げ出すまえにその家の旦那が入ってきて、あたしは隠れるしかなかった。そいつが木の箱からこんな感じの像を出してきて、台に置いて、床にひざまずいて〝七短剣の聖女よ、われらを守りたまえ〟とかなんとか、ぶつぶつ言って祈ってたんです」

「それはいつのこと？」

「今月です。それからあそこじゃ金は盗ってません」

「案内してもらえる？　そこの主人に会ってみたいの」

「あたしが案内したら、なにか逃げ道をくれるんですか？」

「治安官に頼んでおきましょう」サラは言った。「だけれど、もしわたしに協力して芝居をする気があるなら、治安官のところに送らないでおくこともできる」

「芝居って、どんな？」

「そのうちあなたにもわかる」

　そう言いながらサラは床に落ちた像を拾い、身に着けているかばんに入れた。スーを助け起こし、マントを拾いあげて着せてやり、縛られた両手を隠しながら部屋の外に連れ出す。同時に机のうえのランプを持っていくことも忘れなかった。スーは察しよくサラに従った。

　二人は裏口から宿を出て、スーの案内でサラは路地を抜けていく。

「頭を働かせたつもりで、仲間のところに連れていこうとするのはやめておきなさい」途中、サラは忠告する。「なにか怪しげなことを企んでいるのに気づいたら、その場で斬って捨てるから」

「仲間がいたらいいんですけどね」

「仲間がいたとしてもわたしの敵ではないから。この剣に殺される数が増えるだけ」

「それもいいな。コールガに会いに行く船で連れがいれば、そんなに寂しくないから」

「わたしにおとなしく従うなら、寂しく絞首台に吊るすのは勘弁してあげる。ひょっとすると、良い行き先を紹介できるかもしれない」

「そりゃあ感謝感激ですね。まえにグレースも、〝良い行き先〟を紹介してやるってほかの子に言ってましたよ」

「良いところなんかじゃなさそうね」

「いったい良いのか悪いのかは、あたしもわからないですけど。あそこだったら腹が減ることはないと思うし、殴られることなんかはあるかもしれないけど、とりあえず絞め殺されることはないし──エルドゥリアの娼しょう館かんに売られるんですよ。もしグレースが生きてたら、あたしももう何年かしたら〝良い行き先〟とかいうのに送られてたんです。あたしはとにかく、ゼーラントの娼館に売られるのはいやだって……」

「なにか違うの？」

「エルドゥリアの娼館は男だけ相手すればいいけど、ゼーラントじゃ女の相手もするって聞きました」

　さらにいくつか小道を抜け、サラが連れてこられたのは高い塀のまえだった。

「ここの家ですよ」スーは言う。

「玄関はどこ？」

「あたしからすればここが玄関です」

「わたしにとっては違うの」

　ということで二人は壁沿いに進み、正面入口を探したが方向を間違え、見つかるまでに塀をほぼ一周することになった。白く塗られた門は閉ざされていて、外に門番はいない。

「いまから、わたしに付きあって芝居をしてもらうから」サラは言った。

「どんな芝居ですか？」

「自分のふりをしてくれればいい──捕まったこそ泥の役を」

　そう言ってサラはスーからマントを剝ぎ、自分で羽織って、スーの腕を縛っていた縄をほどきはじめる。ほどきながら、逃げようとは考えないこと、さもないと剣を抜く、と言い含めていた。縄がほどけると同時にサラはスーの首元をつかみ、門のまえに引っぱっていった。

　力をこめて扉を叩く。

　すぐに扉の向こうから、早足で近づいてくる音が聞こえてきた。そのあいだにサラは縄を荷物のなかに入れ、例の黒い木彫りの像を取り出している。

　扉が開いたが、一人が出入りできる程度の幅しか開かない。なかから斧槍ハルバードを手にした、番兵らしい姿の男が出てきた。三十歳前後というところで、サラより頭二つぶんは背が高く、髪の色も、目の色もかなり明るい。諸島の生まれの傭兵だろう。手の斧槍のほかに、腰に長剣と短剣を差していた。

「こんな遅くになんの用だ？」

「たまたま通りがかったところに、この泥棒が御宅の塀を乗りこえようとしていたので、そのまま捕まえてきたのだけど」

「それじゃあ、扱いはこっちに任せてくれ」

「ちょうど治安官のところに行くところだったから、わたしが連れていってもかまわない」そう言うと、スーの顔に震えあがるような表情が浮かんでいるのにサラは気づいたが、演技なのかほんとうにおびえているのかはわからない。「そうだ、この子の服からこんな像を見つけたのだけど、御宅から盗み出したものでしょうか。問い詰めてはみたけれどおそろしくかたくなで、口を割る気配もなくて」

　サラは木彫りの像を番兵のまえに掲げる。

　相手は受け取ろうとしたが、サラは手を引っこめた。

「ここをあずかっている方を呼んで、なくなっているものがないか確認してみてはどうでしょう」

「それはそうだな」

　そう言って番兵は引きかえしたが、去りぎわに門は閉めていった。

　スーは長く息を吐き、「つぎはどうするんですか」とサラに耳打ちして尋ねた。サラは「臨機応変にやればいい」とだけ答えた。

　いくらもしないうちに、番兵がまた姿を現した。

「訊いてみたが、うちじゃ像なんかなくなってない」男は言う。

「ならほかのところから盗んだのかもしれない」サラは言った。「ともかく治安官のところに連れていきましょう。お邪魔しました」

　番兵はそれに気のない様子で返し、また門は閉ざされた。

「噓はついてません」スーが慌てて弁明する。

「あなたが噓をついているとは思わない。ただ向こうも、ぼろは出さなかった」そう言って、サラはスーを路地に引っぱっていく。「ひとまずここで見張ってみましょう」

「傭兵様、ちゃんと言ったことは守って、あたしを治安官のとこには連れてかないでくださいよ」

「安心して。あなたを絞首台に送ったところで、わたしになんの得もないでしょう？」

「気づかれないで見張るんだったら、もっと良いところを思いつきましたよ」路地の入口にある大きいオークの木を指さした。「でも傭兵様、木登りはできますか？」

「小さいときは大得意だったけれど、長いこと登っていない。さきに手本を見せてもらいましょうか」

　そう言ってサラはランプを道端の排水溝に放っていき、スーに付いて木の下に来た。

　サラの指示を受けながらスーは慣れた様子で木に登り、頑丈な枝のうえに立った。サラはため息をついて、子供のときの木登りでできあがった要領を頭を絞って思い出し、苦労しながら登りはじめた。スーがいる枝のそばまで上がってくるのにかなりの労力を使い、最後はスーが手を伸ばして引っぱりあげてくれた。

　そのあとすぐ、スーは枝のうえの場所をサラに譲り、自分は横に腰を下ろした。サラの場所からは屋敷の門が見え、庭のなかの様子もわずかながらうかがうことができた。

　庭の明かりに助けられ、七、八人の姿が門に向かって駆けていき、通りに出てくるのをサラは目に留めた。彼らはみな番兵らしいいでたちだったが、斧槍は持っていない。

「手分けして探すぞ。傭兵の恰好の女とこそ泥を見つけたら、すぐにまとめて取りおさえろ」統率役の男が命じる。「向こうが抵抗してきたら、殺してもかまわないが、死体は持ちかえってくるんだぞ」

　その後彼らは別行動を始め、周辺の路地に散らばって捜索にかかった。それとは別に二人の傭兵が組になって、通りを東に進んでいった。

「あたしたち、すごい厄介なことに巻きこまれてる？」

「あなたはべつにかまわないでしょう？　治安官のところに送られたら絞首刑で、あの男たちに捕まれば、予想どおりだとすると斬り殺されるんだから。違いなんてなさそうだけれど」

「でも傭兵様の言うことを聞けば、まだすこしは生きのびれる望みがあるってこと？」

「生きのびるどころか、ことが済んだらあなたには得が待っている」サラは言う。「わたしの雇い主は人手こそ多くないけれど、お金はたっぷりあるの。そのときになったら、なんでも言うといい」

「たぶん、ゼーラントの貴族に仕えてるんですね？」

「そんなところ」これからもスーの協力は必要になるかもしれない。ここは信用を得ておいたほうがいい──そう考えて、サラはまた口を開いた。「だけれどわたしは傭兵なんかではなくて、騎士なの」

「ほんとによかった」スーは言う。「騎士はみんな約束を守るって聞いてます」

「ええ、騎士は言葉を違たがえない」

　しばらくすると、番兵の服装の男たちが落胆した様子でつぎつぎと門のところに戻ってきた。全員が集まると、統率役の男は部下たちをどなりつけながら門を開いた。

　ふたたび門が閉じるのを待って、サラとスーも枝をつかみ、木の上から飛びおりた。

「塀の向こうを探ってはどうかと思うのだけど、なにか手はある？」サラがスーに尋ねた。

「上ればいいんじゃないですか」

「木登りはできるけれど、塀は登れないから」

「騎士様、気づいてるか知らないけど、庭の裏のほうにも木が生えてます。ちょっと低いけど、でも塀よりは高いはず。木の上に登ってから塀に飛びうつる、ってのはどうですか？」

　そのとおりにして、二人は屋敷の塀の上に立った。二人がいるのはちょうど母屋の裏側だった。

　母屋は三階建てだ。スーの後ろにサラが付いて、身をかがめながら塀の上を十メートル進んだところで建物の端にたどりつくと、都合よく二階のテラスに手が届くようになっていた。スーは首を伸ばし、窓のところにだれもいないのを確かめて、テラスに飛びうつった。聞こえるか聞こえないかの音しか立てていない。スーの手を借りてサラも二階のテラスに乗りうつる。そこからも身をかがめたまま進み、二人は石の囲いを一度またぎ越して、前庭にいちばん近いテラスに足を踏みいれた。

　そこにうずくまると、庭でだれかが話をしているのが二人にははっきり聞きとれた。中年男の声で、自分の部下に説教をしているようだった。

「役立たずどもめ、傭兵とこそ泥ごときも捕まえられんとは」

「なにかがおかしい」今度は女の声だ。「あたしたちの神像は盗まれてない。例の傭兵が持っていた神像はどこから来たの？」

「泥棒がべつのところから盗んできたんだろ」男は言う。「この近くにも〈聖女〉を信じる家はいくつかある」

「それだけならいいけれど。だれかが裏であたしたちを探ってるんじゃ……」

「まさか、こっちの計画の噂が漏れたって？」

「それはなんとも。いますぐにこの件をテレジア様に報告するのがいちばんね」

「あんたが行ってくれ」男は言い、それから女の傭兵の一人に護衛を命じた。「テレジア様によろしく伝えておいてくれ」

　それを聞いて、サラはスーの耳元で静かに〝わたしたちも付いていく〟と伝え、スーもうなずいた。それから二人はもとの道を戻ってまた塀に上がり、スーは慣れた様子で両手で塀にぶらさがり飛びおりたが、サラは木に飛びうつってから、枝をつかんで飛びおりることになった。サラが地面に戻るまで、スーには逃げる時間が充分にあったが、彼女は壁の横でただ待っていた。

　二人は足音を殺しながら、正面入口の向かいの路地にすばやく向かい、物陰に身を隠した。直後、門にマントをまとった人影が二つ、うち一人はランプを提げて現れ、通りを早足で西に向かった。サラとスーは、すこし距離を置いて後を付いていく。

　つづけて後を追ううちに、二人はあかあかと明かりの灯るグロウダン通りにやってきて、そして教会広場にたどりついた。まえの二人が、通用口からフレインリフル大聖堂に入っていくのが見えた。グルントヴィのサモンド大聖堂と同じく、ここにも私的に使うことのできる小祈禱所がいくつかあるのだ。

　サラとスーが入口に立ってなかを覗きこむと、近くに机が置かれていて、その向こうに紫色のローブを着た若い祭司が座っているのが見える。彼は、二人の女からなにかを受けとると、彼女たちを連れて廊下の奥に歩いていった。

　あの二人はどこかの祈禱所で〝テレジア様〟と面会するらしい。

「ついていきますか？」スーが尋ねた。

「もうここまで来てしまったから」サラは答える。「ここは教会。相手もこんなところでそう手荒なことはできない、見つかったとしてもどうにか逃げ出せるでしょう」

「逃げるのはけっこう経験豊富みたいですね」

　二人は薄暗い廊下を、光を追って進み、あの若い祭司が女たちをある部屋に案内し、そして急いだ様子で礼拝堂の方向に向かうのを見た。おそらく〝テレジア様〟を呼びにいくのだろう。

　彼が戻ってくるまえにどこかに隠れないといけない──サラはそう考え、あたりを観察する。スーはこちらの考えを察して、近くにあったドアを指さした。すき間から光が漏れているのを見て、サラはドアに手を伸ばしたが、開けようとしてもまったく動かない。かすかな明かりを頼りに、黒い木のドアに目立たない鍵穴があるのをサラは見つけた。

　そこに、廊下の向こうから足音が響いた。足音とともに、金属がぶつかりあう澄んだ音も聞こえてくる。ここで引きさがるべきかサラは逡巡していたが、ずいぶんと軽快な足音はさきほどの祭司のものではなさそうなのに気づいて、もうすこし様子を見ることに決めた。スーがしきりに服のすそを引っぱっていたが、サラはそれも無視した。

　そして二人のまえに現れたのは、火を点けた銀の燭台を手にした少女だった。スーと歳はいくらも違わなさそうな雰囲気で、ローブは薄青色、まだ見習いの祭司だった。

　腰からは鍵束がぶらさがっている。

「そちらの祭司様」相手が口を開くまえに、サラが先手を取って話しかけた。「雇い主に言われて、新入りのメイドを連れて徹夜禱に来たのですが。約束の時間どおりに来たのに、迎えのかたがいなくて」

「さきほどアンドレを見ましたから、もうすこししたら戻ってきますよ」

「代わりに鍵を開けてもらえません？」

「できはしますが」少女はすこしためらっている。「雇い主のかたというのは、どちらさまでしょう？」

「このかた」そう言ってサラは、昨日女伯爵から手に入れた印入りの指輪を取り出し、相手のまえに掲げた。

「ベーフェラント家からいらしたのですか、これは失礼を」

　少女は急いで燭台をスーに預け、大量の鍵束から慣れた様子で一本を出して、目のまえのドアを開けた。なかに入ると、スーの手から燭台を受けとって、祭壇のろうそくに火を点け、うやうやしく膝を曲げて礼を送ると早足で部屋を出ていった。

「ほんとうに貴族に仕える騎士だったんだ」

「わたしが噓を言っていると思ったの？」

「そこまでは」スーは返す。「大げさに言ってるんだと思ったぐらい」

　直後、ドアの外から足音が聞こえ、続けてドアを開け閉めする音がした。サラとスーはすこしのあいだ待ち、あのアンドレという祭司の姿がないのを確かめると、部屋を出て隣の部屋のドアに近づき、聞き耳を立てた。

　──話はもう聞いています。裁きの日レギンドームルは明日なのです、用意すべきことはたくさんあるでしょうから、このような小さなことで取り乱さないように。

　──かしこまりました、テレジア様。

　──イヴリン、自分がなぜいまの場を去るのかを忘れないように。

　──忘れてはおりません、ですが明日のことを考えると……

　──怖いのですか？　怖がることなどないのですよ。聖女を信じない者の死は死そのもの、野良犬のようにのたれ死に、カラスに引きちぎられ、うじ虫に食われるのです。しかし聖女のお導きを正しく守って死ねば、もっとすばらしい形でふたたびおまえ自身になれるのですから。おまえがこの世で手にした財産は、来世でも手にすることになります。この世で得た地位は、来世になっても失われることはありません。おまえがよみがえったときは、はじめから財産家の娘となり、いまの生のような貧しさに苦しむ孤児ではなくなるのです。この生に心残りとなることなどありませんね。

　それを聞いたサラは彼女たちの教義についておおまかに理解し、そしてあの強盗の二団がなぜ死ぬことばかり考えていたのかを知った。

〈七短剣の聖女〉の信者である強盗たちは、自分が死んだとしても奪いとった財産はともに来世に残ると信じていたのだ。

　彼らにとって、罪人として捕らえられることは同時に、すべての財産を失うことを意味した。

　それと同時に、もとの主人を殺して奪った荘園と家も、来世に残すことができる財産なのだ。これで、強盗たちは逃げ出せる機会があったのになぜ死ぬことを選んだのかに説明がつく。そしてネストヴェズ家の荘園に攻めこんだとき、外から戻ってきた二人の強盗が、荘園が騎士たちに占領されているとわかっていながらなぜ乱入してきたのかの説明にもなっていた──そのなかで死んではじめて、あの荘園はたしかに自分たちの財産だと確実にできるのだ。

　つまりは、あの二団の強盗はそもそも生きのびるつもりなどなかった。騎士団の攻撃に遭ったとき、強盗たちは来世の幸福は確実になったと信じこんでいたから、なんのためらいもなく死んでいったのだ。

　──ですがテレジア様、もしあの傭兵とその雇い主にこちらの計画が知られてたら……

　──今年の初め、辛抱の足りない者どもがゼーラントに逃げていきました。そこから噂が漏れたのかもしれません。ですが心配いらないのです、あれはいちばん下の立場の信者で、具体的な計画は知りませんでした。あちこち訊きまわっているその女については、安心なさい、聖女にはすでにご用意があります。戻ったらペーターに伝えなさい、すべて計画通りに進めよと。

　サラとスーは、室内での会話が終わるまえに退散した。通用口を固めている〝アンドレ〟とはち合わせしないよう、二人は教会の礼拝堂から逃げることにした。このとき礼拝堂は祭壇に何本かろうそくが立っているだけで、どこか薄気味悪く、恐ろしいように見えた。祭壇にひざまずいて祈っていた男女は、服装を見るかぎり貧乏人ばかりだった。

　サラはふと、夕暮れどきにここで連絡役と会ったときの光景を思い出していた。あのときは年配の女祭司ヴォルヴァが説教をしていた。あの力強くきっぱりとした声は、ドア越しに聞こえた〝テレジア様〟の声とすこし似ていた。

　正面入口から教会を出たサラは、スーを連れて宿には戻らず、もちろん役人のところに連れていくこともなく、二人で狭い道を西に進んだすえに、二階建ての小さい家の裏口のまえで足を止めた。

　すこし古ぼけて見える家は、普通の民家と変わりがない。

　サラが木のドアをノックし、出てきたのは頰ひげをたくわえたがっしりした男だった。ランプを持ちあげて、来訪者の顔を照らす。

「……サラか？　この二日ブルーメンベルクにいるとは聞いたが、こんなに早く会えるとはな。なにか面倒ごとに巻きこまれたか？」

「そんなところ」

「なかで話そう」そう言って、サラの横にいるスーに目を向けた。「こっちは？」

「心を入れかえようとしているこそ泥」

　男は二人を居間に招きいれ座らせた。居間は物が少なかったが、大きな円卓が置かれている。壁にはベーフェラント家の紋章を刺繡したタペストリーがかかっていた。

〝こそ泥〟のスーをまえにしても、青年は礼儀を忘れずに自己紹介をした。彼はベーフェラント家に仕える騎士、リチャード・フェローといった。

　サラもこの機に自分の名前を口にした。

「この子が面倒ごとってやつか？」リチャードはサラに尋ねる。

「わたしの部屋に盗みに入ったの──でもこれは小さい面倒でしかない。そのあと、この子といっしょにたいへんな面倒ごとに巻きこまれたから」サラは答える。「情報を手に入れたの、明日、決死の覚悟を決めた一団がブルーメンベルクで狼藉を働くかもしれない」

「どれだけ確かな情報なんだ？」

「首謀者の口から、この耳で聞いたの」

「そいつらはどこで騒ぎを起こすんだ？」

「わかっていない。向こうの目標は財貨だということしか」

「それはまずいな。ブルーメンベルクは、富にだけは不自由しない」

「そう、港の船や倉庫、イーヴァルディ通りやグロウダン通りの店、ハウビャルト島の鋳造所、もしくはウーベグレン学院の大書庫……どれも、やつらの標的になりうる」

「向こうの頭数はどれくらいなんだ？」

「それもわからない、だけど少なくはないはず。連中は妙な宗教を信じていて、死後も財産を来世まで持っていけると信じているの。だからことが済めば抵抗らしいものはしないし、それどころか包囲されれば自殺するはず。ということは、巻きこまれそうな人間を避難させられれば、損失は最低限に抑えられる」

「しかしすべては運び出せない財産をまえにして、いよいよ切羽詰まりでもしないかぎり、避難しようというやつがどこにいる？」

「だから、だれかがブルーメンベルクの市民を守らなければならないの──あの信者たちに遠慮などないから、必要なときに避難できなかった人間は連中の刃にやられてしまう」

「いまこっちにはおれとヴィグディスと、ヨースタインしかいないんだ。ヨースタインを城に送って、人手を回してもらうことにしよう」

「ブルーメンベルクの城門は夜閉まっていたと思うけれど、いま城外に出られるの？」

「ベーフェラント家の騎士ならどうにかなる。ただ援軍が街に入ってくるとなると、夜明けを待たないといけないな」

「なら、ひとまずそれで進めて」サラは言う。「わたしは宿から荷物を取ってくる。それから騎士団の制服に着替えて、治安官に会ってくるから。王女様とベーフェラント家の指輪を並べて出せば、向こうも信じてくれるでしょう」

「おれも付いていくよ」

「大丈夫、一人で行動したほうがかえって安全。このこそ泥さんを守っておいて。調査のときいろいろと助けてもらったの、身を持ちなおすための手助けをするとわたしは約束したから」そう言って、スーのほうを向いた。「あなたはここに残って、どこにも出ていかないで。この件が片付けば、もちろん悪いようにはしないから」

　スーはうなずいた。

　伝えるべきことを伝え、サラは黒のマント姿になって、裏口からその家を出た。夜の闇はさらに深くなり、途中通りすぎる家々も多くはもう明かりを点しておらず、サラは月光を頼りに早足で宿を目指した。

　宿の裏口がある路地に折れたあと、サラは暗がりに隠れてしばらく様子をうかがい、尾つけられていないことを確かめてからなかに入った。

　二階に上がり、暗いなかで錠を外し、そこで宿が用意したランプは排水溝にほうったままだったと思い出した。階下に行って新しくランプを借りてくるかすこし考えたが、結局その考えは捨てた。木の窓を開け、月明かりでどうにか済ませることにする。

　しかし、暗闇に覆われた部屋に足を踏みいれたその瞬間、右足のすねを荒々しく殴りつけられた。突然襲ってきた激しい痛みにサラはよろけ、危うく倒れこむところだった。

　サラは身体の危うい平衡をどうにか保っていたが、直後、床に押したおされる。

　暗闇のなかで、相手は手慣れた技術でサラの両手を後ろに縛りあげる。

　そこに、机に置いたランプに火が点った。サラが苦労しながら顔を上げると、キャラメル色のマントをまとい、頭に鍔広帽を載せている男が机のまえに座っているのが目に入った。顔はきれいに剃りあげられ、歳をうまく推測できないが、おそらく四十歳は超えていない。男は火打石を置き、机に置いていた弩いしゆみを取りあげて、つがえられていた矢でサラに狙いを付けた。

「まだ運がよかったな」男は言った。「ランプを提げて戻ってきたら、鞘の一打ちでは済まなかったかもしれない」

「盗みに入ってきたの？　ここには金目のものなんてないけれど」

「トルン嬢、わたしのことを知らないというなら、いちど名乗っておく必要があるな」男は続けた。「わたしはブルーメンベルクの第三治安官、ヴェストマン。外から来た人間の犯罪は、例外なくわたしの職掌となる」

「たしかにわたしは外から来た人間だけれど、罪を犯した覚えはなにもない」

「それがふつうだよ。長年犯罪を扱ってきた経験からすると、犯罪者というのはみなもの覚えが悪いものだ。だがこちらにも、きみたちに自分の罪を思い出させてやるための手立てはあるのでね」

「どうしてここに来たのか、言いなさい」

「この場の決まりを教えてやらないといけないようだな」そう言うと男は引き金を引いた。弦つるが戻り音を立てて飛んだ矢は、サラの目のまえの床に突き刺さった。「わたしのまえで、きみは問いに答えるだけの役目なのだよ。きみに質問する番は回ってこない」

「もどかしくなってきただけ。いつまで経ってもだらだらと本題に入らないから」

「今日の夜、南港の近くの路地でわれわれは死体を発見した。身元はもう調べがついている──マリッタ・エスター。現在三十四歳、南港近くで暮らし、職業は陶器職人。この女のことはわかるかな？」

「そんな名前は聞いたことがない」

「それはおかしいな。エスター女史が最後にその姿を見られたのは、フレインリフル大聖堂だ。彼女は晩禱に参加していた。聖職者のなかに、晩禱のまえにきみが彼女と話していたのを見たという者がいるのだが」

　それを聞いたサラは思わず胸が詰まった。騎士団がブルーメンベルクに置いていた連絡役は、おそらく命を奪われたのだ。しかしサラは、落ちつきはらった様子を崩さずに答えた。

「たしかにわたしは、晩禱が始まるまえに大聖堂に行っている。そのときちょうど、だれか地元の人に教会の歴史を教えてもらいたくなって、なにも考えずにそこにいた人のそばに座って、なにも考えずに話をしたの。あの人が、そっちの言うエスター女史かは知らない。まさか、わたしがその人を殺したと疑ってはいないでしょう？」

「きみは、彼女と話しているのを最後に目撃された人間だ。きみを疑ってなにがおかしい？」

「わたしは今日ゼーラントからブルーメンベルクに来たばかりで、その人はこの街の陶器職人、知りあいでもなんでもないのに、わたしがその人を殺すどんな理由があるの？」

「いいだろう、ここではなにも訊き出せないようだ」男は言った。「グウィネス、連れていけ」

　サラを押さえつける役目だったもう一人が縄を引き、サラを立たせた。このときようやく、さきほど自分を襲った相手の姿を目にし、二十五歳ごろに見える女だったのを知った。グウィネスと呼ばれたこの副官は、諸島の民の特徴である銀髪を持ち、容貌はかなり整っていて、本来なら人好きのする顔だったはずが、いらだったような表情を浮かべて冷やかにサラを見ている。

「わたしの名前を知っているのなら、わたしが何者かも知っているんでしょうね」

「もちろん知っているとも、トルン嬢。きみはベーフェラント女伯爵に仕える騎士であり、現在は湖畔の騎士団に奉職し、アーシュラ王女のために動いている」

「こんな扱いをして、王女様と女伯爵の怒りを買うのが怖くはないの？」

「なにを恐れるというんだ」ヴェストマンはばかにしたように言った。「裁きの日レギンドームルはまもなくだというのに」

　そうしてサラは、グウィネスの手で治安局に連行されていった。剣の鞘で殴られたすねがいまも痛む。この時間、大通りでも通行人はどこにもいなくなっていたが、ヴェストマンは人通りのない路地ばかりを選んで歩き、途中だれともすれちがうことはなかった。

　治安局は市庁舎広場の一角にある。広場に面したほかの建物と同じく、建国戦争のあとまもなく建てられたものだった。赤レンガを積みあげた四階建ての建物の軒下には、槍叉トライデントを握った〈狩人ヘイカ〉たちの像が並んで立っている。海の民の神話では、彼らは戦争と法律の女神オロスタの手先とされる。昼間に見てもなんだか気味が悪いが、夜の暗がりで見るとさらに陰気に、そら恐ろしく見えた。

　広場にはクリスティーナと初代の執政官アルトゥル・ヴューグの像もあるので、ここは〝英雄広場〟とも呼ばれている。サラはクリスティーナの像に目を向けたが、ぼんやりとした輪郭しか見えなかった。

　この建国戦争の英雄が自分に勇気を与えてくれるよう、心のなかで祈った。

　治安局の正面入口に通じる階段を引っぱって上らされているとき、ちょうど革の鎧を着た女性が入口から出てきた。燃えるような赤い短髪で、見かけは三十五歳ごろ、左目の下に二筋、平行の傷があった。サラはその顔を数秒間見つめていた。なんだか見覚えがあるような気がしたが、どこかで会っているのかもしれない。

　思い出そうとがんばったが、なんの糸口も見つからない。

　一同のそばを通るとき、その相手はヴェストマンに簡単に礼を送った。

　もしその名前が思い出せたなら、相手を呼びとめられるかもしれない──しかし治安局の入口まで連れていかれても、サラには思い出せなかった。よく考えてみれば、自分は治安局で働いている人間など知らないのだから、おそらくあれはたまたま、自分が知っているだれかと同じ場所に傷を持っているだけで……

　サラは、最後の救いの藁わらをつかみそこねた。

　治安局の入口広間を通り抜けるとき、ヴェストマンは当番の兵士に声をかけ、ランプを掲げて付いてくるように命じた。

　そのすえに、サラは地下室に連れていかれた。

　部屋のなかはきれいに掃除されていたが、血液と糞便の臭いが漂っていた。中央にはテーブルが一つ置かれている。テーブルは背が低く、椅子の座面ともたいして違わない。手前と奥どちらにも椅子が一脚置いてある。その片方は木製の椅子、もう片方は鋳鉄でつくられていた。

　ついさきほど呼ばれた兵士が協力して、グウィネスはサラをテーブルの奥の鉄の椅子に座らせ、椅子の背と座面に溶接されている二本の鎖を手にし、それぞれサラの上半身とふとももとを固定した。この軽い仕事の手伝いが終わると、ヴェストマンはその兵士に銀貨を一枚与えて追いはらい、持ち場に戻らせた。

　兵士が出ていくと、グウィネスはテーブルの下から小さい木箱を取り出した。ヴェストマンはサラの向かいに腰を下ろし、木箱を受けとって、なかに収まっていた拷問器具を一つまた一つと取り出し、テーブルに並べていった。

「訊きたいことがあるなら言いなさい、そんなおもちゃをいじくり回さないで」

「エスター女史を殺したのはなぜかな？」

「それはそちらに訊くべきね」サラはせせら笑う。「治安官どの、なぜエスター女史を殺したの？」

「わたしがやったと思うのか？」

「いえ、自分で手を下したのではないでしょう、そこにいるグウィネス嬢のほう？」

「治安官たる身、部下が一人しかいないと思うか？」ヴェストマンは鼻を鳴らした。「罪人を捕えるとなればグウィネスはよく働いてくれるが、殺人は得意分野ではない」

「ほら、これで認めたようなものではない？」サラは言う。「いったいなにを訊きたいの？」

「きみはわれわれのことを調べていたのか？　答えなさい」

「あなたたちというのは？　ブルーメンベルクの治安官七名？　興味はない」

「なんの話かはわかっているだろう、トルン嬢。賢くなってもらいたいものだな、そのほうが苦痛は少なくなる。もういちど訊くが、きみは〈七短剣の聖女〉のことを調べているか？」

「そのとおり。でなければ、ここに連れてこられはしないでしょう？」

「だれの指図で調べている？」

「だれだと思うの？」相手の目を見すえてサラは言う。「あなたたち治安官は、ふだん罪人を取り調べるときもわかりきったことを訊いて、むざむざ時間を無駄にするの？」

「どこまで突きとめた？」

「なにも。さっきその口から、〈裁きの日レギンドームル〉とやらが明日だと聞いただけ。それがどういう意味かは知らないけれど、なにか思いきった動きを起こすような予感はしている」

「それがなんだというんだ。きみを明日まで生かしておきはしないのに」

「なら、〈裁きの日〉というのはいったいどういう意味？　あなたたちはいったいなにを企んでいるの？」

「質問が多いぞ、トルン嬢。きみのような相手は見たことがない、こんなところに連れてこられて質問攻めとは。いいかな、もう一度われわれの決まりを学んでもらおう」

　そう言うと、ヴェストマンはグウィネスに視線を送った。指示を受けとったグウィネスはサラの髪をつかみ、その胃に狙いをつけて拳を叩きこんだ。

　激しい痛みとともにこみあげてくるものがあり、サラはぐっと息を詰め、どうにか吐いてしまわずに済んだ。

「わかった、最後の質問にしましょう」大きく喘あえいで息をつき、歯ぎしりしながら尋ねる。「〝テレジア様〟の指図でこんなことをしているの？」

　その名前を耳にしたヴェストマンは驚愕の表情を隠しきれず、目を見開いて食いいるようにサラのことを見つめた。深く息を吸いこみ、もとの態度に戻ろうとがんばっていたが、不安と狼狽そのものの目をしていた。

　どうやら、サラとスーが大聖堂で盗み聞きをしたのは、ヴェストマンに知られていないらしい。そのことにサラはほんのすこし安あん堵どする。すくなくとも自分はつねに尾けられていたわけではないということだ。

　いまのところの情報を整理しようとした。

　ヴェストマンはサラの素性と、エスターが騎士団の連絡役であることを知っていて、サラが泊まっていた宿も知っていたが、片時も離れずに尾行を命じていたわけではない。

　おそらく、エスター女史を殺してサラを陥れるのはもともと固まっていた計画で、自分がスーとともにグリンケル家を調べたのとはかかわりなく実行される手はずだったのだ。これで〝テレジア様〟があのイヴリンという女に、〝聖女にはすでにご用意があります〟と言っていたのにも納得がいった。たしかに、サラの運命はすでに用意されていたのだ──今晩、第三治安官によって逮捕されると。

　それはまた、もっと早くから自分の素性と今回の旅の目的は知られていたということでもあった。

「きみは知りすぎている、トルン嬢」ヴェストマンは言う。「どこからその名前を知った？」

　サラは答えない。

「きれいさっぱり話してしまうことを勧めるがね、こちらもきみたちの言うコールガのところにきれいに送ってやれる。哀れな女だ、こちらの聖女を信じていたなら来世でも騎士の身でいられて、これから地の泥の一いち握あくに、海の泡の一すくいにならずに済むというのに」

　それを聞いてサラはせせら笑う。

「ここの〝おもちゃ〟にご登場願うしかないようだな」

「もういい歳なのに〝おもちゃ〟を手放せないなんて、恥ずかしいとは思わない？」

「面白いことを言うな。これはきみと遊ぶためにあるんだ」

「なるほど、それならどれで遊ぶか一つ選ばせてもらえる？」

「決めるといい。ただし選んでから後悔しないようにな」

　サラはテーブルの上を見渡す。拷問器具の大多数は詳しい使いかたがわからず、血に染まった物騒な形から残酷さを想像するしかなかった。使いかたの見当がつくものについては、歯を抜くためのペンチも、もしくは容疑者の身体に叩きこまれる鑿のみも、使ってみる気はまったく起きなかった。その後サラの視線は、小さく目立たない道具たちに向いた。

　それは、二枚の木の板の左右両端を長いねじで留めたもので、ねじの端にはそれぞれ大きな雌ねじナットが取りつけられ、指をかける場所も付いて回せるようになっていた。

　あれは指を砕くために使う道具なのだろう。

「左手のところの小さいそれ──そう、その木の板二枚。それから始めましょう」

「そちらがどんな目もく論ろ見みか、気づいていないとは思わないでほしいな。騎士のお嬢さん」ヴェストマンは血塗られた小物を手に取った。「この指枷を使うにはその手をテーブルに置かないといけない、こちらはきみの拘束を解く必要がある、そうすれば自分に好機が生まれる──きみはそう考えているのかな？」

　サラは答えを返さなかった。

「それは間違いだ」彼は続ける。「こいつは指を砕くのにしか使えないと思っているんだろう。だが責任を持って教えておくのもいいだろう、何年かこれを使ってきた経験からいうなら、これは足の指を砕くのに使ったほうが効き目がある。ほら、これならきみの拘束も解く必要がない。グウィネス、彼女の靴を脱がしなさい」

　グウィネスがサラに近づいてきて、こちらの左足を持ち上げ、無理やりテーブルの上に動かした。サラはあがこうとしたが、太ももが鎖で固定されているせいで力を入れられない。

　この瞬間になって、サラは目のまえのテーブルがなぜこんなに低いのかを理解した。

　靴を乱暴にもぎ取られ、膝からさきはグウィネスに肘で押さえつけられて動かせない。グウィネスはテーブルから短剣を取り、タイツの端に小さく裂け目を作ってそこから引きさいた。

　露わになった足に目をやったサラは、それがいまからあの〝おもちゃ〟によって無情に砕き潰されることを考えて、恐れを感じずにはいられなかった。深く息を吸いこみ、これからやってくる激痛に備えようとした。

　しかしその場に、ドアを叩く音が割って入った。

　予想していなかった突発事態をまえに、ヴェストマンははじめ反応に迷い、戸口のほうを向いて眺めるだけだった。しかし彼が逡巡しているそのとき、木のドアは外の何者かによって蹴り開けられていた。

「やっぱり見間違いではなかった」戸口に現れた、赤髪の女が言った。「トルン嬢、こんなところで出くわすとはね」

「こいつは捕えてきたばかりの殺人犯だ」ヴェストマンが憤りとともに立ちあがったが、その声はうしろめたさがありありとしていた。「きみの知りあいなどではない」

「このあいだの新緑祭イディヤグレンで顔を合わせたばかりなのに、見間違うなんてことがありますか？」

「よけいなことには関わらないのを勧めるがね、〈孔雀の羽根〉ロザリン」

「もうその名前は使っていないんです、第三治安官どの」ロザリンは返す。「ゲーゼ治安官候補と呼んでいただくべきでしょうね」

「そんな態度では、一生〝候補〟のままにしておくしかないな」

「ですが、アーシュラ王女に仕える騎士にそんな扱いをして、治安官の職を失う心配はないんでしょうか？　早く解放してあげなさい」

「ここで指図をするのは、きみではないはずだが」

「指図などしていません。交渉しているだけです」そう言って、ロザリンは腰に差していた剣を抜いた。「ですが一つ忠告しておきます、わたしが競技騎士を続けて二十数年、剣術勝負で手にした勝利はあなたがでっち上げた冤罪よりも多いでしょう」

「わたしは無実の人間に罪を着せてなどいない。きみも言うほど勝ってはいないらしいな」

「タイリンヘン家に仕えているころに評判は耳に入ってきたから、どうやってその地位まで上ってきたかはもちろん知っているわ。手に負えない事件に出くわすと、身寄りのないよそ者を何人か見つくろってきて痛めつけ罪を認めさせる、それがお決まりのやり口ではなかった？」

「あまり言いがかりをつけるものではないぞ」

「ほかのことはわたしも知らないけれど──二年前、あなたのところで死んだニールセン夫婦とは偶然顔見知りだったの。ほんとうはタイリンヘン家のところの自作農で、法を破ったことなどなかったのに、あなたに罪を着せられて、ほうぼうで押し込みに入った大泥棒ということになった──どうしたの、かけらも覚えていない？　それもそうね、その手で奪った命が多すぎて、罪なく死んだ全員のことは覚えていられないでしょうから。よけいな話は終わり、剣を抜きなさい」

　ヴェストマンは剣を抜かず、〝グウィネス〟と一声呼んだ。

　そこにサラが口を開いた。攻めかかる態勢でいたグウィネスに向かって声をかける。

「あなたも〈七短剣の聖女〉の信者なんでしょう？　あなたたちの信仰のとおりなら、ヴェストマンはここで死んだとしても、つぎの人生でまた治安官になれるけれど、あなたは違う。ここで死んだなら、生まれかわったさきでも治安官の手先として使われるだけ」

　なかなか剣を抜かないグウィネスを見て、ヴェストマンは急せかすように声をかける。

「グウィネス、あなたは言われるままに動いただけで、ことの元締めではない。捕まったとしても処刑はされない」サラは続けた。「もしここで踏みとどまれば、わたしから王女様と女伯爵に寛大な処置を頼んでおく。まだその歳で、腕前も大したものなら、これからまたやりなおして、もっと高いところに上りつめる機会だってある。ここで命を散らす必要はないでしょう」

　そこにロザリンも付け足した。「あなたたちが二人でかかれば、ことによると勝算はあるかもしれない。残念ながらこの部屋は狭すぎて、あなたたちは交代で戦うしかないの。あなたは自分がわたしに敵うと思う？」その言葉を耳にして、グウィネスは剣の柄に伸ばしていた右手を下ろした。

　おじけづいた部下をまえに、ヴェストマンは〝役立たずが〟と一言吐きすてて、マントを脱ぎ、腰に差していた剣を抜いて、ロザリンと向きあう姿勢に移った。

　ヴェストマンはおそらくロザリンの来歴を多少耳にしていて、自分では相手にならないと悟っているのだろう、震え、攻めこむことができない。

　ロザリンのほうが耐えきれなくなった様子で、出方をうかがうように剣を振るったが、途中で手を止める。ヴェストマンが一歩まえに出て斬りかかるも、受けとめられてしまう。反撃にかかったロザリンは相手の頭を攻撃するように見せかけ、ヴェストマンが剣を持ちあげて受けようとしたところに、その伸ばした右足めがけて切先が下りていき、たちまち彼のタイツが鮮血に赤く染まった。

　そこからヴェストマンは立っているのが危うくなりはじめ、大きく喘いではいたが、まだ気力は残っていた。よろめきながら足を踏み出し、ロザリンを一突きにしようと向かっていくが、まったく相手をおびやかすことなく、簡単に弾はじかれてしまう。

　今度はヴェストマンの顔に傷が刻まれ、血が流れ出した。

「あきらめなさい、勝つ見込みはないわ」

「さすがに惜しいな、大儲けの機会に居合わせられないとは」ヴェストマンはひとりつぶやく。「だがなにを失ったわけでもない。七短剣の聖女の導きで、わたしはまた生きかえる……」

　そう言いながら手にした剣をでたらめに振りまわし、一歩ずつロザリンに近づいていく。はじめロザリンは何度か剣で受けとめていたが、そのうち忍耐が尽きたかのように、隙を見さだめてその剣でヴェストマンの胸を貫いた。そして剣を抜き、まとわりつく鮮血を振るって、鞘に収める。無駄な動きは一つもなかった。

　倒れこんだヴェストマンの姿を目にし、グウィネスはサラを縛りつけていた鎖をほどき、また短剣を出して両手を縛っていた縄を断ち切った。

「助けてくれてありがとう、ゲーゼ嬢」

「トルン嬢、どうしてここに？」ロザリンは尋ねる。

「ウーベグレン学院に学者を送りとどけて、ついでにすこし調査をしていくようおおせつかったのだけど。今日来たばかりなのに、彼らに縛られてここに連れてこられたの」

「あなたに訊くよりも、このお嬢さんに訊いてみたほうがいいわね」そう言ってロザリンは、グウィネスのほうを向く。「あなたはまだものがわかっているようね、みずからヴェストマンの道連れにはならなかった。縛りあげるつもりはないけれど、武器はトルン嬢に渡してもらうわ」

　グウィネスは言われたとおりにする。

「さあ、知っていることはすべて話しなさい」

「わたしは命じられたことをしただけ。暗くなってきたころにヴェストマンは教会に行って、戻ってきたらわたしを連れてトルン嬢の逮捕に向かった。宿に着いたときには部屋に人はいなかった。そこでトルン嬢が戻ってくるのを待って、それからここに連れてきた」

「だれの指図でわたしを逮捕することになったか、知っているの？」サラは言う。

「ヴェストマンに命令できるのは、テレジア様しかいない」

「案の定、ここでも〝テレジア様〟か。エスター女史を手にかけたのはだれなの？」

「トルン嬢、だれも彼女を殺してはいない。あなたは売られた。彼女の死体が見つかったなんて言ったのは、あなたを逮捕するための口実でしかない。あなたはあまりに悪いときにやってきた──もしくは、ちょうどいいときにやってきた。〈裁きの日レギンドームル〉は明日で、そんなときにブルーメンベルクにやってきて、しかも聖女について嗅ぎまわっている。もしこちらの計画を知ったならベーフェラント家に助けを求めるかもしれないし、王女の使者という立場を使って執政官に行動を取らせるかもしれない」

「明日の計画についてはどのくらい知っているの？」

「偶然すこし耳に入っただけ。教えてもいいけれど、ただ……」

「ただ、なに？　取引でもしたいの？」ロザリンが笑う。

「ここまで来て、特赦やらなにやらの望みはもう捨てている。ハウビャルト島の監獄にだけは入れられないようにしたい」

「自分でもわかっているようね、ヴェストマンの手先として働いて、もしあそこに入れられたら、きっと一日も生きてはいられないと」ロザリンが答える。「その件はわたしには決められないけれど、だれなら決められるかは知っているわ。ちょうどいい、第三治安官を殺したことも、そのかたに伝えないといけないから」

　こうして、ロザリンはサラとグウィネスを連れて治安局を後にし、広場の反対側にある執政官の公邸に向かった。

　公邸は市庁舎のすぐ横にあり、廊下で両者はつながっている。高い塀の奥深くに囲われているおかげで、門のまえに立ってもなかの建物はまったく見えなかった。門番はサラと歳の近い娘だった。塀にもたれて、斧槍を肩に寄りかからせ、しきりにあくびを繰りかえしている。近づいてくる人影に気づいてやっと武器を握り、背筋を伸ばした。

　用件を説明したところ、それを伝えに娘は小走りでなかに入り、しばらくして出てくると、一同を連れて正門を入っていった。門をくぐったサラは、庭に何人か番兵がいるのに目を留めたが、だいたいは草の上に座りこんでいて、地面に横になっていびきをかいている者もいた。

　現任の執政官、マシュー・ドランゲイは客間で彼女たちを迎えた。

　ドランゲイは今年で五十七歳、もとは石工で、四十歳のときギルドの代表に選ばれたのが政治に関わることになるきっかけだった。四年まえに執政官になってからは、職人のギルドと商人、貴族という三方の勢力の均衡に気を配り、功績らしいものを挙げたとは言えないが、大きな失策はなにも犯していない。女伯爵からの評価はとても高かった。

　いまの彼は暗い緑色の寝間着に身を包んでいた。サラたちが訪ねてきたのはもう就寝したあとだったらしい。

　ロザリンはドランゲイにことのいきさつを説明し、サラも二つの指輪を出して素性を明らかにした。ヴェストマンの死の報しらせを聞かされてもドランゲイが驚きを見せることはなく、この日が来ることは予想していたかのようだった。グウィネスが出した条件をドランゲイはすんなり吞んだが、もし情報に間違いがあれば重い罰が与えられるだろうと口にした。

「明日の朝、べつべつの場所で三隊が動きはじめるのです。第一隊は金のある商人たちが大ノルン諸島から呼んできた傭兵で、これは鋳造所を襲いに向かいます。雇い主たちも同行し収獲を山分けして、そこで儀式を済ませます。第二隊は市庁舎広場に攻めこんで、役人たちに官印を出させます。ヴェストマンと第四治安官が、聖女を信じる治安軍の兵士を率いて、ゼーラントで雇ってきた乱暴者たちと合流して、南港に巣くう連中とも組んで、ここまで攻めてきます……」

「フローニンゲンも同じ一味なのか？」

　グウィネスはうなずいた。「第七治安官もそうです。あの三人はひそかに計画を立てて、ことがうまく運んだらヴェストマンがあなたの地位を奪いとり、フローニンゲンが財政官に、ナイメーヘンが第一治安官になります。市庁舎を襲ったときに要職の人間を一網打尽にするため、今晩夜襲をかけるのではなく、わざわざ日中を選んで蜂起します」

「第三隊は？」

「第三隊のほとんどは聖女を信じている外の人間です。この一隊には計画はなく、指揮官もおらず、具体的に何人いるかはわたしも知りません。街のなかであちこちに乗りこみ、民家をぶんどって、わがものにした家で儀式を済ませます」

「わかった」ドランゲイは立ちあがり、戸棚の引き出しから紙やペンとインク瓶を取り出して、机に置くとグウィネスのまえに押し出した。「いまから、一味のなかにいる役人と商人たちの名を記して名簿を作ってくれ。知っているかぎりすべて書くんだ、一人も漏らしてはならない」

　グウィネスは名前で一ページを埋めつくした。

「聖女を信じる治安軍の人間はもう南港に集まっているはず。ほかには聖職者にも聖女の信者が何人かいます」ドランゲイは名簿を受けとり、なんの表情も浮かべずに目を通したあと、番兵を呼びつけた。会議のため至急第一、第二治安官を呼ぶよう命じ、またグウィネスを窓のない部屋に連れていき保護するように命じた。

「デーフェンテルたちはここに書いてある聖職者と商人をひそかに逮捕に向かう。捕まるとは限らないし、捕まったとしても向こうが計画を実行するのは止められないだろうが。さいわいこちらの戦力なら、はじめの二隊の進軍を食いとめるのはまったく苦労しないだろう」ドランゲイは言う。「問題は第三隊だ、計画がないというなら、抑えるのにはもっと頭数が必要になる」

「ベーフェラント家にはわたしから連絡をして、向こうから騎士を応援に送ってくれるはずです」

「渡し舟を一艘用立ててくれれば、タイリンヘン家にもわたしから援軍を頼んでみましょう」ロザリンが言った。

　そこに、門番をしていた娘がまた客間に飛びこんできて、ベーフェラント家の騎士が面会に来たと伝えてきた。

「わたしが出ていってかなり時間が経っていますから、なにかあったのではないかと仲間が心配して、あなたのところにも報告に来たのでしょう」サラはいきさつを伝えた。

　直後、娘は三人を連れて客間に入ってきた。先頭にいるのがリチャード・フェロー、その後ろにいるのは三十歳過ぎの女騎士で、リチャードの従姉のヴィグディス・ディナンだった。

　ディナンは一人の少女の腕をつかんでいる。不安な顔をしたスーだった。

　ドランゲイに礼を送ったあと、リチャードはサラのほうを向く。「サラ、ここにいたのか」

「ごめんなさい、心配をかけて」サラはすこしうしろめたげに答えた。「あれからひと騒動あって、こちらのゲーゼ治安官候補が助けてくれたの。執政官様にはもう報告してあるし、たまたま造反者を捕まえて、向こうの計画は知ることができた」

「それはよかったわ」横のヴィグディスが口を開く。「わたしたちも執政官様にお知らせしたいことがあったの。口伝えで間違いがあってはいけないから、このこそ泥も連れてきてあるわ。執政官に会いにいくと言ったらもう震えあがってしまって、ここに引っぱってくるのに一苦労だったんだから」

　そう言って手を放すと、スーはすぐにサラのところに駆けよってくる。

「ブルーメンベルクのため、王女の使者とベーフェラントの騎士のかたがたにここまで力を尽くしてもらえるとは。感謝したい」ドランゲイが言った。

「初代の女伯爵が解放した街ですもの。ここを守ることもわたしたちの使命です」ヴィグディスが返す。

　第一、第二治安官もすぐさま副官を連れて執政官の公邸に駆けつけた。

　第一治安官グンナル・デーフェンテルは齢六十を超え、かつては傭兵として身を立て、市民権を得てからは治安官のもとで仕事をし、海賊の襲撃をいくども撃退して名を挙げた結果いまの地位におさまっている。第二治安官ノエル・カンペンは北港と南港を任せられている。彼女はもともと北港で地場の勢力の頭目のもとに生まれ、組織を引きついでからは部下とともに当局に帰順し、そのためまだ若いうちに第二治安官の座に就いている。カンペンもやり口のむごさで知られていたが、彼女がその手を使うのは港に巣くう凶悪なならず者たちにだけで、ヴェストマンのように罪のないよそ者を標的にすることはなかった。

　ことの大まかないきさつを飲みこむと、デーフェンテルは副官に、名簿をもとに聖女の信者を逮捕しに向かうよう命じた。

　それから彼らは、ざっと任務の割りふりを決めた。明日になったらデーフェンテルは市庁舎に陣取って指揮を執り、カンペンはハウビャルト島に詰めている第六治安官と協力して鋳造所を死守する。ベーフェラント家とタイリンヘン家の騎士は民兵に加わり、もしくは街頭を巡回、もしくは重要箇所の守りを固め、市内で略奪を働く第三隊の敵を相手にする。

　職務の割りふりが決まり、渡し舟の準備もできて、サラたち一行はロザリンとともに公邸をあとにした。ロザリンとの別れぎわにサラが改めて感謝を伝えると、すべて落ちついたら行きつけの酒場で、サラのおごりで話をしよう、と返された。

　屯所に向かう四人は、宿にも寄ってサラの荷物を取ってきた。その途中もスーはサラに付いて歩いていた。

「戻ってこないんじゃないかって心配でした」

「わたしの仲間に、治安官のところに連れていかれないか心配していたんでしょう？」

「そうです。そうしたら治安官から階級を越えて、執政官のとこに連れてかれて……」

「わたしの身にほんとうになにかあっても、あの人たちはひどい扱いはしない」サラは言う。「このまえにあなたをむち打たせたのも、焼き印を押したのも第三治安官のヴェストマンではなかった？」

「そいつです。あたしみたいなよそ者はあいつが受けもつんです」

「あの男はもう死んだ」

「そうですか、それはよかった」スーは言ったが、さほどうれしそうな口ぶりではない。「でも騎士様、わかってると思うけど、すぐにだれかが代わりに入って、ああいうやり口を続けて、なんにも変わりはしないんだ。執政官様だって、さっきもあそこにいた第一治安官だって、ヴェストマンのやりかたをなにも知らないなんてありえないのに。だけどそのままやらせてた。しょうがないです。ヴェストマンが死なせたのはただのよそ者で、ブルーメンベルクの市民じゃないんだから」

「ヴェストマンはたしかに、市民の一部が──ことによると市民の大部分が──よそ者に向ける目の代表だった。ああいう態度は間違っているのかもしれないけど、そうすぐに消えるものでもない。これもどうにもならないことなの」

「あいつらからしたら、騎士様たちだってよそ者です。命懸けでこの街を守って、ほんとに割に合うんですか？」

「相手からどう見られたとしても、丸腰の弱き者は守る必要がある。これが騎士の責務」

「そしたら、あたしも丸腰の弱き者だ」

「あなたはただの、捕まったこそ泥」サラは言う。「だけどわたしはあなたを守る」

　目立たない二階建ての小さい家に、四人は戻ってきた。料理人のカレンが居間で待っていた。サラが無事に戻ってきたのを確かめて、彼女は部屋に戻って休んだ。スーはここでも窓のない物置に通された。ただしこのときは、ヴィグディスが毛布を用意した。

　ヴィグディスはサラを自分の部屋でしばし寝かせ、自分とリチャードが居間に残って援軍の到着を待つことに決めた。

「ほんとうに長い夜だった」階段を上りながら、サラはそうこぼす。

「そうね」ヴィグディスは言う。「しっかり休みなさい、サラ。このつぎも長い一日になるわ」
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　空が白みはじめたころ、ひづめと車輪の音が耳に届いてサラは目を醒ました。ベーフェラント家の応援が到着したのだ。サラは湖畔の騎士団の制服に着替えて出迎えた。十数名の騎士はベーフェラント家の紋章を刺繡した長衣に身を包み、銀色のマントをまとって、騎馬姿で家のまえにやってきた。リサ・フェンリルもそのなかにいる。後ろには三台の馬車も従えていた。

　騎士たちの到着で、家の居間はひどく狭苦しく見えた。

　統率役だった騎士はヴィグディスとリチャードに、女伯爵が二人に作戦指揮の重任をあずけたと伝えた。その命を受けいれた二人は、みなを円卓のまえに集め、ブルーメンベルクの地図をまえにして人員の配置を進めていった。

　サラはウーベグレン学院に送られる。〈酔いどれ〉ハーラルが同じ場所に行くことになっていた。

　作戦会議はほんの短時間で終わった。料理人のカレンが一同に簡単な朝食を用意していた。食事が終わると、若く威勢のいい騎士たち数人がさっそく命じられた場所に駆けていき、北港のような危険な地域に送られる者たちは全身に鎧を身につけた。サラは出発のまえに、スーの様子を見ていこうと考えた。

　物置を開けると、毛布にくるまり、壁にもたれて座るスーが目に入った。

「おはよう、騎士様」

「今日は一日、ここでおとなしくしていること」

「いまから全員出払うの？」スーは言う。「泥棒のあたし一人置いていって、この家を空っぽにされる心配はない？」

「カレンが見ていてくれる。料理人だからといって見くびらないほうがいい。包丁を扱わせたら、腕に覚えのある傭兵だって防ぎきれるとは限らないんだから」

「連れてってください。力になれます」

「わたしたちは本物の戦いに向かうの。こそ泥一人がどんな役に立つの？」

「できることならいっぱいあります。壁を登って敵の様子を偵察したり、それか囲まれたときに外に逃げて知らせたり……あたしより壁登りがうまいやつは、そうすぐには見つからないはずです」

「そこそこは使えそうだけれど。ほんとうに付いてくるの？　身の安全は保証できないのに」

「自分のことは守れる」くるまっていた毛布を脱ぐ。「でなかったら、ここまで生きてこれません」

「なるほど、どうやって自分のことを守るの？」サラはため息をついた。「わたしに付いてきなさい、護身のための武器を選んであげる」

　サラはスーを連れて、甲冑に着替えていたヴィグディスに話しかけ、予備の武器はどこに置いてあるか尋ねた。武器をしまってある戸棚を開けると、片方の側面に長剣や刺剣がかかっていて、斧槍もいくつか壁にもたせてあった。しかしこのたぐいの武器がスーに合わないのは明らかだ。もう片方の側面からは木の板が突き出し、そこに盾や短剣が並んでいた。

　スーは、精巧な装飾のある短剣を一本手に取った。鞘にはめこまれた何粒かの琥珀は、照らすのが薄明るい朝の光であっても輝いて見えた。

「これがいい？」

　スーはうなずく。「すごく金になりそう」

「あなたにはお似合いね」サラは、スーの琥珀色の瞳を見つめて言った。

　短剣を腰に差す手伝いをし、サラはスーを連れて居間に行くとひとまず腹にものを入れた。騎士たちはもうほとんどが出発していた。そのうちのだれかは、ここに戻ってこられないかもしれない。

　甲冑をまとったリサが、兜を腕に抱いて窓辺に立っている。仲間を待っているらしい。任されているのは裕福な地区の巡回だった。

「狂信者たちはこそこそしないで、早く飛び出してきて死んでほしいものだけど。こんな恰好をして一日中太陽の下にはいたくないもの」サラに話しかける。「学院を任されたのはほんとうにうらやましい。もしいつまでも敵が現れなかったら、書庫の本を何冊かみつくろって暇をつぶせるぐらい暇になるでしょう」

「敵はきっと現れる。あなどらないほうがいいと思う」

「リチャードの話だと、昨夜治安官が名簿をもとに何人も逮捕したっていうでしょう。計画が明るみに出ているのに、連中はわざわざ危ない道を選ぶと思う？」

「信者たちは死を恐れていないの」サラは答えた。「今日死ぬことはすでに決めていて、目標は死ぬまでにとにかく財産をかき集めて、来世に持っていくことだけ。全身武装で立っているあなたを見たら、この一団は恐れるどころか、その甲冑をわがものにすることしか考えないでしょうね」

　そこに、鎧を着こんだヴィグディスが廊下を下りてきて、リサに〝出発しましょう〟と声をかけた。出ていくまぎわ、身の安全に気をつけるようサラに言うのも忘れなかった。

　サラは、居間のすみで寝たふりをしている〈酔いどれ〉ハーラルのところに歩いていく。足音を聞きつけたのか、ハーラルが目を開けた。

　彼はもともと船住みの傭兵だった。女伯爵が諸島を訪れたとき海賊の襲撃に遭い、双方が甲板の上で乱闘になった。ハーラルが身一つで敵船に乗りうつり、船長を斬り殺した結果、頭領を失った海賊たちはたちまち総崩れになり、騎士たちと傭兵の側は最小限の犠牲で勝利を収めたのだった。ベーフェラント家の領地に戻ってくると、女伯爵は彼の功績を称え、そして騎士に封じた。騎士になってからも、ハーラルは傭兵のころの習慣を改めず、酒に酔っていない日はなかった。傭兵たちが比較の相手ならそこまで多く飲むわけでもなかったが、騎士からすればそれでも酒びたりのうちであり、そこから〈酔いどれ〉のあだ名がついたのだった。

「昨日、やつらに捕まったんだってな」

「うっかり油断して、待ち伏せにやられたの。今日は用心する」

「今日おれたちはのんびり待って、向こうから来てくれるのを迎え討つんだ。用心して気を配ることなんてない、ばっさりやればそれで終わりだ」そう言いながら、サラの横にいるスーに視線を向ける。「こいつも連れていくつもりか？」

「この子は壁登りが得意なの。もし包囲されたら、外にその知らせを届けられる」

「そんなのが心配か。ほんとうに包囲されたら、おれがこの剣で裂け目を作ってやる」ハーラルは立ちあがり、壁に立てかけてあった両手剣を持ちあげて肩にかつぎあげると、スーのまえにやってきて、その小さい頭を軽く叩いた。「運がよかったな、こそ泥さんよ。サラに出会えたとはな。しっかり近くにいろよ、これから伯爵夫人になるっていうんだから」

「伯爵夫人？」スーは半信半疑の様子でサラを見る。

「たしかにわたしは、ベーフェラント家の後継ぎと婚約しているけど」サラは肩をすくめた。「だけれどいまのわたしは、なんの変哲もないただの騎士」

「ほんとに、なんにも教えてくれないんだから」スーは言う。「何日かして、自分は変装して街を見に来たアーシュラ王女本人だって言われても、信じると思います」

　ウーベグレン学院に向かう途中でも、ハーラルは忘れずサラをからかってきたが、かえって緊張はほぐれた。これからなにに立ちむかうことになるかは、だれにも予想できないのだ。

　財産を奪いとろうとしている信者たちにとって、学院の優先順位は低いはずだ。大図書館が所蔵している旧世界文献は、その道の人間にとっての価値ははかり知れないが、どこの馬の骨とも知れない連中にもそれがわかるとはかぎらない。サラとハーラルの二人しか送りこまれていないことも、ヴィグディスとリチャードがここを厳重に守るべき場所と考えていないのを裏づけている。

　しかし戦いにあたっては、なにがあろうとあまり楽観的に考えないほうがいい。

　クララの死を思い出さずにはいられなかった。当時自分たちはほとんど勝利を手にしていて、クララも全身に鎧をまとっていたのに、素人の一撃によってまだ若い命を散らした。一万分の一の確率しかなかったとしても、不幸というのは現実になるものだ。騎士たる身、どれだけ他愛ない任務をまえにしても、最悪の場合に向け心の準備をしておいたほうがいい。

　もしあの信者たちを裏で動かす輩に、たまたま来世で蔵書家になろうとする者がいたら、わたしたちは激戦に巻きこまれることになる──サラの頭にそう考えが浮かんだが、口には出さなかった。

　学院にやってくると、多くはない番兵たちは大図書館の正面入口のまえに集められており、戦闘訓練を受けた教員と学生たちが武器を手に、番兵のうしろに立っているのが目に入った。数はあわせて二十数名にもならない。実際に戦闘になったら、彼らがなにかの役に立つことはあまりなさそうだと、サラは心得ていた。もしウーベグレンの学生がスズリ学院の学生のように決闘に熱を上げていたなら、わざわざそれを守りに来なくてもよかった──ふとそんな考えが浮かんだ。

　直後、サラの目が戦鎌サイズを手にしたビビアンの姿をとらえた。こうした柄の長い武器は女性の歩兵や聖職者たちが使うことが多く、膂りょ力りょくが限られていたとしても、うまく操ることができればかなりの威力を発揮できる。ビビアンは離宮にいたとき、イーディスから基本的な扱いを教わっていた。

　ビビアンもサラの姿に気づき、歩きよってくる。

「執政官から報せを受けたあと、人手はすべて大図書館に集めてある」ビビアンは言う。「もし敵が攻めてきたら、入口を固く閉ざして救援を待つ。とはいっても向こうの目標は財産だから、なかの莫大な価値の蔵書を焼かれないための用心は無用のはず」

「安心して、ここは向こうが重点的に攻める標的にはならないから」

「だといいけれど。歴史上、ブルーメンベルクは何回か海賊に侵入されているけれど、大ノルン諸島からの招かれざる客たちは、図書館から略奪したことはないの」

「もし今日、大人数の暴徒が攻めてくるようなことになったら、あなたは仲間と図書館に逃げこんで入口を閉ざして。わたしとハーラルが突破して応援を呼んでくる」サラはそう言い、そばにいたスーを指さした。「この子は壁や屋根もかるがる上る腕があるの、もしわたしとハーラルが倒れたら、この子も助けを呼ぶことができる」

「ふたりとも、倒れるはずはない」ビビアンは言う。「この子、手伝いに雇ってきたの？」

「いえ、昨日わたしがたまたま捕まえた、ただのこそ泥」

　そこに、灰色のローブをまとい、杖を突いている老人が図書館の入口に現れ、近くの人々がそろって礼を送っていた。背中は曲がり、しなびた顔つきで、髪はほとんど抜けおちている。老人はサラにまっすぐ向かってきた。

「こちらは評議会のシンクヴァトラ教授」ビビアンがサラに近寄って耳打ちした。

　それを聞いて、サラも老人に礼を送る。老人の目元が翳かげり、両目が血走っているのに気づいた。健康状態がよくないのか、それとも疲れゆえか。

「ベーフェラント家の騎士よ、参着に評議会を代表して感謝を申しあげる」

「市民を守るのはこちらの責務です」

「今日騒ぎを起こす暴徒は〈七短剣の聖女〉の信者たちだと聞いたが」

「そのとおりですが」

「その名前には見覚えがあるのだ」シンクヴァトラ教授は続ける。「書庫のどこかの本でな。昨夜ドランゲイから報せを受けて、ふと思い出したのだ。美しい挿絵の入った旧世界文献だったと記憶している。昨夜一晩じゅう書庫を探してみても見つからなかったが、何者かが持ち出したのかもしれぬ」

「いつその本をご覧になったのでしょう？」

「四、五十年まえだな。まだロッペルスム嬢と同じ、員数外の講師だったときだ。お恥ずかしい話だが、この歳になると、一分まえになにを話したかすら忘れてしまうのに、数十年まえの記憶にかぎって明めい晰せきなままでな」

「その本に彼らの教義が書かれていたのですか？」

「教義らしいものが書かれていた記憶はないな、覚えているかぎりでは、なにかの物語と、土地の事物や気風について記されているだけだった。そこからなにか教義を読みとった者がいたのかもしれぬがな。そなたら海の民の教義が、もとから第八聖典に記されていたのではなく、代々の祭司がたえず充実させていったのと同じだ、増築を続ける砦のようにな。すまない、そちらの信仰につい失礼を言ってしまった。そうではなく、教義をたえず発展させていった賢者たちには感服しているし、いまここまで高くそびえたつ砦には恐れ入るのだがね」

「われわれが首謀者を捕らえたら、その本も取りもどせるでしょう」

「もし本に大図書館の印が押されていたら、ここに送りとどけてはくれないか」教授は言う。「邪心による読みこみで、それは危険な書物に変わってしまっているのだ。ここで保管するのがなにより安全だ」

　シンクヴァトラ教授が立ちさってすこししたころ、サラたちは第一陣の攻撃に遭遇した──〝攻撃〟となど言ってはあまりに向こうに甘いというものだろう。襲ってきたのはだらしない身なりの烏う合ごうの衆でしかなく、手にはぼろぼろの武器を握りしめ、数も十数名というところだった。おそらくウーベグレン学院を標的にしていたのではなく、偶然通りがかって、つけいる隙がないか思いつきで入ってきたのだろう。

　図書館のまえに武器を持った一団がいるのを目にし、侵入者たちは自分たちの不利を悟って、慌てて引きかえそうとした。ハーラルが両手剣を抜いてあとを追い、二人を斬り伏せ、あと一人、おびえてへたりこんだところを生け捕りにした。

　ひとしきり問いつめてわかったが、やってきた面々はすでにイーヴァルディ通りを襲ってきていた。

　まもなく、市街の各所から突撃の喊かん声せいが聞こえてきた。スーは巧みな動きで図書館に付属する建築物をよじのぼり、三階の屋根に立って敵情をうかがった。スーのいる場所からは、北にイーヴァルディ通りを、南には市庁舎広場を見渡せる。この時間、太陽はすでに高く上り、逆光の場所に立っているスーの姿をサラははっきり見られなかったが、声高く報告される戦況は耳に届いた。

「イーヴァルディ通りのほうは、治安軍と聖女の信者がぶつかってます──信者のほうが人数は勝ってるけど、武器の長さが足りなくて、治安官のほうの斧槍兵が押しかえしてるところ──三つめの軍勢が入ってきました。鎧を着て、上に赤いマントを羽織ってる、たぶんタイリンヘン家の部隊です──信者は前後から挟みうちで、潰される寸前です」

「市庁舎広場のほうは？」

「治安軍とベーフェラント家の騎士が、敵の軍団の相手をしてます──向こうにも治安軍の制服を着てるのがけっこういて、先頭にいるのは白い服を着てる女──また信者がひとかたまり広場に来ました、同じ制服は着てなくて、さっき学院のほうまで来たやつらみたい──新しく来たやつらはすぐに散り散りになってる──治安軍からの裏切り者のほうも、しんがりにすこしだけ残して、ほかは退却しようとしてます」

「撤退はどの方向に？」

「方向は……」間があって、ふたたび上からスーの声が響いた。「あたしたちのいるほうに向かってます」

　それを聞いたハーラルが数歩進み出て、血にまみれた両手剣を地面に突きたてた。「いいぞ、かかってこい」

　潰かい走そうする敗残兵は、ハーラルを長くは待たせなかった。学院に乱入してきた敵軍はおよそ三十名、多くは治安軍の制服に身を固め、斧槍を手にしている。なかには怪我人も数名いて、とうに武器は捨て、仲間に肩を借りながらどうにか足を動かしていた。

　一同を率いているのは背の高い黒髪の女で、三十歳ごろに見える。右手には華麗な装飾のある刺剣を握り、左手には牛革を張った盾を持って、腰には防御用の短剣マインゴーシュを提げていた。上下の服装は白が多くを占めているが、いまは血にまみれている。

　ビビアンはその顔に見覚えがあった。「あなたは……第七治安官のナイメーヘン様？」

「どきなさい！」答えはなかったが、否定されるでもなかった。「死にたくないのなら道を空けて、全員を図書館から外に出すことね。あなたたちを傷つけないことは約束する」

　ナイメーヘンはいま、大図書館を名目上占領してから自殺することだけを考えているのだとサラは知っていた。しかしその願いも、かなえられることはない。

　答えがないのを見ると、ナイメーヘンの号令とともに斧槍を手にした治安軍たちが飛びこんでくる。ハーラルが一声気合をかけて剣を振りおろし、斧槍が二本斬りとばされた。なかでも度胸のある一人の兵士は、柄だけになった斧槍を捨てて腰元の剣を抜き、ハーラルに斬りかかる。今度斬りとばされたのは、血にまみれたその首だった。

　その光景を見たほかの人間はしりごみして足を踏み出せず、円弧型の陣形に広がってにらみあうばかりだった。

　配下がハーラルとやりあっているあいだに、ナイメーヘンはサラに向かってきた。右手の刺剣は頭の上まで持ちあげてサラにまっすぐ狙いをつけ、左手は盾を掲げ、目のすぐ横に構えている。

　サラは長剣を抜いて応戦にかかった。

　長さではナイメーヘンの刺剣が有利に立っている。すぐさま右足を踏み出しての一突きがやってきて、サラは身をひねってかわした。相手はもう二度突きを繰り出し、狙いはどちらもサラの眉間に定められていた。サラは軽く身をかがめて攻撃を避けるほかない。しかしナイメーヘンからの攻めはここで終わらず、突きのつぎには薙ぎはらうように刺剣が襲ってきた。サラは剣を持ちあげて防ぐ。ひたすらに願ったのは刺剣が鈍い音とともに二つに折れることだったが、気づくと相手はほとんど力をこめておらず、刺剣が軽く弾かれたつぎの瞬間にはまた突きに移っていた。サラはすばやく身をひねってどうにか避けたが、そのせいであやうく平衡を崩して地面に倒れこむところだった。

　ここまで続いた動きでナイメーヘンはかなり体力を消耗していて、水をも漏らさぬ防御の構えを取りながらも、何度か荒い息をついていた。

　サラには相手の隙が見つけられない。つぎに攻撃してくるのを待って、反撃の機をうかがうしかない。

　数秒間の対峙のあと、ナイメーヘンがふたたび攻撃を始めるまえの構えに移り、サラも内心すばやく対策を固めた──ナイメーヘンがこちらに踏みこんでくるとともに、自分は腰をかがめて突きの攻撃をかわし、同時に相手の右足へ横薙ぎに斬りかかろうという考えだ。

　しかし、ナイメーヘンが繰り出したのはさきほどのような突きではなかった。一瞬にして腕が持ちあがり、サラの頭上に向けて剣を振りおろしてくる。

　予測を誤ったサラは、相手が足を踏み出した瞬間かすかに腰をかがめていた。幸い、相手の腕の動作に気づくのが間に合って、左に身体を傾けながら剣で防ぎ、この一撃をかわすことはできたが、その結果体勢が崩れ、地面に転がった。

　ナイメーヘンが有利に立ったのを見て、もとはその後ろに立っていた治安軍たちがつぎつぎと動きだし、交戦中の二人を通りすぎて、学院の番兵や学生たちに攻撃を仕掛けようとしていた。ハーラルはサラの名前を叫びながら両手剣を全力で振りまわし、自分を囲む治安軍を一歩また一歩と下がらせて、すこしずつサラのほうに近づいていったが、それでも距離はかなり離れたままだ。

　サラはすばやく身体を起こし、肩の痛みをこらえながら左手で短剣を抜き、ナイメーヘンが剣を振るう先手を取って、全力をこめ短剣を投げつけた。これはエルザから教わった技で、不面目ではあるが、ここぞというときに命を守ってくれる。

　ナイメーヘンも即座に反応して、自分に向かって飛んできた短剣を盾で弾きかえした。サラもその隙に体勢を整えていたが、それでも立ち上がるまでの時間はなかった。ナイメーヘンの握る剣が振りおろされようとしている。

　そのとき、一本の短剣がサラの頭越しにナイメーヘンに飛んでいった。

　琥珀を埋めこんだ、高速で回転するその短剣は刺剣の鍔に当たる。弾かれたあとナイメーヘンの耳元をかすめていき、右耳に傷を作り、髪をいく筋か斬りとばしていく。

　その一瞬、サラはナイメーヘンの隙を目の当たりにしていた。しかし騎士の誇りゆえにその機会を狙って攻めることはできず、立ちあがって一歩あとじさった。

　さきほどまで屋根の上で状況を観察していたスーだったが、サラのそばにその姿を現していた。

「あなた、何者？」ナイメーヘンが訊く。右耳から鮮血が流れ出し、肩にしたたり落ちる。

「行いを改めたい、ただのこそ泥だけど」スーが答える。

「ベーフェラント家の騎士、王女の使者が、こそ泥からの助太刀を必要とするとはね」

「あなたとわたし、一対一の試合だったら当然、他人の助けを受けてはいけないでしょう。逆賊を押し止め、反乱を討伐する戦いなら、そんなことまで気にするいわれはない」サラは言う。「スー、力を貸してくれてありがとう。いまは下がっていなさい、彼女にどう立ちむかえばいいかはもうわかったから」

　ナイメーヘンはまたしても攻撃の構えをとり、すぐさま攻めかかった。

　しかし今回、サラは身体を横にして避けることはなく、剣を上げて防ぐでもなく、身をかがめると右足で力いっぱい地面を蹴り、まえに突進したその勢いで下から長剣を振りあげた。

　この一撃が狙うさきは、相手の死角になっている──突きにしろ斬りかかるにしろ、ナイメーヘンはすばやく腕を下に下ろして攻撃はできないのだ。高く構えた盾も、腰から下を守るのには向いていない。

　剣は長ちょう靴かの側面を削り、タイツと肉を切りさいて、ナイメーヘンのすねの骨に食いこんだ。この一撃を受けては、どれだけ懸命に身体を支えたとしても姿勢を保つことはそうできるものではなかった。サラは勢いのままに身体を横にし、ナイメーヘンの胸に左肩をぶち当て地面に突きとばした。

　一瞬にして局面が入れかわった。ここまでナイメーヘンに従ってきた敗残兵はこの光景をまえに、あちこちできびすを返して逃げ出すが、ハーラルに斬り伏せられた者も何人かいた。膝の下に深手を負ったナイメーヘンは、自分の力だけでは立ちあがれないはずだ。背筋を伸ばし、刺剣と盾をほうり出し、痛みに顔をゆがめて、喘ぐ息も重苦しく、澄んだ響きはなくなっている。

「いま投降すれば、死は免れられるもの？」ナイメーヘンが尋ねた。

「あなたは第七治安官として、治安軍の風紀の監督を任されていると聞きます」サラは言った。「もしほかの治安官が兵を連れて反乱を起こし、あなたに捕らえられたら、あなたたちの軍法で手心が加わることはありえますか？」

　それを聞いてナイメーヘンは笑った。自嘲と絶望に満ちた笑い声だった。

「いまわたしは、なにもかも失った。ドランゲイはわたしたちの任務を解いて、財産を没収する命令を出している。あの女祭司ヴォルヴァの話を聞いたのは、心から後悔している。わたしはそれらしい場所で儀式を終えたかっただけなのに、その願いすら叶えられないなんて」

「それも、あなたの自業自得ではありませんか？」

「ヴェストマンがわたしたちを売ったの？」

「あの男は昨夜死にました。あなたよりはすこし運が良くて、第三治安官の地位のまま死にましたが」

「ここまで来たら、このさき聖女を信じていたとしても、来世にはなにも持っていけないでしょうね」

「それなら最後の機会を逃さずに、充分にコールガに懺悔して、許しを請うことです」

　サラとスーは短剣を拾いあげ、ハーラルはナイメーヘンの武器を拾っていった。すこしして、ロザリンに率いられた治安軍の小部隊が学院に現れた。さきほど学院に闖入してきた敗残兵たちほど見苦しくはないが、鎧は多かれ少なかれ血で汚れ、または武器がかすめていった痕を残していた。

「遅くなって申し訳ないわ」ロザリンは理由を説明しなかった。その身を汚す血を見れば、ここまでの途上で抵抗に遭い手間取ったことは容易に想像できた。「死傷者はいないでしょう？」

「こちらは全員無事」サラは言った。「相手は損害があるけれど」

　地面に座りこんだナイメーヘンに視線を向けた。「かなりひどい傷のようね」

「それでも、三十数名が逃げていったの」

「その連中は南港のほうに向かって、第五治安官のシュターデがもう部下を連れて追っているわ。向こうはベーフェラント家の騎士も守っているし。もう逃げ道はなくなっている」ロザリンは言った。「市街の反乱はおおむね収まっているわ、鋳造所のほうの戦いがどうなっているかだけはわからないけれど」

「派遣の命令が出たら、いますぐにでも従うから」

「あなたがナイメーヘンを倒したの？」

「わたしが」サラはそばにいたスーのことを指さす。「そこの泥棒も手を貸してくれた」

「反逆者の第七治安官を捕らえたことは、ドランゲイに知らせておいたほうがいいわ。トルン嬢、わたしと市庁舎に行きましょう。しばらくはわたしの部下がここを守っておく」そしてスーのほうを向く。「あなたも付いてきて」

　ロザリンは丸腰になったナイメーヘンを立たせ、足を引きずる彼女に手を貸して市庁舎に向かった。サラとスーはそのあとを付いていく。

　市庁舎に到着すると、番兵は二階にある執政官の執務室に一同を通した。

　現れたドランゲイは身だしなみは整えていたが、表情は疲れきっている。彼がまえにしている巨大な机には、ハウビャルト島も含んだブルーメンベルクの地図が広げられていた。

　近くには手を縛られたグウィネスが座り、その横には兵士が立っている。ナイメーヘンはグウィネスの姿を見た瞬間に鼻を鳴らし、〝あなただったの〟と一言言った。グウィネスはうつむいて、彼女の視線を避けた。ことの次第を聞いたドランゲイは、裁きのときまでナイメーヘンを収監するように命じ、サラにはどんな褒賞が欲しいかと尋ねた。

「湖畔の騎士団の決めごとでは、許可を得ずにわたしが外からの褒賞を受けることはできません」サラは言った。「この功労はゲーゼ嬢のものとしてください。昨夜わたしの命を救ってくれなかったら、わたしは治安局の地下室でいたぶられ、死んでいたのですから」

「かまわない」ドランゲイは答える。「さきほど報告があったが、鋳造所の戦況が膠着状態に入っている。敵の人数が想像より多い。監獄でも暴動が起きている。ゲーゼ治安官候補、シュターデが戻ってきたら連れだってハウビャルト島の支援に行ってくれ」

　しかし第五治安官シュターデが現れるよりもまえに、一同は悪い知らせを耳にすることになった。

　ベーフェラント家の紋章が入った服を着た若者が、息を切らして執務室に飛びこんできた。サラはその顔に見覚えがあった。リサと同時に騎士に封じられたレイフ・トロンデラーグだ。

「ロッペルスム家の屋敷を信者の一団が占領して、家族を人質に、身代金を用意しろと言っています」そう言って、しわの寄った羊皮紙をドランゲイに渡すと、苦りきった顔でサラのほうに目をやってきた。「信者たちはほかにも追加の条件を付けてきて……」

　紙に目を通したドランゲイは鼻を鳴らし、〝死にぎわまで交渉するつもりか〟と口にした。

「身代金はいくら求められているの？」ロザリンが尋ねた。

「二十万デナリ。すべて金貨にしろとの要求で──つまり金貨二千枚を、二時間のうちに用意して持ってこいと。これは難しい話じゃありません」

「結局は死ぬまえに金を稼いでおきたいだけなのだから、向こうが自殺すれば、そのお金は戻ってくるでしょう」サラは言った。「それが追加の条件とかいうもの？」

「いや、それだけではない」そう言って、ドランゲイは紙をサラに渡した。「もう一つの追加の条件は、自分たちの指定した人間が金を持ってくることだ」

　脅迫状に目を落とすと、最後の一行に相手が要求する人選が記されているのが目に入った──計画を漏らした密告者、そして湖畔の騎士団の団員サラ・トルン。

　読みおえたサラは、脅迫状をロザリンに渡す。

「連中は死にぎわに金を手にするだけではなくて、もくろみを台無しにした人間を殺して、うさ晴らしをしたいようですね」

「人質を助けるほかの手段を考えるから。あなたを危険にさらすわけにはいかない」ロザリンが言う。

「ロッペルスム家は王女の協力者の一つで、その養女はわたしの友人です。見過ごすわけにはいきません、多少の危険なら犯す意味はある」サラは言って、近くに座っているグウィネスに視線を向けた。「ただ、この〝密告者〟に協力する気があるかどうか」

「協力？　手柄で埋め合わせをする機会をくれるつもりなの、それとも死にに行かせようとしているの」

「その両方」サラは言う。「私に付いて同志に身代金を届けに行くつもりはある？」

「選べるのなら、自ら危険に飛びこむようなそんな真似をする人はいない」そう言いながら、グウィネスは縛られた両手を持ちあげる。「だけれど、いまのわたしには選びようがない。あなたに従って遣わされるしかない」

「トルン嬢、ほんとうに身代金を運ぶつもりなのか」ドランゲイが訊いた。

「ご安心ください、充分に備えをしていけば、連中がわたしたちを傷つけることはありません」

「それならロザリンに協力してもらおう、なにか必要があったらなんでも伝えてくれ」

　一行は市庁舎を出て、市街西部の裕福な区域に早足で向かった。通りに通行人はほとんどおらず、家々の窓も閉ざされている。あちこちで巡回中の騎士や治安軍の兵士に出会い、まだ運び出されていない死体が街角に積みあげられているのも目に入った。

　ロッペルスム家の屋敷は、昨晩サラが潜入したグリンケル家よりもずっと大きく、塀もさらに高い。鎧に身を包んだリサとヴィグディスが、数名の治安軍の兵士とともに閉ざされた門のまえに立っていた。

　二人にロザリンのことを紹介したあと、サラは尋ねた。

「人質は無事？」

「こちらの要求で、向こうはロッペルスム夫妻に短い手紙を書かせて、さっき石をくるんで外に投げ落としてきたの」ヴィグディスは手にしていたしわの寄った羊皮紙二枚を持ちあげ、サラに見せた。「学院のビビアンを呼びに行かせてある、筆跡が本物か判断できるから」

「向こうの人数は何名くらいなの？　人質は何名？」

「ロッペルスム家は使用人と番兵を入れてぜんぶで十四人、殺された人間がいるかはわからない。敵の人数はまだ確認できていないわ」

　そこにスーが口を開いた。「わたしが様子を探りに行ってきます」

「あなたがすばしっこいこそ泥だといっても、陽の光のあるうちに偵察に行くのは危険すぎるわ」ヴィグディスが返した。

「まえに北港ですりをやってたときは、陽の光のあるとこで人の財布を抜きとるのだってありましたよ。泥棒稼業は昼夜おかまいなしなんです」

「だったら、くれぐれも気をつけて」サラが言った。「もし向こうに見つかったら、あなただけではなくて、人質も危険なことになる」

「用心します」

　そう言ってスーは屋敷の西の塀に向かい、すばやくよじのぼって、塀の上にうずくまりしばらくあたりを見回したあと、身を躍らせ塀の向こうに姿を消した。どこに飛びおりたかはサラには見えず、おそらく建物の屋根に下りたのだろうと推測するしかない。

「まったく、なかなか手に入らない戦力を見つけてきたものね」リサが言い、両手を縛られているグウィネスにその視線を向ける。「この人が、向こうが連れてくるように求めてきた密告者なの？」

「第三治安官の手下で、自分の身のために計画を差し出したの」

「密告者一人の命と引きかえにロッペルスム一家が戻ってくるなら上出来ね。さらに金貨二千枚を足さないといけないのは気になるけど……」

「それに、わたしの命も」

「そうなると、引き合わなくなってくるわ」

　スーが屋敷を探っているあいだに、ビビアンも戦鎌を手に駆けつけてきた。どうやら、家に押し入った賊と死にものぐるいの戦いを演じるつもりだったらしい。二枚の手紙の文字は両親自身が書いたものだと確認する。相手の要求を知ると、ビビアンもサラにほかの手を考えるよう諭してきた。心配はいらない、きっとビビアンの家族を助けて無事に帰ってこられるとサラは答えた。

　しばらくすると、塀を乗りこえてスーが戻ってきた。

「人質は西のほうの倉庫に閉じこめられてます。小窓から覗いたら、なかに十何人かいて、みんな縛られてます。倉庫のまえを見張ってるのは二人です。庭には死体がいくつかあって、全員番兵の服でした。門の向こうは信者が二人で守ってて、母屋の玄関に三人が立ってます──一人が甲冑を着てて、のこりは傭兵の恰好。母屋にほかに何人いるのかは確かめてないけど、祭司の恰好をしてる女が窓から見えました」

「倉庫と、門の向こうを固めている人間は鎧を着ていないんでしょう？」

「そう。庭で鎧を着てるのは一人だけです」

「そういうことなら、わたしに一つ案がある。ただし、治安軍の協力が必要だけれど」サラは言った。

「必要なことがあったらなんでも言って」ロザリンが答えた。「ただ、いまは鋳造所の支援に大勢送っていて、市街で動かせる治安軍の数には限りがあるわ」

「弩ど兵へいが何人かいればそれでいい。あとははしごをかける役が数名」

「塀の上に弩兵を上げて、なかの人間を射させようってこと？」

　サラはうなずいた。「わたしとグウィネスが身代金を届けに入っていくときには、弩兵が準備を済ませておく。もし向こうに人質を解放する気がなくて、反対にわたしたちが入っていったら門を閉めた場合、弩兵に射撃の指示を出す。倉庫のまえで番をしている人間を倒すのが優先ね、人質が傷つけられないように。うまくいけば、門の向こうを守っている人間もそのまま倒すことができる。そのあとは安心して攻めこめるでしょう」

「たしかにいい考えだけれど、あなたの身の安全はどうやって確保するの？」

「わたしの身はわたしが守る。すぐに攻めこめれば、わたしもグウィネスも危険はない」そう言って、サラは短剣を抜き、グウィネスの両手を縛っていた縄を切った。「そのときはわたしが敵を足止めするから、門のかんぬきを開けにいって」

「弩兵が矢を外したら、門の内側の敵はわたしが相手しないといけない。武器を渡してくれたほうがいいはず」

　それを聞いて、ロザリンは斧槍を持っていた兵士を呼びとめ、腰に差していた剣をグウィネスに渡した。

　ロザリンはすぐに六人の弩兵を集めてきて、はしごの準備も済ませた。まもなくドランゲイの使いも身代金を届けてきた。二千枚の金貨を四つの麻袋に入れ、手押し車に載せてある。サラが試しに何歩か動かしてみるとすこし力は要ったものの、グウィネスと二人で押せばずっと楽になった。

　準備万端整うと、サラはグウィネスから姓を聞き出し、門のまえに立って、なかの人間に大声で呼びかけた。

「身代金は申し入れどおり用意してある。このわたし──湖畔の騎士団のサラ・トルン──と、あなたたちを裏切ったグウィネス・ヘイランネが二人で運びいれる。門を開けなさい！」

　門はすぐには開かなかったが、サラはそう長く待つこともなかった。左右両開きの白い門の片方が開けられる。サラはなかに視線を送った。視界の奥に、薄青色に塗られた母屋が現れる。入口前には甲冑を着こみ、竿と鉄球をつないだ連枷を手にした姿があり、その左右に一人ずつ傭兵の恰好をした人物が立っている。

　サラとグウィネスは、金貨を積みこんだ押し車を進め、門のなかに入っていく。

　サラが予想したとおり、車を押して庭に入ったとたん、数歩も進まないうちに背後の門がばたんと音を立てて閉じられた。

　背後に目を走らせると、傭兵の恰好をした二人が、塀に沿って積みあげていた戸棚や箱といったあれこれをそっくりそのまま押し出し、門をふさいでいた。

　この情景を見たサラは、短剣を抜くと麻袋の一つを切り裂き、入っていた金貨が砂時計の砂のように流れ出し、地面に落ちていくにまかせた。

「目当ての身代金は持ってきた。どう、解放するつもりはある？」

「残念だ」全身に鎧をまとった男が言う。鉄兜ごしに聞こえる声はくぐもり、しわがれていた。左右に立つ傭兵よりもずっと背が高く、熊のように屈強な身体つきだった。「おまえたちが板金鎧を着て死にに来ていたらよかったが。もう一稼ぎができた」

「わたしたちは人を助けに来たの。死にに来たわけではない」

「金は届いた。こちらの目論見を潰した人間ものこのことやってきた。人質を残しておく意味はない」男は、倉庫のまえを守っている傭兵二人に向けて命じた。「やれ」

　このときサラは、その傭兵二人はグリンケル家の配下で、昨晩通りで自分とスーを追っていた輩のなかに彼女たちがいたことに気づいた。

　一人がドアに手を伸ばし、もう一人が鞘から剣を抜く。

　そのとき、ドアを開けようとしていた一人の背中に矢が突き立った。矢が飛んできた方向をもう一人が振りかえると、弩兵はとうに東側の壁に上がっていた。慌てて左手を伸ばしドアの取っ手を握って、倉庫のなかに身を隠そうとしたが、そこをすかさず二本の矢が襲う。一本は太ももを射貫き、もう一本は首に命中していた。

　母屋のまえに立っていた傭兵二人はたちまち慌てふためき、建物のなかに引っ込もうとしたが、甲冑姿の大男がどなりつけた。

「何を恐れている、聖女がわれわれをお守りくださるぞ！」

　それを聞いた二人は、すぐに向きなおり、サラたちのいる方向に突撃してくる。死はまぬがれないと悟って、この機に〝儀式〟を終えてしまおうということらしい。

　一人は駆けてくる途中で矢に胸を射貫かれて倒れ、もう一人はサラに迫ってきた。

　一方、正門近くの傭兵二人は片方が矢に倒され、残りの一人がグウィネスと戦いを始めていた。

　サラやグウィネスを傷つけてしまわないためだろうか、弩兵はそろって甲冑姿の大男に矢を放った。板金鎧はかなり頑丈で、命中した矢もかすかなへこみを作るだけだった。男も、手にした連枷を振りまわしながらサラたちめがけ駆けてくる。サラはうまいことに、目のまえの傭兵の隙を即座に見定め、一振りで片付けてみせ、二人を相手にする難局は避けることができた。

　正門のほうからは鈍い音が何度も響いているが、門が破られるまではもうすこし時間がかかる。

　大男は同朋の死体を蹴りとばし、とげを一面に埋めこんだ鉄球でサラの顔に殴りかかってくる。身体を横にしてかわし、姿勢を立てなおすよりも早く、鉄球はあっという間に方向を変えふたたびサラに向かってきた。

　これにはサラは避けきれず、剣を振りかざして受けとめるしかなかった。刃をかすめ、下に落ちていく鉄球によって、鎖が剣にぐるりと巻きついた。相手は連枷を自分のほうに引きもどし、剣を握りしめるサラも前方に引きずられていく。

　運よく、早いうちに剣を抜きとることができ、転倒することはなかった。

　この時機を逃さずサラは前方に突っこみ、左手を相手の左肩に当て、足払いをかけた。とはいえ、甲冑に包まれた巨大な体軀はしょせん簡単に揺るがせるものではなく、相手は後ろに一歩よろけただけだった。

　サラは慌てて左足を下げ、踏みつけられるのを避けた。

　向きなおった相手は横薙ぎに武器を振りまわし、サラは右の地面に身体を投げ出すほかない。直後、鉄球も地面に叩きつけられる。サラは地面を二度転がってどうにか避けた。

　もしもう一度鉄球が振りおろされたら、どうやっても避けることはできないはず──

　しかし、金属がぶつかりあう甲高い音が男の攻勢を止めた。自分の敵を蹴倒してきたグウィネスが剣を両手で握り、重たい剣の柄を甲冑の首の後ろに叩きこんだ音だった。

　この一撃の勢いに男は一度よろけたが、しかし身を翻し、グウィネスを横殴りにしようとする。グウィネスは手にした剣をほうり出し、前方に身体を投げ出して、男の右足に抱きついた。サラも機を逃さずに飛びかかって、同じ方策を選んで、剣の柄に力をこめ相手の兜に叩きつけた。

　そうして二人は、甲冑姿の大男を協力して押し倒し、その勢いのままサラは馬乗りになった。

　そのとき、グウィネスに蹴り倒されていた傭兵が立ちあがり、剣を振りまわし斬りかかってくる。サラは慌てて〝うしろ！〟と声を張りあげた。

　グウィネスはほとんど本能的に身体をよじってその一撃を避け、それから向きなおり、奇襲を仕掛けてきた敵と向きあう。しかし、地面にほうり投げた剣は相手によってがっちりと踏みつけられていた。

　地面に倒れた大男ももがきつづけ、サラ一人の力ではとうてい押さえつけていられなくなる。サラは、自分の長剣をグウィネスに投げて渡し、短剣を抜くと、腕甲と籠手のあいだの隙間に突き刺した。

　男が悲鳴を上げるとともに、握りしめていた連枷の柄も手から離れる。

　それと同時に、グウィネスはサラが放った剣をかがんで拾いあげ、斬撃を一度受けとめ、相手の喉に剣を突きたてていた。

　大男はなおもあがきつづけ、サラを撥ねとばそうとしている。短剣を抜き面甲に突き刺そうとしたが、腕甲と籠手の隙間にはまりこみ、すぐには抜くことができない。

　せっぱつまったサラは、さきほど危うく自分の命を奪うところだった連枷を拾いあげ、鎖を両手で握りしめて、とげを埋めた鉄球を相手の兜に叩きつけた。

　鉄球は四度振りおろし、一度ごとにさらに力がこもった。兜は完全にへこみができ、甲冑のなかからはなんの動きも返ってこなくなる。

　連枷をほうり出すと、サラの右手は震え、言うことを聞かなくなりかけていた。グウィネスの手を借りて立ちあがり、剣を受けとる。二人は正門までやってきて、門を破るのをいちど止めるよう外に声をかけて、二人で力を合わせいちばん邪魔になっている戸棚をどかし、門の片側を開けた。

　真っ先に庭に入ってきたロザリンに、サラは状況を報告する。

「人質は倉庫に、まだ無事かどうかは確認できていない。母屋からはだれも出てこない。庭の信者は全員死んだ」

「あなたたちのけがは？」

「どこも。グウィネスが助けてくれたおかげ」

「あとはわたしたちに任せて」

　サラの右手はいまもひとりでに震えて、しかもうっすらと痛み、この状態では自分は戦いの場に戻れないとわかった。ゆえにサラはうなずき、グウィネスを連れてロッペルスム家の敷地を出た。向こうではスーとビビアンが待っていて、彼女たちが何言も交わさないうちに、二人の治安軍の兵士が解放された人質を連れて庭のほうから歩いてきた。ビビアンはすぐに斧槍を置いて出迎え、養父母と抱きあった。

　サラの姿を見たロッペルスム夫妻はさほど意外に思うような気配もなく、〝トルン嬢はきっと助けに来てくれると信じていました〟と話していた。

　すこしまえ剣を貸してくれた兵士が門番をしているのに気づき、グウィネスは武器を返した。その光景を見て、サラは自分の短剣が大男の手に刺さったままなのを思い出した。いま自分の右手は力が入らないので、あとでヴィグディスに代わりに抜いてもらうしかない。

「あのときは、助けてくれてありがとう」サラは、グウィネスに向かい言った。

「トルン嬢、昨夜わたしは、あなたを殺すところだった」そう答えがある。「わたしがこの命をつないだのもあなたのおかげ。もし昨夜、あなたが諭してくれなかったら、わたしは身のほどもわきまえずに剣を抜いて、〈孔雀の羽根〉ロザリンに戦いを挑んでいた」

「いまはあなたもかなりの戦功を挙げたのだから、寛大な扱いをしてもらえるでしょう」

「だといいけれど」グウィネスは返す。「もし選ぶのだったら、ヴィティン島に流してほしい」

「どうしてあんな危険な場所に？　あそこは海賊に立ちむかう前線なのに」

「危険な場所であるほど、這いあがる機会はあるから。わたしは剣術のほかにはなにもできないから、長所を見せられる場所に行くのが望ましいに決まっている。それに、たしかヴィティン島の要塞の指揮官はべーフェラント家の若息子で、ベーフェラント家の領地で生まれた騎士のあなたを助けたのだから、悪いようにはされないはず」

　サラは、ウィルヘイムが自分の婚約者であることも、自分を指導した先輩がやはりそこにいることも言わずに、〝もしあそこに流されることに決まったら、わたしからウィルヘイムにうまく言っておく〟とだけ口にした。

　救出作戦の後始末はあっけなく終わった。ロザリンが治安軍を連れて母屋に突入したときには、なかに隠れていた人間はほとんどが自殺していた。剣を抜いて抵抗してきた信者も、求めるのは死だけだった。治安軍はつぎつぎと死体をかつぎ出し、いずれ運び出すため路上に置いている。

　死体のなかには華麗な服の女がいて、サラはそれが騎士団の連絡役、マリッタ・エスターだと気づいた。この女が自分を売ったというのは確からしい。

　ほかには青のローブをまとった老女の死体があり、グウィネスはそれが反乱の首謀者、〝テレジア様〟だと話した。特別なところのないその顔を見ながら、サラは昨日の夕方、教会に行ったとき説教をしていたのがこの人物だったか、確信を持てないでいた。

　二人はともに、短剣で喉を突いて自殺していた。

「死体を見つけたとき、この本を抱いていたの。連中の聖典なのかもしれないわ」ロザリンは女祭司ヴォルヴァの死体を見つめながら言い、そして傷んではいるが、鮮やかな色使いの本をビビアンに渡した。「書いてある文字は旧世界の言葉のようだけれど、大図書館から持ち出されたものかしら」

　かなり大きく作られた、おそろしく鮮烈な色彩の本だった。使われている文字は古代の共用語でも、古代諸島語でもなく、サラが見たことのない奇妙な字だった。本のほとんどすべてのページに絵が入り、短い文章の説明が添えてある。色のついた絵の一ページに、黒衣をまとった〈七短剣の聖女〉の姿があった。聖女の顔はかぶった覆いの陰にすべて隠れ、どこか薄気味悪く、恐ろしく見えた。

　最後のページまで本をめくったビビアンは、ウーベグレン学院の蔵書印と管理番号を見つけた。

「たしかに大図書館の本だった」

「シンクヴァトラ教授が若いとき書庫で目にした旧世界文献には、〈七短剣の聖女〉について触れられていたというけれど、これがその本なのかもしれない」サラは言った。

「学院ではまえから、教授の記憶は写本より頼りになる、だとか言われているの。写本は間違いを起こすけれど、教授の記憶はそうでないから。それは噓ではないらしい」ビビアンが言った。「この本をウーベグレン学院のもとに戻すことはできる？」

「学院から持ち出されたものなら、もとの持ち主に返すのが当然でしょうね。ただドランゲイには一声伝えておいたほうがいいでしょう」ロザリンは言う。「ちょうど報告に向かうところだから、あなたたちもいっしょに来たら」

「この件がなくても、ロッペルスム家の娘としてはともに行かないといけないし」

　ロザリンはその場の兵士に言付けをしていき、サラとスー、ビビアン、グウィネスを連れてともに市庁舎に向かった。ドランゲイの執務室に入ると、現れた彼は喜びをありありと現していた。鋳造所の戦闘は勝利に終わり、ロザリンが支援に行くまでもなくなったのだ。そのうえロッペルスム家の救出に成功したこと、そして首謀者の死体を発見したことを聞いた彼は、〝神はブルーメンベルクをお守りくださった〟と何度も口にしていた。

　サラはドランゲイに作戦の経緯を説明し、スーが屋敷の偵察に入ったことにも触れ、それからさりげなくグウィネスの処罰に話題を移した。

「われわれに情報を提供し、命を投げ出してトルン嬢に協力し、ロッペルスム一家を救った。ある程度罪を減じることはできるが」ドランゲイは言う。「だが聞いておかなければならないことがある。いま、〈七短剣の聖女〉を信じているか？」

「信じています」グウィネスの答えは率直だった。「ですがわたしは、来世の富貴のために今世を棒に振る必要はないと気づきました」

「われわれは、〈聖女〉の信徒をこれからもブルーメンベルクに置いておくことはできない。追放を受け、一生戻ってくることはできなくなる」

「寛大なお心に感謝します」

「準備のため与える時間は長くない、早く自分の行き場を見つけることだ。もし二週間後にまだ街を出ていなかったら、待っているのは絞首台だぞ」

　それからロザリンが〝聖典〟を手に入れたことをドランゲイに報告した。しかし、石工の出身のこの執政官は旧世界文献に興味がない様子で、ビビアンが本を差し出しても受けとることはなく、目を向けることすらせずに〝これほど危険な本は、かならず禁書書庫に入れて厳重に保管し、もう紛失しないようにすることだな〟とだけ伝えていった。

　市庁舎を後にすると、ロザリンはロッペルスム家の屋敷のほうに戻ることになっていた。ビビアンがいまも動揺を隠しきれない様子なのを見て、ロザリンに同行してひとまず養父母のそばに戻るようサラは勧め、例の〝聖典〟は自分が大図書館に届けると伝えた。ビビアンは受け入れ、本をサラに渡した。

「あなたはもう解放されたけれど、いまはまだ反乱が完全におさまったわけではない。あなたに一人きりで行動はさせられないわ」ロザリンがグウィネスに向かい言った。「行き場所は考えてあるの？　ゼーラントで傭兵の仕事ができるよう、わたしが紹介しましょうか？」

「ヘイランネ嬢、わたしの両親を救ってくれたのだから、ロッペルスム家の商隊はあなたを雇うのにも乗り気なはずです」

「二人とも、好意はありがたく思います。わたしは目指すところがあるので。向こうがわたしを受け入れる気があるかはわかりませんが」グウィネスはサラのほうを向く。「申し訳ないけれど、口を利いてもらうことはできる？」

「流刑を命じられるのではなくても、あなたはヴィティン島の要塞に行きたいの？」

　グウィネスはうなずく。

「何日かあとに表彰の礼典があって、ベーフェラント女伯爵もきっと臨席するでしょう。そのときあの人に引き合わせるのはかまわない、きっとすすんで推薦状を書いてくれるはず」

「あなたは穏やかな日々を望まずに、自分の実力によって這いあがろうとしているのね。敵を倒して手柄を挙げようとするなら、たしかにヴィティン島は絶好の行き先だから」ロザリンは、長らく黙りこんでいるスーに目を向けた。「今日はあなたもとても力になってくれたわ、いずれ褒賞が与えられるときには、あなたにも恩恵があるでしょうね」

　近くにいたグウィネスが、スーを数秒間見つめていた。「わたしたち、どこかで会ったことはある？」

　そう言ってスーに近づいていく。スーは何歩も後じさり、グウィネスを近づけたくないかのようだった。ロザリンはなにかを察した様子でグウィネスの肩に手を置き〝この子はすこし人見知りだから、怯えさせないで〟と声をかけた。グウィネスもうなずき、下がるほかなかった。

　わずかに気づまりな空気のなか、ロザリンとグウィネス、ビビアンはロッペルスム家の屋敷のほうに戻っていった。通り一つ隔てたウーベグレン学院に向かうサラに同行するのはスーだけだ。

「スー、これまでに二度捕まって、むち打ちと焼き印を受けたと言っていたでしょう。わたしの考えたとおりなら、あなたに刑を科したのはグウィネスだったんでしょう？」

　スーは足を止め、うなずいた。

「法に触れたのはあたしだから、この件は向こうはなにも間違ったことはしてません。でも結局、あの人はヴェストマンの手下で、あの両手で罪のない人たちを死なせてきたはず。あたしがこの両手で盗みを働いたみたいに。心を入れかえようとしても、汚れた手をきれいにはできないんです」

「わたしもこの手で人を殺している。数えてはいないけれど、十人はいるでしょう。今日も二人を殺した。一人は剣で、もう一人は連枷で──わたしはその男の頭を砕いたの。まだ息があるんじゃないかと恐れて、四回続けて殴った。この二、三年で、わたしの手ももう血にまみれているの」

「でもそもそもは、騎士の使命を果たすため、弱い者を守るために……」

「そんなに立派な言いかたをしなくていいの。どれも仕方がなかっただけのこと。相手を殺さなければ、死ぬのは自分だったから。手を汚したくないのなら、この両手まで失うことになる」そう言って、サラはスーの手を取り、相手の顔のまえに持ちあげた。「この手を使ってなにをしたとしても、まだ手があるのなら、はじめからやり直す機会はあるの」

　スーははっきりしない顔でうなずき、それからはずっと沈黙を続けた。

　二人が大図書館に着いたときには、外を守っていた治安軍はすでに撤収し、ハーラルの姿も残っておらず、学院の番兵たちだけが入口を守っていた。

　サラが用件を説明すると、番兵は二人を一階のいちばん奥にある目録室に連れていった。

　目録室の空間の大部分は、ずらりと並んだ棚に占拠されている。人の背ほどの棚は、十列ほどの数ではきかなかった。棚には小さい引き出しが作られ、そのなかは図書の情報を記したカードで埋めつくされているのだろうとすぐに想像できた。窓辺に、四人が腰を下ろせる机が置かれている。一人の若者が、入口に向きあうようにそこに座っていた。髪はまだ豊かに生えているが、分厚い眼鏡をかけていた。もう一人、老人がこちらに背を向けて座っており、しみの浮いたはげ頭だけが見えた。

　若者が立ちあがり、二人を迎えいれる。

「治安軍が、反乱の首謀者のもとからこの本を手に入れてきました。おそらく彼らの〝聖典〟でしょう。ウーベグレンの印と蔵書番号があるのに気づいたのはロッペルスム嬢で、ここから持ち出されたもののはずです」

　若者はその〝聖典〟をサラから受けとり、机に置いて、最後のページを開き、大図書館の蔵書印と書きこまれた番号を見つけた。

「禁書書庫の本だ。ぼくには口出しする権限はなくて、あそこの担当のウーセン夫人に委ゆだねないといけません」

「これで本は届けましたから、あとのことはそちらに任せます」

　サラは出ていこうとしたが、近くに座っていた老人に呼びとめられた。










「トルン嬢、ここでまた会うとはな」

　その老人が、昨日ビビアンとともに訪ねていったヴェルナモ教授だったことに、サラはいま気づいた。

「スワン、ウーセン夫人のところに行ってきなさい。わしはこちらの騎士のかたにお訊きしたいことがあるのでな」

　スワンという若者が本を手に出ていくと、ヴェルナモ教授はサラたちを座らせた。

「トルン嬢、〈七短剣の聖女〉がどのような信仰なのか、そちらで調べは付いたのかな」

「治安軍が信者を多少捕らえているから、きっとなにか訊き出せるでしょう。いまは彼らの〝聖典〟も見つかっていて、教授のような学者が時間をかけて研究できればと」

「彼らの教義について、きみはどのくらい知っている？」

「偶然耳に入っただけですが、どうやら彼らは、今世での財産や地位を来世にも持ちこめると考えているようです」

「それはなかなか特殊な信仰だな」ヴェルナモ教授は言う。「わしの研究では、旧世界の宗教は厭世的な考えに満ちていた。多くは財産や享楽を敵視して、清貧と禁欲を勧めていた。信者たちは苦行で自らを痛めつけることに熱を上げ、俗世を卑しむべきものと考え、死を救いと考えていたのだよ。とはいえそうした信仰が生まれることもべつだんおかしくはない。宗教というものはつまるところ、虚無に抗うために生まれるものだからな。人には死が待っている。おのおのが俗世で手にしたあらゆるものもいずれ失われる、だから常理を超えた存在によって心を慰める必要があるのだね」

　その話にサラはさほどの興味もなく、早く仲間と落ちあうことばかりを考えていた。とはいっても、老人の長広舌をさえぎるのは騎士のふるまいに反することではあり、そのさきを聞くしかなかった。

「トルン嬢、きみも知るように、ブルーメンベルクは商業都市で、この街のすべては利益を原動力にして回っている。しかし、巨大な財産を抱えた商人であってもいずれは死ぬ。信仰するのが海の女神であれ火の神であれ、一デナリたりともあちらの世界には運んでいけないのだ。それを知っていながら、彼らはなぜ富をかき集めようとする？」

「財産があれば享楽が得られるから、でしょうか？」

「しかし現実では、貪欲で計算高い商人たちは他人から一デナリ刻みで絞りとるだけでなく、自分を絞りあげるときにも決して容赦せんのだ。抜きんでて成功した商人というのはえてして手元の金をばらまくことなく、投資にあてることが多い」

「自らの子女にお金を残すためかもしれません」

「それもたしかに理由だろう。しかし究極の難題はやはり解決できない──虚無だ。死んでしまえばすべての財産を失うだけでなく、自らの子女とも別れなければならない」

「なら、教授はどうお考えなのでしょう？」

「わしは反古の山にのめりこんで、旧世界の宗教を研究する学者にすぎん、金持ちの考えなどわかるものか。人というのはじつに興味深い生物だ、死が待っていることを知りながら必死にあがき、いつか失われてしまうものを求める。だがそういった者どもに、溜めこんだ財産も、勝ちとった地位も、すべてそのまま来世に持ちこむことができると伝えたなら、状況がなにか変わりはしないだろうかね？　日に夜に励み、名と利を追う人々にもはや後顧の憂いはなくなる。生命の短さを、俗世の虚しさを嘆く人々も奮い立つだろう。考えてみたまえ、そのような信仰をブルーメンベルクに広めることができたなら、どのような結果を生むだろうか？」

「結果なら、教授もご覧になったとおりです」

「わしのある知人が、似たような試みを仕掛けた」ヴェルナモ教授は急に話の方向を変えた。「もう何年もまえ、教授の職を手にしてまもない学者が、ふと禁書書庫にこの〝聖典〟を発見したのだ。なかに記された教義を読んだその男は、そのような信仰がブルーメンベルクにとって有益だと考え、それを広めようと考えた。そのため本を持ち出し、ふだんから宗教の問題について話を聞きに来ていた女祭司ヴォルヴァに手渡した。それから長いあいだ、ことは男の予想通りに進んだ。女祭司は市民のあいだにその信仰を広めていたのさ。来世についての確約を得て、職人たちはますます勤勉になり、役人たちはますます仕事に励み、商人もより野心をみなぎらせるようになった。そうして三十年が経ち、なにもかも支障なく進んでいたように思えたのだがな。しかし人はつまるところ時間に勝てない、信仰も同じだ。はじめからの信者たちは老いて、死が迫り、結果彼らはより焦燥にかられ、偏執的に、貪欲になり、そのすえに教義をねじ曲げてしまった……」

「興味深いお話でした、ヴェルナモ教授。その学者が、みずからの行いの責任を取ることを望むばかりです」

　その一言を最後に、サラとスーは連れだって大図書館をあとにした。

　次の日の朝、ネルサス川から死体を引きあげた者がいて、確認の結果ヴェルナモ教授の死体だと判明した。治安官は、教授は酒に酔って溺れ死んだのだと推測した。その晩は騒乱の鎮圧を祝って、街じゅうが飲み明かしていたからだ。しかし当人に近しい者たちはみな、ヴェルナモ教授は酒を一滴も飲まないと知っていた。





[image: 終　章　乙女の花冠]














　昨晩、サラが湖畔の離宮に戻ってきたときは小雨が降っていたが、今日は晴天だった。そうはいっても、もう〝ニリヤの晴れ空〟とはいかない。太陽は雲の裏に隠れ、空の色をわずかに曇くもらせることもあれば、あまりにもまぶしいときもあった。夏の暑さが近づいている。たびたび分厚い鎧をまとうことになる騎士からすれば、もっとも耐えがたい季節だった。

　数時間後、小さな表彰の式典が離宮において行われる。そこでは王女みずからの手で、栄誉と祝福を象徴する花冠がサラの頭に乗せられる──そしてスーにも。

　スーを離宮に連れてかえったサラのふるまいには、だれもが賛同したわけではない。とくに連絡役の裏切りのあととあって、素性のわからないこそ泥はよけいに騎士たちからの信頼を得るのが難しかった。サラもスーを離宮に留まらせようとは考えたことがなく、望んでいたのは、ふさわしい褒賞を王女が与え、そしてよい行き先があるよう取りはからうことだけだった。

　昨晩、この招かれざる客をどこに落ちつかせるかについて、王女とパールたちは深夜まで続く議論を交わし、サラもその場にいた。

　パールの見方に従うなら、騎士団に力を貸した市民を称える方法にならい、スーにはたっぷりと褒賞金を渡すということになる。カロリーンは、商人の家に養女として送ろうと提案した。アナベルは、スーをシルヴィアのもとに送り、この先しばらく様子を見てもよいのではないかと考えていた。時局がなかなか読めない以上、このような戦力が必要になるかもしれないのだ。

　最後に発言したのはアーシュラ王女だった。

　──さきほど、クロウクル家のパトリシアに彼女と諸島語で話してもらいました。パトリシアによれば、彼女の諸島語はとても流暢で、大ノルンの方面のなまりがはっきりあるといいます。出身地については、彼女は噓を言っていないのでしょう。背中にも、たしかにむちの痕と焼き印が残っていました。ひとまずわれわれは、彼女のことを行いを改めた泥棒だと信じます。しかしなにが〝行いを改めた〟ことになるのかは、われわれが代わりに決められることではありません。いまの選択肢を並べて、当人に選ばせるのがよいでしょう。サラ、彼女はどれを選ぶと考えますか？

　──まだ知りあって十数日で、スーについて知っていることは限られます。ですがあの子の、心を入れかえるという決心は本物だと信じています。選ぶのはいちばん困難な道のはずです。

　──こうしてはどうでしょう、あなたが明日の表彰の式典のまえに、彼女の意思を聞き出すというのは。できるかぎりそれに応えましょう。

　昨夜王女に言いわたされたことを思い出しながら、サラは草地を通りぬけ、花園の西にある林に足を向けていた。そこはサラがふだん、毎朝剣の鍛錬をする場所だった。

　いまスーは、居室で静かに眠っているはず。

　胡桃くるみの木が一面に生えている丘を上りきらないうちに、金属のぶつかる甲高い音をサラは聞きつけていた。だれかが自分より早く来ているらしい。林のまえまで来ると、アデリーンとパトリシアが簡便な鎧を身に着け、それぞれ練習用の剣を手に腕を磨いているところだった。騎士団の制服に身を包んだミアが木にもたれ、二人を見つめている。

　昨夜雨が降ったばかりで、草の上はすこし滑りやすくなっている。

　アデリーンとパトリシアの剣術は果敢さの一手で、練習用の剣の打ちあう音が遠く離れたところまで聞こえたのもうなずけた。何度かやりあい、たがいの技のやりとりが進んではいたが、どちらも勝ちへの決め手を出せていない。

　サラが現れたのに気づいて、二人は示しあわせたように同時に手を止めた。

「トルン様」二人は同時に膝を曲げ、礼を送る。ミアも同じように礼をする寸前だったが、そのまえに反応することができた。このところようやく、騎士としての自覚が身につきはじめたらしい。

「昨夜ロータに聞いたけれど、二人とも入団試験の予定が決まったの？」サラは二人に尋ねる。

「今月の末に」アデリーンが言った。「ダイアンもわたしたちといっしょに試験に参加します。いまは馬の世話をしているところで、もうすこししたらここに来ていっしょに練習をします」

「そろって合格できるのを願うけれど」

「わたしの剣術は、試験に合格するでしょうか？」パトリシアが訊いてきた。

「もともと基礎はいいから、そのままの腕を見せられれば、試験に落ちる不安はないでしょうね。ただし、準備の動きが大きすぎて、相手にすぐに見すかされてしまう。そういった習慣はゆっくり矯きょう正せいができるから、慌てなくてもかまわない」

「わたしはどうでしょう？」

「アデリーン、はじめてミアと試合をしたとき、何手も繰り出していないうちに疲れて息も絶え絶えになっていたでしょう。いまのあなたは、息づかいの意識に関してかなり進歩している。入団試験は持久戦だから、体力を残しておくことに気をつければきっと合格するでしょう」

「わたしだって試験に合格したの。あなたたちは小さいときから騎士の訓練を受けて、それだけの基礎を身につけているんだから、心配することなんてないでしょう？」横でミアが言う。

「ミア、あなたはこの子たちの先輩なのだから、そんな弱気なことを言うよりも、しっかりと手本を見せるようにしなさい」サラは手をさすりながら言う。「アデリーン、剣を持たせて。パトリシア、ミアに剣を渡して」

　ミアは〝勘弁してください〟と顔に書いてあるようなもので、ため息をつきながら練習用の剣を手に取る。しかし構えに移ると、その視線はたちまち鋭くなった。

　サラは一歩踏み出して斬りかかる。実戦と比べるとほんのわずか速さをゆるめていて、ミアに軽々と防がれた。通常の速さでつぎの一手を繰り出そうと考えていたそのとき、ミアの反撃が襲ってきた。惜しいことにその反撃にこちらはまったく脅かされず、手を振りあげて防いでしまう。二本の剣の組みあいになり、膠着状態になったとき、ミアは全身の力を振りしぼってまえに押しこみ、それを受けたサラが半歩後じさった。その機会を逃さず、ミアが攻撃に移る。

　相手が真剣なのを見て、サラももう手加減はしないことに決めた。攻撃を軽く受けると身をよじって逃れ、剣の柄を握っていた左手を離して腰に向かわせ、短剣を抜く動きに移り、ありもしない短剣でミアの首元を押さえつけた。

「そうとうな進歩ね、ミア。アナベルはたしかに、真剣に指導しているらしい」

「こんなことを言う資格があるのかはわからないけれど」ミアが息を切らせて言う。「サラ先輩、あなたもまえより強くなったみたい」

「ブルーメンベルクである使い手と出会って、助言をもらっていくつか悪い癖を直したの」パトリシアもこの場にいることを考えて、自分が助言を受けたのが新緑祭イディヤグレンでパトリシアを負かした〈孔雀の羽根〉ロザリンであることは口にしなかった。

　それからサラは、アデリーンとパトリシアを相手に順々に手合わせした。四人が胡桃の木の下に座って休んでいるところに、赤髪のダイアンが灰色の馬にまたがり、一同のまえに姿を現した。馬をつないで、ダイアンもサラの指導を受ける。厩舎で働いてきたばかりのダイアンの身体からはかすかに馬糞のにおいが漂っていて、そのにおいにサラは、ベーフェラント家で過ごしたあのころの歳月を思い出さずにはいられなかった。しかしひととおり剣術の練習を終えると、そのにおいも散り、汗が服を濡らすにおいがその代わりになった。

　スーはもう起きたはずだと見はからって、四人の後輩にしばし別れを告げ、離宮の広間に戻った。

　サラはちょうどいい頃合いに戻ってきて、スーは眠い目をこすりながらロータとともに朝食をとっているところだった。

　スーは王都の市民の服に着替えていたが、体格の似た娘たちのだれかから借りたのだろうか。空き巣稼業で宵っ張りに慣れてしまったのか、朝のスーはいつもぼんやりしていた。

「ブルーメンベルクを救った大功臣じゃない」サラがやってくるのを見て、ロータがからかった。「さすがね、表彰の式典のまえにもしっかりと剣の鍛錬で存分に汗をかいてくるなんて」

　サラはロータの横に腰を下ろし、スーは立ちあがるとサラに跪礼カーテシーを送る。この十数日、サラはスーに最低限の礼儀を覚えさせていた。しかし自分には礼をしなくていいと一度ならず伝えたのだが、スーはまったく言うことを聞かない。

「いま、ミアたちと剣技の修練をしてきたけれど、全員大きく進歩していたの。ロータ、わたしが不在だった一ヵ月、もとのところから進んでいないのはあなただけね」

「あの子たちは入団試験に臨むんでしょう。むかしのわたしのように失敗はしてほしくないわ。ほかはまだいいけれどね。もしパトリシアが試験に合格しなかったら、たぶん姉が許しはしないから」

「あのとき、あんなに必死にあなたを助けたのはすこし後悔ね。ご両親にさんざん締めあげられたあとで訪ねていけばよかった、もしかしたらすこしは進歩していたかもしれないから」

「あなたはそんなに無情ではないでしょう」そう言って、ロータはスーのほうを向いた。「泥棒さんはじつに幸運ね、騎士団のなかでもいちばん思いやりのあるサラと出会って。この人は、かわいらしい女の子が苦しんでいるのがなにより見たくないの。もしわたしだったら、とうに治安官のほうに送っていたところ」

「わたしも、トルン様がわたしの命を取ろうと考えなかったのに感謝してます」

「あなたもかなり、わたしの力になってくれたでしょう。あのときあなたが短剣を投げなかったら、いまはもう第七治安官の剣に殺されていたから」サラは言う。「スー、なにか求める褒賞があればなんでも言ってみなさい」

「トルン様はわたしが心を入れかえる機会をくれました。これ以上の褒賞はなにもありません」

「わたしの上司たちが議論して、あなたに与える褒賞の案を三つ考えたの。わたしたちはあなたに褒美のお金を与えて、ずっと先まで食うに困らない日々を過ごしてもらうことができる。養女として商人の家に向かわせることもできる。あなたは名家のお嬢さまとして指導を受け、結婚のときにもたいへんな額の持参金が手に入る。あなたは騎士団のために働いて、この先同じように長所を発揮することもできる。危険に出くわすかもしれないけれど、王女様が無事に即位すればあなたは功臣のなかに肩を並べることができる。あなたはどの案がほかより自分に合っていると思う？」

　スーはしばし躊躇したあと、小さい声で〝ぜんぶではいけませんか〟と尋ね、サラとロータはおかしくなって笑い声を上げた。

「それがあなたの答え？　なら王女様にそう報告しましょう」

「王女様は怒りますか？」

「それはなんとも。わたしたちには王女様のご機嫌がつかめないから」サラは言う。「すべての褒賞をあなたに与えるのも無理ではない。お金を渡してから、王都で商人の養女という立場に落ちついてもらい、同時に調査や聞きこみの仕事を任せる。三つは対立しない」

「王都はどんなところなんですか？　あそこで船を降りたとき、しっかり見る間もなく馬車に乗ったから……」

「ブルーメンベルクとよく似たところ」

「ここに残って、あなたの手助けをするのは無理なんですか」

「ここではあなたはなんの役にも立てない。王都には深く守られた場所というのがあって、そここそあなたの腕前をいちばん発揮できる場所だから」サラは言う。「騎士団が王都に送りこんでいるシルヴィアはとてもいい人。あの人も孤児の生まれで、かなりの苦労をして自分の努力によって騎士になったうえに重責を任されているから、きっと悪い扱いはしない。わたしも毎月、王都に行く番がやってくるのだし」

「わかってます」スーは言った。褒賞の話をしているというのに、その琥珀色の目に喜びの色はまったくなく、満ちているのは不安とためらいだ。最後に一言言う。「ほんとうに心を入れかえられたならよかったのに」

　スーのことはひとまずロータに任せ、サラは王女の部屋にやってきた。このとき王女はすでに騎士団の制服に着替え、化粧鏡のまえに座っていた。藍色のワンピースをまとったイーディスがその髪をとかしている。

「あの子はなんと？」

「褒賞金も欲しいし、養女にもなりたい、それにわたしたちのためにも働きたいそうです」

「そう、なら叶えてあげましょう」

「ほんとうに、素性のわからない泥棒をわたしたちのために働かせるおつもりですか？」王女の銀髪を耳元で結い、髪網で固定しながらイーディスが尋ねた。

「シルヴィアは以前から、王都の密偵は値段が高すぎるし信用が置けないと不満を持っていて、わたしたち専属の密偵を育てられたらと言っていました。サラの話を聞くに、スーには見込みがあります。シルヴィアに任せればわたしも安心できますから」

「しかし……」

「絶対の信頼に見合う人などいません、大事なのは危険をできるかぎり小さくすることでしょう」そう言って王女は立ちあがり、イーディスに手伝わせて化粧台に置いてあった剣を腰元に差した。「あなたももう着替えに行くといいでしょう」

　イーディスは王女に礼を送り、そして面白くなさそうな様子でサラに〝あなたも大手柄を立てておめでとう〟と言うとその場を出ていった。

「あなたたちの仲を良くするための方法はなにかありませんか？」王女が苦笑する。

「イーディスが手柄を挙げられる機会をお与えになれば、彼女との関係はおのずとよくなるでしょう」

「できないことはあなたもわかっているでしょう。もしわたしの身になにかあったなら、継承権を持つイーディスはゼーラントの最後の希望となります。当人にとってはすこしばかり残酷ではありますが、ひとまず彼女のことは温室で育て、守るしかありません。わたしのことを恨んだとしてもかまいません」

「イーディスが、王女様を恨むことはありません」

「約束してください、サラ」非常に決然とした王女の声は、命令に近かった。「もし実際にその日が来たなら、いまわたしに尽くしているのと同じように、イーディスに尽くしてください」

「約束いたしましょう」

「このことはパールには頼めません。彼女はわたしを重んじすぎて、王国そのものさえ上回りますから」王女は化粧台に置いていた銀の王冠を手に取り、頭に載せ、鏡に向かってすこし整えた。「わたしにもイーディスの思いはわかります、わたしもパールによって温室で育てられ、守られてきたのです」

　そこに響いたノックの音はアナベルのもので、今日まる一日の護衛の任務は彼女に任されている。

　サラが王女の部屋を出たときには、儀式が始まるまでの時間はあまり残っていなかった。二階に通じる階段を通りがかったところで、ここでもイーディスと出くわした。このとき相手は騎士団の制服に着替えて、後ろにドゥファを従えていた。

　イーディスは〝まったく、巡りあわせが悪い〟とこぼしながら階段を下りてきて、サラと肩を並べた。

「素性のわからない人間を離宮に連れてきて、なにか問題が起きたらどうするの、責任は取れるの？」

「王女様はもう、スーをシルヴィアのところに送ると決めていらっしゃるの。ここにいるあいだは、なにをしようともだれかが付いている。もともと私物のたぐいはなかったし、きのうは沐浴のあとに服を替えたから、なにも隠すことはできない。このまえ護身のためにわたしから短剣を渡したけれど、それもいまは返してもらっている。あなたの考えすぎでしょう」

「あの子が王女様を暗殺することは心配していないの──たぶん、そんな大それたことはできないでしょう。だとしても、ここであの子がなにかを盗んだだけでも、あなたの評判にはかかわるの」イーディスは言う。「王女様がこれだけあなたを信用しておられるのだから、その厚意を裏切ってはいけないでしょう」

「そんなにわたしのことを考えてくれるなんて」

「あなたのことは嫌いだけれど、そんなことは言ってもわたしはフルスト家の娘なの。ベーフェラント家と婚約しているあなたとは同盟相手に違いない。どんなにいやな相手でも同盟相手にはなるしかないの。わたしは同盟相手として忠告しているだけ」

　サラはふと、もしその関わりがなかったなら、自分とイーディスとはいまよりも和やかに付きあうことができ、ことによれば親しい関係の友人になっていたかもしれないと内心思った。しかし結局、それを言葉にすることはなかった。

　表彰の式典は、湖畔でとりおこなわれた。

　サラたちが離宮の中心の建物を出てすぐに、集合を知らせる鐘の音が響いた。メイヤール湖に通じる小道の左右には柳の木が植えられ、制服に身を固めた騎士たちがちらほらと木陰を歩いている。湖を望む草地にやってくると、サラはすぐに人影のなかからロータとスーを見つけだした。いまスーは華麗な青のワンピースのドレスに着替えていて、それはロータが新緑祭イディヤグレンの舞踏会で着ていたものだった。

　イーディスはドゥファとともに、察しよくサラたちからは離れたところに立っていた。

「イーディスといっしょに来たの？」ロータが尋ねる。

「今日も会いたくない相手に限って出くわすの、もう二度も」

「それはほんとうに運が悪いわね」

「わたしはあの人が嫌いではなくて、向こうばかりがわたしを嫌っているだけなのに」サラが言う。「でもイーディスも、わたしのことは嫌いだけれど、わたしの立場のせいで同盟相手になるしかないと決まっている、と言っていた」

「たしかに、はじめから決まってしまうことというのはたくさんある」ロータの言葉は意味ありげだった。「それが運命ね」

　サラがうっすらと感じているのは、表彰の式典が終わったあと、ロータが自分になにか伝えてくるのではないかということだった。もしくはスーを王都に送りとどけたあとかもしれない──聞かされるのは、自分がとっくに予感しながら、なかなか確かめる気が起きなかったことだ。しかしいまサラは、ひとまず考えないことを選んだ。

　湖はあおあおとしたモルク山を映し、そよ風が細かく波を立てていく。

　団長のパールと副団長のカロリーンはすでに姿を見せていて、その横には花冠を捧げ持つ箕帚人が二人立っている。騎士たちはおのずと四列になり並んでいく。

　すぐに、アナベルに付きそわれたアーシュラ王女も湖のまえにやってきた。

　騎士たちが勢ぞろいし、短く王女は伝えるべきことを述べた。

「今日わたしたちがここに集まったのは、わたしたちの仲間の一人と、それに力を貸した平民の一人を表彰するためです。湖畔の騎士団の団員サラ・トルンは、入団のその日から一日として騎士の名を汚すことなく、後輩からは模範とされています。さらに先頃には自由都市ブルーメンベルクにおいて、治安軍に協力し反乱を治め、市民を守っています。教団が残していた糸口をまっさきに見つけ出し、反乱に加わった第七治安官をその手で打ち負かし、また敵の手に落ちたロッペルスム一家を命を投げ出して助け出し、当地の人々からはいちばんの功績を挙げたと称えられています。その途中において、グラウガウス島の生まれのスーはサラの感化を受けて行いをあらため、賊の鎮圧に大いに力を捧げました。ここにわたしは、ゼーラント王国の王位継承者、湖畔の騎士団の創立者の名において二人を表彰し、栄誉と祝福の象徴である花冠を授けます」

　王女の言葉が終わり、パールがサラを呼ぶ。

　王女のまえにサラはやってきて、片膝を立ててひざまずいた。王女は箕帚人の手から、新しく摘んだ花で編んだ花冠を受けとり、サラの頭に載せると〝永遠に勝利がともにありますように〟と祝福の言葉を述べた。サラも王女の服のすそに口づけ、感謝を表す。

　花冠を授けられたサラは列に戻り、パールはスーに進み出るよう呼びかけた。

　サラとすれちがった瞬間、その耳元でスーは低くなにかを口にした。サラはすぐには反応できず、もう二歩歩いたところで、あれはおそらく〝ごめんなさい〟だったと気づいた。

　慌てて振り向くと、スーはすでに、花冠を両手で持った王女のすぐまえまで来ていた。

　視界のなかで、スーはひざまずくことなく、まえに突進し、王女が腰に佩いていた剣に手を伸ばした。柄を握って剣を引きぬき、王女やそのそばに立っていたパールたちはまったく止めるのが追いつかない。

　しかし、鞘のなかから引き出されたのは完全な長さの刃ではなく、これ以上ないほど短い剣の根元だけだった。

　そこに、王女が振りあげた両手がスーの顔を殴りつけたが、スーは後ろに飛びのいて避ける。パールとアナベル、カロリーンがただちに剣を抜き、王女を囲んで立つ。騎士たちもそれぞれに剣を抜き、スーに迫りはじめた。

　スーは服のすそをからげて、離宮に向けて大股に駆け出していた。いちばん近くにいたサラは急いで追いつき、剣を振るい斬りかかった。身を翻したスーは、折れた剣と鍔との角でその一撃を受けとめた。

　サラに向けられたその琥珀色の目は冷えきって、いっさいの表情が消えていた。

　スーは勢いよく地面を蹴って飛びのき、折れた剣をサラに投げつけた。サラが剣を振るって防いだ間に、スーは数メートルさきに駆け出している。追いすがる騎士たちのまえでスーは厩舎に逃げこみ、直後、灰色の馬にまたがって飛び出してきて、北東に向かい突っ走った。騎士たちもつぎつぎと厩舎に入り、戦馬にまたがって後を追う。ロータやイーディスの姿もそこにあった。

　サラも厩舎に駆けこもうとしたところで、パールの声に止められた。振り向いた瞬間に拳が向かってきて地面に転がされ、頭に載った花冠も外れ、泥土のなかに落ちた。

「王女様があらかじめ用心していなかったら、たいへんなことが起きていた」パールはサラを起こす。右手がふたたび持ち上がったが、やってきたアーシュラ王女がその腕をつかんだ。

「わたしは無事でいます。あの賊が行きがけに馬を一頭奪っていっただけでしかありません。サラを責めるのはもうよしなさい、間違ったことなどしていないのですから」

「不届き者を引き入れたのはサラの間違いではありませんか」

「それも、善良すぎたからでしかありません」王女は言った。「その善良さがなければ、サラは優秀な騎士にはならなかったのです。しかしそれは弱点でもあります。わたしたちはみな弱点を持っているのですから、あまり責めすぎる必要はありません」

「申しわけございません。王女様からの信頼を裏切り、ベーフェラント家の顔にも泥を塗りました」

　王女はサラを立たせ、服を汚している泥をその手ではたき落とした。

「われわれは、重要きわまりない任務をあなたに任せるつもりだった」その横でパールが言う。「しかしいまとなっては、最適の候補とはとてもいえない」

　そこにミアが、すすり泣きを続ける箕帚人を一同のまえに連れてきた。厩舎で働いているダイアンだ。

「すべてわたしが止めなかったせいです、だからイザベラを奪われてしまった」

「ダイアン・ユーダリル」王女がその名を呼ぶ。「あなたの過ちはスーを止めなかったことではなく、まっさきにべつの馬にまたがって後を追わなかったことです」

「わたしが追ったとしても……」

「馬の管理はあなたの責任でしたが、あなたは馬術に自信がないために、馬を取りもどすための絶好の時機を逃したのです。もしほかのだれもあの馬を取りもどせなかったら、あなたの入団試験は取りやめにするしかありません」

「すべてはわたしの過ちです、ダイアンを責めないでください」サラは言った。「もしわたしがスーを離宮に連れてこなかったら、馬も奪われず、王女様も襲われる危険はありませんでした」

「サラ、なんども自分に力を貸し、わたしたちの役に立つかもしれない相手をわたしに引き合わせたのは、軽率な決定ではありましたが、誤った決定とは言えません。ただしダイアンが、自分の管理する馬を奪われたとき、すぐに追うことをしなかった、これは当人の手抜かりです──この是非の判断を、わたしははっきりと付けています」王女は言った。「ダイアン、良いことを挙げるなら、あの賊は純色の毛の、高貴な血統の戦馬に乗って逃げつづけるとは思えません。あまりに目につきますから。どこかで馬を乗りかえるはずです。予想通りなら、おそらくあの馬は取りもどせますが、あの賊を捕らえられるかはわかりません」

　ことの進展は王女の考えたとおりになった。騎士たちは近くの村ですぐにくだんの灰色の馬を見つけた。大柄な馬をスーは村の宿屋の厩舎につないでいたが、厩舎にいた馬は盗まれていなかった。泊まり客が部屋に置いていた服と保存食が持ち去られ、ロータのものだった青のワンピースはベッドに脱ぎすてられていた。

　騎士たちがスーを追っているそのあいだ、サラはパールによって部屋に謹慎するよう命じられ、ダイアンは反省室に入れられた。

　サラは一人ぽつんと部屋に座り、自分がスーの裏切りにあったことにようやく多少の実感が湧いてきた。あの琥珀色の目の少女は、はじめから目的を持って自分に近づいてきたらしい。それから何度も力を貸してくれたのはなりゆきに従っただけで、自分からの信用を手にし、王女に近づく機会を得るためでしかなかったのだ。

　午後、ミアがサラに食事を運んできて、馬を取りもどした報せを伝えた。

「そもそもダイアンに厩舎の仕事を紹介したのもわたし、スーを離宮に連れてきたのもわたし。わたしがダイアンに厄介ごとをもたらしたの」

「この件はダイアンの過ちに違いありません。王女様がどんな罰を下そうとも、ダイアンは受けいれないといけない」ミアは言った。「これで入団試験をあきらめなければいいんですが」

　夕暮れどき、外に出ていた騎士たちがつぎつぎと離宮に戻ってきた。

　ロータがサラの部屋をノックし、王女の部屋に連れていった。

　そこには王女のほか、パールにカロリーン、ミア、イーディスとドゥファも集まっていた。すこしして、アナベルがダイアンを連れて部屋に入ってきた。ダイアンの顔には涙の痕が残っている。罰を受けおえたばかりらしい。

「あの賊はおそらく近くの村に身を隠していて、戻ってきて王女様を襲うおそれはつねにあります。しばらくは警戒を強める必要があります」カロリーンが言う。「もしくは、いまはほとぼりが冷めるのを待っているだけで、この先逃亡を続けることもありえます。人を遣やってさらに追うべきでしょう。なんとしても捕らえて、裏で糸を引く人間を引きずり出さなければなりません」

「追跡の役目はサラに任せてはどうでしょう」パールが提案した。「自分が招いた災いは、自分で解決するものです」

「それもいいでしょう」王女は言った。「あの賊はおそらくゼーラントに来たのは初めてで、慣れない土地でだれにも話を聞かないわけにはいきません。十四、五歳の娘の一人旅、しかもいかにも諸島民らしい容貌となれば、周りの注意を引くのはすぐです。サラ、よく注意を払いましょう、きっと新しい手がかりが見つかります」

「ヴィティン島まで追うことになっても、かならず連れもどします」

「サラに協力したいと思います」ミアが自ら名乗り出た。

「さきほどカロリーンも話していたように、あの賊は引きかえしてくるおそれがあります。離宮のほうでもとにかく人手が必要なときなのです。だからミア、あなたの頼みに許しを出すわけにはいきません。しかし、サラを一人で行動させるつもりもありません」王女はダイアンに目を向けた。「いまではあの戦馬も戻ってきたわけですから、ダイアン、あなたの入団試験は取りやめにはなりません。しかし方法は変えましょう。サラが刺客を追うそのあいだ、あなたがそばに付いて手を貸しなさい。騎士としてわれわれに加わることができるかは、そのあいだの働きによります」

「力の及ぶかぎり、トルン様に協力します」ダイアンは言った。「もう、騎士団への参加を望むことはありません」

「馬術の自信が欠けていたせいで刺客を逃がしたそのうえに、数年間わたしたちが施した教育を自責のためにすべて捨てようというのですか？　これ以上わたしを失望させないように」

　ダイアンが謝罪を口にするよりまえに、横のパールが口を開いた。

「二人には準備のため二時間与えましょう。出発は今晩とする」

　話が終わり、部屋に戻って荷物をまとめるサラにはロータが付いていた。サラは長旅を終えたばかりで、持ち物はすべて揃っており、準備はすぐに済んだ。それから引き出しを開け、琥珀を嵌めこんだあの短剣を取り出して、腰に差し、つねに身に着けていた短剣の代わりにした。

「今日パールが、重要きわまりない任務をわたしに任せるはずだったと言っていたけれど。その任務はあなたに関わりがあるの？」サラはロータに尋ねた。

　ロータはうなずく。「もう予想はついているんでしょう？」

「ついている気がする。王女様が女伯爵に、エルドゥリア語を教えられる人間をみつくろってくれるよう頼んだということは、向こうの国とつながりを作ろうとしているということ。わたしたちの同盟相手としてもっともありうるのはフローリス王子に違いない。つながりを作るためにいちばん手っとりばやいのはもちろん婚約を結ぶこと。ともかく相手は一国の王子なのだから、家柄について考えないといけない。ふさわしいのはあなたとイーディスだけ。だけれどイーディスは……」

「イーディスにはほかの使いみちがあるから、残ったのはわたししかいない。予想は九割がたあっているけれど、まだそこまでは進んでいないの。いまはまだ、わたしと王子が国境でひそかに顔を合わせる手配を進めているだけ。もし向こうが満足で、わたしも応じられるなら、そこでこの縁談は決まる」

「応じられないのなら、あなたは断ってもいい」

「サラ、わかっているだろうけれど、わたしは断ることはできないの。どうしてそんな、自分を騙すようなことをわざわざ言うの？」ロータは苦笑して言った。「イーディスがいくら覚悟に燃えていたとしても、敵を倒して手柄を挙げるような場に王女様が送りこむはずがないのと同じ。シルヴィアが心のなかでどれだけヒルフェルスム家のエゴンのことを想っていたとしても、二人がいっしょになるとはとても思えないのと同じ。すべては運命に導かれていて、わたしたちはそれぞれの運命を受け入れるほかないの」

「ごめんなさい、その場に付いていくことができなくて」

「来月のはじめ、わたしは傭兵に化けて、プスコフ家の商隊とともに国境を越えるの。カロリーンが自ら護衛に付いてくれる。国境の近くでフローリス王子と対面してからは、別の商隊にまぎれて引きかえしてくる。今回の任務はとても安全なの、心配なのは王子がわたしを気に入るかだけ」

「きっと王子は、あなたを愛するようになるでしょうね」

「だといいけれど」ロータは目に涙をためていた。「いつかこういう日は来るのだと知っていたから、心の準備は済んでいるの。貴族の家に生まれて、何不自由ない暮らしをして、最高の教育を受けたのだから、当然背負うべき責任も多くなるでしょう。だけれどパールのことはすこしうらやましいの、なにより大事な人のそばにずっといられるなんて」

「パールもいろいろなものを犠牲にしているでしょう」

「でもそれには見返りがある」そう言って、ロータは首を振った。「ごめんなさい、こんなわがままを言うものではないわ。そろそろ出発でしょう？　ダイアンは準備が済んだかしら」

「厩舎のほうで待っていると言っていたけれど」

　サラが荷物を取り上げ、二人はともに厩舎に向かった。

「わたしたちがここに集まることができたのも、運命の導きだった」サラは言った。「いつか別れが来るのだとしても。だけれど、いつ思いかえしたとしてもきっと、これがわたしたちの人生でもっともすばらしい時間だったと思うでしょう。ただし、わたしたちの親の代の人々が七十日戦争のあと、フリューロートの丘の惨敗を経験したように、わたしたちもいずれ、さらに残酷な現実と向きあうのだけど」

「いつか別れの日が来るとしても、わたしたちは盟友でありつづける──それで充分なのかもしれないわ」

　厩舎に来ると、ダイアンとミアはさきに待っていた。

　ロータとミアに別れを告げ、サラはダイアンとともに離宮を発った。馬を走らせる二人の耳には、はじめはうしろからかすかにミアの泣く声が届いていたが、それもすぐに聞こえなくなり、夜風が耳元を吹きぬけていくだけになった。

　近くの村に着くと宿を取り、そのついでに宿でスーの情報を探り、翌朝にはまた村で聞きこみを始めた。しかし調査はうまく進まず、それからの二日、村のだれもスーの姿を目にしていなかったが、家のなかのパンとチーズが消えうせているのに気づいた村人はいた。カロリーンが推測したとおり、スーは村に身を隠しているらしい。日が改まり、馬を盗まれた村人が出た。サラにはこれが陽動のための策なのか判断がつかなかったが、調査の範囲を広げるほかなく、ダイアンとともにさらに離れた村で話を聞いてまわり、結果ようやく新しい手がかりをつかんだ。スーはまた新しく馬を盗み、まえに盗んできた馬は村のなかにつないであった。ガトナモウタ村の周辺で、二人は手がかりを見失った。スーはそこに馬を置いていったが、新しく馬を手に入れることはなく、村から盗まれたものもなにもなかったのだ。しかししばらく聞きこみを続けて、そこを二日前に大規模な商隊が通りすぎたばかりだとサラは知った。隊列の目的地はまさにブルーメンベルクだという。おそらくスーは商隊の荷車に身を隠して、自分がどこよりも知っている自由都市に引きかえそうとしているのだ。

　短い手紙を書いて王女に調査の進展を報告すると、サラは自分の推測を裏づけるため、ダイアンとともに連夜道を急ぎ、前方の商隊に追いついた。一通り調べた結果、荷車にスーの姿はなかったが、食べものの残りかすは見つかっていた。商隊がすこしまえに通りすぎた村にサラが引きかえすと、案の定そこでは馬を奪われた村人がいた。

　スーの目的地が明らかになって、追跡の任務は順調に進みだしたようだった。ブルーメンベルクに通じる陸路をたどって調べていけば、あちこちでスーに関わる手がかりが見つかった。毎度一歩遅れをとっていたとはいえ。

　数日間の追跡のあと、サラはふたたびブルーメンベルクにやってきた。

　これだけの大都市で、行き先の予想のつかない刺客を探し出すのは、大海に落ちた針をさらうに等しい話にほかならない。サラはやむなくドランゲイに協力を求めた。ずいぶん早くサラに再会することになったドランゲイはかなり意外そうで、用件を知ると、〝あの小娘が、そこまでいろいろなものを隠していたとは〟としきりに漏らしていた。

　ドランゲイは新任の第七治安官、ロザリン・ゲーゼを呼んできた。

　ロザリンはすぐに部下を総動員し、スーの行方を追わせるとともに、新しく与えられた公邸にサラとダイアンを連れていき、腰を落ちつけさせた。さらにロザリンからは、以前自分とやりあった前任の第七治安官、ナイメーヘンはすでに処刑されていて、ロザリンがその手で彼女の首を落としたと聞かされた。グウィネスは船に乗りこみ、ヴィティン島の砦めざして発っていた。

　翌朝、ロザリンからサラのもとにスーの情報がもたらされた。

　港の運び屋の一人が、こちらの説明と合致する少女が出航寸前の貨物船に駆けこむのを目撃したが、船員がざっと調べた結果どこにも姿を見つけられなかったという。その船は結局、予定どおりに北港を発っていた。

「貨物船の目的地は？」

「ヴィティン島」ロザリンは答えた。「大ノルン諸島に向かう航路があるのはヴィティン島だけなの。もしあの泥棒がほんとうにグラウガウス島の生まれで、故郷に逃げ帰るつもりなら、ヴィティン島で船を乗りかえるしかないわ」

「わたしもヴィティン島に向かうしかないようですね」

「向こうに行くつぎの船は三日後になるけれど」

「すべて手遅れにならずに済めばいいのですが」

　自分が王女のまえで誓った大言壮語が、まさか現実のものになるとは。ほんとうにヴィティン島まであとを追うことになるのか──もし運が悪ければ、さらに遠くのグラウガウス島まで追いかけることになりかねない。エルザとウィルヘイムのことを思い出し、そして因縁のあるグウィネスもヴィティン島にいることを考え、サラはわずかに慰めを感じた。

　出発までまだ三日ある。サラとダイアンは連れだってベーフェラント家の城を訪れ、自らの失態を女伯爵に報告し、そこで一夜を過ごした。離宮から走らせてきた馬はベーフェラント家の厩舎にあずけ、二人はともに水路でブルーメンベルクに戻った。滞在先に戻ったかと思うと、ビビアンが訪ねてきた。

　ビビアンは、サラに命を救われた両親の代理として大きな袋に詰まったデナリ硬貨を渡し、サラの旅費に充てるようにと伝えた。またサラに守られた学院の代理として、新しく出版された本を何冊か持ってきて、船での時間つぶしにしてほしいと言う。そのうち一冊は、亡くなったばかりのヴェルナモ教授による旧世界の宗教についての著作で、ほかのほとんどは歴史に関する本だった。

　ビビアンは自分の近況についても話した。

「あの〈七短剣の聖女〉を記した禁書の解読をしているの。評議会から託されてね。成果が出れば、教授職を手に入れられるはず」

「いったいあれはどういう本だったの？」

「とても不思議な本。旧世界文献でも、あそこまで印刷が精巧なのは何冊も見たことがない。いまのところは、終末の二世紀まえの出版だと推測している。そのころは書物の落日の時代で、だけれど印刷の技術も頂点を極めた時代だった」

「このまえわたしも中身を見たけれど、わたしが見たことのない文字で書いてあったの」

「あの言語で書かれた旧世界文献はほとんど現存していないけれど、偶然あの言語と、旧世界の共用語を突きあわせられる辞典が伝わっていて、解読するのはそこまで難しいことではなかったの。だけど完全な把握までは、もう四、五年はかかるかもしれない」

「あなたでも四、五年かかるの？」

「そう。この言語は三つの文字の体系が同時に存在していて、一つが絵のような表意文字、もう二つは発音を表記しているの。表意文字一つひとつの読みかたは、前後の文によって変化する。それにこの言語は、ほかの言語からの借用語が大量に存在している。学者はふつう、三、四種類の古代言語を自在に扱えるようになってから、この言語の学習を始めるの」

「なら、そのやっかいな任務があなたに任されたということ？」

「ほんとうは、ヴェルナモ教授がこの分野の研究を仕切っていて、あの人こそが最適な人選だったけれど。残念ながら亡くなってしまった、しかもあんなに怪しい状況で」

「いまはどこまで解読できたの？」

「あの本、文字で書かれている部分はさほど多くなくて、紙幅のほとんどは挿絵だったでしょう。辞典と突きあわせてもうひととおり読んで、全体の内容はおおむねわかっている。意味のわからない場所もたくさんあって、すこしずつ研究していくしかないのだけど」

「なにが記されていたの？」

「どう表現すればいいか、わたしもわからない。ほんとうに、とても不思議な本なの。わたしたちの知らない世界を紹介しているかのようで。その世界は、わたしたちのいる世界すら上回る広さで、七つの大陸からなり、それぞれの大陸にいくつもの政治勢力が広がっている。人間の世界のほかにさまざまな神々や魔物も存在して、その国があるのは空の上と地の下。人間の世界も、天空と地底も、本に詳細な地図が描いてあった。山や川、森にも印が付いているし、大小さまざまな地名も記されている。そのほかには、何人もの英雄と予言者たちの紹介があって。どの人物の紹介にも大量の挿絵が並んでいる。そうした挿絵で、英雄や予言者はさまざまな姿勢を取って、それぞれの姿勢で違った服を着ている姿まで書かれているの。文字の説明でも、それぞれの出身と人生、最期が詳細に説明されていた。神々や魔物の紹介はそれより簡潔だったけれど、絵はすべてに付いている」

「〈七短剣の聖女〉についてはどう記してあったの？」

「〈七短剣の聖女〉は、七つの大陸を支配する神だった。本のなかの説明によれば、彼女はほかの神との戦いで顔が崩れ、それからは世の人々のまえに姿を現さずに、裏に隠れて静かに人間の世界を守っているのだと。もう一つの言及では、旅人が〈七短剣の聖女〉の像に向かって祈ると、〝広くなった視野〟が手に入るという──具体的にどんな意味なのかは、これから研究の必要がある」

「来世に地位と財産を引きつげるという文章は？」

「たしかに本には記されていたけれど、とても解釈のしにくい書きかただった。原文にはおおまかに、こんなことが書いてあった。〝旅人が旅路を完遂クリアしたとき、〝旅聖女の祝福〟を達成していた場合、すべての金銭と地位ランクを保ったままつぎの回に入る〟。あの信者たちは、この〝完遂クリア〟を死と解釈したようだけれど、その理解は正しいとは言いきれない」

「あなたは、どんな意味だと思っているの？」

「わたしはまだ、たしかな根拠のある解釈を思いついていなくて。わたしの説明を聞いたシンクヴァトラ教授が一つの仮説を出してくれた」ビビアンは続ける。「あの人は、この本はおそらく、盤を使った遊びの一つを説明するものだと推測している」

「遊び？」

「あの人の考えでしかないけれど。教授は、この本は駒の一つひとつに物語を書きしるしたようなもので、彼らがなぜ盤の上で殺しあうのかを説明したのだと。盤の上の地形や風景、地名についても詳しく紹介してある。あの信者たちが教義として崇めていた例の言葉も、きっとこんなことを言っているにすぎない──一度の勝負で得られたお金は、次の勝負に持ち越して賭け金とすることができる」

「もし教授の推測どおりなら、あの信者たちの死はさすがに無駄だったというものね」

「どうあがいても無駄な死だったでしょう。この本には竜が現れる、しかも一種類だけではない。ここに記されているのはなにもかも作りごとなの。最近起きたことを考えると、わたしは旧世界のある詩を思い出す。そこにこんな言葉がある──〝彼らはただ恐怖と拷問と殺人を通って、愚行と妄想と錯誤を通って、神へ到ろうとしていた〟」

「いい詩ね、まるで作者本人がすべてを経験したようで」

「もしかすると旧世界でも、わたしたちが経験しているようなことが起きていたのかも。どんな時代であっても、人間は同じような過ちを、同じような悲劇を繰りかえすものだから」

　ビビアンが辞去するとき、サラは玄関まで送っていった。

　二人は長々と別れを惜しみ、お互いに祝福を送り、サラがヴィティン島から戻ってきたらまた会うことを約束した。

　時間は午後で、この自由都市がもっともにぎわうころだった。通りは人でごった返し、ビビアンの後ろ姿はすぐに人ごみのなかに消えてしまった。






作者註：「七短剣の聖女」の名前はヴァーノン・リーの短篇から取った。「七懐剣の聖母」との訳題もある。ここでは西崎憲氏の訳題を参照した。作中の〝旧世界の詩〟はシュテファン・ゲオルゲの詩集『盟約の星』から引用した。富岡近雄氏の訳文を参考にしている。




編集部註：本書は、中国語による書き下ろし作品を翻訳したものです。








あとがき







　ロバート・シルヴァーバーグに「世界の終わりを見にいったとき」という短篇がある。この作品が空想するのは新しい種類の旅行会社で、人々は時間旅行によって、世界が終わるそのときの情景を見物しに行くことができる。その光景はきっと壮観で、一見に値すると思う。だけどそれ以上にわたしが思い入れを持つのは、永劫の時を経て生まれ変わったあとの〝明日の世界〟を描くような作品だ──長い年月ののちに、一度壊滅的な打撃を受けた人類文明がふたたび築かれる。その世界はわたしたちの世界からなにを引き継ぎ、なにを顚てん倒とうさせて、人々はどんな生活を送り、そこではどんな物語が生まれるだろうか？

　ポスト・アポカリプスの延長線上に位置づけられるこうした作品は、星の数ほど名作があるが、そのなかでも重要な地位を築いた作品としては、ウォルター・ミラーの『黙示録３１７４年』や宮崎駿の『風の谷のナウシカ』を挙げるといいだろうか。前者に影響を受けた作品として『トリニティ・ブラッド』の名前を出すことができるし、世界で一千万本以上を売りあげたテレビゲーム『Horizon Zero Dawn』は後者をなぞっているように思える。わたしの『盟約の少女騎士スキャルドメール』は、つきつめると『黙示録３１７４年』の宗教についての議論と『風の谷のナウシカ』の少女の冒険を一つにまとめ、そして戦記ファンタジーの筆法で〝女騎士萌え〟の物語を書いただけの作品だ。

　わたしのもとからの領域であるミステリの要素も、もちろん消えてはいない。社会の治安が騎士によって保たれている世界ということで、本作は一種の警察小説として見ることができるかもしれない（ローリー・リン・ドラモンド『あなたに不利な証拠として』の女騎士版に近い）。ストーリー展開の一部ではサラ・パレツキーとスー・グラフトンを代表とする女性私立探偵の物語も参考にした。主人公の造形には、Ｐ・Ｄ・ジェイムズが描くコーデリア・グレイの影を容易に見てとれる。最後に明かされる仕掛けについては、エラリー・クイーンのある後期作品と、アーサー・Ｃ・クラークのある短篇（日本語訳は『太陽系最後の日』に収録されている）へのオマージュだ。同時に、小川一水と米澤穂信の二人の先達にも感謝したい。彼らの『風の邦、星の渚』と『折れた竜骨』は、東アジアの小説家であっても中世ヨーロッパものを書いてみせる姿を見せてくれ、この作品を執筆する勇気を与えてくれた。

　小説についてのわたしの考えは、ひょっとするとマーティン・スコセッシの映画観にも似て、偏狭に近いくらい保守的かもしれない。なにもないところから斬新なものを作りあげられる才能は持っていなくて、つねに文学の伝統に敬意を持ちつづけ、旧習のなかにその先を探すことしかできない。伝統的な意味での〝物語〟は、のこらず一つの難題に向きあってきた──たった一度の人生をどのように過ごすかだ。そこで扱うのは命ある一人の人間であっていくつかの型から量産された登場人物ではなく、また「終わりなき日常」や〝異世界転生〟のような避難所に逃げこむこともしない。読者のまえに差し出されているこの物語も同様に、初めから終わりまでサラ・トルンという名の一人の少女騎士をめぐって展開し、彼女の冒険を、彼女の成長を、彼女の挫折と彼女の決断を記していく。

　本書は、わたしが日本の出版社からの依頼で執筆したはじめての長篇だ。星海社の丸茂智晴氏はわたしを見込んで依頼を持ちかけてくれ、また要望とは異色の内容になった本書の担当編集を喜んで引きうけてくれたことにも感謝している。わたしの作品はこれまでほとんど稲村文吾氏の手によって日本語に訳されてきたが、本作も例外ではない。わたしの小説は雑多な知識で埋めつくされていることで以前から有名だが、さらに本作は古ノルド語をもとにした各種の造語ばかりで、彼の仕事に多くの手間を増やしてしまい、心から感謝するとともに後ろめたさを感じずにはいられない。また、本作のために表紙のイラストを描いてくれた鈴観氏と装幀のVeia氏にも感謝する。きっと多くの読者がこの美しい表紙に惹かれて本書を購入してくれたことだろう。
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（翻訳：稲村文吾）
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